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ま え が き

第2回 自然環境保全基礎調査いわゆる緑の国勢調査は,昭 和53,54年 度に実施された。調査結果は,

既に,調 査個票を掲載 した都道府県別報告書,全 国の分 布状況や集計 ・解析結果を掲載 した調査項目別

報告書,第2回 調査を集大成しとりまとめた聡括版報告書及び同資料編等の文献,あ るいは,動 植物分

布図(20万 分の1,都 道府県別),現 存植生図(5万 分の1)日 本の自然環境(アbラ ス)等 の:地図に

作成 し公表 したところである。

また,第2回 調査の集計 ・解析,分 布図等の作成を行 うにあたっては,ぽ う大かつ多様なデータを電

子計算機で処理できるように数値化 または記号化 して磁 気テープに入力 し,多 数のデータファイルを作

成 した。この記録は,文 献や地図として公表したものとおうむね同じ内容であるが,大 量なデータを迅

速に処理で きるなど多くの優れた特色を持っている。今後,自 然環境の保全,国 土の利用や整備に関す

る諸計画の立案や実施を合理的科学的に行 う上で,文 献 や地図とともに有力な手段として活用できるで

あろう。

自然環境保全基礎調査は,い まだ2回 の経験 しか持たず,広 範な対象について種 々の手法を用いて調

査 したものである。したがってそのデータは多様な特性.を有し,精 度的にもその限界は様々である。ま

た,自 然環境保全に関する情報の数値化は,い まだ開発 中のものが多く改善すべき点も多い。

本報告書 は,磁 気テープを利用される方に調査 の精度 や数値化の限界等その内容を正確に理解 してい

ただき,適 切な使い方がされるように手引書としてとりまとめたものであり,昭 和57年 度自然環境保全

情報整備事 業の一環 として助 日本野生生物研究センターが作成 したものである。
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序

本情報整備事業 は,第2回 自然環境保全基礎調査結果が収納 された磁気テ ープについて点検後,日 常

的な利用が可能な活用 システムを開発す ることを目的 として実施 された。

本マニュアルは,磁 気テ ープの有効利用を図 るため,第2回 自然環境保全基礎調査の目的,対 象地域

および種,調 査方法,情 報処理な どの概要 と磁気 テープのファイル仕様,レ コー ドフォーマ ット,コ ー

ド表を一括 してまとめたものである。

調査 の概要 は,調 査実施要綱お よび調査報告書 か ら抜粋 した。

なお,第2回 自然環境保全基礎 調査結果 にっ いて はパ ーソナル コンピューターを用 いた活用 システム

の開発作業が磁気 テープの編集作業に 引 きっ つ いて 行 わ れた。磁気テープに収 められた内容 は編集 さ

れてパーソナルコンピューターのデ ィスケ ットに収納 され,ま た分布図作成,検 索 ・集計を行 うプ ログ

ラムも同時に開発 された。このパ ーソナル コンピュー ターを用いた活用 システム(自 然環境保全情報検

索 システム)に つ いては,そ の概要 とともに利用 のマニ ュアルが別途作成 され た。





第2回 自然環境保全基礎調査の概要

1調 査の意義 と 目的

自然環境保全基本方針は,その第1部 「自然環境の保全に関する基本構想」の中で,自然保護を中心と

する自然環境保全政策は,人 間活動も日光,大 気,水,土,生 物などによって構成される微妙な系を

乱さないことを基本条件としてこれを営むという考え方のもとに,地 域の特性に応 じて人間活動を規

制するという面を主 として分担するものであり,そ の施策は国土や各地方において確保すべき自然の

適正な質 と量とを科学的に検討 し,そ れを明確 にしたものでなければならないことを明らかにした。

しかし,同 時に,こ のことを実現可能なものにするためには,な お克服すべき多くの困難が存在する

ことをも指摘 した9

このような認識の下に基本方針では,現 在破壊から免がれている自然の保護にとどまらず,自 然環

境を共有的資源として積極的に復元 し,整 備 していく方策の必要性を強調 している。ここで示 された

施策の基本的方向は次の5っ である。

① 国土に存在する多様な自然を体系的に保全するため,自 然環境保全法をはじめとする各種の関係

制度を総合的に運用する。

② 保全すべき自然地域をその特性に応 じて適切に管理するため,管 理体制の整備と必要な民有地の

買上げを行う。

③ 自然環境を破壊するおそれのある大規模な各種の開発に当た っては,自 然環境に及ぼす影響の予

測,代 替案の比較を含む事前調査等により,開 発の影響を小さくする。

④ 自然のメカニズムの解明等のため,研 究体制の確立に努め,情 報システムの整備や自然環境の現

状の的確な把握のための調査を実施する。

⑤ 自然のメカニズムや自然と人間との正 しい関係にっいて国民の理解を深め,自 然に対する愛情と

モラルの育成を図るため,学 校や地域社会において環境教育を推進する。

⑥ 野外 レクリェーション需要の増大に応えっっ,自 然環境の保全を図る。

しかし,こ の基本的方向を施策 として具体化 していくに当たって一っの障害となるのは,保 全しよ

うとするものの概念規定のあいまいさではなかろうか。たとえば,「 貴重な植物,野 生動物,地 形地

質等のかけがえのない自然やすぐれた自然」あるいは 「国を代表する傑出した自然景観,学 術上,文

化上特に価値の高い自然物」など,対 象を規定すべき表現の中にみられる未定義概念は,基 本方針だ

けでなく自然環境保全法その他の関係制度においても十分明確化 されているとはいいがたい。

もちろん,自 然保護 においては人間の高貴な感情に根ざす部分を無視 してはならない。む しろそれ

なくしては真の自然保護の実現はあらえないといってもよいだろう。 しかし,基 本方針があらゆる対

策の第一歩 とした 「我々が自然の価値を高く評価し,保 護保全の精神を我々の身にっいた習性とする」

状態には,基 本方針策定時にも増 してなお遥かな距離が存在する現在,自 然保護政策において着実な

歩を進めるためには,人 間の感性に訴えることもさることながら,科 学的,客 観的手法により保全す

べきものが何であり,そ れは何のために保全すべきなのかを明らかにしていくことが必要と考えられ

る。
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自然環境保全基礎調査は,自 然環境保全法第5条 「基礎調査の実施」に定められている。

国は,お おむね5年 ごとに地形,地 質,植 生及び野生動物に関する調査,そ の他自然環境の保

全のために講ずべき,施 策の策定に必要な基礎調査を行 うよう努めるものとする。

という条文に基づき,全 国的な観点からわが国における自然環境の現況を把握 し,自 然環境保全の

施策を推進するための基礎資料を整備するために実施される調査で,自 然保護におけるこのようなア

プローチの主要な部分を担 うものである。この調査が明らかにしていく我が国の自然環境の現状の的

確な認識の上に立 って,自 然環境の保全施策は展開されていくことが望まれる。そしてこの調査の目

的をより具体的に示せば次のとおりである。すなわち,

① 全国の植生,野 生動物,地 形地質等,あ るいは,こ れらが生息,存 在する陸域,陸 水域,海 域の

自然の状態を調査 し,我 が国における自然環境の現状を的確に把握する。

② 調査はおおむね5年 ごとに実施 し,そ の積み重ねによって長期的な視点か ら自然の時系列的な改

変状況をも把握する。

③ 調査の結果を記録,保 存するとともに,そ れらを公開することにより,自 然環境のデータバンク

としての役割を果たす。

④ 自然環境保全長期計画,土 地利用計画及び自然環境保全地域,自 然公園,鳥 獣保護区,保 安林,

天然記念物,都 市緑地保全地区等各種の自然保護計画,あ るいは,環 境 アセスメントの実施,開 発

計画の立案に際 しての基礎資料を提供することである。

2調 査の経緯
　

第2回 基礎調査は,51年 度より,検 討委員会において調査項目 方法等基本的事項が検討され,そ

の結果に基づき環境庁が作成 した調査要綱に従い53,54年 度の2か 年にわたり,約8億 円の予算に

より都道府県,民 間団体および民間調査会社に委託 して実施 された。

第2回 基礎調査の目的は前述したとおりであるが,短 期間に全国土とその周辺海域にわたつて多

様な生物環境や地形 ・地質的環境のすべてを調査 ・記録 し,そ れらを集計 ・解析 して,我 が国 の

自然環境の実態を把握することはきわめて困難なことである。

そこで第2回 基礎調査は,行 政上の必要性 と調査の実行可能性とを考慮 して

① 自然保護上重要な動植物に関する選定及び評価基準を定～め,そ れに基づいた動植物 リス トを作成

し,リ ストアップされた動植物の生息地 と生息状態にっいて把握する。

② 自然環境の基本情報図として,縮 尺5万 分の1の 植生図(全 国の約2分 の1の 地域にっいて)を

整備する。

③ 広域に生息する大型野生動物の分布状況を把握する。

④ 海岸,河 川,湖 沼の自然環境がどの程度人為的に改変されているかにっいて把握 し,こ れらのう

ち,人 為により改変されていない,自 然状態のままの地域を リストアップする。

⑤ 以上の諸情報を体系的 ・総合的に整理 し,こ れ らのデータを行政機関だけでなく,国 民一般が広

く利用できるように公開する。

以上の点に目標をしぼり,陸 域,陸 水域,海 域にっいて合計14項 目に亘 り調査を行 った。

調査結果は昭和54年以降,「 都道府県別報告書」として遂次公開され,そ の後全国的な状況を把握
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するため,電 算機利用を主体とする情報処理を行い,そ の集計 ・整理の結果を中心に調査項目別に「全

国版報告書」が作成 された。また,昭 和55年 度には 「動植物分布図」(縮 尺20万分の1,都 道府県分

図)と 「現存植生図」(縮 尺5万 分の1)の 一部 が印刷 ・公開された。56年度には残りの現存植生

図が印刷されるとともに,「 我が国の自然環境」(自 然環境ア トラス)が 作成され,調 査結果の一層

の普及が図 られた。これらの情報処理や地図印刷に要 した予算は,約6億 円であった。

5調 査の骨子 と内容

今回の第2回 基礎調査では,よ り基礎的な情報の整備を目的 として図1に 示す骨子 に沿 つて調

査を実施 した。

第2回 基礎調査は,調 査域,調 査対象 により14の項目に区別され,53年 度に実施された調査は,「特

定植物群落調査」,「 動物分布調査」,「 海岸調査」,「 干潟 ・藻場 ・サンゴ礁分布調査」,「 海域

環境調査」,「 海域生物調査」の6調 査であり,54年 度に実施されたものは 「植生調査」,「 表土改

変状況調査」,「 湖沼調査」,「 河川調査」の4調 査である。

それぞれの調査の内容は以下のとおりである。

ア.植 生 調 査

この調査は,全 国の植生の現況をより詳細に把握するとともに,地 域 レベルの計画に対応できる

植生図を全国的に整備するためのもので,国 土の約1/2の 地域にっいて,現 地調査及び空中写真

の判読等により,縮 尺5万 分の1の 現存植生図が作成された。調査の結果は都道府県ごとに凡例解

説,植 生調査表(ま たは組成表)等 を掲載 した報告書にとりまとめられた。

イ.特 定植物群落調査

この調査は,わ が国における植物群落のうちで,学 術上重要なもの,保 護を必要 とす るものなど

を,選 定基準を設けて都道府県ごとに選定 し,そ の生育地及び生息状況にっいて調査 したものであ

る。

調査の方法は,既 存資料その他の知見の収集整理を行い,こ れ らを参考にしつっ,必 要な場合は

現地調査を実施 した。

調査結果は,都 道府県ごとに縮尺5万 分の1地 形図に表示するとともに各生育地ごとの特定植物

群落調査票,植 生調査表,概 略分布図等を掲載 した報告書にとりまとめられた。

ウ.動 物分布調査

この調査は,わ が国に生息する野生動物の生息状況を把握するため,哺 乳類,鳥 類,両 生 ・は虫

類,淡 水魚類,昆 虫類を対象として分布の把握を中心に実施 した。

なお,今 回行 った動物分布調査は聞き取 り調査,文 献調査が中心であったため,未 調査地域が数

多く残された。またこれは動物分布調査一般に言えることであるが,動 物地理的事実を除いて,あ

る地域に対象動物が分布していないということを証明するのは不可能に近い・したが って今回の調

査結果については,分 布が確認された地点にっいてのみ意味があり,そ れ以外の地点 にっいては,

未調査」未確認の両方の意味が含まれており,必 ず しも分布 していないということではない。

それぞれの調査内容は次のとおりである。
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① 哺 乳 類

わが国 に生息 する大型及 び中型獣8種(ニ ホンザル ,シ カ,ツ キ ノワグマ,ヒ グマ,イ ノシシ,

キ ツネ ,タ ヌキ,ア ナグマ)の 分布にっいて調査 した。

全国を,5万 分の1地 形図を縦横 それぞれ4等 分 した方形 区(約4.5km×5.5km)に 区 切 り調

査区画 と し,1区 画につき2地 点で各2人 か ら聞 きとりを行 い ,生 息,絶 滅情報を収集 した。哺

乳類の研究者 ・自然保護指導員,鳥 獣保護員 ,林 業関係職員等 の1,600人 を 超える調 査員が,狩

猟 者な ど約5万 人か ら聞 きとるとい う,国 民参加 の調査であ った。

聞 きとり結果 は,聞 き とり調査票,縮 尺5万 分の1の 地形図 に記録 した。また ,都 道府県ごと

に,哺 乳類分布 メッシュ図 ,出 現絶滅年代図(と もに約4.5kmx5.5kmの メ ッシュ図)に 整理 し,

これ らの図 と解説 を掲載 した報告書にとりまとめた。

② 鳥 類

わ が国で繁殖することが知 られている約250種 の鳥類を対象 として ,繁 殖期 における分布 にっ

いて調査 した。 日本野鳥 の会の協 力により ,1,078人 の調査員の参加を得て2,225地 点 の調査 コ

ー スにおいて現地観察 を実施 した
。 また,1,100地 点 における繁殖状況の資料を収集 した。

調査結 果 は,コ ー スごとに繁殖状況票 ,環 境調査票 に記録 した。デー タは,5万 分 の1地 形図

の区画(約18km×22km)の 全 国繁殖分布 メッシュ図 にとりまとめ られた。

⑤ 両生類 ・は虫類

絶 滅のおそれのある種,学 術 上重要な種等を対象 と して,生 息地(分 布)及 び生息 状況を調 査

した。

調 査方法は,主 と して既存資料 その他 の知 見の収集整理等 により実施 された。

調 査結 果は,都 道府県 ごとに縮尺20万 分の1の 両生類 ・は虫類分布図に表示 したほか両生類 ・

は虫類調査票,概 略分布図等を掲載 した報告書 にと りまとめ られた。

④ 淡 水 魚 類

絶滅 のおそれ のある種,学 術上重要 な種等を対象 として,生 息地(分 布)及 び生息状況を調査

した。

調 査方法 は,主 と して既存 資料 その他 の知 見の収集等 により実施 された。

調 査結果 は,都 道府県ごとに縮尺20万 分の1の 淡水魚類分布図に表示 したほか,淡 水魚類調査

票,概 略分布図等 を掲載 した報告書 にとりま とめ られ た。

⑤ 昆 虫 類

絶滅 のおそれのある種,学 術上重要な種等の生息地(分 布)及 び生息状況を調査 した。調査の

対象 とな った昆虫は,指 標昆虫類10種 及 び選定基準 に従い都道府県 ごとに選定 された特定昆虫類

(都 道府県 ごとに50～100種 程度)で あ る。

調 査方法は,主 と して既存資料 その他 の知見の収集等 により実施された。

調 査結 果は,都 道府県 ごとに縮尺20万 分 の1の 昆虫類分布図 に表示 したほか昆 虫類調査票
,概

略 分布図等 を掲載 した報告書 にとりまとめられた。

エ.表 土改変状況調査

この調 査は ,人 間活動が著 しく,し か も各種 の環境 タイプが見られる広域モデル地域 として,関
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東地方(1都6県 島 しょ部は除 く)を 対象 とし,改 変状況 を昭和20年 頃,35年 頃,50年 頃 の戦後の

3時 期 において調査することにより時系列的 ・量的に表土の改変の実態を明 らかに しようとするも

のである。

調 査方法は,空 中写真の判読を主に,そ の他資料を も活用 し,基 準地域 メッシュ(約1km×1km)

ご と に ,表 土区分を判定 した。

調 査結果は,年 代毎 に,メ ッシュ図化 された他,各 種の都 県別集計がなされた。

オ.湖 沼 調 査

湖 沼の自然性 の現況及び利用状況を把握す るために,全 国の天然湖沼480を 対 象 に して,湖 沼概

要,水 質 の総合指標で ありそれ自体価値 の高い レクリエー シ ョン資源 で もある透明度,湖 沼の改変

状況等を調査 したもので ある。また,代 表的な61湖 沼 にっ いては魚類相 にっ いて も調査 した。

調査方法 は,湖 沼概要,魚 類相 については,資 料の収集,整 理に より,ま た,透 明度調査,湖 沼

の改変状況 にっいて は,現 地調査に より実施 した。

調 査結 果は,都 道府県ごとに縮尺2万5千 分 の1の 湖沼調査図にデータを表示す るとともに湖沼

概 要調査票,透 明度調査票,湖 沼改変状況調査票,魚 類調 査総括表等を掲載 した報告書 にとりまと

あ られた。

カ.河 川 調 査

河川の自然性の現況及び利用の状況を把握するため に,全 国の109の1級 河川及び沖縄 県浦内川

の幹川を対象 として,魚 類 の生息状況及 び河川の改変状況等 にっ いて調査 した。 また,集 水域全体

が原生状態を保 っている河川(「 原生流域 」)は,わ が国では ごくわずかに残 されているにす ぎな

い と思われるため,早 急に保全対策を講 じる必要か ら,こ れ らの地域の うち1,0004α 以 上の大規模

な ものの摘 出も行 った。

調査方法 は,魚 類の生息状況及び河川の改変状況は主 として現地調査により,ま た,原 生流域の

摘 出にっいては資料の収集整理 によった。

調査結果は,都 道府県 ごとに縮尺2万5千 分 の1の 河川調査図,5万 分の1の 原生流域図に表示

す るとともに魚類調査票,同 総括表,河 川改変状況調査票,原 生流域概要表等 を掲載 した報告書 に

と りまとめ られた。

キ.海 岸 調 査

海岸が 人為 によりどのよ うに改変 されてきてい るかをみ るために,海 岸汀線及び海岸陸域の改変

状態及び海岸地形 の形態を調査 した。

調査方法は主と して,現 地調査 によ った。調査結果は,海 岸調査票及び縮尺2万5千 分 の1の 海

岸 改変状況調査図 にとりまとめ られた。

ク.干 潟 ・藻場 ・サ ンゴ礁分布調査

干潟 ・藻場 ・サンゴ礁のわが国におけ る分布状況を把握す るため,位 置,面 積,タ イプ,環 境の

現況等 にっいて調査 した。

干潟は昭和20年(1945年)以 後 に,藻 場,サ ンゴ礁 は,昭 和48年(1973年)以 降 に人為的に消滅

した ものについて も,調 査対象 と し,消 滅 面積,時 期,理 由,現 況 土地利用等 にっいて調査 した。

調 査方法は,地 形図,空 中写真 の読み取 り,既 存 資料 その他知見の収集を主 と し,必 要 に応 じて
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現地確認調査,聞 きとり調査等により実施 した。

調査結果は,都 道府県ごとに縮尺5万 分の1分 布図に表示するとともに調査票,概 略分布図等を

掲載 した報告書にとりまとめ られた。

ケ.海 域環境調査

生物の生息状況からみた,我 が国の沿岸域の現状を把握するために,あ らか じめ区分した91の海

域 ごとに,プ ランクトン,底 生生物,付 着生物,大 腸菌,赤 潮の発生状況について,既 存資料の収

集整理によって調査した。

調査結果は,都 道府県ごとに,縮 尺20万分の1の 採集地点位置図や分布図(原 図)に 表示すると

ともに,各 種調査データ票 と概略図を掲載 した報告書にとりまとめられた。

コ.海 域生物調査

わが国の海岸域における生物の生息状況及び生息環境を今後5年 ごとにモニタリングするため,

潮上帯(飛 沫帯)及 び潮間帯に生息する生物を調査 した。

調査方法は,各 都道府県において選定された海岸各2か 所(北 海道は10か所)に おいて,肉 眼で

見える大きさの動植物を対象 とし,年2回 の現地調査によった。

調査結果は,都 道府県ごとに,環 境調査票,植 物の被覆度及び湿重量,動 物の個体数及び湿重量

を記載 した海域生物調査票等を記載 した報告書 にとりまとめ られた。

以上が第2回 基礎調査の内容であるが,こ れらにっいては,総 括的に表1に 示 した。

4調 査の経過 と実施体 制

(1)経 過

第2回 調査を実施するにあたり,昭 和51年度より調査項目や方法にっいて検討が始められた。そ

の際,調 査が広い範囲にわたり,自然科学の諸分野の専門家の協力を必要とすることから,自然保護局

長の委嘱により,自 然環境保全基礎調査検討会を発足させ,専 門的見地からの各種検討を依頼した。

この委員会は宝月欣二玉川大学教授を座長とし,植 物生態学,動 物生態学,地 球化学 ,自然地理学,

土壌学,作 物学,林 学,水 産学,河 川g湖 沼学,航 測学の諸分野からなる15人のメンバー(後 に19

名)に よって構成された。この検討会を中心に,第1回 の調査の問題点 も含めて各種の検討を行い,

第2回 基礎調査骨子の暫定案を策定 した。これに基づき,植 生,動 物,土 地,陸 水域,海 域,生 態

の6っ の分科会を発足させ,調 査内容,調 査方法を検討したうえ,最 終的な調査骨子が昭和52年 に

正式に定められた。

調査は53年度と54年度に分けて行われることとなり,昭 和53年 度に実施される 「特定植物群落」

「動物分布調査」の各調査,「 海域」に係る各調査にっいて昭和52年度に調査要綱等が作成された。

その際,動 物分科会と海域分科会の下にさらに哺乳類,鳥 類,両 生類 ・は虫類,淡 水魚類,昆 虫類

及び海域生物の各作業分科会を設置 し,作 業が行われた。これと並行 して,調 査の実施主体 となる

都道府県に対 しては,「 担当者会議」等を通 して趣旨の徹底,協 力要請等を図った。

昭和53年度 には,上 記により策定された調査要綱に基づき調査を実施するとともに,54年 度に実

施する調査の要綱作成を行 った。

昭和54年度の調査のうち,植 生調査の場合は,調 査員間の連絡調整を行うための全国を10のプロ
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ックに分けて実施することとしたので,各 ブロックごとに植生調査実行委員が置かれ,調 査の円滑

化,統 一化が図られた。

調査結果は,調 査実施の翌年 に都道府県別の報告書,各 種原図,原 票 として実施機関より環境庁

に報告された。都道府県等より報告 された調査結果から全国的な状況を把握す るため情報処理作業

を行うこととし,昭 和54年度には前年度に実施 した調査のうち,情 報量が多く,処 理に時間を要す

る哺乳類及び鳥類分布調査,区 間距離の計測を正確かっ統一的に行う必要のある海岸調査にっいて

実施 し,そ れ以外の調査にっいては55年度に行った。

情報処理作業の主たる内容は,① データの点検,② 文章記述による調査内容の類型化とコー ド化,

③地形図に表示された位置情報 のメッシュコー ド化,④ ②③に基づくデータの磁気テープへの収納,

⑤磁気テープへ収納 したデータの電子計算機による集計,メ ッシュ分布図等の作成などである。こ

の集計結果を中心に各調査項目ごとに全国版報告書が作成された。また,動 植物の生息地 ・生育地

や干潟 ・藻場 ・サンゴ礁の分布域,原 生流域の所在地等を縮尺20万分の1の 都道府県分図に表わし,

植生調査の結果は,縮 尺5万 分の1の 現存植生図に表わ し,両 者を印刷,公 表 した。なお,前 者は

昭和55年度の単年度事業として実施 したが,後 者は55,56の 両年度を必要とした。

以上の経過は図2に 示すとおりである。

(2)実 施 体 制

第2回 基礎調査においては,大 部分の調査は都道府県に委託 して実施されたが,調 査が可能な研

究者が少く都道府県を通 じては十分に確保できない場合や,既 に全国的な組識が存在する場合,調

査方法が特殊な場合などでは,民 間団体や民間会社に直接委託 された。

情報処理及び集計 ・整理作業の段階では,専 門的知見と電算処理技術を要するため,そ れぞれの

分野の専門家を相当数擁する団体や航測会社等に作業は委託された。

各調査項目ごとに調査と情報処理の実施体制にっいて示せば図3の とお りである。

5調 査 結 果 の公 表

第2回 基礎調査では,自 然環境のデータバンクとしての役割を果たすことを 目的 の一っ とし,そ の

結果を調査や集計 ・整理の段階 ごとに作成 された報告書,印 刷 された動植物分布図 や植生図の形で公

開 して きた。公開 の手段 は,報 告書 の場合 はすべて,政 府刊行物サー ビスセ ンター(全 国9カ 所)と

(財)日 本自然保護協会,(財)日 本野生生物研究セ ンターに依頼 し,閲 覧及 びコピーサー ビスする

方法によ った。なお,閲 覧及び コピーサー ピスの実施機関は限 られた ものであるので,報 告書は編集

し遂次大蔵省印刷局 より刊行中である。動植物分布図及 び現存植生図 は(財)日 本野生生物研究セ ン

ターより頒布 されて いる。

6情 報整備事業

{1}情 報整備事業における目的

第2回 自然環境保全基礎調査においては調査事項を電算機による処理が可能 なように コー ド化

し,MT(磁 気テープ)へ 保存 した。今 回の情報整備事業は,それぞれの調査でまちまちな記録方

式(フ ァイル構成)を,可 能なかぎり統一するよう努め,今 後各分野で利用可能な状態にするこ
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と,お よび その利用 システムの開発を目的 とした。

作業手順 を図4に 示す。

〔2)編 集 作 業

磁 気 テープ編 集作業において は以下の方針 に従 った。

0動 植物調査 にっ いて は ,3次 メ ッシュ対応 にデータをな らべ かえた。(た だ し,鳥 類は,2次 メッ

シュおよびサブメ ッシ ュ対応)

O環 境調査にっ いては
,調 査の単位 ごと(例 えば,湖 沼番号,河 川番号など,た だし,位 置 に関 し

て は,各 調査で まちまちな方法で しか 検索表 示で きない)に な らべかえた。

o調 査方法 ,有 効調査件数,記 録 の重複 な どを考慮 し,い くっか の調査項 目は,省 略 した。

o複 合(マ ル チ)フ ァイル化 されていた ものは
,可 能なか ぎり単一 ファイル構成 とした。 この際 マ

ルチ レコー ド化 された もの もあるが
,2行 目以降にっつ くデー タ数な どを1行 目に必ず入れ,読 み

とりルーチンの便を計 った。単一フ ァイル化 しないほうが良 いと判断 される ものにっいて は
,2っ

以上のフ ァイル構成 とした。(例 えば ,特 定植物群 落調査では,分 布 データファイル と基礎デー タ

ファイルに分 けた)

0使 用 するコー ドは ,も とのMTに 入 って いたものを変更 しないで,そ のまま用 いた。

o動 植物調査 にっ いて
,特 定 メッシュに対応す るデー タに重複 があ った場合,信 頼性,妥 当性を考

慮 して選択 した。(例 えば ,哺 乳類 調査 における報告者 間の生 息情 報 の重複 については,子 に関

す る情報 が有 るものの,群 や個体数の多い ものを選択)

0各 調査の物理的 ファイル仕様は ,統 一 した。

○ 市町村 コー ドの含まれてい ないフ ァイル には新た に国土数値情報 の市町村 コー ド(昭 和50年 度作

成)を 用 い付加 した。

なお,市 町村 コー ドを メッシ ュ対応 とす る際
,作 業 効率上,一 率 に数値情報 の最後 にある市町村

コー ドを採用 した。

o編 集作業 におけるデー タの取 り扱 いは ,す べて文字型 として扱 った。

{引 利用 にあた っての注意事項

実作業時間 の制約か ら,完 全なデー タの論理的チ ェックは行 な っていない。また ,欠 測値 は,各

コー ド表 において指定 されて いない場合 は
,す べて ブランクのまま とした。 したが って,MTデ ー

タの利用 にあた り・全てのデ ータについて ,ま ず文字型 と して扱 い数値 と して のゼロと欠測の

ブ ランクとを区別す る必 要があ る
。 またコー ドと して意 味のあ る ブランクもあるの でコー ド表

を参 照の うえ注意すること。
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表1第2回 自然環境保全基礎調査の調査概要

調査項目 個票名 原図名

第2回

自然環境
保全基礎
調査

陸 域

植物{舗 … 査
τ1縫 欝 票一墾講 糟)

哺乳類調査 哺乳類聞きとり調査票一分布図(1/5万).

動物
鳥囎査一 一[膿 講 萎 ル ー ト図(1/2.5万)

陸水域

海 域

両生類 ・は虫類調査一 両生類は虫類調査票一 分布図(1/20万)

淡水魚類調査 淡水魚類調査票 分布図(1/20万)

毘虫類調査

土地一表土改変状況調査

昆虫類調査票 分布図(1/20万)

状況図(1/20万)

一41藩 一灘一

河川一河川調査一一E難 藩 ユ

海岸一海岸調査 一海岸調査票

河川調査図(1/2.5万)

‡鎌 諺叢 「1灘一

海岸改変状況図G/2.5万)

分布図(1/5万)

Lサ ンゴ礁調査票

一 王

分布図(1/5万)

分布図(1/5万)

プランク トン調査票一 採集地点図(1/20万)

底 生 生 物 〃 一 特定生物分布図(1/20万)

付 着 生 物 〃 一 採集地点図(1/20万)

大 腸 菌 〃 一 測定地点図(1/20万)

赤 潮 〃 一 発生海域図(1/20万)

海岸域一海域生物調査一[綴 星騨 票
位置図(1/5万)

調査方法

現 地 ・資 料

資 料 ・現 地
空中写真判読

聞 き と り

現 地 観 察

資

〃

〃

料

空中写真判読

資

現

資

〃

料

地

料

現 地 ・資 料

現

〃

地

資 料 ・現 地

資

〃

〃

現

〃

〃

〃

〃

〃

〃

料

地

主要調査事項

凡例解説,植 生調査表(ま たは組成表)

植物群落の位置 ・面積 ・標高,選 定基準,群 落の概要説明.保 護の現状(指

定状況)保 護管理に関す る所 見

生息地域,生 息状況,分 布の変動(絶 滅地域及び出現絶滅年代),分 布 メッシ

ュ図,.出 現(絶 滅)年 代図

生息環境の概要(調 査コースの位置,コ ースの環境要素の比率)

生息鳥類の種類 と繁殖 可能性の判定,個 体数の概況

生息地の位置,標 高,生 息環境 ・生息状況の概要,保 護の現状(指 定状況)

生息地(流 域)の 位置,生 息環境(水 域)の 概要,水 域 における問題点.保

護の現状(指 定状況)

生息地の位置,生 息環境 ・生息状況の概要,保 護の現状(指 定状況)
1㎞ メッシュごとの表土(判 読)区 分,改 変区分

位置,成 因,湖 沼型,水 面標高,面 横,水 深,容 檀,湖 岸線延長,水 位変動.

水温,結 氷の有無,流 出入河川数等

透明度,水 温,PH,DO等 の測定

湖岸地先の挺水植物,湖 岸の改変状況 ・土地利用状況,保 全地域の指定状況

湖岸の建築物,埋 立干拓の状況

生息魚種名(エ ビ類,貝 類含),漁 獲量,放 流量,天 然繁殖の有無,魚 類相に

関する調査記録

投網等に漁獲試験,生 息魚種名,漁 獲量,放 流量,天 然繁殖の有無,魚 類相

に関す る記録

水際線の改変状況,河 原及び河畔の土地利用状況,河 川横断工作物の設置カ

所数,取 水施設の有無,河 川の利用状況,河 川環境における不快要因

汀線の 自然状況,利 用状況,海 岸陸域の土地利用状況,海 岸域の汚染状況,

汀線へのア クセス等

位置 ・面積 ・タイプ ・底質,主 な生物の生息状況,干 潟の レクリエーション

的利用状況,汚 染状況等

位置 ・面積 ・タイプ,疎 密度,海 水の清澄度等
〃 〃,優 占するサ ンゴの形態,オ ニ ヒトデ被害,海 水の清澄度等

デ ータの 位 置,採 集年 月 日,優 占 種

〃 〃 〃,シ ズク ガ イ,チ ヨ ノハ ナ ガ イ,ヨ ツバ

ネ ス ピオ,CapitellaCapitataの 生 息 の有 無,無 生 物 域

デ ー タの 位 置,採 集年 月 日,優 占種,ム ラサ キ イガ イの 付 着の 有 無

〃 〃,大 腸 菌群 数

発生 場所,発 生 年 月 日,継 続 日数,赤 潮 の 種 類

調査地区周辺の概要
植物の種名被覆度及び湿重量,動 物の種名個体数及び湿重量
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礎

調

査

陸 域

植 物

植 生 調 査1

1特定植物群落劃

動 物

現存植生図の作成,植
生自然度判定

1動物 分欄 査

土 地Hl表 土改変状欄 査1

原生林,湿 原等重要な

植物群落の調査

哺 乳 類ト熱 中型獣8種の分布

一1鳥 類1一鶉 の繁殖状況の調査

厘 類・爬虫類!…篇 圭重要な種等の分

淡 水 魚 類卜

塵 虫 類ト

陸水域

同 上

同 上

il湖 沼 調 査1

関東地方の戦後30年間
における表土の改変状
況の調査

湖 沼

河 川 調 査1

500の 天然湖沼の改変

状況及び代表的61湖 沼

における魚類等の調査

河 川
109の1級 河川におけ

る改変状況魚類等の調

査及び原生流域調査

海 域

郵
干潟 ・藻場 ・サン
ゴ礁分布調査

海岸域の改変状況調査

海 域 環 境 調 査 ・

海 域 生 物 調 査

干潟 ・藻場 ・サンゴ礁

の分布調査

海域生物についての文

献による調査

海域生物にっいての現

地調査

図1第2回 自然環境保全基礎調査骨子
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51年 度 52年 度 53年 度 54年 度 55年 度 56年 度 以 降

第 第2回 自 然 環 境 保 全 基 礎 調 査 査

調査の企画立案

調 査骨 子 作 成

調 査 手 法 検 討 調 査 要 綱 作 成 調 査 の 実 施

特定植物群落
動物分布
哺乳類
鳥 類
両生類・は虫類
昆虫類

淡水魚類
海岸

集 計 整 理

自然環境情報利用

システムの開発

(デ ー タ フ ァイ ル作 成)

1/5万 植生図

(57年度)

干潟・藻場 ・サンゴ礁分布
海域環境
海域生物

調 査 要 綱 作 成 調 査 の 実 施

第2回 緑の国勢調
査(総 括)報 告書

1/20万 動植物分布図

集 計 整 理

1/5万 植生図

自然環境ア トラス

植 生
河 川
湖 沼
表土改変状況

(デ ー タ フ ァイ ル作 成)

図2調 査の計画及び実施の経過
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旨

i

[=コ 調 査

⊂=)情 報処理

自

然

環

境

保

全

基

礎

調

査

陸 城

陸水域,
「

i植 生 調 査1

昭 和53年 度 昭 和54年 度

植 物

囲
麟

一陣 乳 類1-1壷 互互}一 一(財)野 生 研

1鳥 類1-1(財)野 鳥 の会卜一(財)野 鳥の会

昭 和55年 度

特定植物群落調査

動 物 動 物 分 布 調 査

ア ジ ア 航 空㈱

1両生類 ・爬虫類卜……(財)自 然保護協会

1淡 水 魚 類卜 都 道 府 県

(財)自 然保護協会

昆 虫 類'神 戸 大 学

土 地

湖 沼

表土改変状況調査

(財)自 然保護協会

踊 麗
都 道 府 県

(財)野 生 研

匝 正一1河 川 調 査1

海 域

匝=亟=ヨ ・

干潟 ・藻場 ・サン
ゴ 礁 分 布 調 査

都 道 府 県

都 道 府 県

都 道 府 県

ア ジア航 測㈱

海 域環境調査1

1海 域 生 物 調 査卜

都 道 府 県

道 府 県

㈱社会調査研究所

東洋航 空事業㈱

図3第2回 自然環境保全基礎調査の実施体制
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修

正
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イ

ノレ

の

編

集

フ

ア

イ

ノレ

の

統

金

.
専門的知見に基づく情報処理
牒

プログ ラム作成 作業等 電算機による処理作業

論理チ ェックの方法の検討 点 検 用 プログ ラム の作成

意味上の矛盾の検出方
法の検討

1.

2.

3.

読取 り可能か

正 しい記号 が入 っているか

正 しい桁数 で入 って いるか

マスター

ファイル

点検 用 プログ ラム

エ ラーの修正可能性の検討 修 正 用 プ ログ ラム の作 成 スター

ファイル

修正用 プログラム

修 正
ファイル

<レ ベル1>

三婁多蠕 羅 懸 討 編集用プ・グ・ムの作成 。竪
くレベル1>

ファイル フォーマ ットの検討 編集用プログラム

(そ の1)

編集

ファイル
<レ ベル2>

編集総合可能なデータの組み合わ デ ータ総合 プログラムの フ
ァイルせの検討 作成
く レベル2>

ファイル フォーマ ットの検討 データ総合ファfル
(そ の2)

総合

12フ ァイル<。 ベル3>

図4自 然 環 境 保 全 惰 報 整 備 事 業 作 業 フ ロ ー図
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活

用

i)12

総合

分 割 方 法 の 検 討 分割 用 プログ ラム の作成 ファイル
<レ ベル3>

境 界デ ータ の処 理 方針 分割用プログラム
の検討

F/Dの フ ァイルフォー
マ ットの検討

〈 レベル4>

「一一 一一一一 一一一一一一コ

i齢 　　 i鋒 辮:　
;轍 蜘 の検討 …i轟 欝 甥
ll
ll

l一竺盤 盤 黎]:鍵 策

図4自 然環境保全情報整備事業作業7ロ ー図
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1調 査 要 綱

1-1調 査 目的 及 び 調 査概 要

植生図は国土計画,地 域開発,産 業立地等のための自然診断図として,ま た自然保護,復 元・維持

のための生態学的処方箋として重要な基礎図であり,各 種の保護ないし開発のマスタープラン作成に

不可欠な資料として高く位置づけられている。

本調査は,全 国の植生の現況をより詳細に把握するとともに,:地域 レベルの計画に対応できる植生図

を全国的に整備するための一環 として,国 土の約1/2の 地域について植生調査を実施 し,縮 尺1/5万

の現存植生図を作成することである。

IL2調 査 実施 者

国が都道府県に委託 して実施する。

1-5調 査 対象 地域

「植生調査対象地域一覧図」に示す地域にっいて調査する。

1-4調 査 実施 期 間

昭和54年 度

1-5調 査 内容 及 び 調 査 方 法

第1回 自然環境保全基礎調査による植生図及び空中写真等を参考にしながら現地において植生調査

を実施する等により,「 植生図凡例一覧表」注1に示す植生凡例区分に従い,縮 尺1/5万 現存植生図を

作成する。

1-5-1植 生調査対象地域

(1)「 植生調査対象地域一覧図」(別 図)に おいて斜線(羅)で 示す地域につし・ては,現

地 において植生調査を実施 し,縮 尺1/5万 現存植生図を作成す る。(以 下 「現 地調査」とい う。)

(2)「 植生調査対象地域一覧図」(別 図)に おいて横線(巨 ≡≡≡≡ヨ)で 示す地域については,既

存の植生図等を参考資料 として縮尺1/5万 現存植生図を作成する。(以 下 「資料調査」という。)

この場合,作 成された植生図には参考とした資料名,調 査者所属,氏 名,調 査年度を明記し,

出典を明 らかにする。

1-5-2現 地調査等

(1)現 地において植生調査を実施した場合,そ の結果は 「植生調査表」(表1-1)に とりまとめる。

(2)現 地調査の結果及び過去に作成された植生調査表(ま たは組成表)等 の既存資料により,当 該

都道府県で使用したすべての凡例のそれぞれについて,そ の植物群落の相観,立 地条件,主 要な

構成種,県 内における分布,保 全上の留意事項等当該群落の特徴を記載する。

注1.植 生図凡例 一覧 は,第2回 自然環 境保 全基礎調 査要綱(環 境庁 自然保護 局,1979)の11

～45～70を 参照

一17一
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表1-1植 生調査表
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十 ・ソ ズ'タ

ケ ヤ キkて

キハ・・斗 アキ ギ リ

き

1

i

ξ
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1-5一 ろ 植 生凡例区分

(・)植 生凡例 区分 は源 則と して 「植生図凡例一覧表」注1に 示す凡例 区分によ って行 う。

(2)当 該 都道 府県で使用 したすべての凡例 には,必 ず植生調査表(ま たは組成表)を 掲載すること

に より,そ の群落の構成を明らかにす る。

ア 植 生のほ とんどない凡例。 た とえば,市 街地(A10),造 成 地(A40)に っ いては,¶植生調査

表を省 略 して さしつか えない。

イ 植林地,畑 地,水 田等にっいては,植 生調査表を添付するよう努める。

ウ 既 存資料による植生調査表(ま たは組成表)を 使用 して もさしつかえない。

(3)な お,調 査者が必要と認める場合は,別 表 に示す凡例以外の群落名を用いて もさしつかえない。

ただ し,こ の場合,新 たに使用す る凡例 と別表に示す凡例 との対応関係を次の例のように示す。

また,新 たに使用す る凡例が群集(ま たは群集 レベル の群落)で ある場合は,槙 生調査表ではな　
く,必 ず組成表を掲載す ること。できれば,組 成表 には 「標徴種」 「識 別種(区 分種)」 が明示

されている ものを使用す ることが望ま しい。

1-5-4植 生 図の作成

現地調査 の結果を空中写真 の判読及び既存資料等により補足 し,次 により現存植在図(図1-1),

を 作 成す る。

(1)基 図

植 生図の基 図には必ず最近の国土地理院発行の1/5万 地 形図を使用する。

(2)精 度

図上で2㎜ ×2㎜(ま たは長さが10㎜)を 超 える大 きさを有す る植物群落は,可 能な限り植

生 図上に表示 す るよ う努める。 また,必 要があればそれ以下 の大 きさの植物群落であって も表示

してさ しっかえない。 この場合は,直 径1～1.5mmの 黒 丸(・)(ま た は巾0.8㎜ の黒 線)で

表示す る。

(3)図 示 方 法

ア 植物群落 の境界 は幅0.2㎜ 程 度 の黒線(黒 イ ンク)で くくり線を入れ,明 確に縁取す る。

注1イ それぞれ の都道府県で使用す るすべての凡例に次の例のように 「植 生図凡例一覧表」 の群

落 のコー ド番号の若い順に1か ら始 まる通 し番号(以 下 「表示番号」という。)を 与え る。
　　　 　 　

な お,別 表以外の凡例を使 用す る場合は,表 示番号を付ける順序は次の例に準 じるものとす

る。

ウ 植物群落は別表に示す色採凡例により彩色す るとと もに,植 生図の判読 の便宜のため,適 宜,

群 落の 「表示番号」を黒文字で表示す る。(群落 のくくりごとに,す べて表示番号を添える必要

はないが,一 見 して群落が判 別できるよ う工夫する。)

工 彩色 にあた っては,三 菱ポ リカラー(番 号1～38),三 菱 ユニカラー(番 号501～572)の

色鉛筆 を使 用する。

オ 別表 「植生図凡例一覧表」の色彩凡例及び色彩番号 の見方は次の例 のとおりである。

(4)植 生 図の接 合部に対する配慮

現存植生図を作成す るにあた っては・,隣接する地形図間及び 都 府県 境 界 付近でズ レが生 じな
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(例)

(1)寒 帯 ・高 山帯 自然植生

/回 高山低木群落

表示番号回 高姻 デ及び風衝草原

回 雪田草原

(2)亜 寒帯 ・亜 高山帯自然植生.

ロ エゾマツートドマツ群集

ロ アカエゾマツ群集

[ζ]イ チイートドマツ群落

③ 亜寒帯 ・亜高山帯代償植生

匡]サ サ群落

国 ヒゲノガリヤス群落

(4)ブ ナ クラス域 自然植生

回 チシマザサーブナ群団

(5)

(s)

(7)

(s)

(9)

qo

ブナクラス域代償植生

匡]ブ ナーミズナラ群落

ヤブツバキ クラス域自然植生

巨]モ ミーシキミ群集

ヤブツバキクラス域代償植生

匡]コ ナラ群落

国 シイ・カシ萌芽林

河 辺 ・湿原 ・塩 沼地 ・砂丘植生(各 ク

ラス共通)

[ii]ツ 加 ケモモーミズゴケクラス

植林地 ・耕作地植生(各 クラス共通)

巨]ア カマツ植林

そ の 他

座]市 街 地

巨 コ 開放水域

回 自然裸地
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ff)
11← 下地色彩番号

12← 模様色彩番号

")
535← 下 地色彩番号

一 ← 模様なし

(ウ)
無色← 下地色彩な し

11.535←2色 の交互 の組合せを示す

(エ)

v

U

U

v

v

V 7← 下地色彩番号

4← 模様色彩番号

囲 色彩番号は色鉛筆の番号である。

一

i
睡[

現 存 植 生、 図

㊨ ㊥ ⑭

∠
麟 ∬斜`'灘

灘iiii奪舞

灘戴;繋

綴 『1
ロ

。i
…

誌
i右

に
非
0

調 畳 着(所 属)

OQ℃(一 … 一う

000(一 ・・一 ・)

i
!:50.Oつ0
一

記 入例 … 一一 都 道 府 県 罧、

ζ5導)表:示 、番 号

図1-1現 存 植 生 図
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い よう特に配慮す ること。

1-6調 査 実 施 体 制

1-6-1調 査 実施手順

この調査は,都 道府県 に委託 して実施す るが,ブ ロック体制の もとで調査す るので,図1-2の

手 順により行 うもの とす る。

匪 珊_Ji鵡のL
」蜘l

Ii

暦到
,S.sue.z

鷹 蒼1 }齢 詞
.._._.j

i

痙酬

s
e

一鷹翻 一t一
廉 藷 … 一↑ 諦 一 一 一

_瞳 撚 蘇_ .瞬 一

11∵無瓢コ!i一
!;1

瞳長窯行委員1

_撫 誌1
報告書提 出

図1-2植 生調査実施手順
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1-6-2植 生調査実 行委員

植生調査を ブロ ック体制 のもとで円滑 に実施するため,表1-2に 示 す とおり,・各 ブロックごとに 「植

生 調査実行委員」が置かれている。

1-6-5植 生 調査員

各都道府県内の植生調査を担当す る植生調査員は,植 生図作成 にあた り,技 術上の細部にっいて
,

各 ブ ロックの植生調査実行委員 と協議 のうえ実施す るものとす る。
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1-7調 査 結 果 の と りま とめ

受託者は,調 査結果を下記 の図表に とりまとめ る。

1-7-1現 存植生図

植生調査 の結果は,図1-1r現 存 植生図」にならい国土地理院発行の1/5万 地 形図に表示す る。

1-7-2植 生 調査表

現地調査の結果 は,表1-1「 植 生調査表」 にとりまとめ るものとするρ

H情 報 処 理

皿 一1入 力 処 理 方 法

皿一1-1概 要

植 生調査結果 を整理,保 存す るため に,約1km2の 地 域メッシ ュ(JIS.C6304-1976)を 用 いて数

値情報に置 き換えを行い,表H.一1に 示す各種情報を磁気テープ に収納 した。調査 および入力のための

フ ローチ ャー トは図卜1,2に 示 す とお りである。今回使用 した地域メ ッシ ュは昭和50年 度の調査(昭

和51年3月,環 境庁編 「緑 の国勢調査」)で 用いたメ ッシュと同様であり規格の詳細,コ ー ド番号

の表示 方法等 にっいては資料7注2に 掲載 してある。

表 皿一1入 力 情 報

事 項

1

2

3

4

5

6

植 物 群 落

自然公園および保全地域

県 コ ド

地 図 番 号

植 生 自 然 度

標 高

地 質

地 形

土 壌

内 容

現存植生図凡 例一覧(1980,環 境庁)に 基づ く530の 群 落

コー ドを 用いて現存植生図を数値情報 として示す。

国立公園∫国定公園,1原生自然環境保全地域,旧 然環境保全地

域をコー ドで示 す。

県 は01～47,の コ ー ドで 示 す 。

県別及 び1/50,000地 形 図 の図葉 ごとの番号 で示す。

10段 階の 自然度区分に若干の修正を加えた13の 区分を

用い,植 物群落を自然度 に置き換える。

国土数値情 報 のKS-110お よ びKS-156フ ァイル を利用

す る。

注2.地 域 メ ッシ ュコー ドは,第2回 自然環境 保全基礎調査 の植生 調査報告書(全 国版,:1980)

の313～316を 参 照
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H-1-2メ ッシュの読み取 リ

(1}現 存 植生図 の読み取 り

昭和54年 度 に県別 に作製 された縮尺1/50,000現 存 植生図 より
,約1km×1kmの 地域 メッシ

・を 利用 して読 み取 りを行 っ芯 読 み取 りは各メッシュの中央 に図H-3の ような直径5㎜ の測定

円(約5ha)を 設定 し,円 内で最 も広い面積 を占める群落をそのメ ッシ ュの代表とする手法(小

円選択法)を 用いた。 この読み取 り手法は昭和50年 度 に検討,採 用 された手法で ,小 面積の群落

の 欠除を防 ぎ,偶 然性を是正で きることが特徴である。

読み取 り範囲は」現存植生図の図化範囲 としたが,細 部では次のような条件を定め読み取 りを実

施 した。

現 存植生図のメ ッシュ読み取 り条件

ア メ ッシ ュ内の測定 円に植生図が一部で も含 まれたときは
,含 まれた範囲にっいて原則を適応

す る。(例:図 化範囲境界付近 や海岸線など)

イ 測定円に陸地が含 まれて も,植 生図中に群落が表示 されておらず,陸 地面積が微細 なときは

除外す る。(例:極 めて小 さい島など)

ウ 読 み取 り範囲で ,図 の読み取 りが不可能な ときは不明区分を用いて表示す る。(表H-2)

工 陸 域で 囲まれるような湖沼 ,河 川については,現 存 植生図中に該当凡例 がな くて も,開 放水

域 として入力する。(表H-2)

オ 測 定円に2県 以上が またが る場合は,最 大面積を占め る県 のうち,最 も広い面積 の群落をそ

の メ ッシュの代表 とす る。

表皿一2不 明区分および開放水域の仮コー ド

コ ー ド

o.oo.oo.o

0.06.00.C

内 容

不 明 区 分
植生図が読み取れないとき,明 らかに間違っ

ているときなどに使用

開 放 水 域
植生図に開放水域,水 域の表示がなく明らか

に開放水域とみなせるところ

群落 の数値 化は・群 落コー ドへの置 き換 えによ り行 った。 このコー ドは昭和55.年 度 環境庁 作

製 の 「凡 例一 覧 」 に 準拠 した もの を 用 い た 。 全国 で の入 力 コ ー ドの 数 は,530,こ れを集

約 した集約群落 の数 は267で あ る。

各 々の群落 は植 生自然度への変換 が可 能で あ り,メ ッシュを代表 す る群落 の植生 自然度 がそ の

メ ッシュの植生 自然度 とな る。植生 自然度は,一 般に表 皿一3の よ うな10段 階 の表 示が行われ
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一 (内 容)

資 料 収 集 。昭和54年 度作 製縮 尺1/50.000現 存 植 生 図

資 科 整 理

自 然 公 園 図 作 製 。県 別 自然 公 園 図 を 「縮 尺1/50,000全 国 の 自

然公 園 及 び 保 全 地域 区 域 図 」に編 集

メ ッ シ ュ 画 定 ・縮 尺1/50.000現 存植生 図を 縦 横20等 分

(マ イ ラーに よ る オ ー バー レイ作製)

メ ッ シ ュ 読 み 取 り 。メ ッ シ ュ番 号 、県 名 、 自然 公 園 、保 全地 域 、植

物群 落 、 自然 度 の読 み 取 り。

数 値 情 報 化 。読 み 取 り情 報 を数 値 情 報 に 変換

環 境情 報 の編 集 。標 高 、地形 、 地 質、 土壌 の デ ー タ

磁 気 テ ー プ へ 収 納 。デー タバ ン ク

各 種 デ ー タ の 処 理 。電 算処 理

集計表、 分布図等 の作成 ・電 算処 理 結 果 の 編 集

報 告 書 の 作 成

図H-1調 査 フ ロ ー

ノi

l

5胤胤1一

⑳ 測定 円

図皿一ろ メ ッシ ュ読み取 リ測定域

一29一



計画 準備

和54年 度作製
現存植生"

1/5万40等 分

メッシュマイラー作製

メ ッ シ ュ マ イ ラ ー

県 別 ・自然 公 園 ・

保 全地 域'

1/5万 地形 図へ

の移写

1/5万 自然 公 園
・保 全 地域 図

調 査 対 象地 域 の

自然公園区域摘 出

メッシュ読み取 り

コ デ ィ ン グ

カ ー ド ・ パ ン チ

昭和54年 度

植生調査報告 書

植 生

フ ア イ ル

国 土 数値 情
報

プアイル

計算処理

集 計 図 表 群 落 メ ッ シ ュ 図

自然 度 メ ッシ ュ図

主要 群落統合
凡 例 解 説 書

考 察

報 告 書

図 皿一2作 業 フ ロー 図
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て い る。今 回の集計で もこれに準拠 して いるが,植 生 自然度10お よ び その他の 区分を次の よう

に設 定 し,13区 分 の表示を行 った。

10-1自 然 草原

10-2自 然 裸地

10-3,4開 放 水域10-3:現 存 植生図中 に表記あ り

10-4:〃 表 記な し

(開 放水域は一括す る)

10-0不 明 区分

表II-5植 生自然度区分基準

植 生

自然度

10

9

8

7

6

5

4

3

2

1

区 分 基 準

高山ハ イデ,風 衝草原,

る地 区

自然植生のうち単層の植物社会を形成す

エゾマツー トドマ ツ群集,

物 社会 を形成す る地 区

ブナ群集等,自 然植生のうち多層の植

ブナ ・ミズナラ再 生林,シ イ ・カシ萌芽林等代償植生 であ って も,

特 に 自然植生 に近 い坤区

ク リー ミズナ ラ群落,ク ヌギ ・コナ ラ群落等,一 般 には二次林 と

呼ばれる代償植生 地区

常緑針葉樹,落 葉針葉樹,常 緑広葉樹等の植林地

ササ群落,ス スキ群落等の背丈の高い草原

シバ群落等の背丈の低い草原

果樹園,桑 畑,茶 畑,苗 圃等の樹園地

畑地,水 田等の耕作地,緑 の多い住宅地

市街地,造 成地等の植生の殆んど残存 しない地区

(2》 自然公園および保全地域の読み取り

読み取 り作業に先立 ち,県 別に作製された自然公園および保全地域区域図(以 下公園図と略

す)を 国土地理院発行縮尺1/50,000地 形図 に移写整理を行い,こ の図面を作業図として

メ ッシュ読み取 りを行 った。対象 とした公園は,国 立公園,国 定公園,原 生自然環境保全地域,

自然環境保全地域である。また,公 園図の読み取り範囲は現存植生図の読み取 り範囲と同一 と

した。読み取 り方法は先に述べた現存植生図の場合に準じ,読 み取り条件は以下のように定め

た 。
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公園図のメッシュ読み取 り条件

イ・現存植生図の図化 されている範囲をすべて対象 とする。

ロ・対象区域内でメッシュの測定円内に公園が一部でも含まれたときは読み取 りを行なう。

ハ.2種 類以上の公園が含 まれるときは円内で最大面積を占める公園をそのメッシュの代表

とする。

二.公 園図の接合などが不自然 な場合は作業図に従いそのまま読み取 った。

ホ・公園地域外は4桁 のゼロ(0000)に よって表示する。

公園の数値化は環境庁 自然保護局の定めたコー ド番号一覧によった。このコー ドは4桁 の数字

によって示 されてお り,上2桁 の数字で地域区分がなされている(表E-4)。

表 ∬一4公 園の地域区分と入力コー ド

地域区分

国 立 公 園

国 定 公・ 園

原生自然環境保全地域

自 然 環 境 保 全 地

入力 コー ド

01xx

02xx

03xx

04xx

区分数

27

51

5

5

皿一2.入 力情報 の点検

入 力処 理 を行 った植生図の中か ら,一 次メ ッシュ(国 土地理 院1/20万 地 勢図に対 応)単 位で

一 図葉を選定 し,再 度の群落 読み取 りを行 った。読 み取 りを行 った図葉 の選定 は各一次 のメッシュ

の東西南北 のいずれかの端 にあ るもの と した。

点 検図葉 枚数は46枚 で あり,メ ッシュ数 で換算 を行 う と8%で あ る。

点 検結果 におい て,最 大の誤差率 であ った図葉 は71%で あ り,平 均 で は1.5%で あ った。

誤差 の生 じる主 な原因は次の よ うな理 由による ものが多か った。

1)デ ー タの行あ るいは列の読 み違い 。

2)パ ンチによる ミス

3)植 生 図 の表 示不明瞭

なお,植 生図中 で読み取 りの 困難 な ものは不明区分 と して扱い,誤 差か らは除外 した。
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]0 zo 30 eo

レコー ド呂称

レコード纏遅

1-1

桁救
ロジ加 導イン

フィジカル

文 字 区 分

..

3次

メ ッシ ュコー ド

..

8

●

市 町 村

コ ー ド

・ ●,

5

● ■

公 園

コー ド

●o

4

● ● ● ●

群 落

コ ー ド

6

　

自

然

度
コ

1

ド
o

z

● ● ・

標 高

コー ド

●o●

4

●o●

地 質

コ ー ド

● ● ●

5

●

地 形

コー ド

●

3

o●

土 壌

コー ド

3

1件1レ コ ー ド

i

器

i



H-4コ ー ド表 〈植 生 調 査>

5次 メ ッシュコー ト

「メ ッシュコー ドの付け方」(P348)参 照

市町村 コー ド

自治省 の市町村 コー ド

公園 コー ド

公 園 コー ド表(P350)参 照

群落 コー ドお よび 自然度 コー ド・

1寒 帯 ・高山帯自然植生

群落コー ド

10100A

lOlOIB

10101C

10102D

10200A

10201B

10203.C

10200D

10202E

10205F

103000

10300A

10300B

10302C

10300D

10300E

10300F

10300G

10300H

自然度
コー ド

90

90

90

90

0f

O1

of

01

of

01

of

O1

of

of

of

Ol

of

Ol

O1

群 落 名

高山低木群落

コケモモーハ イマツ群集

ハイマツーコケモモ群集

ミネヤナギ群落

高山ハイデ及び風衝草原

コメバ ツガザ クラー ミネズ

オウ群集
'
コマクサーイ ワツメクサ ク

ラス

エゾマメヤナギーエゾオヤ

マノエン ドウ群集

オヤマ ノエン ドウーヒゲハ

リスゲ群集

イワオ ウギータイツ リオウ

ギ群集

雪田草原

ミヤ マクロスゲーチシマ ク

モマグサ群集

エゾツガザ クラーチ ングル

マ群落

ミヤマ イーバクサ ンボウフ

ウ群集

トカチフウロ亜群集

エゾコザ クラ亜群集

アオ ノツガザ クラ亜群集

ミヤマキ ンポ ウゲ群落

バイケイソウー ミヤマイ群

落

群落コー ド

103011

10300)

10304K

自然度
コー ド

01

01

01

群 落 名

タカネヤハズハハ コーアォ

ノツガザ クラ群集

ミヤ マイ群集

シ ョウジ ョウスゲーイワイ

チ ョウ群集

皿 亜寒帯 ・亜高山帯自然植生

群落コー ド

201000

202000

203000

204000

205000

20501A

20501B

20502A

20502B

20502C

20503A

20503B

20503C

20600A

20600B

207000

自然度
コー ド

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

群 落 名

エゾマツー トドマツ群集

アカエゾマツ群集

イチイー トドマツ群集

エゾマツーダケ カンバ群落

シラビソー トウヒ群団

オオ シラビソ群集

オオ シラビソ(ア オモ リト

ドマツ)群 落

シラビソーオオ シラビソ群

集

シコクシラベ群集

シコクシラベ群 落

コメツガ群落

コメツガ群集

コメツガ亜群集

ササーダケカンバ群落

ダケカンバーササ群落

カラマツ群落
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群落コー ド

20800A

20800B

208000

20800D

20800E

20800F

209000

21001A

21001B

21100A

21100B

21101C

21300A

21300B

213000

自然度
コー ド

90

90

90

90

90

90

90

90

90

of

of

of

90

90

90

群 落 名

ミドリユキザサーダケカン

バ群団

ダケカ ンパーハイマツ群落

ダケカンバーイ ワノガ リヤ

ス群落

ミヤマハ ンノキーダケ カン

バ群落

ミヤマハ ンノキ群落

ミヤマハ ンノキ ーダケカン

・バ群集

キ ャラボク群落

シナノキ ンバイーミヤマキ

ンポ ウゲ群団

シナ ノキ ンベイー ミヤマキ

ンポ ウゲ群 落

ササ 自然草原

チシマザサーオ クノカンス

ゲ群集

チシマザサ群落

ウラジロヨウラクー ミヤマ

ナラ群団

ミヤマナラ群落

ナナカマ ドー ミネカエデ群

落

皿 亜寒帯 ・亜高山帯代償植生

群落コー ド

30100A

30100B

30101C

30102D

30300A

30300B

303000

304000

自然度
コー ド

50

50

50

50

40

40

40

80

群 落 名

ササ群落

チシマザサニ次群落

チシマザサ群落

クマイザサ群落

伐跡群落

伐採跡群落

伐採跡地に成立 した二次林

ダケカンバ群落

IVブ ナ クラス域 自然植生

群落コー ド

40100A

40100B

401000

401010

401020

401030

401040

40200A

40200B

40210C

40201A

40201B

40201C

40200D

40202A

40202B

40203A

40203B

40203C

402040

402080

40214A

40214B

40214C

40300A

40300B

403000

404000

40500A

40501B

40600A

40602B

40601C

40700A

自然度
コー ド

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

群 落 名

チシマザサ ーブナ群団

ブナーチ シマザサ群 落

ブナーチ シマザサ群 集

ヒメアオキ ーブナ群集

クロモジーブナ群集

マルバマンサ クーブナ群集

スギ ーブナ群 落

スズタケーブナ群団

ブナースズタケ群団

ブナースズタケ群集

ヤマボウシーブナ群集

ブナーツ クバネウツギ群集

ブナー ミヤコザサ群集

ブナースズタケ群集

ツクシシ セクナゲ ーブナ群

集

ブナーツクシシ ャクナゲ群

集

イヌブナ群集

イヌブナ ーチ ャボガヤ群集

イヌブナ群落

オオモ ミジガサーブナ群集

ツガ ーコカンスゲ群 集

シラキーブナ群集

コハ ウチ ワカエデ ーケクロ

モジ群落

コミネカエデ ーナナカマ ド

群集

エゾイ タヤーシナノキ群落

ミズナ ラ群落

エゾイタヤ群落

ウラジロモ ミ群落

ヒノキア スナロ群落

アスナ ロ群落

ヒノキ群落

ヒノキー シ セクナゲ群集

ヒノキーシ ノブカグマ群集

クロベ ーヒメコマツ群落
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群落コー ド

40702B

407000

40700D

40700E

40700F

408000

40900A

40900B

409000

40900D

40900E

41000A

41000B

41100A

41100B

41200A

41200B

41201A

41201B

412020

41203A

41203B

41300A

41300B

41400A

41400B

414000

415000

416000

41700A

41700B

自然 度
コー ド

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

群 落 名

ヒメコマツ群落

アカ ミノイヌツゲ ークロベ

群集

キタゴヨウークロベ群落

ヒメコマ ツークロベ群落

クロベ群落

アカマツ群落

ジュウモ ンジシダーサワグ

ル ミ群集

サワグル ミージ ュウモ ンジ

シダ群集

ジュウモ ンジシダーサワグ

ル ミ群落

オニグル ミ群落

サワグル ミーカツラ群落

ミヤ マ クマワラビーシオジ

群集

シオ ジー ミヤマ クマワ ラビ

群集

ハル ニレ群集

ハルニ レ群落

ヤナギ高木群落

ヤナギ高木林

ドロノキーオオベヤナギ群

落

オオバヤナギー ドロノキ群

落

ケシ ョウヤナギ群落

シロヤナギ群落

シロヤナギ群集

ヤナギ低木群落

ヤナギ低 木林

ハ ンノキ ーヤチダモ群集

ヤチダモーハ シ ドイ群 落

ヤチダモ群落

ハ ンノキ群落

ヤマハ ンノキ群 落

自然低木群落

自然低木林

群落コー ド

417020

41703A

41703B

417040

417050

417090

41800A

41800B

418000

418010

418020

418060

41900A

41900B

419000

420000

42500A

42501B

426000

427000

428000

429000

43000A

41701B

431000

432000

自然度
コー ド

90

90

90

90

90

90

0f

Ol

Ol

of

Ol

of

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

群 落 名

カシワ群落

ヒメヤシ ャブシータニウツ

ギ群落

ダィセ ンヤナギ ータニウツ

ギ群 落

ミヤマキ リシマーマイヅル

ソウ群集

コメツツジ群落

ヤシ ャブシ群落

自然草原

風衝草原

高茎草原

フジアカシ ョウマーシモツ

ケソウ群集

フジアザ ミーヤマホタルブ

クロ群集

オオ ヨモギーオオイタ ドリ

群団

イヌシデーアカシデ 自然林

イヌシデ ーアカシデ群落

ア カシデ ーイヌシデ群落

イワシデ群落

ケヤキ群 落

ケンポナ シーケヤキ群集

下部針広混交林

スギーツガ群落

オオイタヤメイゲツーミヤ

マカタバ ミ群集

ヒノキア スナ ロ群落及び ク

ロベーキタゴ ヨウ群落

ミズナ ラー リョウブ群落

ミズナラー リョウブ群集

ヤマグル マ群落

サイゴク ミツバツツジ群落
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Vブ ナクラス域代償植生

群落コー ド

50100A

50100B

50200A

50200B

50300A

50300B

50302C

50300D

50300E

50300F

50300G

50300H

50400A

50400B

504000

50403D

50400E

50400F

50500A

50501B

50502C

50600A

50600B

50700A

50700B

50800A

50800B

50900A

50901B

50902C

自然度
コー ド

80

80

80

80

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

50

50

50

50

50

50

50

群 落 名

ブナーミズナラ群落

ウダイカンバ群落

カシワー ミズナラ群落

ミズナ ラーカシワーコナ ラ

群落

クリーミズナラ群落

ミズナラーク リ群落

カス ミザ ク ラーコナラ群落

シロモジ群集

ミズナラ群 落

コナラ群落

リョウブ群落

ヘビノネゴザ群落

アカシデ ーイヌシデ群 落

イヌシデーア カシデ群 落

シデ群落

クマシデ群落 .

クマシデ ー コガクウツギ群

集

アカシデ群落

シラカンバ群落

シラカ ンバーササ群落

シラカンバー レンゲッッジ

群落

アカマツ群落

アカマツニ次群落

ニシキウツギーノリウツギ

群落

タニウツギーノ リウツギ群

落

ツクシ ウツギーノリウツギ

群落

ノリウツギーヤマカモ ジグ

サ群集

ササ草原

ミヤ コザサ群落

チシマザサ ークマイザサ群

落

群落コー ド

50903D

50900E

51000A

51000B

51000C

51001D

51002E

51003F

51005G

51000H

510080

51100A

51100B

512000

51400A

51402B

514000

51400D

51400E

515000

516000

517000

518000

519000

自然度
コー ド

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

40

40

40

40

40

40

40

40

20

70

70

40

40

群 落 名

ハコネダケ群落

スズタケ群落

ススキ群団

ススキ草原

ススキ群落

ススキーエゾヤマハギ群落

カワラマツベーススキ群落

ススキーホクチアザ ミ群落

ススキー ミヤマキ リシマ群

落

ススキーキオ ン群落

ノハナシ ョウブーススキ群

集

シバ群団

シバ草原

ナガバグサ群落

伐跡群落

タ ラノキークマイチゴ群落

伐採跡地 に成立 した二次林

伐採跡群落

タラノキークサイチゴ群集

オオア ワダチソウーオオハ

ンゴ ンソウ群落

コウヤマキ群落

ハ シ ドイ群落

ススキ群団及びシバ群団

クズ群落

VIヤ プツベキ クラス域 自然植生

群落コー ド

60100A

l60100B

601000

60ioOD

60202A

60202B

自然度
コー ド

90

90

90

90

90

90

群 落 名

モ ミーシキ ミ群集

シキ ミーモ ミ群集

スギ群落

モ ミ群落

ツガーハ イノキ群集

入イノキ ーツガ群落
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群落コー ド

60202C

60202D

60202E

603000

60400A

60400B

60401A

60401B

60404C

60500A

60501B

605000

60500D

60500E

60500F

60500G

60500H

605001

60600A

60600B

606010

606020

607000

60800A

60800B

60900A

60900B

61000A

61000B

61000C

61000D

61000E

61000F

自然度
コー ド

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

群 落 名

ツガー トガサワラ群落

ツガーコカンスゲ群集

コカンスゲ ーツガ群集

ヒメアオキ ーウラジロガシ

群集

サカキーウラジ0ガ シ群集

ウラジロガシーサカキ群集

イスノキーウラジロガ シ群

集

・アカガシ群落

アカガシー ミヤマシキ ミ群

集

ケヤキ群落

ケヤキーイロハモ ミジ群集

ケヤキーチ ャボガヤ群集

ケヤキーコ ウヤ ワラ ビ群集

ム クノキーエノキ群落

エノキ ームク ノキ群落

ケヤキ ーム クノキ群集

ヒメウワバ ミソ ウーケヤキ

群集

ミズキ ーウリノキ群落

アラカシ群落

ア ラカシージ ャノヒゲ群集

ア ラカシーナ ンテン群集

アマ ミア ラカシ群落

マテベ シイ群落

イチイガシ群落

イチイガシ群集

シラカシ群集

シラカシ群落

サ カキ ーコジイ群集

シイーカナメモチ群集

ツブラジイ(コ ジイ)林

ツブラジイーサカキ群集

シイー トキ ワイカ リソウ群

集

ツブラジイーサカキ群集

サ カキ ーコジイ群落

群落コー ド

611000

61200A

61200B

61300A

61300B

61301A

61301B

61301C

61302A

61302B

61302C

61304A

61304B

613050

613060

613070

613080

613090

613110

613140

613150

61400A

61400B

61401A

61401B

61402A

61402B

61402C

自然度
コー ド

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

群 落 名

シイモチーシ リブカガシ群

集

ホル トノキ群落

ムクノキーホル トノキ群落

スダジイ群落

コジイ群落

ヤブコウジースダジイ群集

スダ ジイーヤブコウジ群集

ヤブコウジースダジイ群落

ミミズベイースダジイ群集

スダジイー ミミズバイ群集

スダジイータイ ミンタチバ

ナ群集

ホソバ カナワラビースダジ

ィ群集

スダジイーホソベカナワラ

ビ群集

リュウキ コ.ウアオキースダ

ジィ群集

アマ ミテンナンシ ョウース

ダジィ群集

ケハダル リミノキースダジ

ィ群集

オキナワシキ ミースダジイ

群集

アオバナハイノキースダジ

ィ群集

オキナワウラジロガシ群集

ケナガエサカキー スダジイ

群集

ヤワラケガキースダジイ群

落

タブ群落

タブノキ群落

イノデータブ群集

タブーイノデ群集

ムサシアブ ミータブ群 落

タブームサシアブ ミ群集

ムサ シアブ ミータブ群集

一38一



群落コー ド

615000

616000

61700A

61700B

617000

61701A

61701B

61702A

61702B

61702C

61703A

si70ss

617060

61800A

61800B

61900A

61900B

62000A

62000B

62100A

62100B

62200A

62200B

62201C

62202D

623000

62400A

624008

62500A=

62500B

626000

628000

自然度
コー ド

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

群 落 名

カゴ ノキ群 落

ホソバ タブ群落

ウバメガシ群 落

マルバニ ッケイ群落

モ クタチバ ナ群落

ウバメガシー トベ ラ群集

トベラーウバメガシ群集

マサキー トベ ラ群集

トベ ラーマサキ群集

クロマツー トベ ラ群落

オニヤフソテツーハマ ビワ

群集

ハマビワ ーオニヤブソテツ

群集

アカテツ ーハ マビワ群集

アカマツ群落

アカマツーイスノキ群落

クロマ ツ群 落

クロマツ林

フサザ クラ群団

フサザ クラータマアジサイ

群集

ハンノキ群 落

ハ ンノキ林

河辺ヤナギ低木群 落

河辺低 木林

ネコヤナギータチヤナギ群

落

カワラハ ンノキ群落

ソテツ群 落

ビロウ群落

ビロウ群 落 ,ヤ エヤマヤ シ

群落

ナガ ミボチ ョウジークスノ

ハカエデ群落

リュウキ ュウガキーナガ ミ

ポチ ョウジ群落

マングローブ群落

ガジュマルー クロヨナ群集

群落コー ド

629000

631000

632000

633000

634000

635000

636000

637000

638000

639000

640000

641000

642000

643000

644000

645000

646000

647000

648000

650000

653000

65400A

65400B

655000

656000

自然度
コー ド

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

90

群 落 名

アカギ群 落

サガ リバナーサキシマスオ

ウ群落

リュウキ ュウマツ群落

コウヤマキ群落

ヤブツバキ群落

イ ヌツゲ ーハイノキ群落

ツクバネガシ群落

クスノキ群 落

ムニ ンヒメツベキーコブガ

シ群集

ムニンヒメツバキ ーシマオ

オタニワタ リ群集

シマホル トノキーウ ドノキ

群集

オガサワラボチ ョウジーセ

キモ ンウライソウ群集

モ クタチバナーセキモンノ

キ群集

ハ スノハギ リーモモ タマナ

群集

モモタマナーテ リハボク群

落

オガサ ワラビロウータコノ

キ群集

タコノキ群落

ワダ ンノキ群集

コバ ノアカテツームニ ンア

オガ ンビ群集

コバノアカテツーシマイス

ノキ群集

ハ スノハギ リ群集

イワシデ群 落

イワシデーイワツクバネウ

ツギ群集

クヌギ群落

イヌマキー ヒ トツバ群落

一39一



皿 ヤブツバキ クラス域代償植生

群落コー ド

70100A

70100B

70101A

70106B

701040

701060

70200A

70200B

70201A

70201B

70203A

70203B

70300A

70300B

70301C

70300D

70302E

70400A

70401B

70401C

70400D

70400E

70402F

70404G

70403H

705000

70600A

70600B

70601C

70602D

70602E

70603F

70603G

自然度
コー ド

70

70

70

70

70

70

80

80

80

80

80

80

40

40

40

40

40

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

50

群 落 名

コナ ラ群落

アベ マキ群 落

クヌギーコナ ラ群集

クヌギ群落

コナ ラーク リ群落

コナ ラーノグル ミ群落

シイーカシ萌芽林

ウバ メガシークロマツ群落

バクサ ンボクーマテバシイ

群落

マテバシイーバクサ ンボク

群落

タプーヤブニッケイ幼木林

タブノキーヤブニ ッケイ幼

木林

伐跡群落

伐採跡地群落 .

ベニバナボロギ クーダ ン ド

ボロギク群落

伐採跡群落

クサイチゴータラノキ群集

ササ ・タケ群落

ヤダケーメダケ群落

メダケーヤダケ群落

ヤダケ群落

メダケ群落

ダンチク群落

ホウライチクーゴキダケ群

落

リュウキ ュウチ ク群落

ギンネム群落

ススキ群団

ススキ群落

ネザサース スキ群集

アズマネザサ ーススキ群集

ススキーアズマネザサ群集

チガヤー ススキ群落

ススキーチガヤ群落

群落コー ド

70600H

706011

70602)

70603K

707000

70900A

70901B

70902C

70903D

70900E

70900F

70800G

70900H

71000A

71000B

71001A

71001B

71002A

71002B

710030

71004A

710048

711000

72000A

72000B

721000

722000

723000

724000

725000

726000

727000

728000

729000

730000

自然度
コー ド

50

50

50

50

40

40

40

20

40

20

40

40

20

70

70

70

70

70

70

70

70

70

70

50

50

70

80

80

80

70

70

70

70

70

70

群 落 名

ススキー トダシバ群 集

ネザサ ーススキ群落

アズマネザサ ーススキ群落

チガヤーススキ群集

シバ群団

路傍雑草群落

クズーカナムグ ラ群落

セ イタカアワダチソウ群落

ヨモギ群落

ミノボロスゲーオオバ コ群

落

ヒメムカシ ヨモギーオオア

レチ ノギク群落

ハ イキ ビ群落

空地埋立地植物群落

アカマツ群落

アカマツーアカガ シ群落

ヤマツツジーア カマツ群集

アカマツーヤマツツジ群集

オ ンツツジーアカマツ群集

アカマツーオンツツジ群集

モチ ツツジーアカマツ群集

コバ ノミツバツツジーアカ

マツ群集

コバ ノミツバツツジ群集

クロマツ群落

林縁性っる一低木群落

クズ群落

ヤブム ラサキーユナ ラ群落

ウバ メガシ萌芽林
ゆ ゆ

ヤフニッケイーヤマヤフソ

テツ群集

アカガシ萌芽林

コシダーウラジロ群落

アカシデーイヌシデ群落

オオバヤシ ャブシ群落

ニセア カシア群落

モ ミ群落

ツル ダコ群落
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群落コー ド

731000

732000

733000

734000

735000

自然度
コー ド

70

70

70

70

70

群 落 名

マルハチ群集

シ;ロガネム クノキ群集

オガサ ワラモクマオ群集

アカギ群 落

アカマツーサ イゴク ミツベ

ツツジ群集

V皿 河辺 ・湿原 ・塩沼地 ・砂丘植生(各 クラス

域共通)

群落コー ド

80100A

80100B

80200A

80200B

80300A

80300B

803000

803010

80400A

80400B

80500A

80500B

80600A

80600B

806000

80600D

80600E

80700A

80700B

807000

80700D

80700E

80700F

807010

807030

自然度
コー ド

01

0f

Ol

O1

01

01

01

50

0f

Ol

of

of

Ol

of

Ol

Ol

of

of

of

of

of

Ql

Ol

of

O1

群 落 名

ツルコケモモー ミズゴケク

ラス

高層湿原

ヌマガヤオーダー

中間湿原

ヨシクラス

ヨシ群落

低層湿原

ミゾソバ ーヨシ群落

ウキクサ クラス ・ヒルムシ

ロクラス

ウキクサ クラス

ツルヨシ群集

ツルヨシ群落

オギ群集

マコモ群集

オギ群集 ・マコモ群集

河原荒地 ・草地

河川敷砂礫地植生

塩沼地植生

塩沼湿地

塩沼地群落

ヒ トモ トススキ群落

ハ マジンチ ョウ群落

シオクグ群落

アマモ クラス

ハママツナーハマサ ジ群落

群落コー ド

80800A

80800B

80900A

80900B

809000

80900D

80900E

809010

809040

809050

809060

81000A

81006B

810010

81200A

81200B

81300A

81300B

81400A

81400B

814010

8!4020

81700A

81700B

817000

81700D

81700E

81700F

81700G

81800H

817001

81700)

自然度
コー ド

01

0f

of

of

of

of

Ol

of

Ol

Ol

of

of

Ol

of

of

of

Ol

Ol

Ol

of

Ol

Ol

of

of

of

of

Ol

of

90

0f

Ol

of

群 落 名

ハマボウ群落

オオハマボウ群集

砂丘植生

海岸砂丘植生

砂浜植生

ツキイゲ群落

ハマゴウ群落

ハマニンニ クーコウボウム

ギ群落

ハマナス群落

オカ ヒジキーハマベ ンケイ

ソウ群落

グンバイヒルガオークロイ

ワザサ群落

ハチジ ョウス スキ群落

オキナワギ クーハチ ジ ョウ

ススキ群集

イソギクーハチジ ョウスス

キ群集

石灰岩地植物群 落

石灰岩地植生

コウライシバ群落

シバ草原

隆起珊瑚礁植生

コハマジンチ ョウ群集

イソマツーモクビャッコウ

群集

クサ トベ ラーモ ンパ ノキ群

集

火山荒原 ・硫気孔原植生

イタ ドリーコメススキ群落

火山荒原植生

イタ ドリータマ シダ群落

荒原植物群落

火山荒原

ヤシ ャブシ群落

硫気孔原植生

荒原植物群落

火山荒原植物群落

一41一



群落コー ド

819000

820000

821000

822000

82300A

82300B

823000

81200D

82300E

81003F

825000

826000

827000

828000

自然度
コー ド

01

70

01

of

of

O1

01

0f

of

Ol

of

Ol

Ol

O1

群 落 名

湿 原

ニセアカシア河敷林

ハマ グルマーコウボウムギ

群落

ハマグルマ ーハマゴウ群落

海岸草本植物群落

海岸断崖植生

海崖植生

コハ マギク群落

クサ トベ ラ群落

ノジギク群落

オガサ ワラススキ群集

ホナガソウ群落

ハイ ビャクシ ン群落

アダンーオオハ マボウ群落

皿 植林地 ・耕作地植生(各 クラス域共通)

群落コー ド

90100A

90100B

90107C

90108D

90100E

901iOF

90101A

90101B

90102A

90102B

90103A

90103B

90103C

90103D

901040

901050

901060

自然度
コー ド

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

60

群 落 名

常緑針葉樹植林

マツ植林

ウラジロモ ミ植林

リュウキ ュウマツ植林

リュウキ ュウマツ林

ヒノキア スナロ植林

アカマツ植林

アカマツ植林地

クロマツ植林

海岸砂丘地 クロマツ植林

スギ ・ヒノキ ・サワラ植林

スギ ・ヒノキ植林

スギ植林

スギ ・ヒノキ ・サワラ植林

地

エゾマツ植林

トドマツ植林

アカエゾマ ツ植林

群落コー ド

90200A

90201B

90300A

90300B

90400A

90401B

904000

904020

90500A

90500B

905000

90600A

90600B

906000

90600D

90600E

90600F

90600G

90600H

906001

90700A

90701B

907000

90702D

90700E

90700F

908000

90900A

90900B

909000

910000

911000

912000

91300A

91300B

913000

91300D

91400A

自然度
コー ド

60

60

30

30

60

60

60

60

60

60

60

30

30

30

30

30

30

30

30

30

70

70

70

70

70

70

30

30

30

30

30

30

30

20

20

20

20

40

群 落 名

落葉針葉樹植林

カラマツ植林

外国産針葉樹植林

外国産針葉樹林

常緑広葉樹植林

クスノキ植林

ガジュマル林

マテバシイ植林

落葉広葉樹植林

クヌギ植林

クヌギ群落

外国産広葉樹植林

外国産広葉樹植林 ・モクマ

オウ植林

モクマオウ林

外国産樹種植林

ニセアカシア植林

ギンネム植林

モクマオウ植林

ソウシジゴ林

ソウシジュ植林

竹 林

モウソウチク林

モウソウチク植林

マダケ ・ハチク林

マダケ ・モウソウチク群落

マダケ林

常緑果樹園

落葉果樹園

果樹園

落葉樹果樹園

桑 園

茶 畑

苗 圃

畑地雑草群落

畑 地

畑

耕作畑雑草群落

休耕畑地雑草群落

一42一



群落コー ド

91400B

914000

91400D

91400E

91400F

913000

91500A

91501B

915000

91500D

91500E

91500F

91500G

91500H

915001

91500)

91500K

91600A

91600B

91700A

91700B

916000

918000

自然度
コー ド

40

40

40

40

40

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

20

40

40

ao

60

群 落 名

ヒメムカシヨモギーオオア

レチノギク群落

ヒメムカシヨモギーオオア

レチノギク群集

耕作放棄地雑草群落

休耕畑地

耕作放棄地植物群落

畑地雑草群落及び休耕畑地

雑草群落

牧草地

ゴルフ場

人工草地

牧草地,ゴ ルフ場,飛 行場

ゴルフ場 ,公 園芝地,シ バ
ーチ ドメグサ群集

牧草地,人 工草地

牧草地,ゴ ルフ場,ス キー

場

飛行場

牧草地,飛 行場

ゴルフ場 ,飛行場の芝地

牧草地,ゴ ルフ場

水田雑草群落

水 田

休耕田雑草群落

休耕田

水田雑草群落及び休耕田雑

草群落

テ リハボク林

Xそ の他

群落コー ド

OOlOOA

ooioos

OO200A

OO200B

OO2000

00200D

OO200E

OO200F

OO3000

00400A

OO400B

OO402C

OO403D

OO400E

OO5000

00600A

OO600B

OO7000

009000

自然度
コー ド

10

10

20

20

20

20

20

20

10

10

10

10

10

10

10

03

03

02

10

群 落 名

市街地

集 落

緑の多い住宅地

公園,墓 地

公園,墓 地等

公 園

緑の多い住宅地,公 園,樹

苑等

緑の多い住宅地,公 園,墓

地

工場地帯

造成地
唱造成地等の緑地

ボタ山

採石場

造成地,採 石場

干拓地

開放水域

水 域

自然裸地

廃塩田

注)群 落名については縮尺5万 分の1の 現存植生図凡例一覧表 も参照のこと

標高コード(実数型)

実数(単 位 肌)

① データのないものAAAA

② 陸水域++++

③ 海 域 一一一一

④ 標高点または等高線のないもの △△+1

⑤ 埋立地 △△+2

⑥ 海面下の地域 △△一x

(△はブランク,Xは0～9の 数字)

国土数値情報に対応するメッシュがない場合は△△△△,地 質,地 形,土 壌においても同様

(詳 しくは国土数値情報利用の手引 昭和54年3月 国土地理院参照)
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地質 コー ド

20万 分の1土 地分類 図 表層地質分類基準およびそのコー ド

コー ド

11

12

13

14

15

16

17

18

21

22

31

32

33

34

35

36

3?

38

41

42

43

44

45

51

52

53

54

55

61

62

63

64

65

71

72

73

74

75

76

81

00

岩 石 の 区 分

未固結堆積物 礫

〃 砂(シ ル ト質砂 ・砂丘

砂 を含む)

〃 泥

〃 礫 ・泥

〃 砂 ・泥

〃 砂 ・礫 ・泥

〃 砂 ・礫 ・粘 土

〃 上記各岩石 の各互層

〃 砕屑物

〃 崖 錐

半 固結 ～ 礫 岩

固結堆積物 砂岩(砂 岩チ セー トを

〃 含む)

〃 泥岩(頁 岩 ・粘板岩)

〃 礫砂泥

〃 珪岩質岩石

〃 上記各岩石 の各互層

〃 輝緑凝灰石

〃 石灰岩

火山性岩石 火山灰砂(ロ ー ム質

火山灰 ・スコ リア)

〃 火山砕屑物(火 山泥流)

〃 軽石(浮 石流堆積物)

〃 ソ フス

〃0一 ム

火山性岩石 集塊 岩及び凝灰角礫石

〃 凝灰岩質岩石

〃 流紋岩質岩石

〃 安山岩質岩石

(溶結溶岩)

〃 玄武岩質岩石

深成岩斑岩

〃 花闘岩質岩石(閃 緑岩

類 ・紛岩類を含む)

〃 斑栃岩質岩石

〃 蛇紋岩質岩石

〃 角閃岩質岩石

変 成 岩 ホル ンフ ェル ス

〃 緑 色片岩

〃 黒色片岩

〃 片麻岩熱

〃 その他 の岩石

〃 上記各岩石 の各互層

圧砕岩類 圧砕岩質岩石

表示のないもの 表示 のないもの

コー ド

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

岩石のかたざ

岩体軟 一

岩片軟

(1-a)

岩 体 軟 一

岩片中

(1-b

岩体 軟一

岩片硬

(1-c)

岩体 中一

岩片軟

(2-a)

岩 体 中一

岩片中

(2-b)

岩 体 中 一

岩片硬

(2-c)

岩 体硬 一

岩片軟

(3-a)

岩 体硬 一

岩片中

(3-b)

岩 体硬 一

岩片硬

(3-c)

表 示 のない

もの

コー ド

1

2

3

4

5

6

0

時 代

古生代P

古生代M

古第三紀

Tr

新第三紀

Tn

洪積世D

洪積世A

表示のな
いもの

コー ド

1

2

3

4

5

0

断層有無

断層無 ・

背斜

無 ・向斜

・背斜

・向 斜

・背斜 ・

向斜な

表示のな

い もの
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50万 分の1土 地分類図 表層地質分類基準およびそのコー ド

コ ー ト

17

41

12

44

14

32

38

33

53

54

55

62

63

64

7?

74

岩 石 の 区 分

堆積岩類

火成岩類

変成岩類

砂礫 ・粘土

火山灰 ・ローム

砂 丘 砂

熔結疑灰石

洪積砂礫

砂岩 ・泥岩 ・礫岩など

石 灰 岩

撃 灘 彩ヤつ
流紋岩類

安山岩類

玄武岩類

花商岩類

斑粉岩 ・輝緑岩

蛇紋岩 ・撤撹岩

結晶片岩類

片麻岩類
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地形 コー ド

20万 分 の1土 地分類図 地形分類基準 およびそのコー'ド

コー ド

of

O2

03

04

05

06

07

0s

O9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

主 分 類

大 起 伏 山 地

中 起 伏 山 地

小 起 伏 山 地

山 麓 地

大 起 伏 火 山 地

中 起 伏 火 山 地

小 起 伏 火 山 地

火 山 山 麓 地

大 起 伏 丘 陵

小 起 伏 丘 陵

火 山 性 丘 陵 地

火 山 性 扇.状 地

火 山 灰 台 地

ロ ー ム 台 地 ・ 段 丘

シ ラ ス 台 地

砂 礫 台 地 ・ 段 丘

岩 石 台 地 ・ 段 丘

溶 岩 台 地(溶 岩 流)

扇 状 地 性 低 地

氾 濫 原 性 低 地

三 角 州 性 低 地

自 然 堤 防 ・ 砂 州

砂 礫 州 ・ 被 覆 砂 丘

湖 沼

河 川

旧 湖 盆 性 埋 積 低 地

コ ー ド

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

副 分 類

カ ル ス ト 地 形

地 す べ り 地 形

崩 か い 地 形

溶 岩 原

人 工 改 変 地

埋 立 地

干 拓 地

埋 立 及 び 干 拓 地

干 潟

(項 目 の な い も の)

湖 沼 ・河 川 等 も含 む

(注)主 分類 の山地 ・丘陵地形(01～11)内 に緩斜面があ った場合,そ れは山地地形 に含む

ものとす る。
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50万 分の1土 地分類図 地形分類基準およびそのコー ド

コ ー ド

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

2

3

0

主 分 類

山 地

丘 陵地

火 山地

台 地

低 地

そ の他

翻
急斜面および緩斜面

急 斜面

火 山緩 斜面

泥 流 地 形

火 山灰 砂 台 地

溶 岩 台 地

石 灰 岩 台 地

砂礫台地および岩石台地

低 位 台 地

急斜面の扇状地

扇状地 および谷底平野

三角州 ・干潟 および

湿地性谷底平野

泥炭地

砂丘 ・浜堤お よび砂州

地た り地

崩 壊 地

(項 目のない もの)

湖 ・川等 も含 む

備 考

下1桁 に4を 付 け る

下1桁 に1を 付 け る

」
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土 壌 コー ド

20万 分 の1 土地分類図 土壌分類基準およびそのコー ド

コー ド

01

0z

O3

04

05

06

07

0s

O9

10

11

12

13

14

15

16

1?

18

19

20

21

22

23

24

25

26

土 壌 統 群

岩 石 地

高 山 岩 屑 性 土 壌

岩 屑 性 土 壌

崩 積 性 未 熟 土 壌

残 積 性 未 熟 土 壌

粗 粒 残 積 性 未 熟 土 壌

砂 丘 未 熟 土 壌

火 山 放 出 物 未 熟 土 壌

粗 粒 火 山 放 出 物 未 熟 土 壌

風 化 火 山 放 出 物 未 熟 土 壌

粗粒 風化 火山放 出物未熟 土壌

厚 層 黒 ボ ク 土 壌

黒 ボ ク 土 壌

厚層黒ボク土壌 ・黒ボク土壌複合相

粗 粒 黒 ボ ク 土 壌

多 湿 黒 ボ ク 土 壌

粗 粒 多 湿 黒 ボ ク 土 壌

黒 ボ ク グ ラ イ 土 壌

淡 色 黒 ボ ク 土 壌

粗 粒 淡 色 黒 ボ ク 土 壌

乾 性 褐 色 森 林 土 壌

乾 性 褐 色森 林土壌(黄 褐色)

乾性 褐 色森林土壌(赤 褐 色)

乾性褐色森林土壌(赤 黄褐色)

褐 色 森 林 土 壌

褐 色 森 林 土 壌(黄 褐 色)

コ ー ド

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

3?

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

99

00

61

62

土 壌 統 群

褐 色 森 林 土 壌(赤 褐 色)

褐 色 森 林 土 壌(暗 色 系)

褐 色森林土壌(表 層グライ系)

湿 性 褐 色 森 林 土 『壌

湿 性 褐 色 森林土壌(黄 褐系)

乾 性 ポ ト ゾ ル 化 土 壌

湿 性 ポ ト ゾ ル 化 土 壌

赤 色 土 壌

赤 黄 色 土 壌

赤 色 土 壌

暗 赤 色 土 壌

褐 色 低 地 土 壌

粗 粒 褐 色 低 地 土 壌

細 粒 灰 色 低 地 土 壌

灰 色 低 地 土 壌

粗 粒 灰 色 低 地 土 壌

細

グ

粗

高

低

黒

鉱

そ の 他

な い もの(湖 沼 ・河 川 等)

細 粒●灰 色 台 地 土 壌

灰 色 台 地 土 壌

粒 ク ブ イ 土 壌

ラ イ 土 壌

粒 グ ラ イ 土 壌

位 泥 炭 土 壌

位 泥 炭 土 壌

泥 土 壌

害 復 旧 田

(市 街 地 等)

※ 中部地方のみ

コー ド

1

a

3

4

5

〔 付 加 記 号 項 目 〕

老 朽 化 水 田

過 乾 地 帯

過 湿 地 帯

腐 植 土 お よ び 軽 し ょ う土

重 粘 土

コ ー ド

6

7

8

9

0

〔 付 加 記 号 項 目 〕

礫 土

1π以内の礫層,砂 層および砂礫層

デ

〃 盤層鰐 脚 コラ・)

〃 泥炭および黒泥層

一 タ の な い も の
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50万 分の1土 地分類図 土壌分類基準およびそのコー ド

コ ー ド

02

03

05

08

07

32

33

21

21

25

30

34

土 壌 統 群

岩 屑 土

未 熟 土

ボ ド ゾ ル

褐色森林土

赤 黄 色 土

高 山 性 岩 屑 土

岩 屑 土

残 積 性 未 熟 土

火 山拠 出物 未 熟土

砂 丘 未 熟 土

乾 性 ポ ド ゾ ル

湿 性 ポ ド ゾ ル

乾性 褐 色森 林 土(1)

;II)

褐 色 森 林 土

湿 性 褐 色 森 林土

赤 色 土

コ ー ド

36

3?

15

19

16

13

38

42

41

43

44

47

土 壌 統 群

赤 黄 色 土

黒 ボ ク 土

褐色低地土

灰色低地土

グ ラ イ 土

泥 炭 土

黄 色 土

暗 赤 色 土

粗 粒 黒 ボ ク 土

淡 色 〃

多 湿 〃

黒 ボ ク 土

褐 色 低 地 土

粗 粒 灰 色 低 地 土

灰 色 低 地 土

粗 粒 グ ラ イ 土

グ ラ イ 土

泥 炭 土
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特 定 植 物 群 落 調 査
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1調 査 要 綱

1-1調 査 の 目的

わが国における植物群落の うちで学術上重要なもの,保 護を必要とするものなどの生育地及び生育

状況,に っいて調査することである。

1-2調 査 実施 者

国が都道府県に委託 して実施する。

1-5調 査 対象 地 域

全国47都道府県全域にっいて調査する。

1-4調 査 実施 期 間

昭和53年度

1-5調 査 内 容

1-5-1調 査の対象

(1)調 査対象 とす る植物群落は,群 落の面積の大小 にかかわらず表1-1「 特 定植物群落選 定基準」に

該当するものとする。

(2)第1回 自然環境保全基礎調査(環 境庁)及 びIBPのJCT(P)ハ ン ドブ ック(2)等を参考 に し

つつ,自 然公園,自 然環境保全地域等及びこれ らの候補地に含まれ るものを落 とすこ とのないよ

うに注意 し,都 道府県 ごとに植物群落を選定する。

(3)調 査対象 とする植物群落の選定 にあたっては,自 然公 園,自 然環境保全地域等の指定と係 わり

が深 いため,都 道府県 の担当者において十分 チエ ックするこ と。

また,隣 接都道府県で植物群落の選定の考え方に大 きな隔た りがないよ うに事 前に調整を図るこ

と。

(4)調 査対象 とする植物群落の選定 カ所数は,都 道府県の面積,植 生の状況により異なり,一 律に決

めることが出来ないが,お およその 目やすと して,お おむね50～100カ 所 程度 とする。

(5)lha未 満 の植物群落で あって も調査対象として さしつかえないが,1ha以 上 の ものは もれ のな

いよう努めること。

1-5一 ♀ 調査事項

(1)植 物群落の位置,面 積

(2)植 物群落の概要

(3)保 存 の状況

(4)保 護 の現状
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<表1-1>特 定植物群落選定基準

A

B

C

原生林もしくはそれに近い自然林

(特 に照葉樹林についてはもれのないように注意すること)

国内若干地域に分布するが,極 めて稀な植物群落または個体群

比較的普通に見られるものであっても,南 限,北 限 ,隔 離分布等分布限界になる

産地 に見られる植物群落または個体群

D砂 丘,断 崖地,塩 沼地 ,湖 沼,河 川,湿 地,高 山,石 灰岩地等の特殊 な立地 に特

有な植物群落または個体群で,そ の群落の特徴が典型的なもの(特 に湿原について

はもれのないように注意すること。)

E郷 土景観を代表する植物群落で,特 にその群落の特徴が典型的なもの(武 蔵野の

雑木林,社 寺林等)

F過 去において入工的に植栽されたことが明らかな森林であっても,長 期にわたっ
て伐採等の手が入っていないもの

G乱 獲その他入為の影響によって,当 該都道府県内で極端に少なくなるおそれのあ

る植物群落または個体群

Hそ の他,学 術上重要な植物群落または個体群

(5)保 護管理に関する所見

1-6調 査方法

昭和48年 度に実施 した第1回 自然環境保全基礎調査による植生図,す ぐれた自然図及び空中写真等

を参考にしながら,既 存資料その他知見の収集を行い,必 要に応 じて現地調査を行 う等 して調査を実

施する。

1-7調 査結果の と りまとめ

受託者は,調 査結果を下記の図票にとりまとめる。

1-7-1特 定植物群落生育地図

特定植物群落の生育地は,図1-1「 特定植物群落生育地図」(以 下 「生育地図」という。)に な

らい国土地理院発行の1/5万 地形図に表示する。

1-7-2特 定植物群落調査票

調査した事項は,表1-2「 特定植物群落調査票」(以 下 「調査票」という。)に とりまとめるも

のとし,調 査票には,原 則として代表的な地点における植生調査表(表1-3の 様式による)を添付す

る。
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H情 報 処 理

皿一1入 力処 理 方法

調査は,図H-1に 示すフローによって実施 した。

皿一1-1特 定植物群落の分類 ・整理 ・

環境庁より貸与された特定植物群落調査報告書の特定植物群落調査票及び植生調査表の記載内容

から次の項目に係る用語又は表現を摘出し,類 型化を行った。

(1)件 名(地 名を除いたもの)

同義語(例 ブナ林,ブ ナの天然林,ブ ナの自然林 ………)の グルーピング

(2)立 地

同義語のグルーピング

(3)保 護に関する所見等

保存状態,イ ンパク トの種類,必 要な対策等

④ 相観

件名を相観 レベルにグルーピング した。

皿一1-2報 告書及び生育地図の点検,情 報の追加修正

報告書及び生育地図について次の事項を点検 し,必 要に応 じて情報の追加修正を行 った。

(1)保 護の現状欄

ア 自然公園,保 全地域

環境庁より貸与された自然公園,保 全地域図と生育地図を対照 し,記 載内容に誤りがないか

点検 した。

イ 天然記念物等

環境庁より貸与された天然記念物 リス トと対照し,記 載内容に誤りがないか点検 した。

(2)群 落名

調査表の内容より環境庁の植生凡例一覧表に示す群落名との対応関係を明らかに し(群 団レベ

ル)該 当するコー ド番号を付 した。

(3)生 育地図上のくくり及び面積

生育地図を点検 し,大 地域的なくくり方によるものを摘出し細区分を検討 した。またくくり線

の特定の場所のみが実際の生育地である場合はこれを他と区別 した。

(4)そ の他

その他記載漏れや,誤 記にっいて点検 し,訂 正 した。

皿一1-5既 存類似調査との対照

特定植物群落調査の結果を第1回 自然環境保全基礎調査(す ぐれた自然の調査),IBP-CT

(P)リ ス ト及び天然記念物緊急調査の結果 と対照 し,す ぐれた自然の調査等には含まれるがド本調

査では選定されなかった群落にっいてはその理由を明らかにした。
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皿_2デ ー ター シー ト記 入上 の留 意 点*注1

皿一2-1特 定植物群落の分類

(1)件 名

ア 件名の様式統一と簡略化

① 『環境庁自然保護局,第2回 自然環境保全基礎調査,特 定植物群落調査要綱1978』 に基

づき,以 下の様式に統一 した。

[亟 コ の 対象となる植生 または植物名

② 所在地名や対象となる植生または植物名の記載されていない件名にっいては,調 査表から

名称を摘出し付記 した。

例)「 エビラシダの北限地」

→ 「丁津原のエビラシダ北限地」

「大倉畑山」

→ ・「大倉畑山のカシ林」

③ 所在地や植生が包括的に表現されている固有の名称として一般に認められている件名につ

いては,原 記載に従 った。

例)9「 尾瀬 ケ原湿原」

「禰山原始林」

④ 件名は電子計算機により集計分類する目的から内容を損わない限りにおいて簡略化した。

基本様式に適合する記載がされていても,字 数の制限(30字 以内)か ら変更された件名もあ

った。

例)「 後鳥羽上皇御在所跡照葉樹林」

→ 「海士町中里のスダジイ林」

⑤ 同義語は以下のように統一 した。

○ 人工林 ・植栽林 ・植林

→ 「植林」

○ 常緑樹林 ・常緑広葉樹林 ・暖地性常緑広葉樹林 ・照葉樹林

→ 「照葉樹林」

o澗 葉樹林 ・落葉樹林 ・落葉広葉樹林 ・夏緑広葉樹林

→ 「夏緑広葉樹林」

イ 所在地の記載

① 所在地名が,特 定植物群落調査表の 「位置」,「 所在市町村」などの欄と重複 して記載さ

れている場合は,重 複部分を省略 した。

注1詳 細は,第2回 自然環境保全基礎調査におけ る特 定植物群落調査報告書(1980,全 国 版)

を 参照
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例)「 富士吉田市新屋山の神社落葉広葉樹林」

→ 「新屋山の神社の夏緑広葉樹林」

② 件名の所在地名と,内 容が一致 しない場合はb内 容 と植生調査表に照合 して適宜変更 した。

例)「 茨城県南部の社寺林」

→ 「大杉神社の森林」

ウ 植生または植物名の記載

〔種個体群の記載 〕

① 特定の種個体群のみが対象とされる場合は,そ の対象となる植物名のみを記載 した。

例)「 大隅南部のカワゴケソウ科個体群」

→ 「大隅南部のカワゴロモ」

② ある群落の一構成種 として対象の個体群が生育 している場合,種 個体群のみが対象とされ

るなら,群 落の名称は件名から省略 した。

例)「 三ケ木のカタクリ群落」

→ 「三ケ木のカタクリ」

③ 分布限界の生育地で,件 名にもそれが明記されている場合は,「 北限地」などの名称は原

記載に準 じて記載 した。

例)「 ヤマグルマの分布北限地」

→ 「小国町のヤマグルマ北限地」

④ 対象となる個体群生地 と,そ の周辺の地域とが併せて対象とされている場合は,原 記載を

採用 した。

例)「 出羽島大池のシラタマモ自生地」

〔植生の記載 〕

① 単一または少数種の優占する植生は,そ の優占する植物の名称に 「林」 「群落」などの語

を付記して件名に記載 した。

例)「 賎母山の原生林」

→ 「賎母山のブナ林」

② 件名に記載されている植生名が,植 生調査表の群落名と重複する場合は,上 記の原則に従

って簡略化 した。

例)「 棚沢のオオモ ミジガサーブナ群集」

→ 「棚沢のブナ林」

③ 特に優占する種がみられないか,ま たは多数の優占種が,対 象となる植生に含まれる場合

は,以 下の手順で類型化 した。

i)単 一の相観を呈する植生

→ 針葉樹林 ・照葉樹林 ・夏緑広葉樹林などの相観名を使用 した。

例)「 臥牛山の樹林」

→ 「臥牛山の針葉樹林」
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li)複 数の相観を呈する植生

→ 自然植生の場合 →

{縢 生

→ 代償群落のみ,ま たは自然植生と代償群落の双方を含む場合 → 森林

{
植生

例)「 黒子島原始林」

→ 「黒子島の自然林」

iii)特 殊立地の植生の場合は以下の名称で記載 した。

湿原植生,塩 沼地植生,河 辺植生,海 浜植生,高 山荒原植生,雪 田植生,火 山荒原

{
植生,火 山植生,岩 隙植生,石 灰岩地植生,蛇 紋岩地植生,風 衝地植生 など。

(2)立 地

ア 立地 コー ドの決定

作業手順 は以下の通 りである。

① 全調 査表の内容欄および植生調査表の立地記入状況をすべて摘出 した。

② 摘出 された立地記載を分類 ・集計 し,同 義語を統一 した。

③ すべ ての調査表 の立地分類が,そ れぞれ一っ の立地 コー ドで表現 できるよ うに考慮 して コ

ー ド内容を決定 した。

イ 立地 コー ドの内容

立地 コー ドは,コ ー ド番号0～21の22分 類 項により構成 される。

ウ 立地 コー ド記入 の留意点

① 立地 コー ドは,対 象 とされた植生 の立地要因の中で,最 も主要な要因を記入 した。例えば,

石灰岩 の急崖地,岩 礫地は,コ ー ド番号1や3を 用いず,18の 「石灰岩地」を記入 した。

② 内容欄や植生調査表 に立地の記載がない場合 は,対 象 とされた植物群落の立地 に関する知

見を もとに立地 コー ドを決定 した。

立 地

一般(気 候立地)

急崖地,岩 壁

岩角地

岩礫地

崩壊地

砂浜,礫 浜

河口

河辺

漢畔斜面

流水,水 中

湿地,湧 水地

塩湿地

池塘

雪田 ・雪の吹溜り

風衝地

海岸付近

硫気孔,噴 気孔原

火山噴出物堆積地(熔 岩原,新 期火山灰堆積地など)

石灰岩地

蛇紋岩地

隆起サンゴ礁

風穴付近
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(3)保 護に関する所見等

保存状態,イ ンパク ト,必 要な対策等の保護に関する所見は,保 護管理に関する技術的所見欄

以外の,内 容欄や保護の現状欄にも記入されている場合が多く,今 回の作業ではこれらの各欄の

全国の記入状況を一覧 して類型化をはかった。なお,必 要な対策にっいては,全 国でも記入され

ている例が非常に少ないことや,保 存伏態とインパクトの内容から必要な対策が導き出されるこ

となどから類型化の作業からは除いた。

ア 保存状態の類型化

保存状態は,次 の7段 階にコーディングした。

記載なし 良好 普通 やや不良 不良 絶滅 確認されず

(注)絶 滅とは,生 育環境自体が消滅 しているもので,確認されずとは文献等で記載が

あるが現地で生育が確認されなかったもので,生 育環境か らは生育の可能性を否

定出来ないものとした。

イ インパク トの類型化

インパク トは,次 の15段階にコーデ ィングした。

記載なし 虫害,菌 害

人の立入 動物の侵入

盗採 汚染物質の侵入

農林業開発 ゴ ミの投棄

道路開発 自然災害

観光開発 周辺の開発

水辺の開発

その他の開発

植物の侵入

(4)相 観

ア 相観コードの決定

作業手順は以下の通りである。

① 全調査表の内容欄,植 生調査表を通覧 し,そ れぞれの相観を摘出した。

② 摘出された相観記載を,植 物の生育形に従って類型化 した。

③ 広域に分布する相観には.気 候帯区分の概念を導入して,細 分化 した。

④ 相観的にモザイク状の分布を示す特殊立地の植生には,個 別に相観コー ドを設けた。

⑤ 複数の相観を含む一定の地域を対象とする物件については,「 植生一般」,気 候帯名+

「植生」などの分類項を設けて,全 調査表がそれぞれ1つ の相観 コー ドで表現できるように

配慮した。

イ 相観コー ドの内容と分類の留意点

相観コー ドをコー ド番号1～57の57項 に分類 した。

① 気候帯区分

相観に付記された気候帯区分は,対 象となる現存植生が,現 在,ど の気候帯に生育 してい
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るかを示 している。 したが って,岩 稜などの立地で冷温帯に分布 の中心を もっ植生が,暖 温

帯に貫入 してい るような場合は,暖 温帯植生 と して分類 した。

② 植林

対象 とされた森林が,調 査表の内容か ら明 らかに人 工的に植栽 されたと判定できる場合は,

他 の 自然生の森林と識別できるように,「 植林」 として コー ドを類別 した。

③ 各相観 コー ドに該当す る植生例

〔複数の相観を呈 し,複 数の気候帯に生育する。 〕

相観

植生一般

亜寒帯植生

冷温帯 〃

暖温帯 〃

亜熱帯 〃

亜寒帯常緑針葉高木林

冷温帯 〃

暖温帯 〃

亜熱帯 〃

常緑針葉高木植林

夏緑針葉高木林

〃 植林

暖温帯常緑広葉高木林

亜熱帯 〃

常緑広葉高木植林

亜寒帯夏緑広葉高木林

冷温帯 〃

暖温帯 〃

亜熱帯 〃

夏緑広葉高木植林

亜寒帯常緑針葉低木林

冷温帯 〃

暖温帯 〃

亜熱帯 〃

冷温帯常緑広葉低木林

暖温帯 〃

亜熱帯 〃

亜寒帯夏緑広葉低木林

冷温帯 〃

暖温帯夏緑広葉低木林

冷温帯ササ原

暖温帯 〃

亜熱帯 〃

亜寒帯広葉草原

冷温帯 〃

暖温帯 〃

冷温帯単子葉草本草原

暖温帯 〃

亜熱帯 〃

草本シダ群落

岩上,多 礫地草本植生

タケ形林

ヤシ形林

マングローブ林

ツル植物群落

蘇苔類植物群落

浮葉 ・沈水植物群落

浮水植物群落

流水岩上植物群落

高山荒原植生

雪田植生

火山荒原植生

湿地植生

河辺植生

海浜植生

亜寒帯ササ原

亜寒帯単子葉草本草原

(注)低 木林:植 生高4m前 後までの木本群落
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皿一2-2報 告書及び生育地図の点検,情 報の追加修正

(1)保 護の現伏欄

ア 自然公園 ・保全地域

自然公園区域および自然環境保全地域について生育地図との対照を行い,記 載内容の点検 ・

修正を行った。

作業の手順は次のとおりである。

①5万 分の1の 自然公園区域図および自然環境保全地域図を該当する生育地図とを トレース

台で重ね合せ,特 定植物群落が重なるかどうかのチエックを行う。

② 重なる場合には,保 護の現伏欄と対照 し,記 入内容のチエックを し,修 正する。

③ 重なり具合が一部か全域かにっいても区別する。

④ 国立公園,国 定公園,原 生自然環境保全地域および自然環境保全地域にっいては,名 称コ

ー ドを付す。

⑤ 以上の結果を,記 録用紙に整理する。

イ 天然記念物

天然記念物 リス トと報告書との対照を行い,記 載内容の点検 ・修正を行った。

対象とした天然記念物は,植 物を対象とした,国 指定,都 道府県指定および市町村指定の記

念物であり,次 のコーディングを行った。

1:国 指定特別天然記念物 ・特別名勝

2:国 指定天然記念物 ・名勝

3:都 道府県指定天然記念物

4:市 町村指定天然記念物

5:上 記の重複

作業の結果は,記 録用紙に整理 した。

ウ その他の保護対策

保護の現伏欄に記入されている保護対策で,自 然公園,保 全地域,天 然記念物以外のものに

ついては,そ の他の保護対策 として一括してコーディングを行った。

但し,記 入のあったものでも,特 定植物群落の保護対策としての有効性が期待出来ないもの

については対象から除外 した。

① その他の保護対策としてコーディングしたものの例

学術参考林

国有林学術参考保護林

保存樹林

県指定特別保護樹林

市指定保存樹林

風致保護林

県指定景観保存地区

県景観保全地区

歴史的風土保存地区

歴史的風土特別保存地区

自然記念物

県指定郷土記念物

県指定郷土 自然保護地区

県指定自然記念物

環境緑地保全地域

緑地保全地区
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近郊緑地保全地域

県,自 衛隊の協定による
自然環境保全区域指定

国設特別鳥獣保護区

保安林

防雪林

部落の防雪林

防潮林

魚つき林

営林局指定の風景林

試験林(県 林試)

風致林(営 林署管理)

特別母樹林

人工造林見本園

制限林地として禁伐

伐栽見合せ林

市,町 条例による保護区

市保護地

町で保護

県環境保全地域候補地

市グ リーシプラン要保全植生

市要保全植生

県環境指標の森

県環境指標林

市環境指標林

県自然休養林

② 保護対策から除外 したものの例

国有林

分収造林契約中

部落の共有林

鳥獣保護区

海岸保全地区

(2) .群落名

ア 群落 コー ドの決定

① 群落コードの分類は,

4月 」に従った。

O

lO番台を記入した。

自然休養林

自然観察教育林

自然観察教育林(営 林局)

小学校の愛護林

原生公園

県立森林公園

森林公園

県自然園

市自然観察園

県民の森

市民の森

市立青少年自然の森

都市公園

市公園として管理

観光樹林

社叢林

社寺林

境内林

神域

信仰地

部落の拝所

部落の御願所

御嶽林

御陵林

寺で保存管理

宅地造成工事規制区域

県立自然休養村

町要請の休養地

大規模年金保養地

緑地

「環境庁 自然保護局,植 生図凡例一覧表(増 補改定案),昭 和54年

群 落 コー ドは,各 調査表に対象 とされているすべての群落にっい て,凡 例表の100番 台,
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③ 特定植物群落のコー ド決定には,植 物社会学的群落分類学の手法に従がって,種 組成を最

も重視 した。

④ 植生調査表の群落名欄は,省 略されているか,ま たは優占穂 を重視 した群落名が記載され

ている場合が多いために,記 載された群落名はコー ド決定の参考とするに留めた。

⑤ 群落コー ド決定の作業手順は以下の通り行 った。

i)特 定群落が位置する緯度,標 高,立 地を参考に群落の種組成から,凡 例表の100番 台の

コー ドを決定する。

ii)群 落の種組成から,植 物社会学的知見に基づき標微種および識別種を抽出し,凡 例表に

記載されている群落のなかで同質または近似の群落を探 して,10番 台のコー ドを決定する。

lii)特定植物群落調査表の内容欄を検討し,'対象とされている群落の植生調査表がすべて添

付されているか再確認する。

iv)植 生調査表が省略されている場合は,地 域植生誌などの既発表資料から,内 容欄の記載

に従って群落コー ドを決定する。

イ 追加された群落コー ド

環境庁による植生図凡例一覧表は,縮 尺5万 分の1の 植生図用に作成された凡例のために,

通常この縮尺では面積的に表現不可能な群落は記載されていない。今回,全 国から提出され#

特定群落の中には0.05ha未 満の生育面積の例や,地 形図上では線状にしか表現できない岩壁

植生などが多く含まれている。 したが って全群落の分類のために,以 下にρべる5つ の群落が

追加された。

① 群落番号634:ム クノキーエノキ群集

② 群落番号635:自 然低木群落

③ 群落番号819:岩 上,多 礫地草本植生

冷温帯と暖温帯の岩壁,岩 隙,漢 側岩上などの特殊立地 に生育する草本植生をこの項に含

めた。地質的には,流 紋岩,安 山岩,集 塊岩,礫 岩などの岩上に多くみられ,石 灰岩地,蛇

紋岩地の草本植生は群落番号820に 含めた。相観的には,疎 生する草本植物と,若 干の低木

類から構成 され,蘇 苔類 も生育 している。

④ 群落番号820:石 灰岩地,蛇 紋岩地草本植生

日本各地の超塩基性岩地帯に生育する草本を主体とする植物群落をこの項に含めた。なお

木本群落として石灰岩地特有の植生は例が少なく,イ ワシデ群落(他 の地質の岩礫地にも生

育),ア ラカシーナンテン群集,自 然低木群落などの群落番号に,若 干の群落が含まれてい

る。

⑤ 群落番号821:流 水中岩上植生

ウ 群落番号適用の際の留意点 と具体例

群落分類に際 しては,各 群集の原記載やその群集の命名者の発表 した論文類を適宜参考とし

た。それによ って,群 落構成種の全体的な類似性を最も重視 して同定を行い,そ の群集(群落)

の含まれる群落番号を適用 した。特定群落のなかで,凡 例表に記載 されている群落と,種 組成

的に同質であるか,ま たは生態的に同位であると判断され,し かも優占種の異なる例として以
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下の ものがある。

(3)生 育 地図上の くくり及 び面積

生育地図のなかで,○ ○山脈 の自然植生 などのように,大 地域的な くくり方 を しているものが

一 部にみ られる
。これ らは,相 観 の異なる ものが包含 されており,特 定植物群落 の内容を把握す

る上か らは,せ めて相観 レベルまで細区分 されていることが望 ま しい。 しか し,く くり線を細分

した場合 には次の問題が生 じることが予想 され る。

① 大地域 的なものの選定基準は,A(原 生林 もしくはそれに近い 自然林)で あ り,Aの 性格上,

複数 の群落が混 じるのはやむをえな いといえ るが,こ れを細分 した場合 には選定基準が不明確

にな る。

② 対照番号(件 数)が 増加 し,再 コーデ ィングが必要とな り,そ れに伴 って,細 区分毎に,件

名,立 地,保 存状態,イ ンパ ク ト等を入力す る必要があるが,調 査者 との調整 が必要になると

思われ る。

以上のことか ら,今 回は,調 査者の考え方を尊重 して,く くり線の細区分は行わないこととし

た。

但 し,く くり線の線引 きが大雑把 なものは現存植生図 との比較対照を して点検を行 った。

また,一 部に くくり線が記入 していない もの も見られたが,各 県に問合せを行 って記入 ・修正

を した。

(4)そ の他

その他,記 載 漏れや,誤 記 について点検 し,訂 正 した主 な訂正内容は,次 のとお りであ る。

① 地 図番号の誤記の訂正

② 所在地(市 町村 名)の 誤記の訂正

③ 標高 の記入 もれ,誤 記の追加 ・訂正

なお,面 積の記入 もれについては,点 検 した結果,い ずれのケースも湿原等が広範 囲にわたっ

て点存す る群落で くくり線が,比 較的大 まかなとり方を してお り,群 落の単位が小 さいため,現

存植生図で も表 われてこない もめ もあるため,正 確な面積の算定が困難であ ったため,面 積は空

欄 のままと した。

皿一2-5既 存類似調査 との対照

次の3つ の調査等 による選定 リス トおよび分布 図と特定植物群落調査結果を対照 し,そ れ らの重

複関係を明 らかに し,既 存調査では選定 されているが,特 定植物群落調査で選定 されなか った もの

にっ いては,一 括 して リス トアップ し,そ の理由を明 らかに した。

① 天然記念物緊急調査(文 化庁)

②IBP-CTリ ス ト(JIBP)

③ 第1回 自然環境保全調査(環 境庁)

作 業の手順は次のとお りであ る。

① 天然記念物緊急調査については,都 道府県別に'1/20万 の分布図 と,1/5万 の 生育地 図とを

比較対照 して,そ の重複関係を点検する。

②IBP-CTリ ス トにっいては,生 育地図 と リス トの生育地 との比較対照によって重 複関係を
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点検す る。

③ 第1回 自然環境保全調査 については,都 道府県別に1/20万 の分布図 と,1/5万 の 生育地図

とを比較対照 して,そ の重複関係を点検す る。

④ 上の点検の結果,選 定 され なか ったものにっいては,今 回の調査員(群 落調査票に記載)に 問

い合せを行い,そ の理由を明 らかにす る。

⑤ 以上の作業結果 を.記 録用紙 に整理す る。

な お,上 記3調 査 と特定植物群落調査 との関係を調査 した結果は,巻 末に附表 と して整理 した。

皿一2-4特 定 植物群落生育地の数値情報化

特定植物群落生育地図上の生育地を含む,標 準 メッシュの コー ド番号を読み とった。

作業の手順は,次 のとお りである。

①5万 分の1の 地形図 の縦横をそれぞれ20等 分 した メ ッシュ(標 準 メッシュ)を 透 明なポ リエス

テル ・フィルム上にイ ンキング したメ ッシュマスクを作成す る。

② メ ッシュマスクは,5万 分の1の 地形図が属する各緯度毎 に作成 し,東 京,大 阪を含む北緯36。

前後の 地域については対象図幅 が多 くなるため,必 要 に応 じて複数枚作成する。
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■ 一4コ ー ド表 〈特 定植 物 群 落>

5次 メ ッシュコー ド

「メ ッシ ョコー ドの付け方 」(p348)参 照

市町村 コー ド

自治省の市町村 コー ド

特定植物群落 コー ド

(1)寒 帯 ・高山帯 自然植生

コ ー ド

101

102

103

自然度

9

9

9

10

10

10

10

10

10

10

to

10

10

10

群 落 名

高山低木群落

(1)コ ケモモーハイマツ群集

(2)ミ ネ ヤナギ群落(ミ ネヤナギ

ーキツネヤナギ群落を含む)

高 山ハイデ及び風衝草原

(1)コ メバツガザクラーミネ蹴 ウ群集

(2)オ ヤ マノエン ドウー ヒゲハ リ

スゲ群集

(3)gマ クサーイワツメクサ クラス

(4)フ ジハ タザオーオ ンタデ群集

(5)イ ワオウギータイツリオウギ群集

雪田草原

(1)タ カ ネヤハズノ〉・コーアオノ

ツガザ クラ群集

(2)ミ ヤマイーバクサンボウフウ群集

(3)タ カネ ヒゴタイー ミヤマキン

バ イ群集

(4)シ ョウジョウスゲ ーイワイチ

ョウ群集

(2)亜 寒 帯 ・亜高山帯 自然植生

コ ー ド

206

207

208

209

210

211

212

213

群 落

㈱
9

9

9

9

9

10

10

10

9

9

群 落 名

ササーダケ カンバ群落

カラマツ群落

ミ ドリユキザサ ーダケカ ンバ群落

(な だれ地広葉低木林)

キ ャラボク群落

シナノキ ンバイー ミヤマキ ンボウ

ゲ群団(高 茎草原)

ササ 自然草原

(1)チ シマザサ群落

(2)シ コ クザサ群落

下部針広混交林(エ ゾマツ ・トド

マツーミズナラ,シナノキ,イ タヤ林)

ウ ラジロヨウラクー ミヤマ ナラ群

団(風 衝低木林)

(3)亜 寒 帯 ・亜高山帯代償植生

コー ド

201

202

203

ZU4

自然度

9

9

9

9

名

エゾマツー トドマツ群集

ア カエゾマツ群集

イチイー トドマツ群集

エゾマツーダケカンバ群集(上 部

針広混交林)

コ ー ド

301

205 9

302

303

304

自然度

5

5

5

5

5

5

4

8

群 落 名

シ ラビソー トウヒ群団

(1)オ オ シラビソ群集

(2)シ ラ ビソーオオシラビソ群集

(シ コクシラベ群集を含む)

(3)コ メツガ群落

ササ群落

(1)チ シマザサ群落

(2)ク マ イザサ群落

(4)チ マ キザサ群落

ヒゲ ノガ リヤス群落(ノ ガ リヤ ス

属採草地を含む)

(1)ウ シノケグサ群落

伐跡群落

ダケカンバ群落

(4)ブ ナ クラス域 自然植生

コ ー ド

poi

自然度

9

9

9

群 落 名

チシマザサーブナ群団

(1)ヒ メアオキーブナ群集

(2)ク ロモジーブナ群集

一71一



コ ー ド

401

402

403

404

405

406

407

408

409

410

411

412

413

414

415

416

41?

自然度

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

群 落 名

(3)マ ルバ マンサクーブナ群集

(4)ス ギ・ブナ群落(ス ギ天 然林)

ス ズタケーブナ群団

(1)ヤ マボ ウシーブナ群集

(2)ツ クシシャクナゲ ーブナ群集

(3)イ ヌブナ群集

(4)オ オモ ミジガサーブナ群集

(8)ツ ガー コカンスゲ群集

ω シラキーブナ群集

エ ゾイタヤーシナノキ群落(ミ ズ

ナラ7イ タヤカエデ群落を含む)

ウ ラジロモ ミ群落

ヒノキアスナロ群落

(1)ア スナ ロ群落

ヒノキ群落

(1)'ヒ ノキ ーシノ ブカ グマ群 集

(2}ヒ ノキ ーシャクナ ゲ群 集

㈲ コキ ンレイカー ヒノキ群 集

クロベ ーヒメコマツ群落

(1)コ ウヤマキーヒガゲ ツツジ群落

(2)ア カミノイヌツゲークロベ群集

アカマ ツ群落

ジュウモンジシダーサ ワグル ミ群

集(カ ツラ林を含む)

ミヤマクマ ワラビーシオ ジ群集

(オ ヒョウータイ ミンカサモ ドキ

群集を含む)

ハ ルニ レ群 集

ヤナギ高木群落

(1)ド ロノキーオオバヤナギ群落

(2)ケ シ ョウヤナギ群落

(3)シ ロヤナギ群集

ヤナギ低木群落(オ ノエヤナギー

エゾノキヌヤナギ群落な どを含む)

ハ ンノキーヤチダモ群集

ハ ンノキ群落

ヤマハ ンノキ群落(ケ ヤマハ ンノ

キを含む)

自然低木群落

(1)ミ ズ ナラー リョウプ群集(ニ

シキ ウツギ群落を含む)

コ ー ド

417

418

419

420

424

425

自然度

9

9

9

9

9

10

10

10

10

10

9

9

10

9

9

群 落 名

(2)

(3)

(4)

(5)

(9)

カシワ群落

ヒメヤシャブシータニウツギ群落

ミヤマキリシマーマイズルソウ群集

コメツツジ群落

ヤシャブシ群落

自然草原

(1)フ ジアカシ ョウマーシモツケ

ソウ群集

(2)フ ジアザミーヤマホタルブクロ群集

(3)シ マ キンレイカーシマノガ リ

ヤス群集

(6)オ オ ヨモギーオオイタ ドリ群団

イヌシデ ーアカシデ 自然林

イ ワシデ群落

イ タ ドリーコメススキ群落(火 山

荒原植物群落)

ケ ヤキ群落

(1)ケ ンポナシーケヤキ群集

(5)ブ ナクラ界填代償植生

コ ー ド

501

502

503

504

505

506

50?

508

509

510

自然度

8

8

7

7

7

7

7

7

7

5

5

5

群 落 名

ブナー ミズナラ群落

カシワー ミズナラ群落

ク リー ミズナラ群落

(2)カ ス ミザ クラーコナ ラ群落

アカシデーイヌシデ群落

(3)ク マ シデ群落

シラカンバ群落

(1)シ ラカンバーササ群落

(2)シ ラカンバーレンゲツツジ群落

アガマツ群落

ニ シキ ウツギーノ リウツギ群落

ツ クシウツギーノ リウツギ群落

ササ草原

(1)ミ ヤ コザサ群落

(2)チ シマザサークマイザサ群落

(3)ハ コネダケ群落

(4)ヤ クザサ群落

(5)チ マキザサ群落

ススキ群団

一?2
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コー ド

510

511

512

513

514

515

自然度

5

5

5

5

5

5

4

4

4

4

4

4

2

群 落 名

(1)

(2)

C3)

(5)

C7)

(s)

ススキーエゾヤマハギ群落

カワラマツバーススキ群落

ススキーホクチアザ ミ群落

ス象キーミヤマキリシマ群落

アズマザサーススキ群落

ノハ ナショウブーススキ群集

シバ群団

ナガバグサ群落

ヒオウギアヤメーノハナショウブ群落

伐跡群落

(1)ヤ ナギ ラン群集 ・

(2)タ ラ ノキークマイチゴ群落

オオアワダチソウーオオハ ンゴ ン

ソウ群落

(6)ヤ ブ ツバ キクラス域 自然植生

コー ド

601

602

603

604

605

606

607

608

609

810

611

612

613

自然度

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

群 落 名

モ ミーシキ ミ群集

ツガーハイ ノキ群集

ヒメアオキーウラジロガシ群集

サ カキー ウラジロガシ群集

(1)イ ス ノキーウラジロガ シ群集

ケヤキ群落

(1)ケ ヤ キー イロハモ ミジ群集

ア ラカシ群落

(1)ア ラカシーナンテン群集

(2)ア マ ミア ラカシ群落

マテバ シイ群落

イチイガシ群落
'シ ラ カ シ群 集

サカキー コジイ群集

シイモチーシ リプカガシ群集

ホル トノキ群落

スダジイ群落

(1)ヤ ブ コウジースダジイ群集

(2)ミ ミズバイースダジイ群集

(3)オ オシマカンスゲースダジイ群集

(4)ホ ソバカナワラビースダジイ群集

(5)リ ュウキ ュウアオキー・スダジ

イ群集

コー ド

613

614

615

616

617

618

619

620

621

622

623

624

625

626

627

628

629

631

632

633

634

自然度

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

9

群 落 名

(6)ア マ ミテンナンシ ョウースダ

ジイ群集

(7)ケ ハタツレリミノキースダジイ群集

(8)オ キナワシキ ミースダジイ群集

(g)ア オノサ ハイノキースダジイ群集

00ヤ クシヤアジサイースタジイ群集

ω オキナワウラジロガシ群集

⑫ ユズ リハーヤマグル マ群集

働 ケナガエサカキースダジイ群集

㈲ ヤ ワラケガキースダジイ群落

タブ群落

(1)イ ノデータブ群集

(2)ム サ シアプ ミー タブ群落

カゴノキ群落

ホソバ タブ群落

ウバ メガシ群落

(1)ウ バ メガシー トベ ラ群集

(2)マ サ キー トベ ラ群集

(3)オ ニヤブソテツーハマビワ群集

(6)ア カ テツーハマ ビワ群集

アカマツ群落

クロマツ群落

フサザクラ群団

ハンノキ群落

河辺ヤナギ低木群落(河 辺低木林

を含む)

(1)ネ コヤナギータチヤナギ群落

(2)カ ワ ラハ ンノキ群落

ソテツ群落

ビロウ群落,ヤ シ群落

ナガミボチ ョウジー クスノハカエ

デ群落

マ ングローブ群落

ハ チジ ョウイヌツゲーオオ シマツ

ツジ群落

ガジュマルークロヨナ群集

アカギ群落

サガ リバナーサキシマスオウ群落

リュウキ ュウマツ群落

コウヤマキ群落

ムクノキーエノキ群集

一73一



コ ー ド

635

自然度

9

群 落 名

自然低木群落

(8)河 辺 ・湿原 ・塩沼地 ・砂丘植生(各 クラス

域共通)

(7)ヤ ブツバ キクラス域代償植生

コー ド

701

702

703

704

706

707

708

709

710

711

720

自然度

7

7

7

7

7

7

4

4

4

5

5

5

5

5

4

4

4

4

2

4

7

7

7

7

7

7

5

群 落 名

コナラ群落

(1)ク ヌギーコナ ラ群集

(2)ヤ ブ ムラサキーコナラ群集

(3)オ ニ シバ リー コナラ群集

(4)コ ナ ラー クリ群落

(6)コ ナ ラー ノグル ミ群落

シイ`・カシ萌芽林

(1)バ クサンボクーマテバ シイ群落

(2)オ オ シマザ クラ

(3)タ ブーヤブニ ッケイ幼木林

伐跡群落

(1)ベ ニバ ラボロギクーダ ン ドボ

ロギク群落

(2)ク サ イチゴータラノキ群集

サ サ ・タケ群落

(1)ヤ ダケーメダケ群落

(2)ダ ンチ ク群落

(3)リ ュウキュウチク群落

(4)ホ ウ ライチクーゴキダケ群落

ススキ群団

(1)ネ ザサーススキ群集

(2)ア ズマネザサーススキ群集

(3)チ ガヤ ーススキ群落

シバ群団

ハイキビ群落

路傍雑草群落

(1)ク ズーカナムグラ群落

(2)セ イタカア ワダチ ソウ群落

(3)ヨ モギ群落

ア カマツ群落

(1)ヤ マツツジーアカマツ群集

(2)オ ンツツジーアカマツ群集

(3)モ チツツジーアカマツ群集

(4)コ バノミツバノツジーアカマノ群集

クロマツ群落

クズ群落(林縁生つる一低木群落)

コー ド

801

802

803

804

805

806

807

808

809

810

812

813

814

自然度

10

10

io

5

10

10

10

io

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

10

群 落 名

ッルコケモモー ミズゴケクラス(高

層湿原)

ヌ マガヤオーダー(中 間湿原)

ヨシクラス(低 層湿原 ・セイコノ

ヨシを含む)

(1)ミ ゾソバー3シ 群落(代 償植生)

ウキ クサ ク ラス ・ヒル ム シ ロ ク ラ ス

ツル ヨシ群集

オギ群集(自 然植生)

(1)ヤ プガ ラシーオギ群落(代 償

植生)

塩 沼地植生

(1)ア マ モクラス

(2)ア ツケ シソウーシバ ナ群落

(3)ハ ママツナーハマサ ジ群落

ハマボウ群落

砂丘植生

(1)バ マニンニクーコウボウムギ群落

(2)ハ マグルマニコウボウムギ群落

(3)ハ マ グルマーハマゴウ群集

(テリハノイバラーチガヤ群落を含む)

(4)ハ マ ナス群落

(5)オ カ ヒジキーハ マベ ンケ イソ

ウ群落

(6)グ ンバイ ヒルガオー クロイワ

ザサ群落

ハチ ジョウススキ群落

(1)イ ソギクーハチジョウススキ群集

(2)キ ノ クニ シオギクーアゼ トウ

ナ群集

(3)ノ ジギ ク群落

(4)シ オ ギク群落

(5)サ ツ マノギクーハチ ジ ョウス

スキ群集

(6)オ キ ナワギ クーハチ ジ ョウス

スキ群集

コハマギク群落

コウライシバ群落

隆起珊瑚礁植生
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コー ド

814

816

81?

818

819

820

821

自然度

10

10

10

9

10

10

10

10

10

10

10

群 落 名

(1)イ ソマツーモクビャッコウ群集

(2)ク サ トベラーモンバ ノキ群集

(3)ア ダ ンーオオハマボウ群落

カオリウツギーオオバヤシャブシ群集

火山荒原植生

(1)イ タ ドリータマシダ群落

(2)ハ チ ジ ョウイ タ ドリーシマ タ

ヌキ ラン群集

硫気孔原植生

岩上,多 礫地草本群落

石灰岩地,蛇 紋岩地草本群落

流水中,岩 上植物群落(カ ワゴケ

ソウ群落地)

(9)植 林 地 ・耕作地植生(各 クラス域共通)

コー ド

901

自然度

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

6

群 落 名

常緑針葉樹植林

(1)

(2)

(3)

(4)

(5)

(6)

(7)

(s)

(9)

αo

ω

アカマツ植林

クロマ ツ植林

スギ ・ヒノキ ・サ ワラ植林

エゾマツ植林

トドマツ植林

アカエゾマツ植林

ウラジロモ ミ植林

リュウキ ュウマツ植林

モ クマオウ植林

ヒノキアスナロ(ア テ)植 林

シラビソ(シ ラベ)植 林

コー ド

902

903

904

905

906

907

908

909

910

911

912

913

914

915

916

917

自 、、

6

6

3

6

6

6

6

6

6

3

7

7

7

3

3

3

3

3

2

4

2

2

2

4

群 落 名

落葉針葉樹植林

(1)カ ラマツ植林(グ イマツを含

む)

外 国産針葉樹植林(ド イツ トウヒ,

ス トローブマツなど)

常緑広葉樹植林

(1)ク スノキ植林

(2)マ テバ シイ植林

(3)ソ ウ シジュ植林

落葉広葉樹植林

(7)ヤ マ ハ ンノキ植林(コ バ ノヤ

マハ ンノキを含む)

外 国産広葉樹植林(ポ プ ラ,ニ セ

アカシア,ギ ンネムなど)

竹 林

(1)モ ウ ソウチク林

(2)マ ダ ケ ・ハチク林

常緑果樹園

落葉果樹園

桑 園

茶 畑

苗 圃

畑地雑草群落(シ ロザ クラス)

ヒメムカシヨモギーオオア レチノ

ギ ク群落(休 耕畑地雑草群落)

牧 草地(人 工草地)

(1)ゴ ル フ場

水田雑草群落(イ ネクラス)

休 耕田雑 草群落(タ ウコギ クラス)

件 名 コー ド

カナ30桁

取 リ扱い コー ド

コ ー ド

1

0

区 分

⑭
そ の 他

選定基準 コー ド

順不同,最 高5項 目まで
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コ ー ド

A

B

C

D

E

F

G

H

内 容

原生林もしくはそれに近い自然林

(特に照葉樹林についてはもれのないように注意すること)

国内若干地域に分布するが,極 めて稀 な植物群落または個体群

比較的普通に見られるものであっても,南 限,北 限,隔 離分布等分布限界になる産

地 に見られる植物群落または個体群

砂丘,断 崖地,塩 沼地,湖 沼,河 川,湿 地,高 山,石 灰岩地等の特殊な立地に特有

な植物群落または個体群で,そ の群落の特徴が典型的なもの(特 に湿原についてはも

れのないように注意すること。)

郷土景観を代表する植物群落で,特 にその群落の特徴が典型的なもの(武 蔵野の雑

木林,社 寺林等)

過未において人工的に植栽されたことが明 らかな森林であっても,長 期にわたって

伐採等の手が入っていないもの

乱獲その他人為の影響によって,当 該都道府県内で極端に少なくなるおそれのある

植物群落または個体群

その他,学 術上重要な植物群落または個体群

標高(整 数型)

最 低 定数(
0～3,800)

最 高

面積(実 数型)

実 数(0.1～80,000)

立 地 コー ド

(単位m)

(単 位ha)

コ ー ト

DO

Dl

O2

D3

D4

05

06

D7

08

Dg

10

区 分
一般(気 候立地)

急崖地,岩 壁

岩角地

岩礫地

崩壊地

砂浜,礫 浜

河口

河辺

渓畔斜面
'流水
,水 中

湿地,湧 水地

コ ー ド

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

区 分

塩湿地

池塘

雪田 ・雪の吹溜り

風衝地

海岸付近

硫気孔,噴 気孔原
火山噴出物堆積地(熔 岩原,新 期火山灰
堆積地など)
石灰岩地

蛇紋岩地

隆起サンゴ礁

風穴付近

(注)△ はブラ ンク,相 観 コー ド,環 境圧 のコー ドについて も同様

相 観 コー ド

コ ー ド

D1.

D2.

D3.

p4.

区 分

植生一般

亜寒帯植生

冷温帯 〃

暖温帯 〃

コ ー ド

Q5.

06.

D7.

D8.

区 分

亜熱帯植生

亜寒帯常緑針葉高木林

冷温帯 〃

暖温帯 〃

コ ー ド

△9.

10.

11.

12.

区 分

亜熱帯常緑針葉高木林

常緑針葉高木植林

夏緑針葉高木林

〃 植林
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コ 「 ト

13.

14.

15.

16.

17.

18.

19.

20.

21.

22.

23.

24.

25.

26.

27.

区 分

暖温帯常緑広葉高木林

亜熱帯 〃

常緑広葉高木植林

亜寒帯夏緑広葉高木林

冷温帯 〃

暖温帯 〃

亜熱帯 〃

夏緑広葉高木植林

亜寒帯常緑針葉低木林

冷温帯 〃

暖温帯 〃

亜熱帯 〃

冷温帯常緑広葉低木林

暖温帯 〃

亜熱帯 〃

コ ー ト

28.

29.

30.

31.

32.

33.

34.

35.

36.

37.

38.

39.

40.

41.

42.

区 分

亜寒帯夏緑広葉低木林

冷温帯 〃

暖温帯 〃

冷温帯ササ原

暖温帯 〃

亜熱帯 〃

亜寒帯広葉草原

冷温帯 〃

暖温帯 〃

冷温帯単子葉草本草原

暖温帯 〃

亜熱帯 〃

草本シダ群落

岩上,多 礫地草本植生

タケ形林

コー ド

43.

44.

45.

46.

47.

48.

49.

50.

51.

52.

53.

54.

55.

56.

57.

区 分

ヤシ形林

マングローブ林

ツル植物群落

酵苔類植物群落

浮葉 ・沈水植物群落

浮水植物群落

流水岩上植物群落

高山荒原植生

雪田植生

火山荒原植生

湿地植生

河辺植生

海浜植生

亜寒帯ササ原

亜寒帯単子葉草本草原

下1ケ タ

コー ド

1

0

区 分

個体(群)

群落

群落数(整 数型)

実数(最 大値17)

保存状態 コー ド

コー ド

0

1

2

3

区 分

記載なし

良好

普通

やや不良

調 査表 記 入 例

よく保護されている

極めてよく保存

現状がよく維持されている

比較的良好

良好な自然状態が保たれて

いる

保存はよい

現状のままでよい

絶滅のおそれはないと思う

荒廃の危険はない

あまり人為がはいっていない

人手のはいるおそれはない

減少の傾向

破壊されているところもある

破壊のおそれもある

コー ド

4

5

6

区 分

不良

絶滅

確認されず

調 査 表 記 入 例

漸次衰滅に近づいている

保護の対策は全くたたない

伐採中

切り売りされている

(注)絶 滅とは,生 育環境自体が消滅 しているもの。

確認されずとは文献等で記載があるが現地で

生育が確認されなかったもので,生 育環境か

らは生育の可能性を否定出来ないものとした。
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環境圧 コー ド

コー ド

Do

D1

D2

03

04

D5

D6

D7

D8

区 分

記載なし

人の立入

盗採

農林業開発

道路開発

観光開発

水辺の開発

その他の開

発

周辺の開発

調 査 表記 入 例

踏圧

キャンプ地化

観光客の立入

観光行為(サ サ,下 草の刈

り払い)

地すべり遊び

子供の遊び場

暴走族の練習場

植林化

水田化

畑化

下刈り

放牧地

牧野造成

道路建設

駐車場

排ガス

観光地化

遊園地

ロープウェイ・

スキーコース

海水浴場

釣り場

護岸工事

漁港拡張

堰提の築造

排水工事

工事用採砂

床固工

河川改修

防潮提

凌深

埋立て

人工物

土地造成

住宅団地造成

パラボラアンテナ

テレビ局のサテライ ト局

3～7の 開発で特定植物群

コー ド

09

10

11

12

13

区 分

植物の侵入

虫害,菌 害

動物の侵入

汚染物質の

侵入

ゴ ミの投棄

調 査表 記 入 例

落 の周辺で行われているもの

ヨシ

伐採跡地植物(ダ ン ドホロ

ギ ク,ア レチノギ ク)

チ シマザサ

先駆植物

挺水植物

メダケ

ヤダケ

ニセア カシア

雑木

イタ ドリ

カエデドコロ,ツ ルウメモ ドキ

ハチク林

ハス

常緑針葉樹

マツクイムシ

クジュウフユシャクの幼 虫

カイガラムシ

菌害

スス病(カ メノコロウカイ

ガ ラム シ)

松 枯れ

しま枯れ

牛馬

イノシシ

畜牛の食害,排 出物 による

富栄養化

シカ

タイワンリス

野猿

生活排水

家畜ふん尿

工事水

土砂,砂 利の流入

廃油ボール

化学肥料

発泡 スチ ロール

洗剤の容器

塵埃の投棄

魚介類 の投棄
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コ ー ド

14

区 分

自然災害

調査表記入例

地熱

常風

風害

季節風

塩風

台風

雪害

コ ー ド 区 分 調査表記入例

軽石層が厚 く崩壊する

軽石による埋立て

山崩れ

表土の安定が悪い

崩壊地(小 崩壊地)

山火事

乾燥化(湿 地)

類似調査 コー ド

1ケ タ め

分

2ケ タめ

コ ー ド

0

1

区

な し

あ り

コ ー ド

1

2

3

重なり具合の区分

全 域
一 部

不 明

保護対策 コー ド

上12ケ タ

最高3項 目まで 13,15,17ケ タ め

コ ー ド

1※ 菅1

1芸 一)←2

1芸 芸3

1芸 芸5

2芸 芸1

2暑 一)←2

2苦 菅3

2菅 芸5

5002

5003

5005

3菅 芸1

4芸 芸2

4芸 芸3

4暑 芸5

6002

6003

6005

区 分

自

然

公

園

保

全

地

域

国 立 公 園

今(一→←ニ=01～27

国 定 公 園

今←→←=01～51

都 道 府 県 立

自 然 公 園

特別保護地区

特別地域

普通地域

上記の重複

特別保護地区

特別地域

普通地域

上記の重複

特別地域

普通地域

上記の重複

原生自然環境保全地域

自 然 環 境

保 全 地 域

都 道 府 県 立

自 然 環 境

保 全 地 域

特別地区

普通地区

上記の重複

特別地区

普通地区

上記の重複

コ ー ド

1

2

3

指定の重なり具合の区分

全 域
一 部

不 明

14ケ タ め

コ ー ド

1

2

3

4

5

天然記念物 の区分

国指定特別天然記念物 ・特別名勝

国指定天然記念物'名 勝

都道府県指定天然記念物

市町村指定天然記念物

上記の重複

16ケ タめ

コ ー ド

1

区 分

その他の保護区

(注)*印 の 位置の コー ドにつ いては公 園コー ド表(P350)参 照
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1調 査要綱及び実施状況

1-1調 査 の 目的

わが国に生息する哺乳類の生息伏況を把握するため,わ が国に生息する大型及び中型獣8種 の分布

にっいて調査することである。

1-2調 査 実 施 者

国が都道府県に委託 して実施する。

1-5調 査対 象 地 域

全国47都道府県全域について調査する。

1-4調 査実 施 期 間

昭和53年度

1-5調 査 内 容

1-5-1調 査対象種

調査対象とする哺乳類は次のとおりとする。

地 域

北 海 道

本 州

九州

・ 四 国 ・

沖 縄

調 査 対 象 哺 乳 類

シ カ,ヒ グ マ,キ ツ ネ,タ ヌ キ

ニ ホ ン ザ ル,シ カ ツ キ ノ ワ グ 三

震 シ弘 判 ネ タヌキ・アナ

シ カ,イ ノ シ シ

1-5-2調 査 事項

ア 生息地域

イ 生息状況

ウ 分布の変動(絶 滅地域及 び出現(絶 滅)年 代)

1-6調 査 方 法

聞きと り調査によ り実施す る。

1-6-1調 査 の統括

聞 きとり調査は,原 則 として受託者が直接調査員を指揮 して行い,調 査結果を とりまとめる。

調査の実施,結 果の とりまとめにあた っては,適 宜学識経験者の意見を聞 くこととする。
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1-6-2調 査 員

(1)聞 きとり調査にあたる調査員 は,林 業 改良普及員等 その土地 の状況に詳 しい者 とし,原 則 と し

て次の中か ら選定す る。

ア 林業改良普及員

イ 鳥獣保護員

ウ 都道府県林業事務所等職員

工 市町村林務関係職員

オ 自然公園指導員等

力 大学等における研究者

キ 小中高校生物担当教員

聞きとり調査にあたっては , 都道府県において調査員を十分指揮,監 督すること。

1-6-5聞 き とリ地点

聞 きと り調査を行 う地点 は次により定める。

(1)国 土 地理院発行の1/5万 地 形図を縦横 それぞれ4等 分 してで きる区画(以 下 「調査区画」 と

い う。)を 設定する。

ア 調査区画の設定及 び調査区画番号の付 し方は,rI-6-3聞 き とり地点」(1)の とお りで

あ:るが,1/5万 地 形図の図郭が一部拡張 され隣接地域を含め ている場 合,あ るいは,規 定の

経 ・緯線による図郭をず らして,図 郭が設定 されている場合(離 島等)な ど,変 則的な図郭の

地形図では,次 の例 に従 って区画 し,番 号を付す。

下図④,⑧ 図幅 の図郭 は,規 定の経緯線 による図郭ではないが,調 査区画 は,各 々の図郭を

次のよ うに縦 ・横 それぞれ4等 分 すれば よい。
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海の部分だけで

あっても区画番

号を付す。

ノ3

!女
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9
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i

イ 調査区画の設定及び調査区画番号を付すのは資料整理 の必要 のためで もあ るので,海 域のみ

の区画等 「聞 きとり地点 」が選定出来 ない場合 も,同 様 に区画 し,番 号を付す。

(2)1調 査区画において原則と して2地 点を 「聞きとり地点」 として選定す る。

当該調査区画内に人が定住 していない場合,あ るいは当該調査区画 内全域の市街地化が著 しく

明 らかに調査対象哺乳類の生息 が認め られないと判断 される場合は,聞 きとり調 査を省略 してさ

しっ かえない。

ア 聞きとり調査を省略 して さしつかえな いのは,「 当該調査区画内に人が定住 していない場合,

あ るいは,当 該調査区画 内全域 の市街地化 が著 しく,明 らかに調査対象哺乳類の生息が認 めら

れないと判断 され る場合」のみであり,生 息 しそうにないと予断を持 って,調 査を省略 するこ

とは出来ない。

また,生 息状況にっ いての既存 資料があるか らとい って,聞 きとり調査を省略することは出

来 ない。

イ 調査区画 が他県 にまたが っている場合 でも,1調 査区画 においては原則 と して2地 点 を 「聞

きとり地点」 として選定す る。

ただ し,当 該県の区域がご く一 部であったり,海 域 がほとんどを占めている調査区画 の場合

は,聞 きとり地点を1地 点 としてもさしつかえない。

ウ1調 査区画において,集 落 が1つ しかない等2地 点 の 「聞 きとり地点」が選定 できない場合

は,1地 点 でもやむを得ない。

また,1地 点で,「 聞 きとりの相手」が,2人 見つからない場合は ,「 聞 きとり地点」を2
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地点以上に増や し,「 聞 きとりの相手」を見っけてもさ しっかえない。

1-6-4聞 き とりの相手

聞きとり調査 を行 う相手(以 下 「回答者」 とい う。)は できるか ぎり哺乳類の生息状況にっ いて

詳 しい者(た とえば,林 業作業員,営 林署担当区職員,狩 猟 者等)と する。 最奥の集落に住む者か

ら聞きとることが望 ま しい。

原則 と して,1聞 きとり地点 においては2名 以上から聞 きとることとす る。小島 しょにおいて聞

きとりの相手(回 答者)を 選定する場合,そ の入数 は次によって さしっか えない。

島面積25㎞2に つ き4人 程度

ただ しこの場合 も,調 査区画 の定め方は要綱 どおりと

9

●

o

O

c

す る。

(例)調 査区画 が4メ ッシュになる島でも面積が30

㎞2の 島であれば,回 答者数は5人 程度でよ

い。

1調 査区画 あた りの聞きとりの相手(回 答者)の 数は

原則 と して4人 で あるので誤解のないよ うに注意 され

たい。

(11「 聞 きとりの相手」か ら聞きとる範囲は,聞 きとりの相手 が居 庄す る調査区画内だけではなく,

それ以外の地 域についても聞きだす ように努め る。

従 って,広 い地域 について知見のある人から,広 い地域 にっ いて聞きだすのは さしっかえない

が,あ くまでlr調 査区画 」 ・1「 聞 きとり地点」の1人 の 「聞 きとりの相手」にす ぎず,こ の

入の回答をも って,他 の調査区画の聞 きとり調査を省略 することはできない。

(2)調 査員 が,回 答 者ともな りうるが,lr調 査 区画」,1「 聞 きとり地点」の1入 の 「聞きとり

の相手」 として しか認めない。

1-6-5聞 き とリ調査

(1)聞 き とりにあたっては,動 物識別用カ ラー図版 を示 しなが ら表1-1「 聞 きとり調査票」にそ って

聞きとる。

(2)国 土地理院発行 の 】/5万 地形図を呈示 して 聞きとり目視地点 捕獲地点,生 息地域等聞きと

りの結果を直ちに当該地形図に哺乳類 の種 ごとに指定 された色(以 下 「指定色」とい う。表1-

2参 照)の 色鉛筆を用 い図化 する。

なお,生 息地が地点で 回答 された場合(目 視地点,捕 獲地点等)に は,そ の地点を×印で示 し,

生 息地が地域 で回答 された場合(例 えば,「 この沢沿いにいる」 「この山の南斜面に広 くいる」

等)に は,そ の地域を線 でかこむ。

(3)当 該調査区画内 の哺乳類の生息伏況 だけでな く,回 答者が知 っているすべての地域 における哺

乳類の生息伏況 にっいて聞き出す よう努める。

(4)同 一地域 にっい て 「生息す る」 という回答 と 「生息 しない 」とい う回答があ った場合には,当

該地域 は 「生息す る」 として取扱 う。
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調査対象哺乳類

ニ ホンザ ル

シカ

ツ キ ノ ワ グ マ ,ヒ グ マ

イ ノ シ シ

キ ツネ

タヌキ

アナグマ

指 定 色

茶 色(三 菱 ポ リカ ラ ーNo750021)
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も も 色( 〃 〃13)
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1-7調 査 結 果 の と りま とめ

受託者は調査結果を下記 の図にとりまとめる。

1-7-1哺 乳類分布図

哺乳 類の分布は,図1-1「 哺 乳類分布図」(以 下 「分布図」 という。)に ならい,国 土地理院発

行 の1/5万 地 形図 に表示する。

1-7-2哺 乳 類分布メ ッシュ図

哺乳類分布図を もとに,哺 乳類の種 ごとに図1-2「 哺乳類分布 メッシュ図」(以 下 「分布 メッシ

ュ図」 という。)を 作成する。

1-7-5哺 乳 類出現(絶 滅)年 代図

当該動物がその地域か らいつ頃 いな くな ったか,あ るいはいつ頃から生息するようにな ったか,

絶滅 ・出現 の伏況を図1-3「 哺乳類 出現(絶 滅)年 代図」(以 下 「年代図」 とい う。)に ならい,

哺乳類 の種 ごとにメ ッシュ図を作成する。

1-8実 施 状 況

1-8-1昭 和53年 度本調査実施状況

第2回 自然環境保全基礎調査動物分布調査(哺 乳類)の 聞 きとり調査は 「聞きとり調査実施要領」

によった。

聞きとり調査にあたっては,ほ とんどの都道府県が要領にそって,林 業改良普及員,鳥 獣保護員,

都道府県林業事務所等職員,市 町村林務関係職員,自 然公園指導員等,大 学における研究者,小 中

高校生物担当教員から調査員をえらんでいる。聞きとり調査員は調査の趣旨,調 査方法等について

事前に講習を受けた。

聞きとり調査地点は,国 土地理院発行の1/5万 の地形図を縦横それぞれ4等 分 してできる区画

(以 下 「調査区画」という)の 中から2地 点がえらばれた。

聞きとり調査を行う相手(以 下 「回答者」という)は,林 業作業員,営 林署担当区職員のように

哺乳類の生息状況について詳 しい人から聞くようにつとめた。

調査者は,1地 点につ き2名 以上,即 ち1調 査区画につき4名 以上の回答者から聞きとることが

原則になっているが,調 査区画内に人が定住していない場合,あ るいは調査区画内全域の市街地化

が著 しく調査対象哺乳類の生息が認められないと判断された場合には調査を省略 している。

また,な かには10名以上の回答者から聞きとりを行った調査区画のある県もある・

聞きとり調査は,調 査員が回答者に動物識別用カラー図版を示 しながら調査票にそつで情報を得

た。目視地点,捕 獲地点,生 息地点の情報は回答者に呈示した地形図にその場で記載された。

聞きとり調査実施期間は,各 県によって多少のずれはあるが,昭 和53年5月 から昭和54年2月 ま

での間に実施された。

調査要綱では調査対象とする哺乳類は次表のとおりであった。

しか し,各 県によって従来より生息の知られていない種については,調 査を実施 していない種 も

あり,表1-3に 示すような実施状況になっている。また,都 府県によっては調査対象哺乳類以外

の種についても分布調査が実施された。
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1-8-2昭 和54年 度補足調査

(1)54年 度 ヒア リング調査

各県か ら提出された県別哺乳類分布 メッシコ.図と環境庁調査 と同等の手法でア ンケー ト調査を

行 った哺乳類翁布調査科研 グループによる分布調査結果(以 下 「MDR調 査 」と略称す る)等 と

を比較検 討 し,調 査結果の ズレのある区画を抽出 した。

この際 留意 したのはMDR調 査 が環境庁調査 に比べて比較 的粗い精度 の調査であ った とい うこ

とである。 このため環境庁調査では生息情報を得 られ たが,MDR調 査 では情報が得 られていな

いということは調査の精度 上当然起 こり得ることである。 したがって今回の比較検討では この逆

の場合,す なわちMDR調 査 では情報を得 られたが ,今 回の調査では情報が得られていない区画

を中心 に再調査すべ き地域 を抽出 した(抽 出区画 は後述)。

特 に ズレの多い地域 に関 しては該当する県の調 査担当者および地域在 住者に直接 ヒア リング調

査を実施 した。調査を行 った県 は次の とお りであ る。

秋 田県,岩 手県,新 潟県,群 馬県,長 野県,徳 島県,高 知県,佐 賀県,態 本県,宮 崎県,

鹿 児島県

(2)再 ア ンケー ト調査

前記の比較検討の結果,抽 出区画が広範囲にわた っている地域,現 地 ヒア リング調査 が実施 で

きなか った地域に関 しては郵送 ア ンケー ト法による再ア ンケー ト調査を実施 した。

実施状況 は以 下の とおりである。

ア 調査対象

今 回の調査結果 とMDR調 査 結果が異 なる区画

イ 調査実施期間

昭和54年11月1日 よ り11月 末 日

ウ 調査 内容

○ 調査対象種

北海道(シ カ,ヒ グマ)

本 州,四 国,九 州(ニ ホ ンザ ル,'シ カ,ツ キ ノワグマ,イ ノ シシ)

宮 崎県 にっいてはニホンザ ル,シ カ,ツ キノワグマ,イ ノシシ,キ ツネ,タ ヌキ,ア ナグ

マの全種を対象 と した。

○ 調査事項

生息地域(目 撃地点,捕 獲地点)
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表1-5都 道府県の聞きとリ調査実施状況

北'4道

i・チ 森

岩 『F

宮 城

秋 田

1形
福 島

茨 城
栃 木

群 璃
。 玉

千 葉
稟 京

神奈川
新 潟

総区画数

3,718
428

557

321
493

385.5

562

調 査

区画数

251

276.5

454

捌

387.5"獅 一

463

245.5i242

瑠5階1:1
146.5
226.5

69
101.5

541

山

石 川
福 井,

山 梨

長 野

静 岡.

愛 知
三 重

滋 賀

泉 都

大 阪
兵 庫

奈 良
和

.取

島 根
岡 山

広 島

山 ロ

138.5
218.5

50

86.5
390.0

183.5i?9.5
199.51157

188.5'155.5

167.51122.5

530.51434
407.5

獅

217.5

249

146

194

?9.5

糊

141

205

150.5

297.5

獅

362.5

313.5

.徳 島172.

香 川 層60.5

愛 榎188.5

高 知242.5

福 岡214

佐

長 ・崎

熊 本

大 分

鹿児島
沖 縄

107.5

362

342.5

畑

蹴

379.5

175

274

269.5

192
213

133.5
is2

64.5

297.5
iio

173

132.5

274.5

鋤

.331

鋤

149

57
127

201
207.5

8r

脳

268.5

瑚

251

340.5
111

%

(60.5
(64.6)

(81.5)

(88.5)

(?8.6)

ll』答行
不 在
凶由傲

1,467
151.5
103
37
105.5

計
回答青数

(39.5)15,072

(35.4)j1,115
(18.5)1.1,991
(11.5)

(21.4)

lll:1)1器5
(98.6)13.5
(90.8)123
(83.4}134.5
(94.5

(96.5)

(?2.5)
(85.2)

(72.1)

8

8
19

15
151.0

(43.3)1104

(78.?)142.5

(72.5)133

(73.1)';45

(81.8)・96.5

(67.2)
(80.4)

(88.3)
(85.5)

(91.4)

(93.8
(81.1)

(84.3)
(?8.0)

(84.4)

(田.0)

(92.3)

(y4.6)

(85.3)

(97.3)

(86.6)
・(94
.2)

(67.4)

(麗.9)

(97.0)

(65.3)

(72.9)

(78.4)

(94.3)

(別2)

(89.7)
(62.0)

133.5
65.5

25.5

12.5

(23.
(17.6)

(1.4)

(9.2)
(16.6)

(5.5
c3.5)

(27.5)

(14.8)

(27.9)
56.7)

(21.3)
(17.5)

(26.9)

(18.2)

32.8
(19.6)

(11.7)
(14.5)

(8.6)

12'(6.2)
15(18.9)

55.51(15.?)

311(22.0)
321(15.6)

18

is

31.5

8.5
23.5

3.5

61.5
41.5

6.5
26.5

98

?4

10
47

39

(12.0)
(7.7)

(5.4)

(8.?)
(2.7)

(13.6)

(5.8)

(32.6)
(17.1)

(3.0)
(24.?)

(27.D

(21.6)
(3.?)

(15.8)

(10.3)
(38.0)

i,ins
707

1.372

1,622

992
906

?95

617

i,oio

312

鰯

i,ss3

570

578

輔

1,724

240

1,123
619

720
461

750

288
1,349

412

869
poi

1,126
1,064

1,338

1.159
66?

鵬

626
869

晒

41?

伽

i,Boa

1,090

1.072

1,532

謝

調
査

数

4
6

6

7
5

5

7
4

7

7
7

7

7
7

5
7

7
7

7

7

7
7

7
7

7
6

7

7

7

7
7

7

7

6
7

7

6

6

s
7

6
2

サ

ル

0
0
0
0
0

0

0

0
0
0
0

0
0

17

0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0

シ

カ

0
0
0
0

0

0
0

0
0
0

0
0

0
0

0

0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
.o

0
0

ツ

キ ワ
ノ
マ

0
0
0
0
0
0

0
0

0
0
0
0

O

O
O

O

ヒ

グ

マ

O
o1
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0

O
O
O

0

イ

ノ
シ

シ

0

0
0
0
0

0
0
0

O
O
O
O

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0
0
0
0
0

0
0

キ

ツ

ネ

0
0
0
0

O
O
O
O

0
0
0
0

0

0
0

0

0
0
0
0
0
0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0

0
0

0

タ

ヌ

キ

0

0

0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

O

O
O

O

0
0
0
0

0
0
0
0

O
O
O
O

0
0
0
0
0
0
0
0

0

ア

ナ
グ
マ

0

0

0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

0
0
0
0

O
O
O

0
0
0
0

0

8指 定 され た禰以 外 の分 布調 査 を行 った 県 と対 象腫

栃木 県 …… カモ シ カ,ヤ マ ネ,カ ワ ウソ,ハ ク ビシ ン,オ コ ジ ョ

大阪 府 …… テ ン,ム ササ ビ

長崎 県 …… ツ シマ ヤマ ネ コ,ツ シ マテ ン

躰 回 答者 不在 区 面は 分 布原図(1/5万 地 形図)に 調 査 地点 が落 と され て い ない区 画

8纏 各県の総 区 薗 数は 県境 の 区画 を0 .5区 画 と して算 出 した。 したが って 各県 の 假告 害 の 数 鯨 と異 な る墳 合 が

あ る.

一95一



生息状況(群 れ,子 連れの有無)

分布の変動(出 現年代)

工 調査方法

調査はアンケート調査票を郵送し,記

入後返送 してもらう郵便調査法を用いた。

調査票および調査範囲を指定した地 図

(国 土地理院発行1/5万 地形図)を 調

査対象として抽出した各小中高等学校に

郵送 し,生 息地域を地図に記入,そ れに

対応する情報をアンケー ト調査票に記入

後,そ のどち らも返送 してもらった。

オ 回収率

アンケー ト調査票発送数および回収数,

回収率を都道府県別に表1-5に 示す。 全

体としてのアンケート回収率は,6L5%と

この種のアンケー ト調査としては良好な

回収結果を得た。

力 再アンケート情報処理

回収された調査票と地図に記載されて

いる情報は以下のようにして処理された。

地図に記入 された生息地域は,各 都道

府県ごとにそれぞれの分布原図に転記 し

その後生息地の読みとり(8桁 基準メッ

シュコー ド化),調 査票の情報はコー ド

化 し,1【の情報処理方法に準 じて磁気テ

ープに入力された。

表1-4 再アンケー ト発送数および

回収数,回 収率

北 海 道
青 森

岩 手
宮 城

秋 田
山 形
福 島
茨 城
栃 木
群 亙
埼 玉
千 葉
東 京
神 奈 川
新 潟
富
石

福
山
長

山
川
井

梨

岐
静
愛

滋

阜
岡
知

重

京 都
大 阪
兵 庫
奈 良
和 歌
鳥
島
岡
広

山

取

根
山

島
口

徳 島

香 川
愛 媛
高 知

福 岡
佐 賀
長 崎

熊 本
大 分

宮 崎
鹿 児 島
沖 縄

合 計

発送 数

120

21

14

25

17

34

64

9

23

38

0

0

0

0

39

3

14

17

8

86

44

21

11

23

12

26

1

30

8

23

14

27

6

12

4

20

2

36

27

3

24

0

32

34

257

45

0

1,274

再 ア ン ケ ー ト

回 収数

84

i7

12

13

15

23

48

8

20

21

0

0

0

0

18

1

10

11

5

53

25

16

8

13

7

17

0

18

5

15

10

19

4

10

3

11

1

24

21

0

13

0

17

23

125

20

0

784

回 収率

70.0

80.9

85.7

52.0

88.2

67.6

75.0

88.8

86.9

55.2

4ま1

33.3

71.4

64.7

62.5

61.6

56.8

76.1

72.7

56.5

58.3

65.3

0.0

60.0

62.5

65.2

71.4

70.3

66.6

83.3

75.0

55.0

50.0

66.6

77.7

0.o

54.1

53.1

67.6

48.6

44.4

61.5
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H情 報 処 理

皿 一1入 力 処 理 方 法

皿一1-1概 要

今回行われた第2回 自然環境保全基礎調査(哺 乳類)は,調 査対象者総数44,853名,情 報数20

万 に及ぶ莫 大なものであ った。 この種の調査 としては世界 でも有数 のものであり,今 後のわが国の

自然関連情報 の基礎データとして極めて重要 な位置を 占め ることに な ると思 われる。

したが って昭和54年 度は昭和53年 度実施された調査 の原 デ ー タ を もとにその処理作業を中心に

行 った。

情報処理作業ρ概要は図 皿一1に 示す とおりであ る。

すなわち都道府県 より得 られた聞 きとり調査票,哺 乳類分布原 図(1/5万 地 形図 に記載)お よ

び県別分布 メッシュ図を もとに した全国哺乳類分布 メッシュ図(1/250万)の 作成および調査票

内容のチェ ック検討,磁 気テ ープ入力作業の2作 業を中心に行 った。

皿一1-2磁 気テープ入力作業

今回の調査は情報数が多 くまたその内容 も聞きとり調査票 と分布原図の2っ にわかれているため,

集 計 ・解析にあた っては両者の照合 が必要であ り手計算ではほぼ不可能であること,ま た情報の保

存調査票 その ものの長期保存が物理 的に困難であること等の理由により,情 報 内容の磁気テープ入

力化を行 った。

磁気テープに入力 された情報 内容 が今回の調査 の原デ ー タの 役 割 を果すこ とになるだけに入力

作業にあたっては調査票内容,分 布原図記載の記入地点を可能な限 り忠実 に入力することを目ざし

た。特 に分布原図に記載 された地点を入力す るに際 しては地点 を出来 るだけ小 さい単位で入力す る

こと,後 の集計 ・解析にあた って他 の関連情報 とのす り合わせが可能であること等を考慮 して基準 メ

ッシュ(三 次メ ッシュ)を 単位 として入力す ることと した。分布原図に記載 され た地点はこの基準

メッシュによる コー ド化に十分耐え うる精度があると判断 された。

各県 より集め られた調査票及び分布原図の情報を磁気 テープに入力す るまでの作業 工程は図 ∬一

2に 示 す とお りで ある。

皿一1-5地 図処理

全国47都 道府県 で作成 され た分布原図か ら調査票の情報に対応 する生息地域 を読みとり,そ れ ら

の地点 を8桁 メッシュコー ド化するにあたっては,昭 和44年12月 に行政管理庁 に答申された基準

メ ッシュシステムを用いた。

(1)地 点 読みとり作業の実施要領

生息地点 の読みとりは分布原図に基準 メッシュポリエステル フィルムを重 ねて8桁 のメ ッシュ

コー ドを読み とった。

読みとり手順は図 皿 一3に 示す とお りで ある。

ア 調査票に地名が明確に記入 されている場合

O分 布原図上 に地点記入が ×印で付け られている場合は該当8桁 メ ッシュコー ドを読みとる。
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聞きとり調査票
哺乳頬分布原図

レ5万

県 別

分布メ ッシュ図

チ ニ ック

再ア ンケー ト調査 全 国

分布メッシュ図作成

メッシュ化作業

1k面

現

地
ピ
ア
リ
ン
グ

調
査

チ ェ ッ ク

分 布 域 の 確 定

既 存の個別 情 報

MD.R.分 布 図

コ ー デ ィ ン グ

チ ェ ッ ク

MT入 力

全国哺乳類分
布 メ ッシュ図
レ鮎0万

考 察

チ 」 ッ ク

報 告 沓

MT

図 皿 一1情 報処理 のフローチ ャー ト

一98一



側 童 璃
分南娠.図

栃 地彫図)

地点続み とり

8●管」コー ド化

幽歪 践内容の

コーデ4ン グ

読み合せ
チ昌7ク

地図照合

デ ー ター。

2一 ディングシーか

データー
パ ンデ

パ ンチ

データ

一 次

鰹 配
デ」一タ

プルー フリス ト

打 鵡 し

一 一 一 一「

r

I

l

l

l

ロ

l

l

I

…

__」

内容チ 畠7ク
プ ル ー フ リス ト

プル}7リ ス ト

打 出 し

「

…

i

I

i

i

i

i

i

_J

霧一鋤

鰹 虎データ
コーデ4ン グ

全救チ昌7ク

続み合せ

r一

書

る い 積

鉦止デ ーター

鐸止データ
2● デ ィング

♪ パン・

鰹止データ

プルー7リ ス冶

一 次

條 正
ヲー タ

全 国
ヂーター

r
I

二 次 馨 止

二 次

鰹 止
データ

並 び 曾 え

'《ンチ

デ ー タ

SO震T

データ

プルー7リ ス ト

打 出 し

全 田 リ ス ト

一 次 鰹 止

一 次

摩 正
ヂー9

図皿一2磁 気テープ入力作業工程
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倒'査 票 分 布1駆 鵠 地 点 よ み と り

地 名 鉦 入 有

地 名 明 儀

0

'1{息地点 ・地域

記 入 書

地 名 不 明 罎

生!}地 点 ・地域

起 入 無

②

生皇地点 ・地域

記 入 町

地 名 記 入 蟹

◎

地点農み8ケ タ

地 点 記 入

地点読み8ケ タ

壇点読み不可

上6ケ タまで

地 点 不 明

上4ケ タ 重 で

地点続み8ケ タ

遡
生」3地点 ・壇域

記 入 侮

地点読み8ケ タ

不.援 用

図 皿一5地 点の読みとリ作業の手順

○ 分布原図上に生息地域が くくり線 によって示 されている場合は原則 と して囲まれた地域の

中心のメ ッシュコー ドを読み とる。

○ 分 布原図上に ×印 もくくり線 も記入 されていない場合は分布原図上か ら調査票 に記入 され

た地 名に該当する場所を さが し,そ の地点に調査票のアンケー ト番号を記入 し,そ の地点の

メ ッシュコー ドを読み とる。 この場合 ,調 査票 に記入 された地名が広範囲でかっ分布原図の

1/4(1/2.5万 地 形図 に対応)の 範囲を超えない場合は ,8桁 メッシュコー ドのうち上

6桁 を読みとる。 また該当す る地 名が分布原 図上に全 く見当た らない場合 は ,不 明 として上

4桁 のみを読みとる。

イ 調査票 に地名が明確 に記入 されてい ない場合(「 ～村全域」 「～ 山脈一帯 」 「～川流域」 「県

境部分 」など)
　 　 　

○ 分布原図上 に×印または くくり線 によ って地点,地 域が示 されてい る場合は該当するメ ッ

シュコー ドを読 みとる 。

一100一



o分 布原図上に地点,地 域が記入されていない場合,そ のデータは不採用とする。

ウ 調査票に地名が記入されていない場合

○ 分布原図上に地点,地 域が記入されている場合は該当メッシュコー ドを読みとる。

○ 分布原図上に地点,地 域が記入されていない場合はそのデータは不採用 とする。

皿 一2デ ー タ シ ー ト記 入 上 の 留 意 点

皿一2-1調 査 票の調査年 月

調査票の調査年月に記入 がない場合,前 後 の調査票を参考 に して,調 査年 のみ記入 した。

皿一2-2内 容 コー ド

「見た」 「聞いた」 の両方 に印がある場合 「見た」を採用 した。

「見た」の中に,鳴 き声,痕 跡(足 跡,糞 食痕他)に 関す る情報 も含めた。

皿一2-5頭 数

生息頭数 が 「5～10頭 」 のよ うな記入の場合,そ の平均値(四 捨五入 して実数値のみ記入)を と

つた。

「数頭」 「数十頭」 「十数頭」のような具体的な頭数が記入され ていない場合,不 確実な情報 と

して不採用 とした。

1,000頭 以 上のように3ケ タを越える場合,別 デ ー タ と して頭数を分割 した(他 の記入内容は

同 じ)

皿一2-4出 現,絶 滅年代

2っ 以上の年代 に印がある場合,出 現年代 では古い方を,絶 滅年代では新 しい方を採用 した。

年代 に記入があり,更 に 「不明」 にも記入がある場合や全ての年代に記入 がある場合,不 確実な

情報 として 「不 明」 とした。

年代の欄 に全 く記入がない場合 も 「不明」 とした。

生息年代 と絶滅年代両方 に記入がある場合,備 考を参考に して片方を削除 した。

備考で判断の不可能 な場合,絶 滅年代がより新 しい場合は絶滅情報を採 用,出 現年代がより新 し

い場合は生息情報を採用 した。

更 に,出 現 と絶滅 が同年代の場合,両 方 の情報を採 用 した。

皿一2-5逃 亡 した飼育動物

備考 に逃亡 した飼育動物で あると明記 され たものについては,そ の情報を不採用 とした。
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∬一5フ オ ー マ ッ ト表 哺乳類
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皿 一4コ ー ド表 〈 哺 乳 類>

5次 メツシユ コー ド

「メ ッシュコー ドの付 け方 」(p348)参 照

市町村 コー ド

自治省の市町村 コー ド

内容 コー ド

コー ド 区 分

1見 た

2聞 いた

3以 前いた

子に関す る情報

コー ド 区 分

1い た

0い ない

群の有無

コー ド 区 分

1い た

0い ない

群数(整 数型)

実数

季節

コ ー ド

1

区 分

い た
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1調 査要綱及び実施状況

1-1調 査 の 目的

わが国に生息する鳥類の繁殖状況を把握するために,

して繁殖期における分布にっいて調査することである。

日本国内で繁殖の知られている鳥類を対象と

1-2調 査実 施 者

国が財団法人日本野鳥の会に委託して実施ずる。

1-5'調 査 対象 地 域

全国47都道府県全域にっいて調査する。

1-4調 査実 施期 間

昭和53年 度

1-5調 査 内 容

1-5「1調 査対象種

調査対象 の鳥類は,表1-1「 調 査対象鳥類種名表」に掲げたものとする。それ以外で も,繁 殖 の可

能性を否定できない ものは,野 生化 した外国産飼鳥を含め追加 して さしつかえない。

1-5-2調 査 事 項

(1)現 地 調査

:ア
.生 息鳥類 の種類 と繁殖 の可能性

イ.生 息環境 の概要

ウ.個 体数の概況

(2)資 料調査

ア.生 息鳥類 の種類 と繁殖 の可能性

イ.生 息地の位置

ウ.観 察年月 日

表1-1調 査 対 象 鳥 類 種 名 表

種 名

カ イ ツ ブ リ

ア カエ リカイ ツ ブ リ

カ ンム リカイ ツ ブ リ

ア ホ ウ ド リ

種 名

ク ロア シア ホ ウ ドリ

シロハラ ミズナギ ドリ

ア ナ ド リ

オ オ ミズ ナ ギ ド リ

種 名

オ ナ ガ ミ ズ ナ ギ ド リ

セ グ ロ ミ ズ ナ ギ ド リ

コ シ ジ ロ ウ ミ ツ バ メ

ヒ メ ク ロ ウ ミ ツ ノぐメ

種 名

クロコ シ ジoウ ミ ツバメ

オ ー ス トン ウ ミ ツバ メ

ク ロ ウ ミ ツ バ ノ

ア カオ ネ ッタ イ チ ョ ウ
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種 名

カ ツ オ ド リ

カ ワ ウ

ウ ミ ウ

ヒ メ ウ

チ シ マ ウ ガ ラ ス

サ ン カ ノ ゴ イ

ヨ シ ゴ イ

オ オ ヨ シ ゴ イ

リュウキ ュウヨシゴイ

ミ ゾ ゴ イ

ズ グ ロ ミ ゾ ゴ イ

ゴ イ サ ギ

サ サ ゴ イ

ア マ サ ギ

ダ イ サ ギ

チ ュ ウ サ ギ

コ サ ギ

ク ロ サ ギ

ア オ サ ギ

ム ラ サ キ サ ギ

ト キ

オ シ ド リ

マ ガ モ

カ ル ガ モ

コ ガ モ

ヨ シ ガ モ

オ カ ヨ シ ガ モ

オ ナ ガ ガ モ

シ マ ア ジ

ハ シ ビ ロ ガ モ

ホ シ バ ジ ロ

キ ン ク ロ バ ジ ロ

シ ノ リ ガ モ

ミ コ ア イ サ

,カ ワ ア イ サ

種 名

ミ サ ゴ

ハ チ ク マ

ト ビ

オ ジ ロ ワ シ

オ オ タ カ

ツ ミ

ハ イ タ カ

ノ ス リ

サ シ バ

ク マ タ カ

イ ヌ ワ シ

カ ン ム リ ワ シ

チ ュ ウ ヒ

ハ ヤ ブ サ

チ ゴ ハ ヤ ブ サ

チ 目 ウ ゲ ン ボ ウ

ラ イ チ ョ ウ

エ ゾ ラ イ チ ョ ウ

ウ ズ ラ

コ ジ ュ ケ イ

ヤ マ ド リ

キ ジ

ミ フ ウ ズ ラ

タ ン チ ョ ゥ

ク イ ナ

オ オ ク イ 、 ナ・

ヒ メ ク イ ナ

ヒ ク イ ナ

シ ロ ハ ラ ク イ ナ

ノマ ン

ツ ル ク イ ナ

オ オ バ ン

タ マ シ ギ

コ チ ド リ

イ カ ル チ ド リ

種 名

シ ロ チ ド リ

ケ リ

タ ゲ リ

ア カ ア シ シ ギ

イ ソ シ ギ

ヤ マ シ ギ

ア マ ミ ヤ マ シ ギ

オ オ ジ シ ギ

セ イ タ カ シ ギ

ッ バ メ チ ド リ

オ オ セ グ ロ カ モ メ

ウ ミ ネ コ

ミ ツ ユ ビ カ モ メ

オ オ ア ジ サ シ

ベ ニ ア ジ サ シ

エ リ グ ロア ジ サ シ

セ グ ロ ア ジ サ シ

コ ア ジ サ シ

クoア ジ サ シ

ウ ミ ガ ラ ス

ケ イ マ フ リ

マ ダ ラ ウ ミス ズ メ

ウ ミ ス ズ メ

カ ンム リウ ミス ズ メ

ウ ト ウ

エ ト ピ リ カ

カ ラ ヌ バ ト

シ ラ コ バ ト

キ ジ バ ト

キ ン バ ト

ア オ バ ト

ズ ア カ ア オ バ ト

ジ ュ ウ イ チ

カ ッ コ ウ

ツ ツ ド リ

種 名

ホ ト ト ギ ス

シ マ フ ク ロ ウ

ト ラ フ ズ ク

コ ノ ハ ズ ク

オ オ コ ノ ハ ズ ク

ア オ バ ズ ク

フ ク ロ ウ

ヨ タ カ

ハ リ オ ア マ ツ バ メ

ヒ メ ア マ ツ バ メ

ア マ ツ バ メ

ヤ マ セ ミ

ア カ シ ョ ウ ビ ン

カ ワ セ ミ

プ ッ ポ ウ ソ ウ

ア リ ス イ

ア オ ゲ ラ

ヤ マ ゲ ラ

ノ ク チ ゲ ラ

ク マ ゲ ラ

ア カ ゲ ラ

オ オ ア カ ゲ ラ

コ ア カ ゲ ラ

コ ゲ ラ

ミ ュ ビ ゲ ラ

ヤ イ ロ チ ョ ウ

ヒ バ リ

シ ョ ウ ド ウ ツ バ メ

ツ バ メ

リ ュ ウ キ ュ ウ ツ バ メ

コ シ ア カ ツ バ メ

イ ワ ツ バ メ

イ ワ ミ セ キ レ イ

ツ メ ナ ガ セ キ レ イ

キ セ キ レ イ
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種 名

バ ク セ キ レ イ

セ グ ロ セ キ レ イ

ビ ン ズ イ

サ ン シ ョ ウ ク イ

シ ロ ガ シ ラ

ヒ ヨ ド リ

チ ゴ モ ズ

モ ズ

ア カ モ ズ

オ オ モ'ズ

カ ワ ガ ラ ス

ミ ソ サ ザ イ

イ ワ ヒ バ リ

カ ヤ ク グ リ

コ マ ド リ

ア カ ヒ ゲ

ノ ゴ マ

コ ル リ

ル リ ビ タ キ

ノ ビ タ キ

イ ソ ヒ ヨ ド リ

種 名

マ ミ ジ ロ

ト ラ ツ グ ミ

ク ロ ツ グ ミ

ア カ ハ ラ

ア カ コ ッ コ

ヤ ブ サ メ

ウ グ イ ス

オ オ セ ッ カ

エ ゾ セ ン ニ ュ ウ

シ マ セ ン ニ ュ ウ

マ キ ノ セ ン ニ ュ ウ

コ ヨ シ キ リ

オ オ ヨ シ キ リ

メ ボ ソ ム シ ク イ

エ ゾ ム シ'ク イ

セ ン ダ イ ム シ ク イ

イ イ'ジ マ ム シ ク イ

キ ク イ タ ダ キ

セ ツ カ

キ ビ タ キ

オ オ ル リ

種 名

サ メ ビ タ キ

コ サ メ ビ タ キ

サ ン コ ウ チ ョ ウ

エ ナ ガ

ハ シ ブ ト ガ ラ

コ ガ ラ

ヒ ガ ラ

ヤ マ ガ ラ

シ ジ ュ ウ カ ラ

ゴ ジ ュ ウ カ ラ

キ バ シ リ

メ ジ ロ

メ グ ロ

ホ オ ジ ロ

コ ジ ュ リ ン

ホ オ ア カ

ミ ヤ マ ホ オ ジ ロ

シ マ ア オ ジ・

ノ ジ コ

ア オ ジ

ク ロ ジ

種 名

オ オ ジ ュ リ ン

カ ワ ラ ヒ ワ

マ ヒ ワ

ハ ギ マ シ コ

ギ ン ザ ン マ シ コ

イ ス カ

ベ ニ マ シ コ

ウ ソ

イ カ ル

シ メ

ニ ュ ウ ナ イ ス ズ メ

ス ズ メ

コ ム ク ド リ

ム ク ド リ

カ ケ ス

ル リ カ ケ ス

オ ナ ガ

カ サ サ ギ

ホ シ ガ ラ ス

ハ シ ボ ソ ガ ラ ス

ハ シ ブ ト ガ ラ ス

種 名

ド バ ト

ベ ニ ス ズ メ

ブ ン チ ョ ウ

ギ ン パ ラ

セ キ セ イ イ ン コ

ワ カ ケ ホ ン セ イ イ ン コ
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1-6調 査 方 法

1-6-1現 地 調 査

(1)調 査 者

現地 調査を実施す る者は,日 本野鳥 の会の支部(以 下 「支部」という。)あ るいは受託者により

推薦 され た者であり,受 託者が実施する説明会に出席するか あるいは受託者より直接説明を受け

た者とす る。

(2)調 査 メッシュの選択

国土地理院発行の1/5万 地 形図を縦横それぞれ2等 分 してできる4メ ッシュのうち,鳥 類相

が豊富で あると思 われる。2メ ッシュを選択 し,調 査 メ ッシュとす る。

(3)調 査 コースの設定

上記の(2)によ り選択 された調査 メッシュを更に縦横 それ ぞれ2等 分 した区画(以 下 「サブメ ッ

シュ」 とい う。)のう ち,鳥 類相が豊富であると思 われるサブ メ ッシ ュを1区 画選択 し,そ の中に

全長3㎞ の調査 コースを1本 設定する。

4～
1サ7メ ・ソ ン ユ

i

i

i

i

號
〃 多疹地彫
図〃)'

図 幅

(注){4サ プメ ッシ ユ=1メ ッシユ=1/25万 地 形図1図 幅

4メ ッシ ュ・=1/5万 地 形 図1図 幅

(4)調 査期間及び調査 回数

昭和53年4月1日 から同年8月31日 までの期間 中に調査 コースを1回 以上踏査 する。

⑤ 調 査 時 間

調査 は,原 則と して 日の出30分 前か ら開始する。

(6)調 査 方 法

現地調査は 調査 コースごとに次の2つ の方法を併用 して実施す るが,当 調査は,鳥 類の繁殖

分布図 の作成を 目的 と しているので,個 体数の推定 よりもむ しろ記録種類数及び繁殖に関する観

察例を 多くす るよう努めること。
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ア,定 点 カウン ト

原則 として調査 コースの開 始点及び終了点 においてそれぞれ30分 間観察 し,観 察地点か らの

距離にかかわらず確認 することのできたすべての鳥類につ いて,そ の種 名,繁 殖に関す る行動

等を 表1-2「 記 録用紙 」に記録する。 より多 くの鳥種を確認できる と判断 される場合には,定

点 カウントを行 う地点(以 下 「定点」 とい う。)を開始点,終 了点 でな く調査 コー一スの途中に設

定 して もさしつ かえない。

イ.ロ ー ドサイ ドカウ ン ト

調査 コースを時速2㎞ 程度で歩行 しなが ら,調 査 コースからの距離にかかわ らず確認する

ことのできたすべて の鳥類 について,そ の種名,繁 殖に関する行動等を表 一2「 記録用紙」に

記録する。 この際鳥 の行動 をよ く観察 するため,あ るいは鳥 の巣 のある らしい所を探索するた

め等,必 要が ある場 合には立 ちどまること,調 査 コースをはずれる こともさしっ かえない。

1-6-2資 料 調 査

印刷公表 された ものに限 らず,個 人の観察記録な ど 本調査で実施する 「現 地 調 査 」以外の鳥

類 の繁殖に関する資料を収集す る。

1-7調 査 結 果 の と り ま とめ

現地調査 及び資料調査 の結果 は下記の調査票にとりまとめる。

1-7-1現 地 調査票及び環境調査票

現地調査 の結果 は,調 査 コースごとに表1-3「 現地 調査票 」及 び表1-4「 環 境 調査票 」に

とりまとめる。

1-7-2資 料調査票

資料調査 の結果は,サ ブメッシュ(後 述)ご とに表1-5「 資料調査票」 にとりまとめる。

1-7-5繁 殖 状況票

現地調査票及び資料調査票 を もとに して,サ ブメ ッシュ(後 述)ご とに 表1-6「 繁 殖状況票」に

とりまとめ る。

参 考

A.林

1.

2.

3.

環境要素の区分(表1-4参 照)

地

「広葉樹林」は,林 冠面積のおおよそ90%以 上が広葉樹によって占あられている林地をいう。

「針葉樹林」は,林 冠面積のおおよそ90%以 上が針葉樹によって占められている林地をいう。

「混交林」は,上 記の 「広葉樹林」,「 針葉樹林」のいずれにも該当しない針広混交林を

い つ0

4.「 低木林」は,樹 高が,お およそ2m以 下の低木 よりなる林地 をいうが,森 林の下層植生

として存在する場 合は,「 低木林」 としては扱 わない。

B.耕 地

1.「 畑 地」には苗圃を含める。
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表1-2記 録 用 紙

記 緑 軍 紙

レ灸5万
地 励 璽L 一

iザ デ メツ ン ェ1

ユ,bO、 〃(
レ多万
地.砂 図

鍵》鴇 嘱 辣 ・(鳶藷備論 勘(麟 或惹姦'
調 遭
年 月 日

コ 翫始時痴 絡3時 刻

調萱国数

調葦着

回 目

天 候

調 餐
協 か看

種 名.1楓 融
1親 餓

;3 δ v

1

ナ1

サフ～{ヅ

%勿

.i

時 間 経.西.繁 殖 〃)微ll婁辱

」
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表1-5現 地 調 査 票

1調査釆隷 式)

現 地 調 査 承 一̀
メ=二 曜 貿 ＼し4Uニ と 》

ん 腕 影殴

調 査 地

鯛 盛 老

劉;ズ メ ・'二4,一 ト 噛 ヴ三1'ぽ
`.4,

郁 償
有県 響

び

上 隆凶
雪

朔 扮
葺月9

観 査
跨 画

ん =ユ壷/

ノ

s

r

4

S

6

フ

9

iO

1ノ

i-

β

ノ4

κ

ib

〃

/P

ノデ

ノρ

メノ

2ユ

2づ

Zu

メ

s6

'タ

あ 頚
コ ー ド

齪 名 徊 勝 蘇 樗 ・

.8

2y

"

30

ノ2

詔

34

滋

:6

ノタ

"

.クア

ρ

裏 頓
:コー ド

琶6 .狽'婚 故 樹'

論 理 頬 数

厘

羨 個 捧 数
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表1-4環 境 調 査 票

醐 幻喪 縁 《)

撮 虎 調 査 承
ノ9ク8'

・寒

`衰 ぽ3ご へ し な け

:k
一

呂」乃 地 形 図

観 憂 処

1朔 査 増

プ=濱 「ゴ ・・ノシ昌コ →ド ヲブも 』L

α.わ.乙.4
麺 万更形冠

却 煙

蓼『爪 市
町

所 漏
交部

画,査
午 月

朔盈更`霞`){食 商
o原 あ 爪 へ 凪

斬赴 ユース のチ絨 蘇`コ ースの 左石 釈2訟 〃 緬 ・・つu乏 鯖 ∫るロ 牌Zへ 潟)

刃.称 地 口 π票魑f杯 □針細 亦 口;£女」体

(口 天慈虚林 口Xヱ 催 林 ♪

□盆を報朱 ロ竹 跡 口{丘 木 瀞 ・ 口 そ47他

3.薪 毘 口 果腐 図 口 薦 笈日 口 索2口 父田 地 ⊂】2鮮:田[1そ 〃 彪

c.隼 地 ロ㌘ 傑 ロシ 架 ロ蘇 蹴 ロ ワρ素 吻 輌 噌繍 「・初 副
麗 地塵 ロ製製 ロ墓耀 ロ・湘 プ ・・膿

i
口 瀞 面ε.水 域i 口 河 毎 口 漣 ¢畑 床函)口;胃(疏 ρ以よ)口 その 他

八灘 隙糠)ロ 岩石屯0蘭 護)ロ 初 他

斥.ポ承裸 地
ロ千 潟 ロ 乃 次 ロ愚 器の ロ凄講 ⊂〕千 括 地 嘱 壕ぢ 日そo他

月.ぞ の 他 幡 細 ・ 鍬 篇 ・エ 侃 ・怨難1…'・ 蕩 ・・、・・

環戯'乗 の託郭6甑) 刃(),8().乙(),∂(),ε(),戸`),ξ()、 月`)

地団貼イす調

㊤

1

由
ご

i
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2.「 水 田」は,現 実に稲作 されている状態 の ものをさす。

休耕田は,そ の状態を適宜判断 し,C.草 地,D.湿 地 植 生 あ るい は,G.水 系裸地 と し

て扱 う。

C.草 地

沼沢地以外に成立 する草地をい う。

1.「 背 の低い草原」は,シ バ群落,オ オバコ群落,放 牧草地な どの草高 の低い草原をいう。

2.「 背 の高い草原」 は,ス スキ群落,ヨ モギ群落,セ イダ カアワダチ ソウ群落な ど草高の高

い草原をいう。

3.「 伐採跡地」は,伐 採跡地 の草 地を意味 するが,人 工造林地 であ って も,立 木の被度が,

お およそ50%に 満 たない場 合は,伐 採跡地 として扱 う。

4.森 林 の林床植生 として のササ群落は,「 ササ原」と して は扱 わない。

5.「 雪田草原等」 には,高 山ハイデ,風 衝草原等 の寒帯,高 山帯に成立す る草原を含む。

6.「 道路法面(草 地状)」 は,道 路 の切取法面 あるいは盛土法面 のうち,草 地状にな ってい

る ものをいう。

岩盤 の切取面な どのように,植 生がほとん どみ られない法面 は,F.裸 地 と して扱 う。

、 嵐

蓄転 一 、,

… ＼梅 …
、

D.湿 地 植生

沼沢地に成立す る植生をい う。

1.「 背 の低い湿地 植生」は,ミ ゾ ソバ,ミ クリ等の草高が比較 的低 い植物 よりなる湿地植生

を いう。

2。 「背 の高い湿地植生」は,ヨ シ,オ ギ等 の草高が比較的高い植物 よりなる湿地 植生をい う。
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E.水 域

水域は,湿 地植生,干 潟等を除 いた開放水面をいう。

1「 河川」に拡 人工 の運河等 も含める。

2.「 池」,「 湖」には,人 造湖 も含め る。

:F.裸 地

海岸地帯,河 川 敷の裸地は,次 の,G.水 系 裸地で扱 う。

1.「 岩石地 」は,高 山帯 の岩石地,火 山上部の無植生地及びいわゆるハゲ山等をいう。

G.水 系裸地

海岸地 帯,河 川敷の裸地をい う。

1.「 干潟」には,河 ロ付近の泥質の河川敷(低 水路)を 含める。

2.「 砂浜」には,砂 利浜,岩 石浜デ河川敷(砂 利岩石)も 含め る。

3.「 崖地(自 然 の もの)」 は,河 蝕崖 海蝕崖等 の自然に成立 した水辺の崖地 の内,植 生の

ない状態 のものをい う。

自然の崖地で あ って も,植 生 のある ものにっいては,A.林 地 あるい は,C.草 地 として扱

う。

4.「 干拓地 」は,干 拓直後の植生 のない状態 の ものをいう。

5.「 岩礁よ りなる島」は,島 全体に,ほ とんど植生のないものを い う。

H.そ の 他

1.「 密集建築物 」と 「疎な建築物」との区別は,次 表による。

密集建築物

疎な建築物

1/2.5万 地 形 図上での表示の差

建物の密集地 として表示 されている。

黒描家屋で,一 戸 一戸表示 されて いる。

2.「 工場地 」は,密 集建築物 あるいは疎な建 築物 のいずれで表示 される もので あ って も,工

場 である場 合は,す べて工場地 として扱 う。

3.「 都市公 園(疎 林状)」 は,芝 生,植 栽木か らなる疎林状態 の都市 公園をい う。

都市公園であ って も,あ る程度 の規模があ り,森 林植生 として成熟に近いと判断 される も

のにっいて は,適 宜,A.林 地 として扱う。

参 考 繁殖 可能性の区分(表1-6参 照)

ラ ンク

a

b

現地調査に関する基準

繁殖を確認した

繁殖の確認はできなか ったが,繁 殖の可能

性がある

資料 調 査 に 関す る基 準

繁殖確認に相当する記録がある。(単 に 「繁

殖 している」という記録は,繁 殖確認とは扱

わない)

bラ ンクが 与え られ る事項 に該当する記録が

ある。
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ラ ン ク

C

d

e

f

現地 調査に関する基準

生息を確認 したが,繁 殖 については何 とも

いえない。

目撃,確 認 したが,繁 殖 の可能性は,お そ

らくない。

生息 は確認 できなか ったが,環 境か ら推 測

して,繁 殖期における生息が考え られる。

繁殖 期における生息を確認できず,繁 殖に

っいて は何 ともいえない。

資料 調 査 に 関 す る基 準

生息 の記録 はあるが,繁 殖 については何 とも

いえ ない。

確認 の記録が あるが,繁 殖 の可能性はおそ ら

くない。

生息の記録はないが,環 境から推測 して繁殖

期における生息が考えられる。

繁殖期 における生息の記録がな く,

いて は何 ともいえない。

繁殖につ

(注)ラ ンク判定 の根拠 となる観察事項にっ いて は,次 の 「判定項 目」によること。

判 定 項 目

ラ ン ク

a

b

成鳥にっいて

巣にっいて

卵にっいて

ヒナにっいて

巣立 ち ビナにっ

いて

成鳥にっいて

観 察 事 項

成鳥が巣あるいは巣のあるらしい所に くりかえ し出入 り している

成鳥が,抱 卵又は抱 雛 しているら しい,あ るいはその確認を した

成鳥が巣のあるらしい所にとびこむと同時に,ヒ ナの乞餌声が きかれた

成鳥が ヒナのフンを運搬 してい る

成長が明らかに同一サプメッシュ内にある巣のヒナに餌を運搬 している

(餌をくわえたまま観察者を警戒 し移動する気配のない場合を含める)

擬傷をみた

巣立 ち後 の巣が ある。 ただ し,最 近(こ こ5年 以内)使 用 された巣であ

ること

卵のある巣をみた

成長がお ちっいてす わ っている巣 の近 くで,そ の種 の卵殻がみつか った

ヒナのいる巣をみた

ヒナの声を きいた

巣からほとんど移動 していないと思われる巣立ちビナをみた

その種が営巣 しえる環境で繁殖 期に,そ の種 の嚇 り(キ ツツキ類 の ドラ

ミングを含ある)を 聞いた。ただ し,そ の鳥が冬鳥,旅 鳥か も知れない

時は除 く

求愛行動をみた。ただ しその鳥 が,冬 鳥,旅 鳥か もしれない時 は除 く

交尾行動 をみた。 ただ し,そ の鳥が,冬 鳥,旅 鳥 かも しれない時は除 く

威嚇行動,警 戒行動により,付 近に巣又は ヒナの存在が考えられる

巣があると思われる所に成鳥が訪れた。ただ し,そ こが塒である場合は
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ラ ン ク

b

c

d

e

巣につ いて

巣立 ちビナにっ

いて

観 察 事 項

除 く

造巣行動(巣 穴堀りを含む)を 見た

成鳥が巣材を運搬 している。ただ し,明 らかに同一 サブメ ッシ ュ内に巣

を構 えて いると思われ る場 合に限る

成鳥 が ヒナへの餌を運搬 しているが,巣 が同一サブメ ッシュ内にあるか

どうか わからない

巣を発見 したが,卵,ヒ ナともなく,成 鳥がそこに来 るのを認めなか っ

た。 ただ し最近(こ こ5年 以内)作 られた巣で あること

かな り移動可能と思われる巣立 ちビナを見た

家族群を見た

その種が営巣 し得る環境で,繁 殖期にその種を確認 したが,他 には繁殖

の徴候が認められない

その種の生息を確 認 したが,同 一サ ブメ ッシュ内に,そ の種が営巣 し得

る環境はないと思 われる

(例)ア マ ツバ メ類 ワシタカ類 の上空通過を確認 したが,同 一サブ

メ ッシュ内に は,営 巣可能な環境 はないと考え られ る場 合

現地調査による生息の確認はできなかったが,現 地調査の印象から,そ

の種の生息がほぼ確実と思われる

(例)夜 間活動する鳥の場合など

(注)現 地調査の印象をもとにすること。現地調査の行われなかっ

た地域について,地 形図,植 生図などから生息が推側 されると

いう意味ではない

1-8実 施 状 況

1-8-1概 要

調査 は,日 本 全国47都 道府県 の全域を対象 と して 調査区画を選定するとい う,一 極 のサ ンプ リン

グ法により実施 された。原則として島しょ部の現地調査は行な わなか ったが,離 島に調査員が住んで

いる場 合,島 が 多 く,そ の うちの重要な離 島を調査する必要のある沖縄県 の場 合,ま たは日本野鳥

の会各支部(会 員 グループ)が 調査 の必要性を認めた場 合には,そ れ ぞれ例外 と して離島の現地 調

査 も実 施 した。

1-8-2調 査 結果の とりま とめ

調査結果は日本野鳥 の会事務局(以 下事務局とい う)が 指名 した各支 部の代表調査員を中心に,

調 査員が 次の各調査票 にと りまとめた。

1)8月31日 迄 に終 った現地調査の結果は,調 査 コース(サ ブメ ッシュ)の 調査1回 毎に記録用紙

を もとに して現地調査票に,ま た調査 コース毎に環境調査票にそれぞれ とりまとめ られ た。
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鷹
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(調 査票 様式)
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資 料 調 査 票 /9ク8b
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(飴査衆撮力)

表1-6 繁 殖 状 況 票
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2)資 料 調査 の結果は,サ ブメ ッシュ毎に 資料調査票 にとりまとめ られた。

3)繁 殖可能性 および個体数 の区分に従 って,記 録用紙,現 地調査票,資 料調査票を もとに,サ ブ

メ ッシュ毎に繁殖状況票に とりまとめ られ た。

以上 の調査票 は,調 査員によ って9月15日 迄 に代表調査員へ送 られ,点 検 が行 わ れ た 。尚,県

外 のサブメ ッシュにっいて の資料調査票は一担事務局へ送 られ,さ らに該当県の代表調査員へ転送

されて点 検 整 備 が行 われた。記録用紙以外 の一連 の調査票は10月31日 迄 に事:務局 へ送 られ,繁 殖

状況票の繁殖可能性の項は総て再点検 された。

調査の最終結果 は,現 地調査と資料調査(一 部ア ンケー ト調査を含 む)の 結果を もとに した繁殖

状況票(Ol),現 地 調 査 の行 われなか ったサブメ ッシュについて,資 料調査(一 部 アンケー ト

調査を含む)の みに もとついた繁殖状況票(02)お よ び現地調査の結果に もとつい た環境調査票

(03)の3部 である。 これらが1978年 度 調 査結果 の集約であ り,次 に述べる電算機によるデー

タ処理の原票 とな った。尚,1978年 度調査 フローの概略は,図1-1に 示 した。

鯛査冷弘』 ヤプメ7シ』の
壷」ヒ

帽 査 っ一スハ

勧幽餉
轟磁 で 左のメ7糊 で3k臨^搬 以

abc民oい 価轍 轍 誠轟
2メ7軌LAヤ ワ呼ッシL

繰
1回 以上
ロード2イド箇非
ヒ,κA`繊 勘3

轍 τ蜘 外

旋錬 用歓, 窺地御鯨

勧 〉←ごヒに1映 葡 一λ1回あて

(留 歪1嚇り1款

鎌 ろ押町触
く「つ¥Ψシ㌧

登柵 覆科礁

†プメ㍗シコゴとに

1軟 以上.

01

緊癒状輝 、
現嘲 略OZ
即3

資料徽 酬

サLカ【7シニごとrく

1但2:欲

(禦 ① ヒ②)

環窺輌査票

僧嘘1久 酬 た)
=rヒに1「虞

1『ワ4ハη7鍋

髄 樹
A劃ドび3弓》ク
^範 像

図1-1昭 和55年 度 調査 フロー
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H情 報 処 理

皿 一1入 力 処 理 方 法

皿一1-1概 要

昭和53年 度 調査の最終結果は,54年 度 に総て磁気 テープ化 され,電 算機により繁殖 分布図の作成

および調査結果 の単純集 計が行 われた。 この間の作業 フローは図 皿一1に 示 した。

磁気 テープ化にあた って,繁 殖 データは次 のように処理 された。

鯛魔掬弘」定 ガプメ7シ乞n
遭 足

鯛 査 っ一ス^

(曲(薩錘 麺
鳥於鶴 で
轍 袖 τ筋
2.メ,弧

左 のメヲ祐 ハ肉で3k鼠^齢"ス

久bc民nい で甑

ハ 愉7'メシシ』

現必鍛

1回LX上
ロ十 サイド妨斗・

ヒ,κA鰍 墨ゴ

緩嚢で鰍

セ ・録用紙, 礎地餌鯨

筋 オ ごとに欺 桝 酌 一入1回あZ

(鷲 凌1mり 庶

蛛 る箕rげ触

マつ'メ7シL

寳料搬

lrr4》77期

雫磁樹
A淋 び3弓》ク
の範録

賓料鱒 、

†プメΨシュゴとに

工救 隊 ヒ

01

讐融 艀、
理健籠 略OZ
スぼ櫛

資料徽 の3'

ザLプメ7シ簗ごと!ζ

■樹2款

(累 ① ヒ②)

環窺甑 票

壱聯 久(幣海)
ごヒに1'承

図皿一1デ ータ処理および繁殖分布図作成作業フロー

皿一1-2コ ー ディング

(1)同 じ区画内の同一種に対 して異な る繁殖可能性 ランクを得た場合には,現 地調査 または資料調

査 のいずれかの記録 を一律に優先 させる ことを避 け,常 に ランクの最 も高い繁殖情報を も ってそ

の区画を代表 させる ものとみな し,コ ーデ ィングを行 った。

(2)繁 殖 分布図は,都 道府県境を考 慮にいれずに区画(メ ッシュ)を 基準 にしている。 しか し,県

および地方別に集計 して調査結果が出るよ う,得 られた繁殖 データと県 コー ドとのっ きあわせを

行 った。その際,サ ブメ ッシュが都道府県 境にまたがる場合には,ま たが った各県にそれ ぞれ同

一 の繁殖デ ータを与える結果 とな った
。 サブメッシュ数 の全国合計が,実 際に調査を行 った数よ

り大 きい値とな っているのは,そ のためで ある。

(3)繁 殖 可能性 の同一 ランク内に列記 された2っ 以上の観察 コー ドは,常 に最 も小さいコー ド番号

(つ まり,ラ ンクの最 も高い方)の みを選んで コーデ ィング した。

{4)繁 殖 可能性 の区分 は,Aよ りFま で6ラ ンクに分かれ,各 種 ともこのランクのう ちいずれかが
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繁殖状況票に記入された。 コーデ ィングに そ の原票 の通 りにAよ りEラ ンク まで 行 わ れ た

(コ ーデ ィングされないデータは総て:Fラ ンクである)。 繁殖 分布図作成にあた っては,分 布図

が視覚上読み取 り易い必要のある点を も配慮 し繁殖 の確かさの点で上位3ラ ンク(A～Cラ ンク)

を 採用 した。繁殖に関 して積極的な判断材料 のない下位3ラ ンク(D～Fラ ンク)の 結果が分布

図か ら省かれた理由と して,Dラ ンクは繁殖 の可能性がおそ らくないとの判断結果であ り,Eお

よびFlラ ンクは生息 の確認ができな い種類 で客観的観察事項に もとつかない判定結果であるこ と

な どによる。

皿一1-5分 布 図作成

(1)調 査 は2万5千 分 の1図 を4分 割 したサブメ ッシュを単位と して実施 された。 しか し,資 料調

査 の結果を加 えて も全国を サブメ ッシュの単位で もれなく埋めることは不可能であ った。 さらに

調査結果の得 られ た2万5千 分 の1図 を単位に分布図を作製すると,あ る空 白の区画は,調 査 さ

れない為に繁殖可能性 ランクの表示がない のか,調 査はされたが上位3ラ ンクの結果が得 られな

か ったので何 の表示 もない のかの区別がつ かなくな る。 そこで,分 布地図化に際 しての区画単位

と して は,ど の区画をと って も現地調査が 少なくとも必ず2カ 所は含まれる5万 分の1図 を採用 し

た。 その際に,5万 分の1図 内の同一種 にっいて異なった繁殖 可能性 ランクの得 られた場合には,

ラ ンクの最 も高い ものを選んそそ の区画を代 表させるようプ ログラムされた。

(2)稀 少 種に関 して は,20万 分 の1図 を分 布図の区画単位 と した。その際,ラ ンクは区画内の5万

分 の1図(計16図)の それ ぞれ の結果を 区画 の中央に集めて表示 した。
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皿一2フ ォ ー マ ッ ト表

io 20 30 40 50 so

鳥類

80

レコー ド呂豚

レコー ド毎遣

1-1

桁数
ロ ジカ島 ・サイ ン

フィジカル

文 字 区 分

..

メ ッ シ ュ コ ー ド

2次 メ ツシ ュ
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7

■

県

コ

i
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●
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● ●

調
査

年

月
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..
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H一 ろ コ ー ド表 〈 鳥 類 〉

メ ッシュコー ド

2次 のメ ッシュコー ドの6ケ タと,2次 メ ッシュを縦横

2等 分 したサプメ ッシュの番号2次 メッシュ

2次 メッシュコー ドに関 しては 「メ ッシュコー ドの付 け

方(p348)参 照

県 コー ド

県 コー ド表(p349)参 照

調査年月(整 数型)

年 は西暦の下2ケ タ(す べて78),お よび月は整数

標高(整 数型)

調 査地区内の最低 ・最高標高 の実掌(単 位m)

環境要素比率

調査地区の環境要素 の10分 比

環境要素

北

34↑
コ 　 コ ヨ 　 コロ コ

12一

コ ー ド

A

B

C

D

E

F

G

H

林 地

耕 地

草 地

湿 地

水 域

裸 地

水 系
その他

種の数(整 数型)

実数

鳥類コー ド

鳥 類
コー ド

005

008

009

010

oil

ois

ois

019

oao

025

02s

種 名

カ イ ツ ブ リ

アカエ リカイツブ リ

カンム リカイツブ リ

ア ホ ウ ド リ

クロア シアホ ウ ドリ

シロハラミズナギ ドリ

ア ナ ド リ

オ オ ミ ズ'ナ ギ ド リ

オナガ ミズナギ ドリ

セグロ ミズナギ ドリ

コ シ ジ ロ ウ ミツ バ メ

鳥 類
コー ド

029

030

031

032

033

036

038

039

040

041

042

種 名

ヒメ ク ロ ウ ミツ バ メ

クロコシジロウ ミツバ メ

オ ー ス トンウ ミツバ メ

ク ロ ウ ミ ツ バ メ

アカオネッタイチョウ

カ ツ オ ド リ

アカアシカツオ ドリ

カ ワ ウ

ウ ミ ウ

ヒ メ ウ

チ シ マ ウ ガ ラ ス

鳥 類
コー ド

045

046

047

048

049

050

051

053

055

056

05?

種 名

サ ン カ ノ ゴ イ

・ヨ シ コ イ

オ オ ヨ シ ゴ イ

リュ ウキ ュウ ヨシゴ イ

ミ ゾ ゴ イ

ズ グ ロ ミ ゾ ゴ イ

ゴ イ サ ギ

サ サ ゴ イ

ア マ サ ギ

ダ イ サ ギ

チ ュ ウ サ ギ
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鳥 類
コー ド

058

060

061

062

063

06?

085

086

os7

oss

090

091

094

095

096

098

102

103

109

113

115

116

i17

118

119

121

123

124

127

128

129

132

134

137

139

140

142

143

144

145

種 名

コ サ ギ

ク ロ サ ギ

ア オ サ ギ

ム ラ サ キ サ ギ

コ ウ ノ ト リ

ト キ

オ シ ド リ

マ ガ モ

カ ル ガ モ

コ ガ モ

ヨ シ ガ モ

オ カ ヨ シ ガ モ

オ ナ ガ ガ モ

シ マ ア ジ

ハ シ ビ ロ ガ モ

ホ シ バ ジ ロ

キ ン ク ロ バ ジ ロ

ス ズ ガ モ

シ ノ ・ リ ガ モ

ミ コ ア イ サ

カ ワ ア イ サ

ミ サ ゴ

ハ チ ク マ

ト ビ

オ ジ ロ ワ シ

オ オ タ カ

ツ ミ

ハ イ タ カ

ノ ス リ

サ シ バ

ク マ タ カ

イ ヌ ワ シ

カ ン ム リ ワ シ

チ ュ ウ ヒ

ハ ヤ ブ サ

チ ゴ ハ ヤ ブ サ

チ ョウ ゲ ン ボ ウ

ラ イ チ ョ ウ

エ ゾ ラ イ チ ョ ウ

ウ ズ ラ

鳥 類
コー ド

146

147

148

149

151

157

158

159

160

163

164

165

166

170

173

174

175

182

183

203

212

222

223

227

230

234

241

245

248

254

25?

258

262

263

265

268

271

272

273

274

種 名

コ ジ ュ ケ イ

ヤ マ ド リ

キ ジ

ミ フ ウ ズ ラ

タ ン チ ョ ウ

ク イ ナ

オ オ ク イ ナ

ヒ メ ク イ ナ

ヒ ク イ ナ

シ ロ ハ ラ ク イ ナ

ノぐ ン

ツ ル ク イ ナ

オ オ バ ン

タ マ シ ギ

コ チ ド リ

イ カ ル チ ド リ

シ ロ チ ド リ

ケ リ

タ ゲ リ

ア カ ア シ シ ギ

イ ソ シ ギ

ヤ マ シ ギ

ア マ ミ ヤ マ シ ギ

オ オ ジ シ ギ

セ イ タ カ シ ギ

ッ バ メ チ ド リ

オ オ セ グ ロカモ メ

ウ ミ ネ コ

ミ ツ ユ ビ カ モ メ

オ オ ア ジ サ シ

ベ ニ ア ジ サ シ

エ リグ ロ ア ジサ シ

セ グ ロ ア ジ サ シ

コ ア ジ サ シ

ク ロ ア ジ サ シ

ウ ミ ガ ラ ス

ケ イ マ フ リ

マ ダ ラウ ミス ズ メ

ウ ミ ス ズ メ

カ ン ム リ ウ ミス ズ メ

鳥 類
コー ド

279

281

283

286

288

289

290

291

292

293

294

295

298

299

301

302

304

305

306

307

308

309

310

312

314

316

318

319

320

321

322

324

325

326

327

328

329

332

334

335

種 名

ウ ト ウ

エ ト ピ リ カ

カ ラ ス バ ト

シ フ コ バ ト

キ ジ バ ト

キ ン バ ト

ア オ バ ト

ズ ア カ ア オ バ ト

ジ ュ ウ イ チ

カ ッ コ ウ

ツ ツ ド リ

ホ ト ト ギ ス

シ マ フ ク ロ ウ

ト ラ フ ズ ク

コ ノ ハ ズ ク

オ オ コ ノ ハ ズ ク

ア オ バ ズ ク

フ ク ロ ウ

ヨ タ カ

ハ リオ ア マ ツ バ メ

ヒ メ ア マ ツ バ メ

ア マ ツ バ メ

ヤ マ セ ミ

ア カ シ ョ ウ ビ ン

カ ワ セ ミ

ブ ッ ポ ウ ソ ウ

ア リ ス イ

ア オ ゲ ラ

ヤ マ ゲ ラ

ノ グ チ ゲ ラ

ク マ ゲ ラ

ア カ ゲ ラ

オ オ ア カ ゲ ラ

コ ア カ ゲ ラ

コ ゲ ラ

ミ ユ ビ ゲ ラ

ヤ イ ロ チ ョ ウ

ヒ バ リ

シ ョ ウ ドウ ツ バ メ

ツ バ メ
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鳥 類
コー ド

336

337

338

339

340

342

343

344

348

353

354

355

356

357

358

359

363

364

365

366

367

368

369

371

373

374

376

380

382

383

386

38?

388

396

397

種 名

リュ ウ キ ュ ウ ツ バ メ

コ シ ア カ ツ バ メ

イ ワ ツ バ メ

イ ワ ミ セ キ レ イ

ツ メナ ガ セ キ レイ

キ セ キ レ イ

バ ク セ キ レ イ

セ グ ロ セ キ レ イ

ビ ン ズ イ

サ ン シ ョ ウ ク イ

シ ロ ガ シ ラ

ヒ ヨ ド リ

チ コ モ ズ

モ ズ

ア カ モ ズ

オ オ モ ズ

カ ワ ガ ラ ス

ミ ソ サ ザ イ ・

イ ワ ヒ バ リ

ヤ マ ヒ バ リ

カ ヤ ク グ リ

コ マ ド リ

ア カ ヒ ゲ

ノ コ
a

マ

コ ノレ リ

ル リ ビ タ キ

ノ ビ タ キ

イ ソ ヒ ヨ ド リ

マ ミ ジ ロ

ト ラ ツ グ ミ

ク ロ ツ グ ミ

ア カ ハ ラ

ア カ コ ッ コ

ヤ ブ サ メ

ウ グ イ ス

鳥 類
コー ド

398

399

400

401

402

403

40?

408

409

410

411

412

414

41?

418

420

421

422

424

425

426

42?

428

429

430

431

432

435

436

438

442

443

446

44?

448

種 名

オ オ セ ッ カ

エ ビ セ ン ニ ュ ウ

シ マ セ ン ニ ュ ゥ

マ キ ノ セ ン ニ ュ ウ

コ ヨ シ キ リ

オ オ ヨ シ キ リ

メ ボ ソ ム シ ク イ

エ ゾ ム シ ク イ

セ ンダ イ ムシ クイ

イ イ ジマ ム シ ク イ

キ ク イ タ ダ キ

セ ツ カ

キ ビ タ キ

オ オ ル リ

サ メ ビ タ キ

コ サ メ ビ タ キ

サ ン コ ウ チ ョ ウ

工 ナ ガ

ハ シ ブ ト ガ ラ

コ ガ ラ

ヒ ガ ラ

ヤ マ ガ ラ

シ ジ ュ ウ カ ラ

ゴ ジ ュ ウ カ ラ

キ バ シ リ

メ ジ 口

メ グ 口

ホ オ ジ ロ

コ ジ ュ リ ン

ホ オ ア カ

ミヤ マ ホ オ ジ ロ

シ マ ア オ ジ

ノ ジ コ

ア オ ジ

ク 口 ジ

一127一

鳥 類
コー ド

450

457

458

461

464

465

46?

469

471

472

473

474

476

478

481

482

483

484

485

488

489

801

802

803

804

805

806

807

808

809

810

811

812

813

種 名

オ オ ジ ュ リ ン

カ ワ ラ ヒ ラ

マ ヒ ワ

ハ ギ マ シ コ

ギ ンザ ン マ シ コ

イ ス カ

ベ ニ マ シ コ

ウ ソ

イ カ ル

シ メ

ニ ュ ウ ナ イ ス ズ メ

ス ズ メ

コ ム ク ド リ

ム ク ド リ

カ ケ ス

ル リ カ ケ ス

オ ナ ガ

カ サ サ ギ

ホ シ ガ ラ ス

ハ シ ボ ソ ガ ラ ス

ハ シ プ ト ガ ラ ス

ド バ ト

ベ ニ ス ズ メ

ブ ン チ ョ ウ

ギ ン パ ラ

セ キ セ イ イ ン コ

ワカケホンセイインコ

オ キ ナ イ ン コ

ヤ マ ム ス メ

ヘ キ チ ョ ウ

キ ン ラ ン チ ョ ウ

キ ン カ チ ョ ウ

コ ウ カ ン チ ョ ウ

テ ン ニ ン チ ョ ウ



可能性 コー ド

コ

i

ド

1

2

3

4

5

ラ
ン

ク

a

b

C

d

e

現地調査に関する基準

繁殖を確認した。

繁殖の確認はできなかったが,繁 殖の可能

性がある。

生息を確認 したが,繁 殖 につ いては,何 と

もいえない。

姿 ・声を確認 したが,繁 殖 の可能性 は,お

そ らく鶴'・

生息は確認できなかったが,環 境から推測

して,繁 殖期における生息が考えられる。

資料調査に関する基準

繁殖確認に相当する記録がある。(単に「繁

殖している」という記録は,繁 殖確認とは

扱わない。)

bラ ンクが与えられる事項に該当する記録

がある。

観察 コー ド

観 察
コード

10

11

12

13

14

15

20

30

31

40

41

50

60

61

62

63

64

65

ランク

a

b

成鳥について

巣 について

卵 について

ヒナにっいて

巣立ち ビナに

ついて

成鳥について

観 察 事 項

成鳥が巣 あるいは巣のあるらしい所にくりか え し出入 りしている。

成鳥が抱卵又は抱雛 している。あるいは して いるよ うだ。

成鳥が巣のあるらしい所にとびこむと同時にヒナの乞餌声がきかれた。

成鳥が ヒナのフ ンを運搬 している。

成鳥が明らかに同一サブメッシュ内にある巣のヒナに餌を運搬 してい

る(餌 をくわえたまま観察者を警戒 し移動する気配のない場合を含め

る)。

擬傷 をみた。

巣立ち後の巣 がある。 ただし1974年 以後 に使用 され た巣であること。

卵のある巣をみた。

成鳥がお ちついてすわっている巣 の近 くで,そ の種 の卵殻がみつかった。

ヒナのいる巣 をみた。

ヒナの声 をきいた。

巣からほとんど移動していないと思われる巣立ちビナをみた。

その種が営巣 しえる環境 で繁殖期 に,その種のさえずり(キツツキ類の ド

ラ ミングを含め る)を 聞いた。 ただし,そ の鳥が冬鳥,旅 鳥かも しれ

ない時は除 く。

求愛行動 をみた。 ただ しその鳥が,冬 鳥,旅 鳥か も しれない時は除 く。

交尾行動をみ た。ただ しその鳥が,冬 鳥,旅 鳥か も しれない時は除 く。

威嚇行動,警 戒行動により,付 近に巣又はヒナの存在が考えられる。

巣があ ると思 われる所に成鳥が訪れた。ただ し,そ こが塒である場合

は除 く。

造巣行動(巣 穴掘 りを含む)を 見た。
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観 察
コード

66

6?

70

80

81

ランク

c

d

e

巣 について

巣立 ち ビナに

ついて

観 察 事 項

成鳥が巣材を運搬 している。ただ し,明 らかに同一サブメッシュ内に

巣 を構 えて いる と思われる場合 に限 る。

成鳥が ヒナへの餌 を運搬 しているが,巣 が同一サブメッシュ内にあ るか

どうかわか らない。

巣を発見 したが,卵,ヒ ナ ともな く,成 鳥が そこに来 るのを認めなか

った。ただ し,1974年 以 後 に作 られた巣であること。

かなり移動可能と思われる巣立ちビナを見た。

家族群を見た。

その種が営巣 し得る環境で,繁 殖期にその種を確認 したが,他 には繁

殖の徴候が認められない。

その種 の生息を確認 したが,同 一サブメ ッシュ内にその種が営巣 し得

る環境 はないと思 われ る。

(例)ア マツバ メ類,ワ シタカ類 の上空通過 を確認 したが,同 一サブ

メ ッシュ内には営巣可能な環境はないと考 えられる場合。

現地調査による生息の確認はできなかったが,現 地調査の印象から,

その種の生息がほぼ確実 と思われる。

(例)夜 間活動する鳥の場合など。

(注)現 地調査の印象を もとにすること。現地調査の行われなかっ

た地域について,地 形図,植 生図などから生息が推測 されると

いう意味ではない。

個体数 コー ド

コ ー ド

1

2

3

4

区 分

1羽

十2～5羽

6-10羽

柵11羽 以 上
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1調 査要綱及び実施状況

1-1調 査 の 目的

わが国に生息する両生類 ・は虫類の生息状況を把握するたあ,絶 滅のおそれのある種,学 術上重要

な種等の生息地,分 布にっいて調査することである。

1-2調 査実 施 者

国が財団法人日本自然保護協会に委託 して実施する。

1-5調 査 対象 地域

全国47都道府県全域にっいて調査する。

1-4調 査実 施 期 間

昭和53年 度

1-5調 査 内 容

1-5-1調 査対象種

調査の対象とする両生類 ・は虫類は以下のようである。

〈両 生 類〉

種 名

ダ ル マ ガ ェ ル(基 亜種)

イ ボ イ モ リ

ナ ミ エ ガ エ ル

イ シ カ ワ ガ エ ル

オ ッ ト ン ガ ェ ル

ホ ル ス ト ガ エ ル

モ リ ア オ ガ ェ ル

ォ ォ サ ン シ ョ ウ ウ オ

種' 名

〈止 水 性 サ ン シ ョウ ウオ 類 〉

カ ス ミ サ ン シ ョ ウ ウ オ

ト ウ キ ョ ウ サ ン シ ョ ウ ウ オ

ツ シ マ サ ン シ ョ ウ ウ オ

オ オ イ タ サ ン シ ョ ウ ウ オ

ト ウ ホ ク サ ン シ ョ ウ ウ オ

ク ロ サ ン シ ョ ウ ウ オ

サ ド サ ン シ ョ ウ ウ オ

エ ゾ サ ン シ ョ ウ ウ オ

種 名

ア ベ サ ン シ ョ ウ ウ オ

キ タ サ ン シ ョ ウ ウ オ

〈流水性 サ ンシ 。ウゥォ類 〉

ブ チ サ ン シ ョ ウ ウ オ

オ キ サ ン シ ョ ウ ウ オ

ヒ ダ サ ン シ ョ ウ ゥ オ

ベ ッ コ ウ サ ン シ ョ ウ ウオ

オオダイガハ ラサンシ ョウウオ

ハ コ ネ サ ン シ ョ ウ ウ オ

〈は 虫 類〉

種 名

セ マ ル

リ ュ ウ キ

タ ワ

ハ コ ガ メ

ユ ウ ヤ マ ガ メ

ヤ モ リ

種 名

〈 トカ ゲ モ ドキ 類 〉

ク ロ イ ワ ト カ ゲ モ ドキ

マ ダ ラ ト カ ゲ モ ド キ

ォ ピ ト カ ゲ モ ド キ

種 名

ア

ア

タ

エ

カ

オ

ラ

ウ ミ

ウ ミ

イ マ

ブ ウ ミ

ガ メ

ガ メ

イ

ヘ ビ

一133一



以外でも重要と思われる種類が あれば,適 宜追加 して差 しつ かえない。

1-5-2調 査 事 項

(1)生 息 地 の位置

(2)生 息 環境,生 息状況の概況

(3)保 護 の現状

1-6調 査 方 法

調査は主として,既 存資料, その他の知見の収集等により,都 道府県単位で実施する。

1-7調 査 結 果 の と りま とめ

受託者は,調 査結果を都道府県を単位と して下記 の図票に とりまとめる。

1-7-1両 生 類 ・は虫類分布図

両生類 ・は虫類 の分布は図1-1「 両生類 ・は虫類分布図」(以 下 「分布図」 とい う。)に な らい

国土地理院発行 の1/20万 地 勢図に表示す る。

1-7-2両 生 類 ・は虫類調査票

調査 した事項 は表1-1「 両生類 ・は虫類調査票」(以 下 「調査票」とい う。)に とりまとめる。

痴 ・布 一図 例

左

と

じ

r
I
l

1
.睡 工コ 両 注'類 ・は虫 類 琳 ヂ凶L

㊥ ㊥ ④ ⑳ ⑭ 己二三こ螂
1器國

0

劉

O

0

0

.「一
●
4一 乙乞?

ボ ー吻 」一 尺 占

◇

●!%

●
2一 κ6

一フ《 乙ゑ_ア ベサンショシウォ初 碓 試 鴛 ンショウ ウ大

尺ゐ一:のレマガしエル'

?一 吏息 しな いと」き之 ら九る

回土館塑隠

.___..i

図1-1両 生 類 ・は 虫 類 分 布 図
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表1-1両 生類 ・は虫類調査票

(詞 査 票横 まわ

圏 両注:類 ・蔵 虫 類 調:査票

郵 壇一 　

1調
査 犀嵐 ./978

0

1都麟 県

地 【'

封麟 暑

名…∂万地 ・塑 図 資 料・の塵
施

認
地 、 域,名

劃塞
朗

ガrj虻 宗f 町 ホζ「

亙

幽 旨

縮

寿
華
課
調奄唐
跡 為

町

村

_..副__

出

異

(圃 」♪

0

胡.査 』自
氏L石

慶 認 値「 獄 執

〈」紙 象 〉

θ)卵(

(ξひ幼 左:(

63)」切菰(

◎の域京 曳♂
(早

(不函

)

)

)

)

)

)

〈冒 撃 〉

(ノリ1頭(

(ミ)幼 庄ξ(

ぐaゆ幼 遮 く

曜)成 依(8
く宇

曳ネ弱

け♪死 櫨(

(6)職 亀 芦(

(の 、ぬけガb(

)

)

)

)

)
)

)

)

)

調査額 可の庄憲濃竜森:井

天:俣(

気 畷(

)

'c)

ゴく 濃(わ)

風k紙 ・滅 ・～殴 ♪

ま 怠 地L4))扶 ご 渉己

よ 地、 濃

「('0常 緑 広:葉 歯 猟 口

森(2♪落 素 広:素 樹 菰 □

菰(副 混 次 λ爪 ロ
L〈の 針 羨 尉 菰 ロ

「課 ㌦ 蜂 目
草くの菰 値 踏 盾 ロ

戦 の畑=.踏 瘡 ロ

モ(の 住:】き旭 ・公 画 口

の ω 山魅箪厭k襯)ロ

也《7〃山 旭 凝 原 ロ
野 浸 原 、 ロ〈!Lコリ」F

◇⑦;葛 山 湿:鼠 口
L 4　の岩 薦 露 出 ‡也 □

地.ヲ 珍 。 爪 彪

ぐ〃.雇 根 ロ

② 、斜 面 ロ

@.公 ・凹旭 ロ

ω平 産1旭 ロ

ω 水 田 とそ の水 踏 ・口

艇≒)止.六(シ 区シ呂一)

qり 順 虹/〃 乙以、下"口

(イ2短:皿/～ ず ヵ乙 口

位)短 辺5尻 状よ、 口

③渓

韓9灯

(5)海

く:z♪砂

ω 岩

流 ロ

ンリ ロ

岸

選 ロ

来 ロ
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1-8実 施 状 況

1-8-1概 要

(1)調 査委員および協力者

専門研究者55人を調査委員に委嘱 して調査を実施することとし,調 査委員には都道府県単位の

担当および調査種別の担当をそれぞれ依頼 した。

都道府県の担当調査委員は,他 の研究者の協力も得て各都道府県における調査を行い,調 査種

別担当委員は担当種についての調査結果のチェックおよび助言等にあた った。

な拘 担当以外の地域あるいは種にっいても,全 調査委員の近年 の知見を交換 した。

(2)調 査資料

現地調査,文 献,聞 込みおよび漂本等の既存資料を基礎とし,出 来るかぎり現地確認,聞 込み

その他資料の収集に努めた。

1-8-2調 査結果のとりまとめ

調査結果は,各 都道府県担当の調査委員が,他 の調査委員から提出された資料も含めて検討 し,

それぞれ次のような分布図および調査票にとりまとめた。

(1)両 生類 ・は虫類分布図

国土地理院発行1/20万 地勢図に調査地点を表示 した。

(2)両 生類 ・は虫類調査票

調査結果は,種 別,地 点別に 「両生類 ・は虫類調査票」に記入 した。

なお,分 布図と調査票には,両 者を対照し得るように地図番号,対 照番号を都道府県に記入 し

た。

(3)調 査概要のとりまとめ

以上の結果を総括 し,わ が国の両生類 ・は虫類の生息状況および生息環境の現状にっいてその

概要を都道府県別,調 査種別にとりまとめた。

H情 報 処 理

昭和55年 度は昭和53年 度実施 された調査の原 データを もとに,そ の処理 作業を中心 に行 っ た。 情報

処理作業の概要は図 皿一1に 示 す とお りであ る。

すな わち,都 道府県 より得 られた調査票,両 生 ・は虫類分布原図(1/20万 地 勢図に記載)を もとに,

全国両生・は虫類分布図の作成および調査票内容のチ ェック検討,磁 気 テープ入力作業 の2作 業を中心に

行 った。
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皿 一1入 力 処 理 方 法

皿一1-1地 図 処 理

全国47都 道府県で作成 された分布原図(1/20万 地勢 図に記載)か ら,調 査票 の情報に対応す る

生息地点(又 は生息地域)を デ ジタイザー(座 標解析機)で 読み取 り,そ れらの地点 座漂を経度 ・

緯度に変換 して,種 別に自動製図機によりプ ロッ トした。

これとは別に 日本列島の海岸 線および都道府県界を1/20万 地 勢図よりデ ジタイザー(座 漂解析

機)に より読み取 り,経 ・緯 度変換処理 を行 った後,地 図描 画 プログラムに より自動製図機で作図 し

た。

(1)地 点 読み取 り作業

今回の調査は情報数が 多 く,そ の内容 も調査原漂 と分布地 図の2つ に分かれているため,地 図

処理にあた っては両者 の照合が必要であり,手 作業で分布地点 の経度 ・緯度を記載 してい くこと

はほぼ不可能で あることから,デ ジタイザ ー(座 標解析機)に よる機械的な読み取りを行 った・

読み取り手順は,図'皿 一1(b),(c)に 示 すとおりで ある。

ア.分 布原 図に記載 された地点に通 し番号を付 し(地 図毎に),番 号順に座漂を読み取る。

イ.読 み取 った座標を経度 ・緯度に変換 し,そ の後,県 コー ド順,地 図番号順,地 点通 し番号順

にSORTING(並 べ かえ)を 行 う。

ウ.調 査票 により コーデ ィングされた データを,イ と同 じく県 コー ド順,地 図番号順,地 点番号

順にSORTINGし た のち,イ のデータと照合 しながら,種 コー ド,く くり記号,経 度 ・緯

度を持つ全種 フ ァイルを作成す る。

な紅 地点座標の読み取り要領は,次 の方法に したが った。

○ 分布原 図上に地点記入が ・印で付 されている場合は,そ の地点 の座標を読み取る。
　 　 　

○ 分布原図上に生息地域がくくり線によって示されている場合は,原 則として囲まれた地域

の中心の座標を読み取る。

皿 一2デ ー タ ー シ ー ト記 入 上 の 留 意 点

皿一2-1資 料 の種類

(1)空 白 の場 合,調 査票全体 の内容から判断 し,調 査票へ も記入す る。

(2)複 数 の場合,現 認 ・聞込で確認年月日の記入 のない ものは 「聞込」 とする。記入のあるものは

「現認」 とする。 文献 漂本で,出 典,確 認個体数 の記入 のな いものは 「標本」とす る。

皿一2-2市 町 村

(1)行 政界に またが るときは,調 査票を複数 とする。

皿一2-5備 考

(1)地 勢 図と調査票が不 一致の場合は,記 入 されている方を使 う。
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皿一2-4生 息 密 度

カ テ ゴ リー

1.多 産

2.普 通

3.少 産

4.稀 産

5.偶 産

6.不 明

キ ワ ド

成 体 の 場 合

1.大 発生,1m2に50以 上

2.多 い,多 数,密 度が高い

3.具 体的な数が記入 されて いるも

の,普 通,+,レ

4.少 ない,減 少,絶 滅の恐れ,文 献

・聞込により未確認な もの

5.偶 発的な もの,例 えば ウ ミガメ

等

6.採 集の もの

幼体の場合

多 い

卵 ・幼生の場合

すべて 「不明」 とす る。

皿一2-5保 護 の状況

カ テ ゴ リ ー キ ワ ド

1.

2.

3.

4.

9.

住 民

国

地方自治体

そ の 他

不 明

1.

2.

3.

4.

個人,地 元住民,学 校,自 然保護団体

鳥獣保護地区,国立公園,国 定公園または

都道府県立 自然公園

観光会社等の営利事業

自然環境保全地区,

水源かん養保安林

皿一2-6環 境圧(生 息地が どのよ うに変化しっっあるかまたは変化 したか)

カ テ ゴ リー

1.

2.

3.

4..

5.

6.

森 林 伐 採

ダム ・堤防

埋 立 て

水 質 汚 濁

宅 地 造 成

観 光 地 化

7そ

8.な

9.不

の 他

し

明

キ ワ ド

1.

2.

3.

4.

5.

6.

7.

8.

9.

伐採,人 工林 化

河川改修,砂 防堰堤,防 波堤,発 電所等 の建設,壁 化

湖,沼,海 岸な どの埋立て

汚水の流入,水 質変 化,不 純分 の混入な ど

整地,家 宅の進出

スキー場,ゴ ルフ場,キ ャンプ場 宿泊施設,販 売,食 用,観 光客のいた

ずら,ハ イキ ングコース,子 供 の森,車 乗入

道路建設,砂,石 の運び出 し,牧 場 化,家 畜の害,駆 除 消毒,休 耕地

放置,環 境が保 たれている,保 存 されて いる,特 に心配 ナシ,環 境が良い
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皿一2-7生 息環境(実 際に生息している状態)

カ テ ゴ リ ー

1.森 林

2。 草 地

3.荒 地

湖 沼

河 川

その他

9.不 明

1.

2.

3.

1.

2.

3.

4.

1.

2.

3.

4.

人 工 林

二 次 林

自 然 林

湿 性 地

乾 燥 地

畑

水 田

河川敷 ・河口

路 傍

砂 礫 地

露 岩 地

1.住 宅 地 ・公 園

2.そ の 他

キ ワ ド

1.み かん園,り ん ご園な ど,植 林地,ス 毛 ヒノキ林,ア カ

マツ林,杉 林,竹 林,針 葉樹

2.混 交 林,雑 木林,粗 林,山 中,裏 山

3.原 生 林,境 内,ブ ナ林,澗 葉 自然林,

1.山 地 湿原⑩ 平野湿原⑬ 高山湿原⑬,海 浜植物

2.山 地草原qo

3.畑(8)

4.水 田(6),畔,水 田とその水路

1.川 原,荒 原,カ ヤな どの繁 った所,河 川 のコンク リー ト堤

2.林 道(7),路 傍,路 上,路 片,水 路,溝

3.裸 地,砂 浜

4.基 石 の出ている所,岩 浜,岩 の下な ど,サ ンゴ礁

短辺5m以 上の水 たまり,水 中植物の発達 のよい もの,養 魚池

河川,灌 概用水

1.宅 地,宅 地 の中の公園

注)キ ーワー ドの()内 の番号は調査票のそれを示す。

(2)

カ テ ゴ リ

1.樹

2.地

3.止

4.湧

5.流

6.海

7.そ の

9,不

上

上

水

水

水

浜

他

明

キ ワ ド

1.

2.

3.

4.

5.

6.

?.

木の葉 上,枝 の上,幹,木 のうえな ど

林床,枯 れ木の下,路 上,土 中(A層 まで)

湖,沼,池;側 溝,水 たまり,防 火用水

湧水池 湧水だけが 流れ こむ止水池

河川(4九 灌漉用水 渓流(3),滝,地 下水

海,浜

人為作用を うけた もののうち石担,ビ ニール管 中

海中
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皿一5フ ォ ー マ ッ ト表

(分布デ ータ)

10 zo 30 ao so sa

両生 ・は虫類

レコー ド名称

レコー ド鋒遅続

1-1

桁救
ロ ジカ昂・サ イン

フィジカル

文 宇 区 分

so
..

3次'

メ ッシ ュコー ド

..

8

●

種

数

3

o● ●9●o・ ● ● ● ●oo● ● ロ 　 　 　 　 　

コ ー ド

oo● ● ● ● ●o.●o● ● ●,● ・ ・o■5● ● ●o● ● ● ● ・ ● ・

● ● ・

4

● ■o

4 4

● ●

4 4

.o●

4

oo●

4 4 4 4 4 4 4

■ ■

4 4

● ● ■

4

● ● ●

4 1

is zo 30 40 50 60 70 so

Filler

1

=
ロ

1

レコー ド名称

レコー ド毎連続番号

1-2

桁数
ロジカ彫・サイン

フィジカル

文 宇 区 分

● ● ・ ・ ● ● ●o

ブ ラ ン ク

● ● ● ・ ■ ● ●o

1]

..

極'ゴ=ド ●

● ● ■ ● ● 願,■o● ● ● ・ ● ●o ..

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

● ● ●

4 1

Filler

(基礎 デ ータ)

10 20 30 40

レコー ド名

レ.コード苺運続番号

2-1

桁数
ロジカ恥 サ イン

フィジカル

文 宇 区 分

・ ● ●o

市 町 村

コ ー ド

● ● ● ●

5

く

く

り

方

1

●

コ

i

ド

●

2 1

確羅月

謹 ・
年蔦

8)レ ・

4

標
高

需
v

1

備

考

1

賛
T

ジ

1

生
息
密

度

1

産

卵

期

1

種

繊
ロ
1地

域

z

取

扱

い

1

保護

の
現
状

1

環

境

圧

1

かT

7
9
1
A

自、

r司右

左;・

細1

分B

3

宕雪

l
A

を
T
7

リ
i
B

2

保 護 の 現状

～

生 息地

くりか え し

● ● ●o●

7

左 に同 じ

■
■ ●o● ○

7

..

左 に同 じ

7



H-4コ ー ド表 〈 両生 ・は 虫類>

5次 メ ッシ ュコー ド

「メ ッシュコー ドの付 け方 」(p348)参 照

種数(整 数型)

実 数

種 コー ド

コー ド

Dl

O2

03

△4

△5

、△6

07

08

D9

10

11

12

13

14

15

16

1?

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

種 名

ダ

ナ

イ

オ

ホ

モ

イ

オ

両生類

ノレ マ

ミ エ

シ カ ワ

ッ ト ン

ル ス ト

リ ア オ

ボ イ

サ シ

ガ

ガ

ガ

ガ

ガ

ガ

オ ン ヨ

〈止水性サンシ ョウウオ類〉

カ ス ミサ ン シ ョ ウ ウ オ

トウキ ョウサ ンシ ョウウオ

ツ シ マ サ ン シ ョ ウ ウ・オ

オ オ イ タ サ ン シ ョウウオ

トウ ホ ク サ ン シ ョウウオ

ク ロ サ ン シ ョ ウ ウ オ

サ ド サ ン シ ョ ウ ウ オ

エ ゾ サ ン シ ョ ウ ウ オ

ア ベ サ ン シ ョ ウ ウ オ

キ タ サ ン シ ョ ウ ウ オ

〈流水性サンシ ョウウオ類〉

ブ チ サ ン シ ョ ウ ウ オ

ヒ ダ サ ン シ ョ ウ ウ オ

オ キ サ ン シ ョ ウ ウ オ

ベ ッ コ ウ サ ン シ ョウ ウオ

ォォダイガン・ラサンシ ョウウオ

ハ コ ネ サ ン シ ョ ウ'ウ オ

は虫類

セ マ ル ハ コ ガ メ

エ

エ

エ

エ

エ

エ

モ

ウ ウ

ノレ

ル

ル

ノレ

ル

ル

リ

オ

リ ュ ウ キ ュ ウ ヤ マ ガ メ

タ ワ ヤ モ リ

ク ロ イ ワ ト カ ゲ モ ドキ

マ ダ ラ ト カ ゲ モ ド キ

学 名 種略号

RanabrevipodabrevipodaR.ITO

RananamiyeiSTEJNEGER

Ranaishikawae(STEJNEGER)

RanasubasperaBARBOUR

RanaholstiBOULENGER

Rhacophorusarboreus(OKADAetKAWANO)

TylototritonandersoniBOULENGER

Megalobatrachusjaponicus(TEMMINCK)

Hynobiusnebulosusnebulosus(SCHLEGEL)

HynobiusnebulosustokyoensisTAGO

HynobiustsuensisABE

HynobiusdunniTAGO

HynobiuslichenatusBOULENGER

HynobiusnigrescensnigrescensSTEJNEGER

HynobiusnigrescenssadoensisSATO

HynobiusretardatusDUNN

HynobiusabeiSATO

SalamandrellakeyserlingiiDYBOWSKI

Hynobiusnaeviusnaevius(SCHLEGEL)

HynobiusnaeviuskimuraeDUNK

HynobiusokiensisSATO

HynobiusstejnegeriDUNK

Hynobiusboulengeri(THOMPSON)

Onchodactylusjaponicus(HOUTTUYN)

Cyclemysflavomarginataflavomarginata

(GRAY)

GeoemydaspenglerijaponicaFAN

GeldsotawaensisOKADA

Eublephariskuroiwaekuroiwae(NAMIYE)

EublephariskuroiwaeorientalisM.MAKI

Rb

Rj

Rg

Rs

Rr

Pe

Ut

Uq

Uf

Ug

Ul

Ub

Ud

Uh

Ui

Um

Ua

Uo

Ue

Uc

Uj

Uk

Un

Up

Ta

Tg

Ge

Gh

Gi
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コー ド

30

31

32

33

34

種 名

オ ビ ト カ ゲ モ ド キ

ア

ア

タ

エ

カ ウ ミ ガ

オ ウ ミ ガ

イ マ

ラ ブ ウ ミ へ

メ

メ

イ

ビ

学 名 種略号

EublephariskuroiwaesplendensK.NAKAMURA
Gj

etS.UENO

CarettacarettagigasDERANIYAGALA

Cheloniamydasjaponica(THUNBERG)

EretmochelysimbricatasquamataAGASSIZ

Laticaudasemifasciata(REINWARDT)

Ca

Cb

Cd

Hi

(注)△ はブ ランク

市町村 コー ド

自治省の コー ド

<<り 方 コー ド

標 高 コー ド

コ ー ド

1

2

3

区 分

ポイン ト

かこい

河川

資料 ・種類 コ ー ド

コ ー ド

1

2

3

4

区 分

現 認

文 献

標 本

聞 込

コー ド

1

2

3

4

5

6

7

8

区 分

0(単 位 ㎡ 》

1^一50

51^一100

101^一200

201^一500

501一 一1000

確 認年 月(整 数 型)

年(西 暦 の下2ケ タ),お よ び日

1001～1500

1501^一2000

備考 コー ド

コ ー ド

1

2

3

区 分

絶滅

誤認

絶滅または誤認
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確認 ステー ジコー ド 生息密度 コー ド

コ ー ド

1

2

3

8

9

区 分

卵 ・幼生

幼体 ・成体

1・2共

な し

不明

コ ー ド

1

2

3

4

5

9

区 分

多産

普通

少産

稀産

偶産

不明

天然記念物コー ド

種 ・地域対象の別あり

産卵期 コー ド

コ ー ド

1

2

3

8

区 分

国

県

市町村

なし

コ ー ド

1

2

3

4

5

9

区 分

11～12月

1～2月

3～4月

5～7月

8～10月

不 明

取扱い コー ド 環境圧 コー ド

コ ー ド

1

区 分

⑰

保護の現状 コー ド

コ ー ド

1

2

3

4

8

9

区 分

住民

国

地方自治体

その他

保護な し

不明

コ ー ド

1

2

3

4

5

6

7

8

9

区 分

森林伐採

ダム ・堤防

埋立

水質汚濁

宅地造成

観光地化

その他

な し

不明
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生 息環境 コー ド

コ ー ド

1

2

3

5

6

9

カテゴ リーA

森 林

草 地

荒 地

河 川

その他

不 明

コ ー ド

1

2

3

9

1

2

3

4

9

1

2

3

4

9

1

2

9

同 左 細 分

人工林

二次林

自然林

不 明

湿性地

乾燥地

畑

水 田

不 明

河川敷 ・河口

路 傍

砂礫地

露岩地

不 明

住宅地 ・公園

その他

不 明

コ ー ド

1

2

3

4

5

6

7

9

カテゴ リーB

樹 上

地 上

止 水

湧 水

流 水

海 浜

その他

不 明

生息地 コー ド

コ ー ド

1

2

3

4

9

カテゴ リーA

尾根

斜面

谷 ・凹地

平担地

不明

コ ー ド

1

2

3

4

9

カテゴ リーB

山地

兵陵地

平担地

海岸地帯

不明
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1調 査要綱及び実施状況

1-1調 査 の 目的

わが国の淡水域に生息する魚類の生息状況を把握するため,絶 滅のおそれのある種,学 術上重要な

種等の生息地 分布について調査することである。

1-2調 査 実 施 者

国が都這府県に委託 して実施する。

1-5調 査 対 象 地 域

全国47都道府県全域について調査する。

1-4調 査実 施 期 間

昭和53年 度

1-5調 査 内 容

1-5-1調 査対象種

調査の対象とする淡水魚類は,表1-1「 調査対象淡水魚類種名表」に掲げたものとする。それ以

外でも都道府県において重要と思われる種類があれば適宜追加 してさしつかえない。

表1-1調 査対象淡水魚類種名表

魚 種 名

イ ト ウ

オ シ ョ ロ コ マ

ゴ ギ

イ シ カ リ ワ カサ ギ

ア リアケ ヒメ シラウオ

ア リ ア ケ シ ラ ウ オ

ウ ケ ク チ ウ グ イ

ヒ ナ モ ロ コ

イ タ セ ン パ ラ

ニ ッポ ンバ ラ タ ナゴ

カ ゼ ト ゲ タ ナ ゴ

ス イゲ ンゼ ニ タ ナゴ

ミ ヤ コ タ ナ ゴ

ゼ ニ タ ナ ゴ

イ シ ド ジ ヨ ウ

学 名

Huchoperryi

Salvelinusmalma

Salveliriusimbrins

Hypomesusolidus

Neosalanxregani

Salanxariakensis

TribolodonsP

Aphyocyprischinensis

Acheilognathuslongipinnis

Rhodeusocellatussmithi

Rhodeusatremius

Rhodeussuigensis

Tanakiatanago

Pseudoperilampustypus

Cobitistakatsuensis

種略 号

HP

Sm

Si

Ho

Nr

Sa

Tsp

Ac

Al

Ros

Ra

Rs

Tt

Pt

Ct
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魚 種 名

ア

ネ

イ

ノ、

ト

ム

イ

エ

オ

ヤ

カ

タ

ユ モ

コ ギ

ト ヨ(陸 封型降海型)

リ

ミ

サ シ ト ミ

バ ラ ト ミ

ゾ ト ミ

ヤ ニ ラ

マ ノ カ

マ キ

ナ ゴ モ

ド キ

ギ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ヨ

ミ

ミ

リ

ド キ

学 名

Leptobotiacurta

Coreobagrusichikawai

Gasterosteusaculeatusaculeatus

Gasterosteusaculeatusm沁rocephalus

Pungitiussinensis

Pungitiussp

Pungitiuspungitius

Pungitiustymensis

Coreopercakawamebari

Trachidermusfasciatus

Cottuskazika

Hypseleotrisbipartite

種 略号

Lc

Ci

Ga

Gm

Ps

Psp

Pp

Pt

Ck

Tf

Ckz

Hb

(注)イ トヨは陸封型と降海型のものを区別すること。

各都道府県においては,そ れぞれ表1-2左 欄に掲げる魚種が生息する可能性があると思われるの

で参考までに示す。

表1-2淡 水 魚 類

都道府県

1.北 海 道

2.青

3岩

4宮

5秋

森

手

城

田

6.山 形

7福 島

調 査 対 象 魚 種 名

イ トウ イ シ カ リ ワ カ サ ギ オ シ ョ ロ コ

マ イ トヨ(降 海 型)ト ミ ヨ イ バ ラ

ト ミヨ エ ゾ ト ミヨ

イ トウ イ ト ヨ(降 海 型 .陸 封 型)ト

ミ ョ イ ノぐラ トミ ヨ

ゼ ニ タ ナ ゴ イ トヨ(降 海 型)

ゼ ニ タ ナ ゴ イ トヨ(降 海 型)

ゼ ニ タ ナ ゴ イ トヨ(降 海 型)ト ミ ヨ

イ バ ラ ト ミ ヨ

ゼニタナゴ イ トヨ(降 海型)イ バ ラ

トミヨ

ウケ クチ ゥダィ

(陸 封型)

ゼ ニ タ ナ ゴ ィ トヨ

種
類
数

7

4

2

2

4

3

3
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都道府県

8.茨 城

9.栃 木

10.群 馬

11埼 玉

12.千 葉

13凍 京

14.神 奈 川

15.新 潟

16.富 山

17.石 川

18福 井

19.山 梨

20.長 野

21.岐 阜

22瀞 岡

23.愛 知

24.三 重

25.滋 賀

26.京 都

27.大 阪

調 査 対 象 魚 種 名

ミヤコタナゴ ゼニタナゴ

ミヤ コタナゴ ゼニタナゴ イ トヨ(陸

封型)

ミヤコタナゴ ゼニタナゴ

ミヤコタナゴ ゼニタナゴ ムサシ トミ

ヨ

ミヤ コタナゴ ゼニタナゴ イ トヨ(降

海型)

ミヤコタナゴ ゼニタナゴ ムサシ トミ

ヨ

ミヤコタナゴ ゼニタナゴ

ウケクチウグイ イ トヨ(降 海型)ト

ミヨ イノぐラ トミヨ

イタセ ンパ ラ イ トヨ(降 海型)ト ミ

ヨ

イ トヨ(降 海型)ト ミヨ カマキ リ

イ トヨ(陸 封 ・降海型)カ マキ リ

ゼニタナゴ(移 植)

イ タセ ンパ ラ ニ ッポ ンバ ラタナゴ ネ

コギギ ハ リヨ

ゼニタナゴ(移 植)

イタセンパ ラ 〆ネコギギ

ニ ッポンバ ラタナゴ ネコギギ ハ リヨ

ニ ッポンバ ラタナゴ アユモ ドキ ハ リ

ヨ

イタセンパ ラ ニ ッポ ンバ ラタナゴ ア

ユモ ドキ イ トヨ(降 海型)オ ヤ ニラ

ミ

イタセ ンパ ラ ニ ッポ ンバ ラタナゴ ア

ユモ ドキ オヤニラ ミ

種
類
数

2

3

2

3

3

3

2

4

3

3

2

1

4

1

2

3

3

5

4
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都道府県

28.兵 庫

29.奈 良

30.和 歌 山

31鳥 取

32.島 根

33.岡 山

34.広 島

35.山 口

36徳 島

37香 川

38愛 媛

39高 知

40福 岡

41.佐

42.長

43熊

44.大

賀

崎

本

分

調 査 対 象 魚 種 名

ニ ッポ ン バ ラ タ ナ ゴ,ス イ ゲ ン ゼ ニ タ ナ

ゴ イ トヨ(降 海型)

ニ ッポンバ ラタナゴ

ニ ッポンバ ラタナゴ

オヤ ニ ラ ミ

イ トヨ(降 海型)カ マキ リ

ゴギ ィ シ ドジ ョウ イ トヨ(降 海型)

オ ヤニラ ミ

ニ ッポンバ ラタナゴ スイゲ ンゼ ニタナ

ゴ アユモ ドキ オヤニ ラミ

ゴギ ニ ッポ ンバ ラタナゴ スイゲ ンゼ

ニタナゴ イ シ ドジ ョウ オヤニラ ミ

ゴ毛 ニ ッポ ンバ ラタナゴ イシ ドジ ョ

ウ,イ トヨ(降 海型)オ ヤ ニラ ミ

ニ ッポンバ ラタナゴ オヤ ニラミ カマ

キ リ

ニ ッポンバ ラタナゴ オヤニラ ミ カマ

キ リ

ニ ッポ ンバ ラタナゴ イシ ドジ ョウ イ

トヨ(降 海 型)カ マキリ

カマ キ リ

ア リアケ ヒメシラウオ ア リア ケシラウオ

ヒナモ ロコ カゼ トゲタナゴ ニ ッポ ン

バ ラタナゴ オヤニラ ミ ヤマノカ ミ

カマキ リ

ア リアケ ヒメシラウオ ア リアケ シラウ

オ カゼ トゲ タナゴ ニ ッポ ンバ ラタナ

ゴ オヤニラ ミ ヤマ ノカ ミ カマキ リ

ニッポンバ ラタナゴ カゼ トゲタナゴ

イ トヨ(降 海型)オ ヤニ ラミ カマキ

リ

ニ ッポンバ ラタナゴ カゼ トゲ タナゴ

オヤニラ ミ カマキ リ

ニッポンバ ラタナゴ イ トヨ(降 海型)

オヤニ ラミ 々マキ リ

種
類
数

4

1

1

2

4

4

5

5

3

3

4

1

8

7

5

4

4
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都道府県

45.宮 崎

46鹿 児 島

47沖 縄

調 査 対 象 魚 種 名

カ マ キ リ

カマキ リ

タナゴモ ドキ

種
類
数

1

1-5-2調 査 項 目

(1)生 息地(流 域)の 位置

(2)生 息 環境の概要

(3)保 護 の現状

1-6調 査 方 法

主 と して既存資料 その他 の知見 の収集等により調査を実施する。

1-7調 査 結 果 の と りま とめ

受託 者は,調 査結果を下記 の図票にとりまとめ る。

1-7-1淡 水 魚類分布図

淡水魚類 の分布は,図1-1「 淡 水魚類分布 図」(以 下 「分布図」とい う。)に な らい,国 土地理

院発行 の1/20万 地 勢図に表示す る。

1一,7-2淡 水 魚類調査票

調査 した事項は,表1-3「 淡水魚類調査票」(以 下 「調査票」 という。)に とりまとめ る。

分価 列

左

と

じ

團 渋永魚頬分・布 図
⑳ ⑰ 膿 離 囲

O

U

U

O

3∫蟹

9一厚ア

穆溜/
・〆
穆/

鷲/
汽 〃ρ イトウ

例sゐ を オ3ヨロコマ

σ4イ トヨ 繍

図1-1淡 水 魚 類 分 布 図
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表1-5淡 水魚類調査票

(獅 様式)

0

0

:取 扱

復 略 苦

淡 水 魚 類 調 套 票
繊 褒

都面特県

!9ク8

産 治 ,葛 調'餐 着

.所 属

氏衙.

㌧永 域1危
(夷Dl卜 湖 沼i) 地購 名・万鍵勢揖 尿.護 ・の',現...状

国県 町醐

怒

畷

選.
へ

水

)

菰
要

瑚
轟

当

該 『

域
仁

お

る
'問

題

永眞巧濁

ダム ・堰

河川 放疹

土融鑑績

煎蒙流)・

麟'

嚢

そ の ・他

撫
沸 任・}万町 村

町

源葛
⑳

資料の産類

繊 文献 聞込
確認・年月日

月 ヨ
出 典 痛

考

3一 ノ∂
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1-8実 施 状 況

1-8-1概 要

調査は現地調査,文 献 聞込み等 の既存資料を基礎と し,出 来る限り現地確認に努めた。

調査項 目は,種 類,水 域名,生 息地,調 査年月 日,生 息環境(水 域)の 概要,保 護 の現状,当 該

水域 の問題点(環 境圧),出 典等を対象 と し,所 定 の調査票に従 って記入 された。各調査法の概略

は次の通 りで ある。

(1)文 献 調査

当該種の分布,生 息環境な どを考 慮 して,信 頼 しうる文献を対象に進め られた。

(2)現 地 調査

現地 調査にあた って は,都 道府県 内の当該種 の生息状況を把握す るため,調 査 の対象 河川,湖

沼 の選択を考慮 し,タ モ網,小 型地曳網,投 網,釣,目 視観察な どか ら確認 を行 った。 その他定

置網漁獲物 から,例 えば降潮性魚類 を対象に1部 調査を実施 した。

(3)聞 込 調査(ア ンケー ト調査を含 む)

当該種が生息 するという情報を,直 接当事者に あた って確認 した。ア ンケー ト調査は,都 道府

県 下の学校,漁 業 協同組合な どの関係機関,ま たは個人へ協力を依頼 して進められた。 この場合,

調 査対象種の誤認を避 けるため,図 鑑か ら転写 した図を同封 して情報を収集 したケース もみ られ

た。 いずれの調査 も,種 を査定する際,回 答 内容に対す る信頼性 の是非の判断は,調 査 者自身に

委 ねられた。

(4)調 査 担当者

環境庁において組織 された学識経験者を中心に,都 道府県 ごとに担当(責 任 者)を 人選 して進

め られた。

(5)調 査 対象種

わが国 の淡水 域に生息する魚類 の中で も,主 と して絶滅の恐れ のある,ま たは学術上重要 と思

われる71種 および亜種(変 異型を含む)の 淡水魚類(う ち環境庁指定27種 および亜種,都 道府県

指定44種 および亜種)が 採用 された。

1-8-2調 査 結果のとりまとめ

以上の結果から,淡 水魚類 の生息状況および分布の現状について,そ の概要を都道府県別,調 査

種別に とりまとめた。 また,河 川概要,主 要河川の魚類相,概 略分布図(調 査対象種 のみ),種 別

生息概要,お よび調査票の点検 ・整理 された ものが 一括 して報告 された。 さらに,20万 分 の1地 勢

図に,生 息地点を表示 し 分布図が作成 された。

な 拘 種名および亜種名の採用 にあた って は,調 査者の間で見解 の相異がみ られ,本 報告では必

ず しも一致 していない。 これは調査 者の自主性を尊重 したことによるものである。
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H情 報 処 理

皿 一1入 力 処 理 方 法

昭和55年 度は昭和53年 度実施 された調査の原データをもとに,そ の処理作業を中心に行 った 。 情報

処理作業 の概要は図 皿一1に 示す とお りであ る。

すなわ ち,都 道府県 より得 られた調査票,淡 水魚類 分布原図(1/20万 地勢図に記載)を もとに,

全 国淡水魚類分布図の作成 および調査票内容 のチ ェック検討,磁 気 テープ入力作業の2作 業を中心に

行 った。

皿一1-1地 図 処 理

全国47都 道府県 で作成 された分布原図(1/20万 地 勢図に記載)か ら,調 査票 の情報に対応す る

生息地点(又 は生 息地域)を デジタイザ ー(座 漂解析機)で 読み取り,そ れ らの地点 座漂を経度 ・

緯度に変換 して,種 別に 自動製図機によりプロ ットした。

これ とは別に,日 本列 島の海岸線および河川 の位置をそれぞれ1/20万 地勢図,1/50万 地 勢 図

よりデ ジタイザー(座 標解析機)に より読み取 り,経 緯度変換処理を 行 っ た後,地 図描画プ ログ

ラムによ り自動 製図機で作 図 した。

(1)地 点 読み取 り作業

今回 の調査 は情報数が多 く,そ の内容 も調査原漂と分布地図の2つ に分かれて いるため,地 図

処理に あた って は両者の照 合が必要であ り,手 作業で分布地点 の経度 ・緯度を記載 してい くこと

はほぼ不可能 であることか ら,デ ジタイザ ー(座 漂解析機)に よる機械的な読み取 りを行 った。

読み取 り手順 は図H-1一(c),(d)に 示 す とおりである。

ア.分 布原 図に記載 された地点に通 し番号を付 し(地 図毎に)番 号順に座標を読み取る。

イ.読 み取 った座標を経度・緯度に変換 し,そ の後県 コー ド順,地 図番号順,地 点通 し番号順にS

ORTING(並 べ かえ)を 行 う。

ウ.調 査票によ りコーデ ィングされたデ ータを,イ と同 じく県 コー ド順,地 図番号順,地 点番号

順 にSORTINGし た のら,イ のデータと照 合 しなが ら,種 コー ド,く くり記号,経 度 ・緯

度を持っ全種 フ ァイルを作成 する。

な彪 地点 座標の読み取り要領は,次 の方法に したが った。

・ 分布原 図上に地点記入が ・印で付されてい る場 合は
,そ の地点 の座漂を読み取 る。

・ 分布原 図上に生息地域が くくり線によ って示 されている場 合は
,原 則と して囲 まれ た地域

の中心の座標を読み取 る。

皿 一2デ ー タ シ ー ト記 入 上 の 留 意 点

皿一2-1水 域 名(河 川 ,湖 沼)

調査票の水域名 は,と くに河川に おいて訂正を要する ものが 多 く,20万 分 の1地 勢図に記入 され

て いる水域名 と照 合 して点検 した。 この地勢図に記入 されて いない水域名にっいて は,5万 分の1

地形 図と照合 したが,こ の場 合,調 査票に記載 されている市町村名と水域名および20万 分 の1の 分
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布図に打点 されて いる位置を検 討 した上で処理 した。それ以外 のケースについては,調 査票 の記載

名をそのまま採用 した。

ここで,水 域名 の作業上 の問題点 を2,3あ げて おく。

(1)河 川 名は,何 々水系 とい う表現が 多 くの都道府県で使用 されて いる。 これを20万 分 の1ま たは

5万 分 の1の 地 図と照 合す ると,河 川名 の記入が 可能な ものとそ うでない ものとでは,7:3の

割 合で みら れた。

(2)水 域 名 の記 入されて いない調査票(点 検 した上での)は,全 資料数 の1～2%あ った。

(3)水 田,湿 地帯については,水 域名を表示 することが不可能なので,調 査票に記入 されているも

のを採用 した。

皿一2-2対 照 番 号

調査票に記入 されて いる対照番号は,同 一地点に複数以上の資料があ るため,こ れを新 しい対照

番号(以 下通 し番号と呼ぶ)で 表示 し,か っ 対照一覧表を作成 した。次に,作 業上 の問題点 をいく

つか列挙 して おく。

(1)同 「 対照番号が,20万 分 の1地 勢図(分 布原図)に,複 数 の生息地点記入 され,こ れは調査票

を点検 した上で訂正 した。

(2)分 布原図に記入 されていない対照番号が,100ケ 所程度(数 県)み られた。必要に応 じて調査

担当者に照会 した他 は,調 査票の水域名,市 町村名とを検 討 した上で,新 しく通 し番号を設けて

表 示 した。

(3)分 布 原図に対照番号 が表示 されている のに対 して,当 該調査票がみ あたらない場 合は削除した。

(4)分 布 原図 の1地 点 に,複 数の同種 または異種の調査票がある場合,そ れぞれ の調査票に新 しく

通 し番号を設けて表示 した。 このケースはかなり多 くの調査票にみられた。

(5)調 査 票の行政 区が複数に またがる場 合は,複 数の調査票 と考えて処理 した。

(6)調 査 票の市町村名が記載 されず,か つ分布原図に当該 対照番号が みあた らない場 合は削除 した。

⑦ 調査票 の水域名が水系表示 で,市 町村名が複数に またが っている場 合,「 くくり方 」では河川で

表示 し,電 算に よる全国分布図には打 ち出しを行わなか った。

皿一2-3生 息 環境(水 域)の 概要

調査票の記載 内容を検討 した上で,水 体区分,水 域区分,底 質,水 深,川 幅,pH,淡 水 ・汽水,

水 の清濁,水 草 および付着藻類 の有無に区分 した。 この場 合,原 則 と して記載 されている調査票 の

み とりあげることとした。
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H-4コ ー ド表 〈淡 水 魚 類 〉

ろ次メ ッシ ュコー ド

「メ ッシ ュコー ドの付け方」(P348)参 照

種 数(整 数型 》

種数 の実数

種 コー ド

環 境 庁 指 定 種

コ ー ド

01

0a

O3

04

05

0s

O7

0s

O9

10

11

12

13

14

種 名

イ ト ウ

オ シ ョロ コ マ

ゴ ギ

イシカ リワカサギ

ア リアケ ヒメシラウオ

ア リアケシラウオ

ウケクチウグイ

ヒ ナ モ ロ コ

イ タセ ンパ ラ

ニ ッポ ンバ ラタナゴ

カゼ トゲ タナゴ

スィゲ ンゼニタナ ゴ

ミヤ コタ ナ ゴ

ゼ ニ タ ナ ゴ

コ ー ド

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

種 名

イ シ ドジ ョウ

ア ユ モ ド キ

ネ コ ギ ギ

イ ト ヨ(陸 封型,降 海型)

ハ リ ヨ

ト ミ ヨ

ム サ シ ト ミヨ

イ バ ラ ト ミ ヨ

エ ゾ ト ミ ヨ

オ ヤ ニ ラ ミ

ヤ マ ノ カ ミ

カ マ キ リ

タ ナ ゴ モ ドキ

都道府 県指定種

コ ー ド

28

29

30

31

32

33

34

35

36

3?

種 名

シ ナ イモ ツ ゴ

テ ツ ギ ョ

ヤ リ タ ナ ゴ

アカヒレタビラ

チ ョウセ ンブナ

ボ ウ ズ ハ ゼ

カ ワ ム ツ

ズ ナ ガ ニ ゴ イ

アジメ ドジョウ

ホ トケ ドジョウ

指 定 した都 道 府 県 名

秋田県,山 形県,宮 城県

山形県,宮 城県

宮城県,広 島県,埼 玉県,大 阪府

宮城県

宮城県,栃 木県,埼 玉県,徳 島県

栃木県,熊 本県

埼玉県

静岡県,大 阪府

富山県,石 川県,福 井県,京 都府,大 阪府,奈 良県

石川県,徳 島県,香 川県
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コ ー ド

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

6?

68

69

70

71

種 名

ア カ ザ

ハ ス

イ ワ メ

ムモ ン ア マ ゴ

ジンダイドジョウ

サ ケ

ア ブ ラ ポ テ

イ ト モ ロ コ

ウ グ イ

イ ワ ナ

タ ウ ナ ギ

オ オ ウ ナ ギ

ア フ フ ハ ヤ

タ カ ハ ヤ

カワバ タモ ロコ

ス ナ ヤ ツ メ

ヤ

ア

タ

タ

ア

ヒ

ヒ

ア

ム

エ

マ

マ

モ ロ

メ

ナ

ベ

ギ

ビ

カ

ノ、

ノ、

ノ、

ツ

メ

コφ

コ

ラ

メ

ゼ

ゼ

ゼ

ク

ツ

セ ボ シ タ ビ ラ

カ ワ ヤ ツ メ

ギ バ チ

カ ジ カ

カ ワ ア ナ ゴ

イ ドミミズハゼ

オオクチユゴイ

ユ ゴ イ

指 定 し た都 道 府 県 名

石川県,大 阪府,熊 本県

福井県

三重県,愛 媛県,大 分県

三重県

三重県

京都府

大阪府,鹿 児島県

大阪府

大阪府

奈良県,和 歌山県

奈良県

和歌山県,徳 島県,高 知県

和歌山県

和歌山県

和歌山県
'
鳥取県,愛 媛県

広島県

広島県

広島県

広島県,熊 本県

徳島県

徳島県

徳島県

徳島県

香川県

福岡県

福岡県

熊本県

熊本県

熊本県

熊本県

熊本県

鹿児島県

鹿児島県
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市町村 コー ド

自治省 のコー ド

<<り 方 コー ド

資料の種類コー ド

コ ー ド

1

2

3

区 分

ポ イ ン ト

か こ い

河 川

コ ー ド

1

2

3

4

9

区 分

現 認

文 献

聞 込

その他

不 明

確認年月(整 数型 一部コー ド)

下表の区分に該当しない年については

西暦の下2ケ タの実数 月は実数

コ ー ド

94

95

96

97

98

99

区 分

昭和40年 代

昭和30年 代

昭和20年 代

戦前

大正

明治

備考 コー ド

コ ー ド

1

2

3

4

5

区 分

絶 滅

誤 認

絶滅または誤認

絶滅のおそれ

不明
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水 域 名 コ ー ド

コー ド 水 域 名

北海道

ooi

OO2

003

004

005

006

007

008

009

010

0ii

O12

013

014

015

016

017

01s

O19

020

021

022

023

024

025

026

027

028

029

030

031

032

033

034

035

036

伊 茶 仁 川

茶 志 骨 川

エ トシナ イ川

飛 雁 川

ヤウシユベツ川

床 丹 川

標 津:川

春 別 川

西 別 川

別 当 賀 川

琵 琶 瀬 川

風 蓮 川

佐 川

三 郎 川

姉 別 川

阿 寒 湖

釧 路 川

屈 斜 路 湖

斜 里 川

藻 琴 湖

網 走 川

(釧 路川水系)仁 々志別

(〃

(〃

(〃

(〃

(〃

(〃

川

)幌 呂川

)雪 裡川

)チ ル ワツ
ナイ川

)コ ッタロ刀1

)ヌ マオロ川

)オ ソツベ

新 釧 路 川

シ ラル トロ沼

別 寒 辺 牛 川

尾 幌 川

チヤンベ ツ 川

片 無 去 川

トライベ ツ川

達 古 武 沼

ツ川

037

038

039

040

041

042

043

044

045

046

047

048

049

050

051

052

053

054

055

056

057

058

059

060

061

062

Q63

064

065

066

067

068

069

0no

O71

072

073

074

075

076

塘 路 湖

阿'寒 湖

チ ミケ ップ 湖

禾u男lj刀1

ペ ンケチ ン 川

十 勝 川

ホ0カ ヤ ン トウ沼

当 緑 川

歴 舟 川

湧 洞 沼
'
エ コ ペ ナ イ 川

猿 払 川

狩 別 川

オ サ ツ ナ イ 川

ウ ソ タ ン 川

徳.志 別 川

鬼 志 別 川

天 塩 川

パ ンケ ナ イ 川

ペンケオーカラオマップ川

朱 鞠 内 湖

エ ビシオマ ップ沢

泥 川

プ トカマベ ツ川

モシウンナイ川

ウ ツ ナ イ 川

幌 内 川

雨 竜 川

石 狩 川

空 知 川

金 山 湖

シーソラプチ川

知 来 別 川

自 衛 隊 川

ク トネ ベ ツ 川

声問川(幕 別川)

勇 知 川

サ ロ ベ ツ 川

清 田 川

ドエコヘコロベツ川

077

07s

O79

0go

O81

0s2

083

084

085

086

0s7

0ss

O89

090

091

092

093

094

095

096

097

098

099

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

ペ ン ケ 沼

パ ン ケ 沼

千 歳 川

豊 平 川

尻 別 川

目 名 川

禾1」 男lj力1

ル シ ャ 川

イ ワオ ベ ツ 川

オケッチウシ川

ペ キ ン 川

モ イ レ ウ シ川

カモイウンベ川

オシ ョロツコ川

ル サ 川

ジ ョ ウ ジ 川

ケ ンネ ベ ツ川

サ シ ル イ 川

羅 臼 川

植 別 川

元 崎 無 異 川

ポ ー 川

シ ユ ラ 川

ウ ラ ッ プ。川

クテ ンベ ツ川

イロネンベツ川

武 佐 川

俣 落 川

荒 川

ケ ネ カ 川

パ ナ クシユベツ川

幾 品 川

忠 類 川

ソウキノプカオマナイ川

討 伐 沢

イチ シヨマナイ川

薫 別 川

古 多 糠 川

湧 別 川

丸 瀬 布 川
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117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

136

137

1ss

139

140

141

142

143

144

145

146

14?

148

149

150

151

152

153

154

155

156

15?

158

・武 利 川

トムルベ ンベ沢

湯 沢

シ イ トコ ロ 川

ニ イ トコ ロ川

ユーニイシカ リ川

クワウンナイ川

ヤンベヌ ツプ川

ヌクプヤンペツ川

奥 ノ 沢

漁 川

万 計 沼

漁 入 の 沢 川

音 更 川

糠 平 川

シイ シカ リベツ川

ヤ ン ベ ツ 川

然 別 川

ヌプ ン トム ラウシ川

トム ラ ウ シ 川

ポ ン トムラウシ川

トノカ リウシユベツ川

ホ ロカ十 勝 川

上 ホ ロ カ 川

シ イ 十 勝 川

戸 蔦 別 川

沙 流 川

札 内 川

新 冠 川

オチウシナイ川

オブカルイシ川

ノ ッ ト 川

余 市 川

アメマ ス沢 川

尻 別 川

昆 布 川

千 走 川

達 古 武 沼

渚 滑 川

大 沼

袋 地 沼

菱 沼

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

177

178

179

180

181

182

183

184

185

186

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

月 ケ 湖

発 寒 川

茨 戸 川

余 市 川 古 ・川

オ ンネベ ツ川

網 走 湖

止 別 川

シノマンヤンベツ川

涛 沸 湖

秋 の 川

床 漂 沼

春 採 湖

馬 主 来 湖

コ ム ケ 湖

シブノツナイ川

沙 留 川

常 呂 川

旧 途 別 川

尺 別 川

生 花 苗 湖

ク ッチ ャ ロ 湖

頓 別 川

徳 志 別 川

宗 谷 濁 川

幌 別 川

名 寄 川

パンペケオ ッペ川

静 内 川

日 高 幌 別 川

増 幌 川

遠 別 川

小 平 蘂 川

篠 津 川

江 別 川

幌 向 川

美 々 川

ウ トナ イ ト沼

安 平 川

勇 払 川

幹 線 排 水 路

モ レ エ 沼

錦 多 峰 川

201

202

203

204

205

206

20?

208

209

210

211

212

213

214

215

216

217

218

219

220

221

222

223

224

225

226

227

228

229

230

231

232

233

234

235

236

237

238

239

240

241

242

錦 大 沼

覚 生 川

樽 前 川

ト キ ト 沼

じ ゅ ん 菜 沼

流 漢 沼

戸 切 地 川

大 当 別 川

松 倉 川

湯 の 川

久 根 別 川

大 野 川

汐 泊 川

目 名 川

ル コ ツ 川

ヴ ラ ッ プ 川

長 節 沼

当 幌 川

シラル トロル湖

モ ベ ツ 川

小 向 湖

志 撫 子 川

朝 日 川

剣 渕 川

智 恵 文 沼

上 苗 太 路 川

利 尻 島 姫 沼

羽 幌 川

八 線 沢

福 島 川

知 内 川

札 弦 川

万 別 川

オ ンネ ナイ川

浦 土 別 川

シ ラ ト ロ 湖

ホ マ カ イ 川

東 平 野 川

雷 別 川

サツテベ ツ川

ヌップクマツプク川

北 見 キモ マ沼
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'243

244

245

246

247

248

249

250

251

252

253

254

255

256

257

258

259

260

261

262

263

264

265

266

267

268

269

270

271

272

273

274

275

三 石 川

向 別 川

晃 無 川

阿 別 川

ケ ナ シ ボ 川

ハチャンナイ川

江 部 己 川

遠 浅 川

奥 井 沼

鶴 の 沼

三 ケ 月 沼

別 々 川

樽 前 大 沼

弁 天 沼

古 多 糠 川

メ ム 川

比 布 川

神 水 川

オ サ ラッベ 川

平 木 沼

苫 小 牧 川

朝 日 沼
'大 沼 湖 沼 群

観 音 岩 の 川

赤 岩の無名 沢

無 名 沢

流 漢 川

姫 川

然 別 湖

モ エ レ 沼

江 丹 別 川

フ ツポ ウシ川

テッパンベツ川

青 森

1

2

3

4

5

6

7

8

老

高

奥

前

明

今

山

小

部

瀬

入 瀬

神

泉

田

浜 館

川

川

川

潟

沼

川

川

沢

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

奥 内 川

飛 鳥 沢

天 田 内 川

新 田 川

(汐 立川水系)盛 田川

加 藤 沢 沼

早 掛'沼

新 田 名 部 川

牛 潟 池

平 滝 沼

湯 の 沢

赤 川

岩 渡 沢

森 排 水 路

原 子 溜 池

新 真 部 川

岩 木 川

浄 仙 寺 の 池

蔦 沼

十 和 田 湖

沼

岩 手

1

2

3

4

5

6

7

8

北 上 川

中 津 川

久 慈 川

宇 部 川

赤前川(津 軽石川)

大 槌 川

越喜来湾(海 域)

盛 川

宮 城

1

2

3

4

5

6

7

8

伊 豆 沼

長 沼

(鳴 瀬川水系)吉 田川水
系農業用溜池(松 島町品
井沼地内)
(名 取川水系)支 倉川

北 上 川

(名 取川水系)井 戸浦

魚 取 沼

阿 武 隈 川

9

10

11

(阿 武隈川水系)雄 子尾
川

白 石 川

名 取 川

秋 田

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

圏
雄 物 川

西 部 承 水 路

(八郎潟調整池水系)小
深見川水系

八郎潟 調 整 池

水 沢 川

米 代 川

東 部 承 水 路

船越水 道 水系

(雄 物川水系)横 手川

(〃)岩 見川

鮎 川

君 ケ 野 川

衣 川

子 吉 川

(子 吉川水系)鮎 川

(子吉川水系)石 沢川水
系

(子 吉川水系)芋 川

西 目 川

滝 川

比 詰 川

象 潟川 河 口沖

象 潟 川

川袋 川 河 口沖

(米 代川水系)引 欠川

雄 物 川

男 潟

(雄 物川水系)才 津川

(雄 物川水系)桧 木内川水系

入 見 内 川

(入 見川水系)玉 川

(雄 物川水系)淀 川

(旧 雄物川水系)旭 川

旧 雄 物 川

千 秋 公 園 濠

一165一



35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

4?

48

49

50

51

52

53

54

鮪 川

十 和 田 湖

(雄 物川水系)小 滝川

斉内川(雄 物川水系)

川口川(雄 物川水系)

(雄 物川水系)田 沢疏水
幹線用水路

(雄物川水系)丸 子川

(〃)桧 木内川
(18と 同 じ)

子 吉 川

養 殖 池

東部承水路水系鵜川のか
んがい用溜池

角 助 堤

本 田 堤

女 潟

西 沼

(旧 雄物川水系)旭 川

(〃)太 平川

雪 川

金 浦 町

山 形

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

1?

18

霞 城 濠

(最 上川水系)須 川

前 川 上 流

上 郷 ダ ム

袋 地 沼

新 井 田 川

月 光 川

(最 上川水系)首 野川

(月 光川水系)丸 池

(〃)高 瀬川

(豊 川水系)日 向川

水 無 川

最 上 川

(最 上川水系)押 切川

田 尻 沼

若 畑 沼

羽 山9ダ ム

志 津 の 沼

19

20

21

22

23

24

玉 虫 沼

荷 口川の水 源

土 生 田 沼

深 沢 溜 池

か く れ 沼

羽 入 川 水 源

福 島

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

(阿 賀野川水系)大 川

(〃)只 見川

藤 原 川

(阿 武隈川水系)堀 川

(阿 賀野川水系)濁 川

(〃

(〃

(〃

(〃

(〃

周 辺 池 沼

(〃

)押 切川

)田 付川

)姥 堂川

)鶴 沼川

)白 山沼

)桧 沢川

(阿賀野川水系)荒 海川

(〃)旧 宮川

茨 城

1

2

3

4

5

瀾

霞

北

那

利

ケ

珂

根

沼

浦

浦

川

川

栃 木

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

(那 珂川水系)湯 坂川

(〃)屋 島川

(〃)内 川

(利 根川水系)出 流川

才 川

秋 山 川

赤麻遊水池(利 根川水系
渡良瀬川縦水池)

利良川水系巴波川

那珂川水系那珂川

相 川

巻 川

深 川

追 沢

14

15

草 川 用 水

大沼(通 称)(利 根川水
系赤麻遊水地肉)

群 馬

1

2

城 沼

権 現 沼

埼 玉

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

柳 瀬 川

児玉郡美里村用水池沼

入間川流域管間

新 河 岸 川

元 荒 川

綾瀬川及び大越,千 枚田
場池内の小水路

中 川 流 域

鳩 川

吉 野 川

定 峰 川

寺 沢 川

浦 山 川

横 瀬 川

細 久 保 谷

二 子 山 沢

広 河 原 沢

神

小

中

大

大

赤

股

真

木

大

矢

豆

水

滝

八

井

大

流

森

津

山

苫

沢

の

の

賦

滑

竹

焼

晶

百

戸

洞

川

川

川

沢

沢

谷

沢

沢

沢

川

沢

沢

谷

川

沢

沢

川
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34

35

36

3?

38

39

40

41

42

43

44

45

荒 川

大 除 川

和 名 倉 沢

市 ノ 沢

松 葉 沢

大 洞 川 荒 沢

大 血 川 東 谷

大 血 川 西 谷

白 泰 沢

谷 津 川

薄 川

利 根 川 水 系

千 葉

1

2

3

4

5

6

宮 川

夷 隅 川

養 老 川

利 根 川

与 田 浦

印 旛 沼

東 京

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

神奈1

1

2

東大附属植物園 ・池

善 福 寺 池

善 福 寺 川

洗 足 池

石 神 井 川

目黒自然教育園 ・池

東大附属植物園 ・園

(荒 川水系)大 場川

(荒 川水系)

豊 島 園 ・池

(隅 田川水系)神 田川

石神井公園 ・三宝寺池

石 神 井 川

井之頭 公 園池

権 太 池

三 漢 園

新 潟

1

2

3

4

阿 賀 野

新 信 濃

大

面

川

川

川

川

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

石 川

荒 川

落 堀 川

加 治 川 分 水

新 井 郷 川

福 島 潟

鳥 屋 野 潟

小 阿 賀 野 川

(阿 賀野川水系)早 出川

信 濃 川

(信 濃川水系)大 通川

(信 濃川水系)西 川

(信 濃川水系)中 ノロ川

(信 濃川水系)加 茂川

天 王 川

加 茂 湖

新 川

(信 濃川水系)五 十嵐川

(信 濃川水系)大 河津

鯖 石 川

早

淘

城

姫

田

青

ノ

渦

分水路

川

川

川

川

川

川

(三 面川水系)高 根川

(三 面川水系)門 前川

瓢 湖

能 生 川

富 山

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

庄 川

(小 矢部川水系)山 田川

打 尻 川

小 矢 部 川

白

野

熊

角

下

神

岩

積

野

田

通

川

川

川

川

川

川

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

石 ワ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

上

片

黒

境

平

市

貝

部

曽

川

川

川

川

川

(神 通川水系)井 田川

岸 渡 川

放 生 津 潟

下 条 川

内 川

仏 生 寺 川

宇 気 川

津 幡 川

大 野 川

森 下 川

犀 川

犀 川 扇 状 地

大 聖 寺 川

米 町 川

於 古 川

(手 取川水系)山 島用水
路

(手 取川水系)堂 尻川

(手 取川水系)北 川

手 取 川

(手取川水系)西 川

(手 取川水系)熊 田川

(手 取川水系)得 橋用水

梯 川

倉 部 川

鳳 至 川

(大 聖寺川水系)三 谷川

動 橋 川

(大 聖寺川水系)杉 ノ水
川

浅 野 川

福 井

1

2

3

4

本 願 清 水

新 堀 川

湧水池(裁 判所裏庭)

北 潟 湖
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5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

九 頭 竜 川

日 野 川

井のロ川(永 大産業貯木
場)

三 方 湖

(九 頭竜川水系)竹 田川

(九 頭竜川水系)荷 暮川

(九 頭竜川水系)温 見川

(九 頭竜川水系)熊 阿川

(九 頭竜川水系)足 羽川

(九 頭竜川水系)田 倉川

河 野 川

笙 の 川

(笙 の川水系)五 位川

(笙 の川水系)黒 河川

鯖 川

石 川 細 流

細 川

長 野

1

2

3

4

諏 訪 湖

千 曲 川

木 崎 湖

天 竜 川

岐 阜

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

長 良 川

(長 良川水系)板 屋川

(長 良川水系)五 六川

(揖 斐川水系)中 之江川

(揖 斐川水系),大江川

根 尾 川

(長 良川水系)犀 川

(揖 斐川水系)江 西排水
路

(揖斐川水系)津 屋川

揖 斐 川

木 曽 川

(長 良川水系)津 保川

小 駄 良 川

吉 田 川

(揖斐川水系)牧 田川

飛 騨 川

(長 良川水系)伊 自川

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

(揖 斐 川水系)抗 瀬川

(〃)平 野井川

(〃)水 門川

(〃)相 川

(〃)小 畑川

(〃)金 草川

(長 良川水系)川

(〃)円 原川

神 崎 川

武 儀 川

(揖 斐川水 系)小 津:川

静 岡

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

伊

河

塚

狩

本

持

芝

興

安

藁

大

瀬

太

吉

大

天

気

佐

東 大

津

田

野

谷

越

津

倍

科

井

戸

田

千 瀬

竜

田

鳴

愛 知

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

木 曽 川

豊 川

(寒 狭川水系)境 川

寒 狭 川

(副 川水系)海 老川

島 田 川

(豊 川水系)宇 連川

三 輪 川

(豊 川水系)黄 柳川

(〃)新 戸川

矢 作 川

12

13

14

(矢 作川水系)野 入川

(〃)竜 川

巴 川

三 重

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

五 十 鈴 川

宮 川

安 楽 川

(員 弁川)水 系田切川

雲 出 川

多度町周辺湧水域

下

銚

沓

古

宮

,柘

市

子

植

川

川

川

川

川

川

滋 賀

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

矢 層倉 川

松原干拓地残存水域

曽 根 沼

西 の 湖

琵 琶 湖

東部承水溝(大 同川)

八 島 大 川

平 塚 湧 水 池

地 蔵 川

野 瀬 川

宗 谷 川 流 域

大竜神社境内湧水地

西の沢山本川(上 流 ・下
流)

魚善宇尾養魚場

小暮養魚場横の湧水池及
びその下流

不 飲 川

魚 和 養 魚 場

京 都

1

2

3

4

5

宇 治 川

木 津 川

鴨 川

(淀川水系)保 津:川

(〃)大 堰川
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6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

(〃)清 滝川

宇 川

由 良 川

伊 佐 津 川

舞 鶴 湾

棚 野 川

(由 良川水系)原 川

土 師 川

柱 川

柱 川

大 阪

1

2

3

4

5

6

7

8

淀川(河 川敷 内の池 奴わ

んど")

生 駒山ろ くの溜池

(淀 川水系)芥 川

安 威 川

(神 崎川水系)余 野川

石 川

水 無 瀬 川

大 路 次 川

兵 庫

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

(由 良川水系)竹 田川.

(加古川水系)篠 山川

(〃)籾 井川

(〃)辻 川

(〃)宮 田川

加 古 川

(加 古川水系)葛 野川

(〃)畑 谷川

(武庫川水系)田 松川水
系

円 山 川

矢 田 川

岸 田 川

(岸 田川水系)由 井川

(加 古川水系)杉 原川

(市川水系)越 知川

(

(〃

(〃
西池

夢 前

)猪 篠川

)小 田原川

)(恒 屋川)

川

20

21

22

23

24

25

26

2?

28

29

30

31

32

(揖 保川水系)引 原川

(〃)三 方川

揖 保 川

伊 沢 川

(揖 保川水系)林 田川

(千 種川水系)

C

(

(

C

C

(

(

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

)大 白山川

)佐 用川

)庵 川

)志 文川

)本 郷川

)鞍 居川

)矢 野川

奈 良

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

(紀 の 川水系)吉 野川

(大 和川水系)大 和川

(大 和川水系)葛 城川

(新 宮川水系)北 山川

(〃)十 津川

(〃)弓 手原川

(〃)天 ノ川

(〃)川 追川

(〃)山 上川

(淀 川水系)宇 陀川

(〃)室 生川

(〃)深 谷川

(〃)笠 間川

(〃)芳 野川

(〃)宇 田川

(〃)内 牧川

(十 津川水系)名 張川

和歌山

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

紀 ノ 川

(日置川水系)和 田川

(紀 ノ川水系)鳴 戸川

(〃)湯 子川

有 田 川

(有 田川水系)御 殿川

(日 高川水系)西 川

日 高 川

(日 高川水系)小 又川

(〃)小 薮川

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

富 田 川

(日 置川水系)城 川

日 置 川

(日 置川水系)東 の川

(〃)広 見川

周 参 見 川

古 座 川

(古 座川水系)小 川

(〃)崩 ノ川

熊 野 川

(熊 野川水系)大 塔川

(〃)高 田川

鳥 取

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

1?

18

19

20

21

22

湖

水

東

陸

千

天

日

印

野

板

曳

袋

佐

河

小

加

小

九

石

阿

砥

山

尻

郷

上

代

神

野

賀

坂

井 原

田

治

内

鹿

茂

徳

鴨

塚

見

毘 縁

波

池

池

池

川

川

川

川

川

川

川

川

川

川

川

川

川

川

川

川

川

川

川

島 根

1

2

3

4

5

6

(斐 伊川水系)大 橋川

(〃)亀 嵩川

(〃)久 野川

斐 伊 川

(斐 伊川水系)福 瀬川

(〃)下 横田川
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7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

1?

18

19

20

21

22

23

24

25

26

2?

28

29

30

31

32

33

34

35

36

3?

38

(〃)下 馬樹川

(飯 梨川水系)布 部川

(斐 伊川水系)阿 井川

(斐 伊川水系)内 尾谷川

(〃)内 谷川

(〃)深 野川

(神 戸川水系)頓 原川

(〃)神 戸川

(〃)藤 木川

(江 川水系)江 川

(〃)三 谷川

(〃)矢 谷川

(〃)井 原川

(〃)八 戸川

(〃)猪 子谷川

(〃)早 水川

(〃)来 尾川

(〃)谷 川

周 布 川

(高 津川水系)匹 見川

(〃)紙 祖川

(〃)七 村川

(〃)横 道川

(〃)福 谷川

(〃)中 内谷川

(〃)高 尻川

(〃)蓼 野川

(〃)河 山川

(〃)福 川川

(〃)高 津川

(〃)河 内川

(〃)吉 賀川

冊 山

1

2

3

4

5

6

7

8

9

吉 野 川

梶 並 川

奈 義 川

吉 井 川

備 中 川

豊 岡 川

旭 川

祇 園 用 水

高 梁 川

10

11

12

13

14

15

16

1?

18

19

20

21

22

23

24

25

26

2?

28

29

30

31

32

小 田 川

吉 岡 川

広 戸 川

河 合 川

塔 寺 川

加 茂 川

倭 文 川

公 文 川

血 川

白 木 川

誕 生 寺 川

宇 甘 川

祖 母 谷 川

鴨 川

栗 谷 川

中 津 井 川

増 原 川

小 坂 部 川

成 羽 川

星 田 川

本 郷 川

西 川

滝 川

広 島

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

1?

18

西 城 川

六 の 原 川

熊 野 川

比 和 川

古 頃 川

萩 川

神 野 瀬 川

俵 原 川

和 南 原 川

大 谷 川

可 愛 川

太 田 川

滝 山 川

柴 木 川

(横 川川水系)横 川川

吉 和 川

田 総 川

上 下 川

19

20

21

22

23

24

25

26

2?

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

羅 川

美 波 羅 川

三 篠 川

見 坂 川

安 川

西 宗 川

水 内 川

小 瀬 川

黒 瀬 川

志 路 原 川

帝 釈 川

東 城 川

南 原 川

奥 畑 川

柴 川

本 多 田 川

中 津 谷 川

八 幡 川

玖 島 川

江 の 川

山 ロ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

錦 川

渋 川

倉 谷 川

小 河 内 川

佐 波 川

島 地 川

栗 ノ 木 川

佐 々 連 川

大 坊 川

西 田 川

周 防 難 海

小 瀬 川

由 宇 川

島 田 川

椹 野 川

厚 東 川

絵 堂 川

柿 木 川

木 屋 川

阿 武 川

杢 路 子 川
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22

23

深 谷 川

須 佐 川

徳 島

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

1?

18

19

20

21

香 ノ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

岡 川.

桑 野 川

福 井 川

宍 喰 川

鮎 喰 川

吉 野 川

旧 吉 野 川

板 東 谷 川

折 野 川

日 開 谷 川

東 俣 谷 川

思 籠 野 川

加 茂 谷 川

桑 野 川

園 瀬 川

宮 河 内 谷 川

母 川

神 田 瀬 川

北 河 内 谷 川

勝 浦 川

椿 川

栗林公園 南 湖

小 田 池

新 川

春 日 川

野 間 池

鴨 部 川

津 田 川

財 田 川

満濃地に注ぐ川

土 器 川

亀 越 池

香 東 川

綾 川

金 倉 川

内 場 川

小 出 川

吉 田 川

18

19

20

21

22

23

曽 江 谷 川

愼 川

津 田 川

湊 川

小 海 川

池(不 明)

愛 媛

1

2

3

4

5

6

7

重 信 川

葎 川

岩 松 川

芳 原 川

加 茂 川

面 河 川

大 門 川

高 知

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

野 根 川

羽 根 川

奈 半 利 川

伊 尾 木 川

夜 須 川

物 部 川

仁 淀 川

上 八 川

新 荘 川

棒 原 川

四 万 十 川

蜷 川

三 原 川

,宗 呂 川

地 蔵 寺 川

吉 野 川

汗 見 川

福 島

1

2

3

4

5

6

7

8

9

筑 後 川

多 多 良 川

御 笠 川

那 珂 川

矢 部 川

沖 端 川

関 川

須 恵 川

室 見 川

10

11

12

13

14

今 川

辺 春 川

宝 満 川

諏 訪 川

猪 野 川

佐 賀

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

筑 後 川

田 手 川

城 原 川

巨 勢 川

佐 賀 江 川

多 布 施 川

佐 賀 城 堀

本 庄 江

川 上 川

牛 津 川

多 久 川

潮 見 川

大 木 川

寒 水 川

厳 木 川

六 角 川

嘉 瀬 川

石 木 津 川

有 田 川

長 崎

1

2

本 明 川

浦 上 川

熊 本

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

関 川

菜 切 川

菊 地 川

岩 野 川

合 志 川

尾 田 川

坪 井 川

黒 川

加 勢 川

秋 津 川

江 津 湖

天 明 新 川
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13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

浜 戸 川

網 津 川

砂 川

大 鞘 川

水 無 川

万 江 川

流 藻 川

那 良 川

唐 人 川

白 川

緑 川

矢 形 川

津 留 川

木 山 川

球 磨 川

追 間 川

内 田 川

西 谷 川

氷 川

坂 瀬 川

都 呂 呂 川

下 津 深 江 川

今 田 川

「 町 田 川

津 奈 木 川

桜 川

八 間 川

御 船 川

.大 分

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

山 国 川

駅 館 川

花 月 川

大 野 川

三 隅 川

玖 珠 川

筑 後 川

大 分 川

番 匠 川

久 留 須 川

堅 田 川

諸 方 川

宮 崎

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

北 川

祝 子 川

五 ケ 瀬 川

耳 川

秤 谷 川

石 並 川

名 貫 川

平 田 川

小 丸 川

一 ツ 瀬 川

本 庄 川

大 淀 川

清 武 川

加 江 田 川

鹿児島

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

川 内 川 楠 元

米 ノ 津 川

平 良 川

久 保 田 川

鳥 越 川

日 之 出 川

広 瀬 川

楴 川

女 川

安 房 川

二 又 川

中 間 川

黒 味 川

永 田 川
一 湊 川

志 戸 子 川

種 子 島 熊 野

口 永 良 部 島

沖 縄

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

シ ゲ マ 川

真 喜 屋 大 川

我 部 祖 河 川

西 屋 部 川

入 江 湾

川平地先の水田

元 名 蔵 の水 田

大 原 田

仲 間 川

住吉地先の水田

水体区分 コー ド 水域区分 コー ド

コ ー ド

1

2

3

4

5

6

7

8

9

区 分

川

湖

沼

潟

池

水 止 水

(湧 水)

そ の 他

不 明

コ ー ド

1

2

3

4

5

6

区 分

上 流

上 ～ 中流

中 流

中 ～下 流

下 流

不 明
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生息環境 コー ド

底質 コー ド

コ ー ド

1

2

3

4

5

6

7

8

9

区 分,

泥 炭

泥

砂

砂 礫

転 石

大 石

岩 盤

そ の 他

不 明

標高 コー ド

コ ー ド

う1

2

3

4

5

6

7

区 分

1.0^一5

5^一20

20^一50

50^一100

100^一500

500^一1000

1000以 上

(単 位 鵬)

フk深 コ ー ド

コ ー ド

1

2

3

4

9

区 .分

0^一 〇.5

0.5^一1.0

1.0^一5.0

5.0以 上

不 明

.(単 位 物)

川 幅 PH

コ ー ド

1

2

3

4

5

9

淡水 ・汽水

区 分

1以 下

1^一5

5^一10

10^一50

50以 上

不 明

(単 位 常)

清 濁

.コ ー ド

1

2

8

9

区 分

生データ×10

整 数2ケ タ

不 明

コ ー ド

1

2

9

区 分

淡 水

汽 水

不 明

水 草

コ ー ド

1

2

3

9

付着藻類

区 分

澄

普 通

濁

不 明

コ ー ド

1

2

9

区 分

有 り

な し

不 明

コ ー ド

1

2

3

8

9

区 分

有 り

多 い

少 な い

な.し

不 明

環境圧 コー ド

水質汚濁 放 流

コ ー ド

1

2

3

4

5

6

7

8

9

区 分

有 り

生 活 排 水

工 場 排 水

鉱 業 用 水

農 薬 流 入

土 砂 流 入

そ の 他

な し

不 明

区 分

捕 獲

コ ー ド

1

2

7

8

9

外来種有り

本種 移 殖

そ の 他

な し

不 明

コ ー ド

1

2

3

7

8

9

区 分

有 り

遊 漁

漁 業

そ の 他

な し

不 明

一173一



その他

ゴ ー ド

1

2

3

8

9

区 分

有 り

埋 立

澗 ・ 濁

な し

不 明

ダム ・堰堤

河川改修

土砂堆積

護岸整備

砂利採取

の共通 コー ド

コ ー ド

1

7

8

9

区 分

有 り

そ の 他

な し

不 明

天然記念物 コー ド 保護の現状 コー ド

種

地 域

の共通 コー ド

コ ー ド

0

1

2

3

区 分

な し

国

県

市 町 村

コ ー ド

1

8

9

区 分

有 り

な し

不 明

保 護対策 コー ド 取扱 い コー ド

コ ー ド

1

2

3

4

5

6

7

8

9

区 分

禁漁区の設置

禁漁期間の設置

捕獲の禁止

稚魚の放流

稚魚 ・生息地の保護

魚道の設置

その他

な し

不 明

コー ド

1

区 分

秘
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1調 査要綱及び実施状況

1-1調 査 の 目的

わが国に生息する昆虫類の生息状況を把握するため ,絶 滅のおそれのある種,学 術上重要な種等の

生息地,分 布にっいて調査することである。

1-2調 査 実 施 者

国が神戸大学に委託 して実施する。

1-3調 査 対 象 地域

金国47都道府県全域にっいて調査する。

1-4調 査 実施 期 間

昭和53年度

1-5調 査 内 容

1-5-1調 査 対象種

調査の対象 とす る昆虫類 は,表1-1「 指 標昆虫類種名表」に掲げたもの(以 下 「指標昆虫類」 とい

う)及び表1-2「 調 査対象昆虫類選定基準 」に より,都 道府県 ごとに選定(50～100種 程度)さ れた

昆 虫類(以 下 「特定昆虫類」 とい う)と す る。

表1-1指 標昆虫類種名表 表1-2調 査対象昆虫類選定基準

ム カ シ ト ン ボ

ム カ シ ヤ ン マ

ハ ッチ ョウ トンボ

ガ ロ ア ム シ 目

タ ガ メ

ハ ル ゼ ミ

ギ フ チ ョ ウ

ヒ メ ギ フチ ョウ

オ オ ム ラ サ キ

ゲ ン ジ ポ タ ル

A日 本国内では,そ こに しか産 しない種

例 ミヤ ジマ トンボ(広 島県宮島)

イ イジマル リボシャ ンマ(北 海道釧路)

ヒメチ ャマダ ラセセ リ(北 海道 アポイ岳)

B分 布域が国内若干地域 に限定 されて いる種

例 ミヤマモ ンキチ ョウ

ル ー ミスシジ ミ

C比 較的普通種で あって も,北 限 ・南限等分布限界 になる産

地 にみ られ る種

例 広島県 におけるナガサキアゲハ

静岡県 におけるクロコノマチ ョウ

D当 該地域において絶滅の危機にひん して いる種

E近 年当該地域 において絶滅 したと考 え られ る種

F業 者及びマニアな どの乱獲のため,当 該地域での個体数の

著 しい減少が心配 され る種
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1-5-2調 査 事 項

(1)生 息地 の位置

(2)生 息 環境,生 息状況 の概要

(3)保 護 の現状

1-6調 査 方 法

調査は,主 と して既存資料 その他知見の収集等により,都 道府県単位で実施す る。

1-7調 査 結 果 の と りま と め

受託者は,調 査結果 を都道府県を単位 と して,下 記 の図票 に とりまとめ る。

1-7-1昆 虫類分布図

昆虫類 の分布は,図1-1「 昆 虫類分布 図」(以 下 「分布図」 という。)に ならい国土地理院発行 の

1/20万 地 勢図 に表示する。

1-7-2昆 虫類調査票

調査 した事項 は,表1-3「 昆 虫類調査票 」(以 下 「調査票 」とい う。)に とりまとめる。

0

ゾ ・

4

＼・
O

幽 言引'一 コ
昆虫 類 づi卜布 図(將 定〉
σo ..・ 響

・,ノ

8"

」 〃 ㌔

9"
∫

●33

瀦
錫

　 ド

〃
.厩'・く2∂ レ ん34

..＼.∫.
∂ タ:'ド'8、.

(グ 略.煽 ●甜

観餅 窪197
'都猟

尺 碗

@6b◎ ・・
ゐ2 ,◎o● ●

ノ3一 。 一

ノ4一 一 一

な ● 一 一

ｮ一 一 一

,7一 。 ・

:i

ｮ一 一 一

…

◎ 一 一.

…

8∂ 一 一 一 。

ｮ一 一 一

甲土坤臓

図1-1昆 虫 類 分 お 図'

1-8実 施 状 況

1-8-1概 要

第2回 自然環:境保全基礎調査動物分布調査(昆 虫類)は,実 施要綱によ ってお こなわれた。
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表1-3昆 虫 類 調 査 票

(調 査票 様式)

0

O

抵

糧 コード'

昆 虫 類 調 査 票

(指 標 ・特 定) 艶
名(和 名) 目 生息数

生

息

環

塑叫 ・
生息

状,

泥 .

護
畏
状.

調査着 所属 .氏 る

地 域 石 所 在市町村
市 .町

の

ζ♂99♪
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調査は既存資料を中心とし,必 要に応 じて現地調査,聞 き込みなどを実施 し,可 能な範囲で知見

を収集 した。

1-8-2調 査結果のとりまとめ

調査結果は分布図と調査票に分けて記録された。

分布図は,国 土地理院発行の20万分の1地 勢図に,指 標昆虫と特定昆虫に分けて表示された。た

だ し,生 息地が公表されると乱獲の恐れがある種については,調 査者の判断により,記 載されてい

ない場合もある。

H情 報 処 理

昭和55年 度は,全 国 レベルでのとりまとめを 目的と して,原 デ ータの記載情報 の磁気 テープ化作業と,

指 標昆虫についての分布メ ッシュ図の作成,電 算機を使用 した生育状況等の集計解析をお こなった。 ま

た,原 資料 の保存 のため,分 布原図のマイ クロフィルム化をおこな った。

作業の手順は図 皿一1に 示 す とお りで ある。

皿 一1.入 力 処 理 方 法

今 回の調査は情報数が多 く,そ の内容 も分布原図 と調査票 の2つ に分かれて いたため,集 計 ・解析

にあた っては両者 の照合が必要 であ り,手 計算では多大 な労力を必要 とするこ と,お よび資料の保存

上の利点 を考慮 して,情 報 内容 の磁気 テープ入力化をお こなった。

入力 にあたって は,調 査票内容,分 布原図記載内容を可能 な限 り正確に入力するよ う努めた。特に

分布原図 内容 の入力にあたって はできるだけ小 さな単位で入力すること,集 計 ・解析にあたって他の

関連情報 とのす り合せが可能 であること等を考慮 して基準メ ッシュ(三 次 メ ッシュ)を 単位として入

力 した。

入力は分布図情報 と調査票情報をそれぞれ別 々におこない,電 算機処理 によって2っ の情報 を統合

したファイルを作成 した。

H-1-1分 布 図情報

分布図情報 は,図 葉 ごとに記載 されたポイ ン トや くくり線 に調査票情報 との対 照番号をつけた上

で,よ みとりを おこなった。 これ らの地点を8桁 メッシュコー ド化す るにあたっては,昭 和41年12

月 に行政管理庁 に答 申された基準 メ ッシュシステムを用いた。

(1)地 点 読みとり作業

生息地点 の読み とりは,分 布原図に基準メ ッシュポ リエ ステルフ ィルムを重 ねて8桁 のメ ッシ

ュコー ドを読み とった。点で生息場所が示 されている場合は,そ の点 を囲 む三次 メ ッシュコー ド

を読み とった。 くくり線 で示 されている場合 には,そ の中に含 まれるすべてのメ ッシュコー ドを

読みとった。できるだけ調査票に記入 されている生息場所 と一致 させるため,次 の例 のみ分布原
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①前年度全国集計表

1ζ8ケタの種番号

をつける 《統一番

号)。各県の種番号

と統一種番号との

対照表を県ごとに

作成す ろ

⑤地図と調査票に対

照番号をつける

⑧ メッ シュ トレー シ

ンゲ紙 を作成 し,

3次 メッ シュナ ン

パ ーを読 み とる

⑨生息状況一覧表を

作成する

(チェックリスト

の役兼用)

⑩ コーデ ィングシー

トに記入

⑪読み合せチェック

(調査票と煕合》

⑫地図照合

分布図

1/20万

調 査 票

① 禰 名 コー ドの統 一

⑤対照番号

付け

調
糞票

下
欄

⑦教育委員会

調査者への

照会

②生息環境,生 息状況,保 護

の現状欄を類型化

上欄

③生息環境1生

息状況の整理,

類型

④保趣の現状の

整理,類 型

⑤対照番号

付け

⑧ メッシ ュ コー

ド読み と り

⑥チ、。ク 既 存

資 料
⑥チ、ツク

⑨生息状況
一覧表作成

⑩ コーデ ィング

⑳チ.。ク

⑫ チ ェック

MT

⑬調査票の 「生息環境

「保獲の現状」欄の

コーディング

チ ヱ ッ ク

カー ドパ ンチ

MT

プロ グラ ム開発

全国分布図

の作成
奥 計

考 察

報告書作成

地域指定の状況等に

ついてのMT,お よ

び必要なデータ奥め

「'O層 一「
`処 理l
L_____J

MT

図 皿一1と りま とめ作業 フローチャー ト
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②調査票上欄の内容

を検対し,類 型区

分 し,コ ー ド化を

はかる。あてはま

るものについては

下欄1ζも記入

③④類型区分に基づ

き,調 査票の区分

をおこなう(記 入

方法検説のこと)

⑥既序資料と調査内

容とをつ き合せチ

ェックする

⑦不明の点等は問い

合せ適正にする

天然紀念物

自然公園

ボランテ ィァ・等

⑬朔査票上欄の類型

化された内容をコ
ーディンゲす る



図を一部修正 した。

ア くくり線が明確に とじられて いない場合,

イ1つ の くくり線 によ って,調 査票に記入された場所が複数含まれる場合,

上2例 では,調 査票 に記 された生息地名を足がか りに,く くり線を書 き加えて読み とつた。

ウ 調査票内の生育地が分布原図 に記入 されていない場合,

分 布図 に,点 あるいはくくり線 を書 き加え,そ のメ ッシュコー ドを読みとることを した。

H-1-2調 査 票情報

調査票 の内容 の うち,生 息環境 ・生息状況,及 び保護 の現状の欄は,各 調査者 が比較的自由に記

している。そのため,そ の内容を以下 の項 目に整理 し,各 生息地 の記入欄 と対応 させ た。

(1)「 生 息環境 ・生息状況 」の欄 ……環境の悪化の記入がされて いる時,物 理的,化 学的改変に分

け両者 に該当 しない記入はその他 の変化 に含め,コ ーデ ィング した。

(2)「 保 護の現状」の欄……昆 虫種 あるいは生息地域が天然記念物 に指定 されている項 目と,そ れ

以外 の保護対策 の項 目に分 けて コーデ ィング した。

また,乱 獲 の有無 に関 して も情報 として採用 した。

調査票 の 「生息環境 の現状」の欄 において,重 複 して記入 されている場合 は,生 息環境の悪い状

態 の方 の記入を コーデ ィング した。

以上 のとりまとめを行 った うえで,分 布原図に記載 された生息地点 との対照番号を記入 し,最 終

的な コーデ ィングを行 った。

∬一1-3分 布 図情報 と調査票情報の統合

分布 図情報 と調査票情報 が別 々のフ ァイル に分離 されて収録 されている状態では集 計 ・整理に不

便なため,電 算機処理 によって2っ の ファイルを統合 し,分 析用 ファイルを作成 した。その際,各

県 によ って異な っている特定昆虫 の種名 コー ド番号を4桁 の統一種名番号 に変換 した。

皿 一2.分 布 図 の 作 成

指 標昆 虫10種 にっいて作成 した。

分布の表示は,調 査精度,生 息地が知 られ ることによる乱獲防止等 を考慮 して,2次 メ ッシュ(2

万5千 分 の1地 形 図の大きさに相当する)に よる表示 と した。表示 は,「 現在生息」 「絶滅」「生息

情報 と絶滅情報の混在地域」 「情報はあ ったが,生 息 して いるのか絶滅 したのか記載 がないため不明

な地点」に分類 して表示 した。
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1

皿 一5フ ォ ーマ ッ ト表

(分布データ)

io 20 30 40 50 so

昆 虫

80

レコー ド名称

レコード 過

1-1

桁救
ロジ加 轡{ン

フィジカル

文 字 区 分

..

3次

メ ッシュ コー ド

..

8

県

コ

1

ド

z

種

数

2

レ

コ

i

ド

数

z

Filler

...・ ・ ・ ・ … 。 ・ ・ 。 。 。 。 ・o。

66

io zo 30 40 50 60 70

レコード名帖

レコー ド鰯遅観書号

1-2

桁救
ロジカ彫・9イ ン

ツイジカル

文 宇 区 分

種

0

4

0

4

0

4

0

4

0

4

⑥

4

0

4

⑧

4

0

4

⑩

4

1.1....

⑪

4

⑫

4

⑬

4

⑭

4

⑮

4

⑯

4

⑰

4

⑱

4

⑲

4

⑳

o● ・
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10 zo
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レコード名
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桁救
0ジ カル・サ{ン
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県

コ

i

ド

2

種

番

号

4
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k
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F

1 1
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取

扱
い
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ド

1

生育

環

生
態

1

生

息

数

1

資料の種頬

現 文 聞

認 献 込

1 1 1

備

考

1

天の然餐
、

指 指
定 定

の の
種

類 ・

1 1

そ
の
他
の

　

墾

1

境悪イ

物 化そ
理 学
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改 改
変 変

1 1 1

乱
獲
の
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無

1
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0

皿一4コ ー ド表 く昆 虫>

3次 メ ッシュコー ド

「メ ッシュコー ドの付け方」(P348)参 照

県 コ ー ド

県 コー ド表(P349)参 照

種 数(整 数型)

実 数

レコー ド数(整 数型)

記 録 レコー ド数 の実数

種番号 コー ド

指標種

コ ー ド

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

種 名

ムカシ トンボ

ム カシヤ ンマ

ハ ッチ ョウ トンボ

ガ ロアムシ目

タガメ

ハルゼ ミ

ギ フチ ョウ

ヒメギフチ ョウ

オオムラサキ

ゲ ンジボタル

特定種

印刷の都合 で省略 した。環境庁 自然保護局 自然環境調査室 もしくは 日本野生生物研究セ ンタ

ーまで照会 ください
。

選 定 基 準

該当す るものに1(そ の種が指定種であれば相当す るカラムに1を,特 定種であれば,A～Gの

カラムに該当す るものに1),そ の他 はブランク

特定種A.日 本 にはそ こに しか壼 しない と思 われ る種

B.分 布地域 が国内若干地域 に限定されて いる種

C.普 通種であ って も ,北 限 ・南限な ど分布限界 になると思 われる産地 に分布す る種

D.当 該地域 において絶滅の危機 にひん している種

E.近 年 当該地域 において絶滅 したと思われる種

F.業 者あるいはマニアなどの乱獲 により当該地域 での個体数の著 しい減少が心配 され る

種

G.環 境指標 と して適当であ ると考え られ る種
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取扱 い コー ド

コー ド 区 分

1

生 息環境の状態 コー ド

コー ド 区 分

1良

2不 良

3破 壊

生息数 コー ド

コ ー ド

1

z

3

4

5

区 分
一 いなくなった

+稀

升 少ない

冊 比較的ふつ うに見られる

冊 多い

資料の種類 コー ド

現認 ・文献 ・聞込 の該当する ものに1,他 はブ ランク

備考 コー ド

生息数 コー ドに関する備考,該 当 しな ければブ ランク

コ ー ド

1

2

3

区 分

文献や聞き込み等で生息するという情報があったが,再 調査を必要と考え られるもの

上記に関 して,現 時点において生息 していないと考えられるもの

目 撃

天然記念物 コー ド

コード 区 分

1種 指定

2地 域指定

コー ド

1

2

3

区 分

国

県

市町村

その他の保護対策

コード 区 分

1有 り
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環 境 悪 化 コ ー ド

物理的改変 化学的改変

コー ド

1

2

3

4

5

6

7

8

9

区 分

道路建設

森林伐採

植林

観光開発

建物 ・宅地造成

海岸の消失

河川の改修

ダム建設

その他

コー ド

1

2

3

4

区 分

薬剤散布

河川の汚染

海岸の汚染

その他

その他

コー ド' 区 分

その他の改変

乱獲の有無

コー ド

1

区 分

有
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1調 査 要 綱

1-1調 査 目的 及 び 調 査概 要

わが国の河川においては,水 質の悪化にっいて対策が講 じられてきているが,ダ ム等の建設,護 岸

改修,都 市部における河川の埋立 ・暗きょ化等の著 しい改変による生物相の貧困化,住 民の憩の場の

消失等の問題に対処するための継続的体系的調査は,ほ とんどなされていないのが現状である。

このため,本 調査においては,わ が国の河川の自然性の現況及び利用の状況を把握するために,主

として全国の1級 河川の幹川を対象として,魚 類の生息状況及び河岸の改変状況等にっいて調査する。

また,集 水域全体が原生状態を保っている河川(「 原生流域」)は,わ が国ではごくわずか残され

ているにすぎないと思われるため,早 急に保全対策を講 じる必要から,こ れらの地域の摘出を行う。

1-2調 査 実 施 者

国が都道府県に委託 して実施する。

1-3調 査 対 象 河川 注
1.

別表1「 調査対象河川一・覧」に掲げた河川の河口から上流端までを調査対象とする。

ただし,「 原生流域」の調査は,全 国のすべての河川を対象とする。

1-4調 査 実 施 期 間

昭和54年 度

1-5調 査 内 容 及 び 調 査 方 法

1-5-1河 川 等 の定義

(1)こ の調査で 「河川区域」 とは,河 川法の規定による 「河川 区域」 とす る。

姓)河 川区域 の境界は,建 設省地方建設局の工事事務所(管 理が都道府県または市町村 に委任 さ

れている場合 は,都 道府県 または市町村 の担当課)が 保管 している河川現況台帳の付属図面(通

常,縮 尺1/2,500ま た は1/5,000)に 表 示されている。

(2)「 水 際線」 とは,平 水位における水面が陸地 と接する部分を いう。

(3)「 河 原」 とは,河 川 区域内の陸部の うち,比 較的平担 な部分をい う。

(4)「 河 畔」 とは,河 川 区域の外側幅100mの 区域をい う。

(5)「 右岸」 「左岸」 とは,そ れぞれ上流か ら下流 に向った呼称である。

注1.「 調査対象河川一覧」は,第2回 自然環境保全基礎調査要綱(環 境庁 自然保護局,1979)の13

-58～72を 参 照
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(参考)
の 流 水 敷

② 堤 購 疲.

⑦ ・河.・ 凝・

:
L/

λ_一 γ
lI

ほ ロ

ト ～ 曽
..,警fl

② ◎ のi⑦ ②一 →・
聖

1
'

hら な 」.・.

一河畔 1 衰「川客績
/∂1ρ祝噂『楡 →

響≒麺
1-5-2調 査 調 査

(1)魚 類 調 査

投網による漁獲試験を実施 して,魚 類相を調査する。調査地点数については,そ れぞれの都道
注 亀府県

において別表2に 不 した通 りとする。さらに補足のために既存資料の収集 ・整理及び漁協等

からの聞き取りを行い,次 の事項にっいて調査する。

ア 生息する魚種名

イ.漁 獲量

ウ.放 流量

屯 天然繁殖の有無

す 魚類相に関する記録

また,調 査地点の水温,底 質等を調べるとともに,流 量の変動等についても既存資料より調査

する。

注2.「 調査対象河川一覧」は,第2回 自然環境保全基礎調査要綱(環 境庁自然保護局,1979)の13
-73～86を 参 照
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(2)河 川改変状況調査

現地確認調査を実施 し,次 の事項にっいて調査する。

ア 水際線の改変状況

イ.河 原の土地利用状況

ウ 河畔の土地利用状況

屯 河川横断工作物の設置箇所数

オ 取水施設の有無

力 河川の利用状況

キ 河川環境における不快要因

(3)原 生流域調査

1000ha以 上の面積を有し,そ の全体が人工構築物,森 林伐採等人為の影響が認められないよ

うな河川の集水域(「 原生流域」)を 摘出する。

1-6魚 類 調 査

1-6-1概 要

注1.(
1)別 表1に 示す河川の幹川を対象 として,次 に示す とおり,漁 獲試験及び生息環境の調査を行い,

「魚類調査票」(表1-1)を 作 成する。 また,漁 獲試験 の結果を既存資料の収集 ・整理及 び漁協

等か らの聞きとりにより補足 し,「 魚類調査総括表」(表1-2)を 作 成する。

(2)各 河 川の魚類調査地点数は,幹 線流路延長 により次のとお り定め る。

幹 線 流 路 延 長

75km未 満

75km以 上200km未 満

200km以 上

調 査 地 点 数

5地 点

10地 点

15地 点

ただし,3支 流については,本 流との均衡を考え,鬼 怒川(10地 点),犀 川(5地 点),長 良

川(10地 点)に してある。複数の県を流れる河川については,流 路延長に占める当該県の割合に

従?て,調 査地点数を割り振 った。

(3)上 記の地点数は,調 査対象河川の本流で最低限調査すべき地点数であり,指 定された数以上の

調査地点を設定 したり,支 流まで含めて調査をしてもさしっかえない。

なお,1河 川を2以 上の都府県で分担 して調査する場合,下 流側の県が調査地点数を増やすと,

上流側の県の調査地点番号が変わるので,地点数の変更に当たっては関係都府県間で十分連絡調整

をすること。

(4)河 川の源流部などで,地 形がけわしく,入 谷が困難な場合は,こ れらの区間を除いて漁獲試験

を実施すればよい。

注1.「 調査対象河川一覧」は,第2回 自然環境保全基礎調査要網(環 境庁 自然保護局,1979)の13
-58～72を 参 照
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表1-1魚 類 調 査 票

○.

魚 ∴黎 噛調 査 票

河'啄 】子 テ目 川 名

繍
鞠
河ロからの捷贈

餌賓 月 目

諭査時訓

天 便

気 温

永 温

棟 島

;ヒ

段 潮 によ6
構 穫

ζ

の

屈 の咳駈

瓢葡

麺 の年葡

調'査 地

κ帆

醸 響琴梶
J

a

a

糊 ・ ℃
o℃

離;
蜘'
齪 。

艘:麗
●

点 の概界

磯 〉、例):ヅ.∴

・上流 伽 説に」妙防タ執

・右岸剣にア燦 茂

・上涜我織獺 探によ♂ま

〃 粛知望 ケ破が、ξζ参てい、∂,'

蚕上涜よ嬢 薦入'・
ρ河 麺1改サに

,£〃河:家平餌」ヒ
・璽涜 心々近 の7K菊 徳位・1

畠査 者(所 届 ・氏,后

瞳 度 ・9ク9塵
竃府県i.

稽獲 薫種 名

!・

2(詑 入'例

3オ ィ カ ワ

〆カワAツ

6

ク ,

〃 ア ユ

//

i2

14マ 八 セ い

な × グ'

洛 カ ジカ
!7●

18・',

/9

.LO

之1

潔

.2,3

2タ:

ク

9

0

σ!

記

a3'

3ナ.

6

ク

8

9

4〃

計/8・ 租 類

鞍

.zi

i

6

=～

3(4ノ

〆・捨♪

z)

稽 涛

'1・1勧♪

9ナ.

!6〃

南
の

〃∂o厄

大6噂 ρ)

/5」4

β」之

29ぷ

によ6

備 考

あ の

芸に

2/0

《々 )・(

(61) (6

るもの.

怒調 ・JP)

たも調,

繋 函').

(達♪()肉 ぽ、授 縄 以外 の方法1二.£る漁 癒

鴨で ε8乙入
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表1-2魚 類 調 査 総 括 表

河}1慮 薯

○ ○

河1璽1名

oO)81

魚 種1名

ス ナ ゼ ツ メ ・

ア マ コ"

ニ ジ マ ス

イ ワ ナ

ア ユ

玄,モ=ロ コ

カ マ ツ か

ウ"ゲ マ

ダ カ.・ ハ ヤ

オ イ カ ワ

ギ ン ブ ナ

ゲ'ン ゴ'ロ ウ フ=ナ

ド ジ'ヨ ウ 類

か ジカ 叛 ω

カ デ カ 類 で2)

チ チ プ

力陵ワヨ.ラノ率 ソ

マ ハ'・ ゼ

ウ キ ゴ'・リ

(種 教 計)

魚類柑に

関ヲる

者!
!9イ～7

○

C

○

○

○.

○
.(1

L..一

○
'⑭

t'1

鹸
美2
ン%19

○

n

(1

n
'
.,_i

`1

○

○

類
㌧
)ノ

()
'1L
...

()

翻 一昂

s嘘/5オ2

下井

夙誘

}碕

ム2

,○

σ

○

◇

○
rl
ニ.:,

○

○
・ひ

8'

.○

口 ・

tr,.

,一-

.:.

口

輪

川登

./

...

()

.,..

・○

.、○

三〇

9臼

1

9

口

.ク

ノgl黛.

3亡4」

井草

級z

○

○

:"1,`

nL
:

託

間

黛湊

羅

(舞)

廊
.σ.4〃

○ ・

○

()

○

.8

纏

ノ

'9aタ

UD

22,j

〃」ク

ク94

放 流 量

卵汝溌

(喫)

.,%

/00

麟

ro

穣

聚殖1

.○

3〃 〃'・

0

.備'.考

し蕗〃年より放流

.?

σ 洲議 撫1、 詣
'○

?

○

○.

○
'○

?

○'

○

0

O

ノノ

痢気災生喚酬 歌域 ,

移破て噸 カロ

ジマ ドジヨウらしい

賀料

夫・/00大7享7k産 章邦 星野一賜 と婿

へ・宥承協

酋200末 崖訊囑

榔 ノ又～元湯 授網

(注1♪⑳ ゆ嘩'まで漣詔でき齢 つ紬o

働 プ鍛 他嫡 魚瀬柑の鋸

○ 灘 試騨によ性 慮 擁 認した物

口 上む く外で鱗 からの薗ぎヒηによ

ゆ生爵6幽 詔レたZしの
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1-6-2漁 獲 試 験

漁獲試験は定量的な調査を目指すものではなく,あ くまでも魚類相を調査することが目的なので,

その点に留意 して漁獲試験を実施すること。

したがって,投 網では捕獲できない魚種を捕獲するために,河 川の状態に合わせて適宜,投 網以

外の方法を併用することが望ましい。

また,要 綱では,原 則として投網を使用することになっているが河川の状態によって,投 網を打

つことが困難な調査地点あるいは不適当な調査地点では,投 網を使用せずに,河 川の状態に合った

適当な捕獲方法により漁獲試験を実施 してさしっかえない。

漁獲試験の実施に当たっては必要に応 じて事前に漁業権者との調整をしておくこと。

(1)調 査 地 点

ア 調査地点は,次 の事項に留意しながら設定する。
注2。① 地点数はそれぞれ

の河川ごとに別表2の 魚類調査地点数による。

② 河口と上流端の間に,で きる限り均等に分散するようにする。

③1河 川を2以 上の都府県が分担 して調査する場合には,関 係都府県間で調査地点の位置を

調整する。

④ 湖沼(天 然,人 工)内 での調査は原則として避ける。

⑤ できる限 り投網の打ちやすい場所を選ぶようにする。

(例)
/頼

ノ 雌
鋤4～

上 εち8ノ 碗3 .・oρ}q

盈/紘 ユ 層湖 磁/'＼ ロ

イ.調 査地点 には,下 流側よりSt.1,St.2,… … … とい うように調査地点番号を付す。(1河

川を2以 上 の都府県で分担 じて調査する場合 も,通 し番号 とする。)ま た,調 査地点の通称を

調べ,調 査地点,調 査地点番号 とともに 「河川調査図」(図1-1)に な らい,国 土地理院発行

の1/2.5万 地 形図に表示する。

戊 調査地点 の 「河 口か らの距離」 を河川の流心線 に沿 って計測す る。(単 位 はkmで 小数第1

位 まで求め る。)

屯 調査地点(河 床)の 「標高」を調べ る。(単 位はm単 位で求める。)

(2)調 査 実施期間

調査 は夏(主 として7,8月)に 実施す る。ただ し雨後 の濁 りが著 しい期間は避け,平 常に戻 っ

注2.「 調査対象河川一覧」は,第2回 自然環境保全基礎調査要綱(環 境庁 自然保護局,1979)の13
-73～86を 参 照
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た後 に行 うものとする。

(3)調 査 内 容

調査地点 ごとに,投 網 による漁獲試験を実施 し,次 の項 目について調査す る。

ア 魚種名:捕 獲され た魚種の標準和名(種 レベルまでの)を 調べ る。

イ.捕 獲数

ウ.最 小全長及び最大全長:単 位はmmで 計 測する。

(4)捕 獲 方 法

捕獲には,原 則 として,投 網を使用す る。 ただ し,投 網では捕獲で きない魚種を捕獲するため

に河川の状態 に合わせて適宜,投 網以外の方法を併用することが望 ま しい。

ア 投網 の目合

※目合 の異 なる2種 類の投網(網 目の長 さ18
㎜ と12㎜ 程 度 のもの)を 使用 し,使 用 した投

網の目合を調査票 に記入する。 また,網 裾 の長 さを計測(単 位 はmで,小 数第1位 まで)し,

調 査票 に記入する。

※ 通称6分 目と4分 目

イ.投 網の打数

上記の2種 類の投網についてそれぞれ,捕 獲数が50尾 を越 えるか,ま たは,打 数が10回 に達

するまで打つ。

ウ.投 網を打つ場所

各調査地点において,で きるだけ多 くの種類の魚を捕獲す るために瀬,淵,岸 辺,流 心等河　
川の多様 な状況のところを広 く打つ ようにす る。

孟 投網以外の捕獲方法を用 いた場合は,そ の方法 について,調 査票に記入す る。

(5)珍 魚,雑 種等で,ど うしても種 の同定ができない魚種が捕獲 された場合 は,そ の都度,そ のカ
※

ラー写真 を環境庁あて送付すること。

(※ を購 鷲轡 態で物差し等を添えて撮影する.また'写 真裏面に調査地欄 査月日)

(6)調 査 に当たり,魚 類の捕獲 には,漁 協組合員等 の協力を,ま た,魚 類 の同定 には,専 門家の協

力を得て実施するもの とす る。

1-6-5生 息環境調査

(1)漁 獲試験 の調査地点 ご とに,次 の項 目について調査す る。

ア 気 温

漁獲試験時 の気温 を測定する。測定は,日 光 の直射および周囲の放射を避 けて行 う。(単 位

は℃で小数第1位 まで求め る。)

イ.水 温

漁獲試験時 の水温(表 面水温)を 測定する。測定 はできるだけ流心付近 で行 う。(単 位は℃

で 小数第1位 まで求 める。)

ウ.底 質

現地観察により,底 質の状態が泥,砂,礫,岩,コ ンク リー トのいずれに該当するか調べる。
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なお,瀬 と淵 等により底質 の状態が異なる場合は,分 けて調査票に記入する。

エ 塩 分

感潮域 において,漁 獲試験を実施す る場合 は 「海洋観測指針」(気 象庁編)の 測定法 により

漁獲試験時の塩分を測定す る。測定はできるだけ流心付近で行 う。(単 位は千分率(%。)で 小

数第2位 まで求め る。)

な お,塩 分を測定す るかわりに,比 重計 により,比 重を測定 して もさ しつかえない。(単 位

は,小 数第3位 まで求め る。)

① 「塩分」 とは,海 水1kg中 に含 まれる固形物質の全量をgで 表 わ したものである。 ただ

し,こ のときすべての炭酸塩は酸化物 に替 え臭素,ヨ ウ素を塩素で置換え,有 機物は完全に

酸化す る。

② 「塩素量」 とは,海 水1kg中 に含 まれる塩素 ・臭素 ・ヨウ素 の全量をgで 表 わしたも の

である。ただ し,臭 素 とヨウ素 は塩素 に置換 されて いるものとする。

③ 「塩分」をS,「 塩素量」をClと す ると,

S=・0.030+1.8050C1(ク ヌーツセ ンの式)

④ 「塩素 イオ ン濃度」 ≒ 「塩素量」

(2)調 査地点付近で,調 査地点 と状況が類似 していると思われる地点において,水 温,流 量に関す

る資料があれば,そ の資料 により次 の項 目について調査す る。

ア 夏期水温の 日変動

夏期(7,8月)に おけ る水温の 日変動(平 均水温及 び日較差 の平均)を 調べ る。

イ,夏 期流量の 日変動

夏期(7,8月)に おける流量の 日変動(平 均流量及 び日較差 の平均)を 調べ る。

ウ.流 量 の年変動

流量 の年変動(最 大 ・最小 ・平均流量)を 調べる。

参 考

⑤ 平均水温(夏 期)… …7,8月 の2ケ 月間 における日平均水温 の平均値。(日 平均水温 とは

1日 における水温 の平均値であり,1日 の間に1回 しか測定が行 われていない場合は,そ の

値 を もって 日平均 水温 とす る。)

⑤ 日較差の平均(夏 期水温)… …Z8月 の2ケ 月間における水温 の 日較差 の平均値,(水 温

の 日較差 とは,1日 におけ る最高水温 と最低水温の差 である。)

◎ 平均流量(夏 期)… …7,8月 の2ケ 月間 における日平均流量の平均値。(日 平均流量 とは

1日 における流量(mシsec)の 平 均値であり,1日 の間 に1回 しか測定が行 われていない

場合はその値を もって 日平均流量 とす る。)

⑥ 日較差の平均(夏 期流量)… …7,8月 の2ケ 月間における流量 の 日較差の平均値。(流 量

の 日較差 とは1日 における最大流量 と最小流量の差 である。)

◎ 最大流量(年)・ ・…・1年 間 における最大の 日平均流量。

① 最小流量(年)… …1年 間 における最小の 日平均流量

@平 均流量(年)… …1年 間 における日平均流量の平均値。
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なお,上 記a～dに ついては,で きるだけ最近の年(で きれば,S54年)の データを採用し,

e～gに っいては,長 年のデータの蓄積がある場合は,過 去5年 間の平均値を求めるものとす

る。

(3)調 査地点の概要として,調 査地点付近でのダム,堰,護 岸等の人工構築物の設置状況,水 草の

繁茂状況,水 質,水 のにごり,土 砂の堆積,水 深等魚類の生息,繁 殖に関係すると思われる事項

について調べる。

(4)調 査地点において調査地点付近の状況を示す写真を撮影する。

1-6-4魚 類調査総括表の作成

漁獲試験の他に,既 存資料の収集 ・整理及び漁協等からの聞きとりを行い次の事項について整理

し,「 魚類調査総括表」(表1-2)を 作成する。

なお,魚 類相の調査に関 しては,魚 類に詳 しい専門家の協力をあおぐものとする。

(1)魚 類相に関する記録

当該河川の魚類相全般についての学術調査等による記録があれば,そ の時,記 録されている魚

種名(原 則として当該都道府県に係る分)を 記入する。

魚類相に関する記録については,可 能な限り過去にさかのぼって数多くの記録を調べること。

また,魚 類相に関 して行われた調査であれば対象がある程度限定されているものであっても

「記録」として採択する。

(2)調 査地点別魚類相

漁獲試験及び漁協等からの聞きとりにより,生 息が確認された魚種を漁獲試験の調査地点別に

整理する。

(3)漁 獲量(年 平均漁獲量)

漁獲統計等により過去5年 間の漁獲量の年平均を魚種ごとに単位はtで 小数第1位 まで調べる。

(4)放 流量(年 平均放流量)

放流されている魚類があれば,過 去5年 間の放流量の年平均を魚種ごとに調べる。卵放流の場

合は単位は 「千粒」,稚 魚(な いしは成魚)放 流の場合は単位は 「千尾」で示す。

(漁獲量,放 流量は,過 去5年 間の合計値を5で 除して,求 めること。)

(5)天 然繁殖の有無

当該河川に現在生息していると思われる魚種にっいて,採 卵,人 工艀化によらず自然の状態で

繁殖 しているか どうかにっいて調べる。

1-7河 川 改 変 状 況調 査

1-7-1概 要

別表 酷 斥す河川の幹川の水際線の改変状況 河原の土地利用状況 河畔の土地利用状況,ダ ム,

堰等河川横断工作物の設置箇所数,取 水施設の有無,河 川の利用状況,河 川環境における不快要因

注1.「 調査対象河 川一覧」 は,第2回 自然環境保全基礎調査要綱(環 境庁 自然保護局,1979)の13
-58～72を 参 照
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について,次 に示す とお り既存資料(1/25万 地 形図)に よる調査及 び現地確認調査を実施 レ 「河

川改変状況調査票」(表1-3)を 作 成す る。

1-7-2調 査 区間の設定

河川を河 口より流路延長1kmご とに区切 り,区 切 られた各区間を調査区間 とす る。調査区間 に

は下流側より番号を付す。(1河 川を2以 上 の都府県で分担 して調査す る場合 も,通 し番号 とす為)

各 調査区間 ごとに1-7-4以 下 の項 目にっ いて調査す るものとす る。

なお,調 査区間の設定 に際 しては,次 の ことに留意す る。

(1)流 路 の途中 に,湖 沼がある場合,湖 沼部分 の流路延長は,流 心線 に沿 って計測する。

(2)網 走 湖,十 三湖,小 川原湖,穴 道湖,中 海 にっいては,「 湖沼調査」を実施す るので,調 査区

間は設定す るが,当 該湖沼部分では,河 川改変状況調査は行 なわない。

q殉

.藷縛 ≒
l/隔 二職細 紛
涜lb畿

(3)最 上流端の区間については,区 間延長がlkm未 満 であって も,1調 査区間とする。

また,調 査区間の区切 り線,調 査区間番号を 「河川調査図」(図1-1)に な らい,国 土地理院

発行の1/2.5万 地 形図に表示す る。

1-7-5都 府 県間の調査分担

調査区間にっ いては,河 ロより流路延長1kmご とに区切 ってゆ くのであるが,1河 川を2以 上

の都府県で分担 して調査す る場合,関 係都府県間で調査区間にズ レが生 じないようにす るため,下

流側の県 は,で きるだけはや く調査区間を設定 し,上 流側 の県 との調査分担 の区切 りにつ いて,上

流側の県に連絡すること。

上流側 の県は,下 流側 の県 か ら連絡 された調査分担 の区切 りの位置 より流路延長1kmご とに河

川を区切 り調査区間を設定すること。
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1-7-4水 際線 の改変状況

(1)
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　 コリへ、一 一一～ ○ く二)}q

を、4県と診県 〃調 査 命 但 の〔ζ切1ノ と寸る。

水際線の改変状況を表1-4.のとおり区分し,それぞれの調査区間において,各 区分ごとの合計延

長の10分比を求める。この場合,右 岸と左岸のみを計測 し,中洲については,計測しないものとする。

水際線の改変状況区分の判定は,要 綱の定義を厳密に適用するものとする。すなわち,平 水位

における水面と,護 岸等工作物とが接 していなければ護岸未設置として区分する。

表1-4水 際線の改変状況区分

水際線が コンクリー ト護岸,石 積護岸,

矢 板等の工作物で構成 されて いる。

器 揃ヂ
ロト
ヘ ハ

.一♂;参r

水際線が上記の工作物によって構成されていない。
がけ地である。

がけ地でない。

㈱

㈲

がけ地 とは,傾 斜30。 以上,高 さ3m以 上 の傾斜地をい う。

訪 査 区 町

　
、

、 ②,'、'
ノ ゴ

、 ・.の,・.＼構多議 ミ±
oノ

ノ タも
の

の ・

＼

①～③ の各区分 ごとの合計延長の10

分 比は,右 岸,左 岸 を合せた水際線

の総延長を10と し

Q:Q:Q=3.2.5

(10分 比を求める場合は,現 地を確認のうえ,地 形図上で目分量により求めること。)

(2)水 際 線の改変状況 の調査で,が け地 かがけ地でないかの判断は次の例 のよ うに行 う。
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例1)

ノ 分く味 線 ヵ、ら す 禽 が'け}ヒ

と な つ て い ゐ θ

一 一r》 一 一'

カ・'け'メと

母
区.分 書が"け ・地 であ ゐ 。

(例2)

争

塁≡≡董 董碁 ヲ_一 』一 一一
河、原 がけう也

氷 際 線 ℃ヵ野 弛 あ面 に わ ず が

に 源,・ あ ゐが 貿 ンフ・穿 の剥

用 万、ぐて瓢ぎわ 孝望ノ隻:のノ孟ス!,、のリ8ま・7転:し、.

尋
、ヨL今 ・8ヵ 、・5ナ メに(・ あ ゐ

(例3)

〆

　 　ソ　 　
ノ「「原 か"げ'メ之

(3)枝 川の合流部においては,次 の点に留意 し調査を行 うこと。

ア 水際線の改変状況の調査は図例の(<ll>)の 部分について行う。・

花 河原の土地利用状況の調査は,図 例の 吻 のうち平担な部分について行 う。

(提 防敷,が け地 は河原 には含めない。)

ウ。 河畔 の土地利用状況の調査を行 う場合,枝 川部分は 「自然地 のその他」 と考える。

屯 図例 のように,河 川区域 内にある堰で も,枝 川側に設置 されて いる ものは,河 川横断工作物

として カウン トしない。
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河川区域

1-7-5河 原の土地利用状況

1調 査区間

河原の土地利用状況を表1-5の とお り区分 し,そ れぞれの調査区間において,各 区分 ごとの合計

面積 の10分 比を求める。 この場合,中 洲 の部分 について も計測するもの とす る。

(10分 比 を求める場合は,現 地を確認 の うえ,地 形図上で目分量 により求めること。)

な お,調 査区間 において,右 岸,左 岸及び中洲のいずれにおいて も,幅100mを 越 える河原 がな

い場合は,当 該調査区間では,河 原の土地利用状況の調査 も実施 しない。(調 査区間内でほんの一

部で も,幅100mを 越 える部分 があれば,調 査を実施す る。)

表1-5河 原 の土地利用状況区分

自

然

地

砂礫地または荒原地

背丈の低い草地

背丈の高い草地(ア シ,オ ギ,ス スキ等)

樹 林 地

農業地(水 田,畑,果 樹園等)

未利用造成地(河 川改修等に伴い高水敷が造成されているが,施 設的土地利用,農 業的土地利

用はなされていない。)

施設的土地利用地(自 動車教習場,ゴ ルフ場,グ ラン ド,公 園,広 場等 の施設的な土地利用が

な されている。宅地等 も含む。)
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1-7-6河 畔の土地利用状況

河畔の土地利用状況を表1-6の とおり区分し,各調査区間において,右 岸,左 岸別にそれぞれ,河

畔がいずれの区分に該当するかを調べる。

1調 査区間の片側の河畔において,2以 上の土地利用がなされている場合は,最 も大きな面積を

占めている土地利用を,当 該河畔の土地利用状況区分 とする。

表1-6河 畔の土地利用状況区分

自 然 地(樹 林地,自 然草地,湿 地等自然が人工によって著 しく改変
されていないで自然の状態を保持している土地)

樹 林 地

そ の 他

農 業 地(水 田,畑,放 牧地,果 樹園等の農業的な利用が行われている土地)

夏街地あ工業駕(難 王叢務地・工場・廃棄物処理場・遊園地等都市的な利用が行われ)

・1-7-7河 川 横断工作物の設置箇所数

ダム,堰,床 固,水 門,間 門等 の河川横断工作物(橋 梁 を除 く)を 表1-7の とおり区分し,そ れぞ

れの調査区間 において,各 区分 ごとの設置箇所数を求め る。なお ,聞 門 にっいては,間 門一室をも

って1基 とす る。

また,堰 堤部 の高さ15m以 上 のダムをチェ ック してお く。

表1-7河 川 横断工作物区分

魚 の 潮 上 可 能

魚 の 潮 上 不 可 能

魚 道 有

魚 道 無

魚 道 有

魚 道 無

(注)北 日本 においては,主 としてサケ,サ クラマスが潮 上できれば ,

潮 上可能 と し,西 日本においては,主 として アユが湖上で きれば,

潮 上可能 とする。潮 上可能性の判断については漁協 か らの聞きとり

等により行 う。

また,魚 道が設置 されて いるに もかかわ らず,魚 の潮上が不可能 な河川横断工作物 がある場合 は

その原因が次 のいすれ に該当するかを調べ る。

構造上の問題

管理上の問題

魚道の勾配が急すぎる等,魚 道の構造上の欠陥による。

水を流 していない,土 砂がつまったままで ある等,魚 道の管理上の問題 による。

1-7-8取 水施設の有無

それぞれの調査区間において,取 水施設の有無を調べる。

この調査で 「取水施設」 とは,河 川を横断する工作物を設けて取水する施設であって,か つ当該
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施設 の下流部分の水量を著 しく減少 させるものをいう。発電 ダムのように,取 水 した水を,ふ たた

び放水する ものであって も,ダ ム下流部のかな りの範囲(1km程 度 以上)に わた って水量を著 し

く減少 させるものは 「取水施設」 とす る。

1-7-9河 川 の利用状況

それぞれの調査 区間の河川区域及 び河畔 において,次 に掲 げる利用状況が見られるか どうかにつ

いて調査す る。

(1)風 景探勝(遊 歩道)

(2)キ ャ ンプ

(3)温 泉

(4)ボ ー ト

(5)川 下 り

(6)常 設釣場

年間を通 じ,河 川を区切 って釣場が設け られた もの とす る。

また,漁 業権を持つ漁協等が入漁料を徴収 して釣 りをさせている場合は,「7.漁 業 」

が行 われて いるものとす る。

(7)漁 業

その他に,顕 著 な河川の利用が見 られる場合 は,'調 査票 に記入す る。

河川の利用状況 については,当 該調査区間でその利用が一般的 に見 られ るものか どうかを調査す

るものとし,ま れ に しか行 われない利用は記入 しない。

1-7-10河 川 環境における不快要因

「河川環境における不快要因」 については,不 快 と感 じる者が誰 であるかが重要 な点なので,で

きるだけ都道府県 の自然保護課等 の職員が調査に当ること。調査時期 は夏 とす る。

(1)水 の にごり

(2)水 面上のアワ

(3)河 川 の悪臭

(4)河 川区域内のゴ ミ・残材

(5)砂 利 採取

(6)河 畔 の道路法面

(7)水 量 の少 なさ

(8)渇 水 時の露 出 したダム湖岸

その他 に,河 川環境において非常に不快感 を生 じさせている事例が あれば,具 体的 に調査票 に記

入す る。

1-7-11保 全 地域の指定状況

それぞれの調査区間の河川 区域において,自 然公園,自 然環境保全地域等(以 下 「保全地域」 と

い う。)が 指定 されている場合 には,そ の地域地 区区分を示す。2以 上の地域地区区分がある場合は

そのすべてを示す。
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表1-8保 全地域の地域地区区分

地 域 地 区 区 分

国 立 公 園

国 定 公 園

県 立 自然公園

特 別 保 護地区

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別保 護地区

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別 地 域

普 通 地 域

原生自然環境保全地域

自然環境保全地域

県 自然環境保全地域

特 別 地 区

普 通 地 区

特 別 地 区

普 通 地 区

1-7-12鳥 獣保護区の設定状況

当該湖沼の区域,島 及び湖岸のそれぞれにおいて,鳥 獣保護区の設定状況を調べ,次 により区分

する。

表1-9鳥 獣保護区の設定状況区分

鳥獣保護区の設定がない。

鳥獣保護区の設定がある。
特別保護地区の指定がない

特別保護地区の指定がある

1-8原 生 流 域 調 査

1-8-1概 要

全国のすべての河川を対象 と して,次 に示す とおり,既 存資料 による調査を行 い ,原 生流域を摘

出す る。

1-8-2原 生 流域の定義

この調査で 「原生流域」 とは,次 のすべての要件 に該当する河川の集水域 であって ,そ の面積が

1000ha以 上 のものをい う。

この調査は,1000ha以 上 の面積 を有 し,全 体が人工構築物 ,森 林伐採等 の人為の影響の認め ら

れない河川の集水域が どこにあるのか とい うことを調べ ようとする もので,1級 河川,2級 河 川等

に限定 して調査をするのではな く,全 国のすべての地域を対象 とす る。

(1)集 水域 内で河川改修工事,砂 防工事 が行われていないこと。

(2)集 水域内に人工構築物(建 築物,車 道,各 種工作物)が 存在 しないこと。 ただ し,標 識,測 量

杭等の軽微な工作物及び登 山道,踏 み分 け道等に限定 し,側 溝 などを伴 な う歩道 のようにかなり
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手を入れて作った歩道は認めない。

(3)集 水域内で森林の伐採(皆 伐,択 伐),土 石 ・鉱物の採取 ・水面の埋立,土 地の形状変更等の

人為の影響が認められないこと。(過 去に択伐等による森林の伐採が行われていたが 現在は

行われて お らず,ほ とんど自然の状態に復元 している森林などは,人 為の影響が認められない

と判断 してさしっかえない。)

原生流域を摘出する際,集 水域のとり方は,次 の例のようにする。

(そ れぞれの⑫ の部分で1…h・ 以上の面積を有するものが,そ れぞれ原生瀬 に該当す)

る。

噂斜線 の向 きが異 なるハ ッチは別 々の集水域 と考 える
。

(例1)
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(例9)

OO川

ヘ

ビ ー『
1

雪一 一一__7
亀 …'。9一 一『ア『 一 ノ
覧 一一一7'

'
1

,/

、
、z影 物

蓬多禦:iζ'/

'
/1〃 .

易微

8'一 σ

鼎
覧

ξ'・砂 〃 ム

卿
ll!l〃1
r

(例10)

_Oo川

OO川

惇蔚線

■
望

}噂㌔ 。

ε

、、 「 、 ㌦ 、

、ら
.

∫

・瀧 ・'

'

!i
i

l

i1Y,'

駆
。 ゼ

i

舗
i:
lI、

ρ.鵯 ・

■

.臨9

、

r

i

、

一.轟#イ 琳

'i£ た5禁*3碇 努・

ノ遣隠
〃OO川

oo川

それそ糊(血 ⑪ の紛(一!。。。細 上

の もの か●'それ ・ぐれ 凍 生 城 域 に 蚊 当 す・る.

一210一



1-8-5原 生流域図の作成

原生流域を 「原生流域図」(図1-2)に ならい,国 土地理院発行の1/5万 地形図に図示する。

また,原 生流域に保全地域の指定がなされている場合には,次 により地域地区を図示する。

地 域 地;区 区 分 コ ー ド

保 全 旭 域覧石

旦9.隙 生 流 ♪看「雇=:

2一玉歪9川 購.罷 、

原 生流域1図

有 ぼ 山・

i「調=査嫉li?四1

塵塑 県ioo.i墨

OO・ 国 立公 園.

/!l柵i
!i}量

Ii

'O

O

パ0.2

0

0

○
'3ぎOOOo
一

回士地埋院

右

ヒ

じ

原 生癒域 に該当

すろ勲 く域 ・

紫{邑のセ鉛筆で表示、

原生ヲ菟威;号

＼オ旨艶 で彩色

図1-2原 生 流 域 図
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地 域 地 区 区 分

国 立 公 園

国 定 公 園

県 立 自然公園

特別保 護 地 区

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別保護 地 区

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別 地 域

普 通 地 域

原 生 自然 環 境 保 全地 域

自然環 境保全地域

県自然環境保全地域

特 別 ・地 区

普 通 地 区

特 別 地 区

普 通 地 区

指定色

澄 色

ピンク色

水 色

澄 色

ピンク色

水 色

ピンク色

水 色

榿 色

ピンク色

水 色

ピンク色

水 色

色 鉛 筆 の 指 定

三 菱 ポ リ カ ラ ーNα7500-4

〃 13

〃 8

〃 4

〃 13

〃 8

〃 13

〃 8

〃 4

〃 13

〃 8

〃 13

〃 8

原生流域 について,河 川名,流 域面積,関 係する市町村名,保 全地域名,植 生 の概要等を調査す

る。

1-9調 査 結 果 の と りま と め

受託者 は,調 査結果を下記の図票に とりまとめる。

1-9-1魚 類 調査票

調査事項 を,「 魚類調査票」(表1-1)に と りまとめる。

1-9-2魚 類 調査総括表

調査事項 を,「 魚類調査総括表」(表1-2)に と りまとめ る。

1-9-5河 川 改変状 況調査票

調査事項を,「 河川改変状況調査票」(表1-3)に とりまとめる。

1-9-4河 川 調査図

河川区域,魚 類調査地点,河 川改変状況調査の調査区間を 「河川調査図」(図1-1)に な らい,

国 土地理院発行の1/2.5万 地 形図に表示す る。

1-9-5原 生 流域図

調査 した結果を,「 原生流域図」(図1-2)に な らい,国 土地理院発行 の1/5万 地形図 に表示

す る。
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皿 一1フ ォ ー マ ッ ト表 河 川

レコー ド名豚

レコー ド 遷

1-1

桁数
0ジ 動膨・サ{ン

フィジカル

文 宇 区 分

10
・ ● ●

河
川

番

号

4

県
コ

1

ド

z

20
o・ ・

河
川

延

長

4

調

査

地

数

z

流
入

海

域

3

30 as

河川 名(カ ナ)

15

sa

調
査
区
間
長

3

10

種数

4

so

Filler

96●o電ro■8,ρ9の ψu8D,● ● ● ● ■ ● ● ● ●o● ● ● ●o・

43

1

日
ね

1

レコー ド名称

レコード縁遷観書号

1-2

桁数
ロジ筋 轡イン

7イ ジカル

文 宇 区 分

調
査
地
点
番
号

z

20 30 40
o●

河 口

か らの

距 離

4

椋 高

4

50 60 70

左 に 同 じ

10

左 に同 じ

is

左 に 同 じ

10

10

左 に 同 じ

10

左 に 同 じ

10

左 に 同 じ

10

9● ● ●

左 に同 じ

io

zo 30 40

レコoド

レ戸噛 ド毎埋続8号

1-3

桁数
ロジ加 ・燈 イン

7イ ジカル

文 宇 区 分

50 60 70 so

魚 種

コー ド

● ●o●

5

樋の 有 無Oor1

921倒 ④

iii
ll;

U U ⑦ ⑧⑨

3

2

8

1⑪i⑫⑬i⑭i
,lll

15

放

流

の

有

無

1

　

鋒
蓼嘉

1

Filler

58
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H-2コ ー ド表 く河 川 〉

河川 コー ド

調 査対象河川 リス トに準 じ順序 づけたが,枝 番,追 加河川を考慮 した4ケ タコー ドである。

コ ー ド

ooao

OO30

0040

0050

0010

0060

0070

00so

OO90

0izo

O130

0100

0110

0140

0210

0220

0230

0240

0250

0330

0340

0350

0352

0360

0370

0380

0390

0400

0410

河 川 名

渚 滑 川

湧 別 川

常 呂 川

網 走 川

天 塩 川

留 萌 川

石 狩 川

尻 別 川

後志利別川

釧 路 川

十 勝 川

鵡 川

沙 流 川

岩 木 川

米 代 川

雄 物 川

子 吉 川

最 上 川

赤 川

荒 川

阿 賀 野 川

信 濃 川

犀 川

関 川

姫 川

黒 部 川

常 願 寺 川
'
神 通 寺川

庄 川

コ ー ド

0420

0430

0440

0590

0620

0s70

0680

0690

0700

070

0720

0730

0740

0150

0160

0170

0180

0190

0200

0260

0270

02so

O282

0290

0300

0310

0320

0450

0460

河 川 名

小 矢 部 川

手 取 川

梯 川

由 良 川

円 山 川

九 頭 竜 川

北 川

千 代 川

天 神 川

日 野 川

斐 伊 川

江 の 川

高 津 川

高 瀬 川

馬 渕 川

北 上 川

鳴 瀬 川

名 取 川

阿 武 隅 川

久 慈 川

那 珂 川

利 根 川

鬼 怒 川

荒 川

多 摩 川

鶴 見 川

相 模 川

狩 野 川

富 士 川

コ ー ド

0470

0480

0490

0500

0510

0520

0530

0540

0542

0550

0560

0570

0580

0650

0660

0600

0610

0630

0640

0750

0760

0770

0780

0790

0soo

O810

0sao

O830

0s70

河 川 名

安 倍 川

大 井 川

菊 川

天 竜 川

豊 川

矢 作 川

庄 内 川

木 曽 川

長 良 川

鈴 鹿 川

雲 出 川

櫛 田 川

宮 川

紀 の 川

新 宮 川

淀 川

大 和 川

加 古 川

揖 保 川

吉 井 川

旭 川

高 梁 川

芦 田 川

太 田 川

小 瀬 川

佐 波 川

吉 野 川

那 賀 川

物 部 川

コ ー ド

osso

O890

0840

0850

0sso

O900

1050

1060

1070

1090

0910

1020

1030

1040

0920

0930

0940

0950

0960

0970

0980

0990

1000

1010

1080

1100

※

河 川 名

仁 淀 川

四 万 十川

土 器 川

重 信 川

肱 川

遠 賀 川

五 ケ 瀬 川

小 丸 川

大 淀 川

肝 属 川

山 国 川

大 分 川

大 野 川

番 匠 川

筑 後 川

矢 部 川

松 浦 川

六 角 川

嘉 瀬 川

本 明 川

菊 池 川

白 川

緑 川

球 磨 川

川 内 川

浦 内 川

順 不 同

県 コ ー ド

県 コー ド(P349)参 照

河川延長(整 数型)

都 道府県単位 に該当河川の延長 キロ数を記載 した。すなわち2県 にまたが る場合 は1県 ずつ県 内

の延長を記載す ることであり,当 該河川 の総延長は河川番号 によって2県 分を合算 することとなる。

(㎞ 単 位)
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調査地点数(整 数型)

河 川調査地点 の当該 都道府県 内分について地点数 を記載 した。

流入海域 コー ド

海域 コー ド(P372)参 照 のこと

河川名(文 字型)

カナ

調査区間長(整 数型)

(㎞単位)

魚種数(整 数型)

調 査地点番号(整 数型)

河 口か らの通 し番号(調 査県 が変わって も同 じ番号)

最 大値15ま で の番号。 フォー マ ッ ト表中の種 の有無① ～⑮ に対応 してい る。

河 口か らの距離(整 数型)

調 査地点 の河 口か らの距離(0.1km単 位)

標 高(整 数型)

調 査地点 の河床 の標高(単 位m)

魚種 コー ド

原色魚類検索 図鑑(阿 部宗明著)に おける魚類体系に準 じ科 コー ドを設定 し,出 現魚種コー ド(3

桁 の科 コー ドにっ つ く2桁 の種 コー ドの組み合わせ)を 設定す るσ種 コー ド(2桁)の うち00～59

は淡 水魚 コー ドとし,60～99は 海 童魚 とした。なお,淡 水魚 と海産魚の 区分に ついては,原 色淡水

魚図鑑(中 村守純)に 集載 される ものを淡水魚 と し,そ の他は海産魚 とした。

科

コード

001

002

003

004

005

006

007

oos

009

010

科 名

ヤツメウナギ

シユモクザメ

ホシザメ

アカエイ

チ ョ ウザ メ

ハ イ レ ン

カライワシ

ギス

コ ノ シ ロ

ウ ル メ イ ワ シ

種' 魚 種 名

コード

00

0f

oa

61

61

61

62

63

64

01

01

Ol

81

01

02

61

ヤツメウナギ類

カ ワヤツメ

スナヤツメ

シユモクザメ

ドチザメ

ア カ エ イ

ズ ク エ イ

ヒ ラ タ エ イ

ツバ ク ロ エ イ

'チ
ョウ ザ メ

ハ イ レ ン

カライワシ

ギ ス

コ ノ シ ロ

ドロ クイ

ウ ル メ イ ワ シ

科

コード

011

012

013

科 名

ニ シ ン(イ ワ シ)

カタクチイ ワシ

サケ

種

コード

01

61

62

of

O2

of

O2

03

04

05

0s

O7

08

09

10

11

魚 種 .名

.ニシ ン

マ イ ワ シ

サ ッパ

カ タ クチ イ ワ シ

エ ツ(マ エ ツ)

イ トウ

カ ワ マ ス

ゴ ギ

ア メ マ ス

エ ゾ イ ワ ナ

オ シ ョロ コ マ

イ ワナ

ニ ジ マ ス

ブ ラ ウ ン トラ ウ ト

カ ラ フ トマ ス

ヒ メ マ ス
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科

コード

014

015

ors

017

ois

019

ozo

021

022

023

科 名

アユ

ワカサギ

(キ ュウ リウオ)

シ ラウオ

ニギス

ヒメ

エ ソ

アオメエソ

ハダ カイワシ

ミズ ウオ

コ イ

種

コード

12

13

14

15

16

1?

18

01

01

02

03

04

05

01

02

03

04

61

61

61

62

63

61

61

61

00

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

魚 種 名

サケ

マスノスケ

イワメ

サ クラマス

ヤマメ

ビワマス(ア メノウオ)

ア マゴ

アユ

シシャモ

キ ュウ リウオ

チ カ

ワカサギ

イ シカ リワカサギ

ア リアケ シラウオ

アリアケヒメシラウオ

シラウオ

イシカワシラウオ

ニギス

ヒ メ(ホ ト トギ ス)

マエソ

トカゲ エソ

オキエソ

アオメエソ

ハ ダカイワシ

ミズウオ

コイ類

ムギ ツク

タモ ロコ

ホンモロコ

イ トモ ロコ

スコモ ロコ

ニゴイ

ズナガニゴイ

ヒガイ

ツチフキ

カマツカ

ゼゼラ

モツコ

シナイモツゴ

ヒナモ ロコ

科

:}一ト

一216一

科 名
種

コート

15

16

1?

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

54

55

51

魚 種 名

カワバ タモロコ

マルタ(ジュウサンウ塀)

ウケグチ ウグイ

ウグイ

エ ゾウグイ

ヤチ ウグイ

ア ブラハヤ

タカハヤ

アオウオ

ソウギ ョ

ハ ス

オイカ ワ

カワムツ

ワタカ

コク レン

バクレン(レ ンヒー)

コイ

キ ンブナ

ギ ンブナ

ナガ ブナ

ニ ゴロブナ

ゲ ンゴロウブナ

ヤ リタナゴ

ア ブラボテ

ィ タセ ンパ ラ

カネ ヒラ

イチモンジタナゴ

タナゴ

ア カヒレタビラ

シ ロヒゲタビラ

セボシタビラ

ゼニタナゴ

カゼ トゲ タナ ゴ

タイ リクバラタナゴ

ニッポンバラタナゴ

ウグイ類(ハ ヤ類)

スイゲンゼニタナゴ

キ ンギ ョ(ヒ フナ)

タ ビラ類

ニシキゴイてコイ)→@



科

コート

024

025

oas

027

02s

029

030

031

032

033

034

035

036

03?

038

039

科 名

ドジ ョ ウ

ナマズ

ゴンズイ

ギギ

カワヘビ(タナウギ)

ウ ナギ

アナゴ

ハ モ

ウ ミ ヘ ビ

ウツボ

ダツ

サ ンマ

サ ヨ リ

トビウオ

メダカ

カダヤ シ

種

}ト

52

53

00

01

02

03

04

05

06

07

00

0f

O2

61

01

02

03

04

01

Ol

O2

60

61

62

61

61

61

62

61

62

61

01

02

61

62

01

02

01

魚 種 名

フナ類

マルタウグイ→マルタ

ヘラブナーゲンゴロウブチ

モロコ類 タナコ類 ⑯

ドジ ョウ類

ドジ ョウ

フ ク ドジ ョウ

エ ゾ ホ トケ

ホ トケ ドジ ョウ

ア ユ モ ドキ

ス ジ シ マ ドジ ョ ウ

シ マ ドジ ョ ウ

ナマズ類

ナマズ

ビワ コオオナマズ

ゴンズイ

アカザ

ネコギギ

ギバチ

ギギ

タ ウ ナギ ●

ウナギ

オオ ウナギ

アナゴ類

マアナゴ

クロアナゴ

ハ モ

ダイナンウ ミヘビ

ウツボ

トラウツボ

ダツ

テンジクダツ

サ ンマ

サ ヨ リ

ク ル メサ ヨ リ

トビ ウオ(ホ ン トビ)

ホ ン トビ

メ ダ カ

タ ップ ミ ンノー

カダヤシ

科

コート

040

041

042

043

044

045

046

047

048

049

050

051

052

053

054

科 名

イ トヨ(ト ゲウオ)

ヨ ウジウオ

ヤ ガラ

マツ カサ ウオ

プ リソデウオ

マ トウダイ

トウ ゴ ロ ウ イ ワ シ

ボ ラ

カ マ ス

トウユウ(キノボリウオ)

勧 ㌃ ドジ。ウ)

シイラ

サバ

タチ ウオ

ア ジ

種

コート

02

01

02

03

04

05

06

61

62

63

61

62

61

61

61

62

61

62

63

64

01

02

01

02

01

01

02

61

60

61

62

61

01

60

61

62

63

64

65

66

魚 種 名

グ ッ ピー

イ トヨ

ハ リ ヨ

ト ミ ヨ

エ ゾ トミ ヨ

イ バ ラ ト ミ ヨ

ム サ シ ト ミ ヨ

ヨ ウ ジ ウ オ

ヒフ キ ヨウ ジ

a

タ ツ ノ オ トシ コ

アカヤガラ

アオヤガラ

マツカサウオ

サケガシラ

マ トウダィ

カガ ミダイ

トウゴロウイ ワシ

ギ ンイソイ ワシ

ムギイワシ

イソイワシ(ナメノハナ)

ボ ラ

メナダ

カマス(ア カカマス)

ヤ マ トカ マ ス

チ ョウセンブナ

ン シ ョ

(ラ イ ヒ ー)

カ ル ム チ ー

シ イ ラ

サバ類

マサバ

ゴマサバ

タチウオ

ギンガメアジ(ナガエバ)

ア ジ類

マルアジ

マア ジ

メアジ

シマアジ

カイ ワリ

イ トヒキアジ
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科

コード

055

056

057

058

059

oso

061

osa

063

064

065

066

067

068

069

科 名

ヒイ ラギ

ギ ンカガ ミ

スギ

ゴボシダイ

イボダイ

テ ンジクダイ

ムツ

ユゴイ

ハ タ(ス ズキ)

マツダイ

フ エ ダ イ(タ ル ミ)

シマイサキ(シマイサキ)

イ サキ

メイチ ダイ

タ イ

種

コート

6?

68

69

70

71

of

61

62

61

61

61

61

61

62

63

61

01

61

01

02

03

61

62

63

64

65

66

67

68

61

01

02

61

01

02

61

62

63

61

of

魚 種 名

ヒラマサ

カンパチ

ブ リ

ブ リモ ドキ

イケガツオ

ヒイ ラギ

ヒメ ヒイ ラギ

オキ ヒイ ラギ

ギ ンカガ ミ

スギ

ハ ナビラウオ

イボダイ

テ ンジクダイ

クロイシモチ

ネンブツダイ

ム ツ

ユ ゴイ

ギ ンユゴイ

オヤニ ラミ

スズキ

ヒラスズキ

ア ラ

イシナギ

アカハ タ

アオハ タ

クエ

マハ タ

ノミノクチ(ホシハタ)

コモ ンハ タ

マツダイ

ナ

コ マ フ エ タ イ

オ キ フ エ ダ イ

ヨ コ ス ジ フ エ ダ イ

シマイサキ

ヤガタイサキ(コ トヒギ)

イサキ

コシ ョウダイ

ヒゲ ダイ

メイチダイ

クロダイ

科

コート

070

071

072

073

074

075

07s

077

07s

079

080

081

os2

083

084

085

科 名

メジナ

ゴ ク ラ ク メ ぐ"ナ
ス ズ ミ

クロサギ(マ マギ)

ニ ベ

イシダイ

ヒメ ジ

タカ ノハダイ

キス

ハ タ ハ タ

ツ バ メ コ ノ シ ロ

トラギス

ノドクサリ(ネズッポ)

イ カナゴ

シワイカナゴ

ヘ ビギ ンポ

イ ソギンポ

種

コート

02

61

62

63

64

61

62

61

61

62

61

62

63

61

62

61

62

61

62

61

62

61

61

61

61

62

63

64

65

66

61

61

61

60

61

62

63

64

65

66

魚 種 名

キヂ ス(キ ビレ)

ヘ ダイ

マダイ

チダイ

キダイ

メ ジナ

オキナ メジナ

イ ス ズ ミ
コ"一""

ダイ ミョウサギ

クロサギ(ア マギ)

イ シモチ

コイチ

ニベ

イシガキダイ

イシダイ

ヒ メ ジ

ウ ミ ヒ ゴ イ

タカノハ ダイ

ユウダチタカノハ

キス(シ ロギス)

ヤ ギス(ア オギス)

ハ タ ハ タ

ツバ メ コ ノ シ ロ

トラギ ス

トン ガ リ ヌ メ リ

ヤ リ ヌ メ リ

ヨ メ ゴ チ

ハ タ タ テ ヌ メ リ

ネズ ミゴチ(ノ ドクサ リ)

ネ ズ ッポ

イ カナゴ

シワイ カナゴ

ヘ ビギ ンポ

イソギ ンポ

コケギ ンポ

イダテンギ ンポ

ナベ カ

ニ ジギ ンポ

ウナギギ ンポ

カエルウオ
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科

コート

086

os7

oss

089

090

091

092

093

094

095

096

097

098

099

科 名

ニシキギ ンポ

タウエカ ジ

ウ ミタナゴ

スズメダイ

ベ ラ

ブダイ

ツバ メウオ

チ ョ ウ チ ョウ ウ オ

カゴ カキ ダイ

ツノダシ

ニザダイ

アイゴ

ドンコ(カ ワアナゴ)

ハ ゼ

種

コート

61

62

61

62

61

60

61

62

63

64

61

62

63

64

65

66

6?

68

61

61

61

63

61

61

61

62

61

01

02

03

01

02

03

04

05

06

07

0s

O9

魚 種 名

ギ ンボ

ムスジカジ

タウエカジ

ウナギカジ(ヌイメカジ)

ウ ミタナゴ

ス ズ メ タ

(イ ソ ロクセン,リ ボン)

ソ ラ ス ズ メ ダ イ

ス ズ メ ダ イ

シ マ ス ズ メ ダイ

オ ヤ ビ ッ チ ャ

イ ラ

コブダイ(カ ンダイ)

オハ グロベ ラ

ササノハベラ

キ ュウセ ン

ホンベラ(ヤナギベラ)

カ ミナ リベラ

ニシキベ ラ

ブダィ

ソバ メウオ

トゲチ ョウチ ョウウオ

チ ョ ウチ ョウ ウ オ

チ ョウハ ン

カゴカキ ダイ

ツ ノ タ シ

シマハギ

ニザダイ

ア イ コ

ドンコ

カワアナ ゴ

チチブモ ドキ

シロウオ

ミミズハゼ

トビハゼ

ビリンコ

ウキゴ リ

イサザ

アシシロハゼ

マハゼ

ハゼ クチ

科

コート

100

101

科 名

ウバ ウオ

カサゴ(フサカサゴ)

種

コート

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

73

74

?5

76

77

00

61

62

01

61

62

63

64

65

66

67

6$

69

70

魚 種 名

ボウズハゼ

チチ ブ

シマハゼ

ヒメハゼ

ウロハゼ

アベハゼ

ゴクラクハゼ

ヨシノボ リ

カワヨシノポ リ

ジ ュズカケハゼ

クモハゼ

イ トヒキハゼ

チ ャガラ

キ ヌバ リ

ニクハゼ

ヘビハゼ

アゴハゼ

ドロメ

アカハゼ

サ ビハゼ

シ ョウキハ ゼ

ヒモハゼ

ムツゴロウ

ワラスボ

チワラ'スボ

ハナハゼ

ハゼ類

ウバ ウオ

ミサ キウバ ウオ

ク ロ ソイ

メバ ル

トコ"ッ トメ ノ寸ノレ

ウ ス メ バ ル

キ ツ 不 メバ ル

タ ケ ノ コ メ バ ル

シマソイ(ム ラソマ)

カ サ ゴ

イ ソ カサ ゴ

s

ミノ カサ コ

オ ニ オ コゼ
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科

=ト ド

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

科 名

アイナメ

コチ

クマ カエウォ

カジカ

ホウボウ

セ ミホウボウ

クサ ウオ

コバ ンザ メ

チコダフ

タラ

ヒ ラ メ

カ レ イ

種

コート

?1

61

62

01

61

62

63

61

01

02

03

04

05

06

61

62

63

61

61

61

61

61

61

62

63

61

62

01

02

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

魚 種 名

ハオ コゼ

クジメ

アイナメ

コチ(マ ゴイ)

トカゲ ゴチ

メゴチ

イネゴチ

サ ブロウ

ヤマ ノカミ

カマキ リ

ハ ナカジ カ

カン1キョウカジカ

カジカ

ウツセ ミカジカ

・アナハゼ

アサ ヒアナハゼ

イダテ ンカジカ

ホウボウ

セ ミホ ウボウ

クサウオ

コバ ンザ メ

エ ゾ イ ソ ア イ・ナ メ

タ ラ(マ ダ ラ)

コマ イ

ス ケ トウ ダ ラ

ヒラメ

カンゾウビ ラメ

.ヌマガレ カワカレイ
タカノハガレイ)

イ シガ レイ

アカガレイ

ソウハチ

ムシガ レイ

ホシガ レイ

マツカワ

メイ タガ レイ

アサバ

スナガ レイ

マガ レイ

マコガ レイ

クロガ レイ

科

コード

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

科 名

ササウシノシタ

ウ シ ノ シ タ

ベニ カワムキ

ギマ

モ ンガラカワハギ

カワハギ

ハ コ フ グ

マフグ

ハ リセ ン ボ ン

イザ リウオ

アカグツ

ノマス

種

コート

72

73

61

61

61

61

61

61

62

63

64

65

66

61

62

63

64

01

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

60

61

61

62

63

64

61

62

of

魚 種 名

クロガ シラガ レイ

ヤナギムシガ レイ

セ トウ シ ノ シ タ

ク ロ ウ シ ノ シ タ

ベニカワムキ

ギマ

ア ミモンガ ラ

カ ワハギ

ア ミメハギ

ウマズラハ ギ

ウスバハギ

ソウシハギ

アオサハギ

イ トマキ フグ

コンゴウフグ

ウ ミスズメ

ハ コフグ

クサ フグ

キタマクラ

サバ フグ

シマフグ

トラフグ

ゴマフグ

ショウサイフグ

マフグ(ナ メラフグ)

コモ ンフグ

ヒガンフグ

アカメフグ

オキナワフグ

サザナ ミフグ

モヨウフグ

フグ類

ハ リセ ン ボ ン

イザ リウオ

ベ ニイザ リウオ

ハ ナオ コゼ

クロハナオ コゼ

アカグツ

ヒメアカグツ

ブ ラ ック バ ス

一a20一



科

コード

126

科 名

カワスズメ

種

コード

02

01

02

魚 種 名

ブルーギル

カワスズメ

ティラピア

科

コート
科 名

種

}ト

03

04

魚 種 名

ティラピアニロチカ

ティ ラピア

種 の 有 無

コー ド

0

1

区 分

各調査地点でその種が生息 していない

〃 いる

フォーマ・卜表中の①～⑮はそ搾 欄 査地点番号に

対応 している。

放流の有無

コード 区 分

0無

1有

天然繁殖の有無

コード 区 分

0無

1有
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1調 査 要 綱

1-1調 査 目 的 及 び 調 査 概 要

わが国の天然湖沼につ いては,近 年,富 栄養化 ・汚水の流入等 による水質 の悪化,埋 立 ・干拓等 に

よる消失 ・湖岸 の開発等 による生物の生息環境の悪化,レ ク リエーシ ョン資源 としての価値の低下等

天然湖沼の自然性の消失が問題 とされているが,保 全のための継続的 ・体系的調査はほとん どな され

ていないのが現状である。

このためぞ本調査においては,天 然湖沼の自然性 の消失を監視 し,そ の保全を図 るために,全 国の

天然湖沼を対象 に,水 質 の総合指標であり,そ れ'自体,価 値の高 い レク リエー ション資源で もある透

明度をは じめ,湖 岸 の改変状況等を調査す る。 また,代 表的な61湖 沼 については,さ らに魚類相につ

いても調査する。

1-2調 査 実施 者

国が都道府県に委託 して実施する。

1-3調 査 対 象 湖 沼
場注1

「調査対象湖沼一覧」に示す天然湖沼について調査する。

なお,そ の他の天然湖沼で面積1ha以 上のものは調査対象としてさしつかえない。

1-4調 査 実施 期 間

昭和54年 度

1-5調 査 内容 及 び 調 査 方 法

1-5-1調 査 事 項

下記の事項にっいて調査する。

(1)「 調査対象湖沼一覧」に示す湖沼については次の事項を調査する。

ア 湖沼概要

既存資料により次の項目について調査 し,湖 沼の概要を把握する。

保全地域の指定状況,鳥 獣保護区の設定状況,位 置,成 因,湖 沼型,水 面標高,面 積,最 大

水深,平 均水深,容 積,湖 岸線延長,水 位変動,水 温,結 氷の有無,流 入流出河川数,埋 立干

拓面積,水 質,湖 沼の利用状況,生 物相の概要等。

イ 透明度調査

現地調査を実施 し,透 明度,水 温,PH,DO等 について測定する。

注1,「 調査対象湖沼一覧」は,第2回 自然環境保全基礎調査要綱(環 境庁 自然保護局,1979)の12
-63～76を 参 照
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ウ 湖沼の改変状況

現地を観察することにより,湖 沼の改変状況を次の項目について調査する。

σう 湖岸地先における挺水植物群落の有無

α)湖 岸の改変状況

㈲ 湖岸の土地利用状況

(エ)湖 岸の保全地域の指定状況

㈲ 湖岸の建築物等の状況

㈲ 埋立 ・干拓の状況

(2)表1-1「 特定湖沼一覧」に示す湖沼(以 下 「特定湖沼」 という。)に ついては,上 記(1)のア,イ,

ウに加え,魚 類の生息状況等について次の事項を調査する。

この調査は,各 種資料の収集 ・整理及び漁協等からの聞き取りにより実施する。

ア

イ

ウ

エ

オ

生息す る魚種名(エ ビ類,貝 類を含む。)

漁獲量

放流量

天然繁殖の有無

魚類相に関する調査記録

表1-1特 定 湖 ・沼 一 覧

湖 沼 名

ク ッチャ ロ湖

サ ロ マ 湖

屈 斜 路 湖

阿 寒 湖

湧 洞 沼

支 笏 湖

洞 爺 湖

大 沼

宇 曽 利 山 湖

十 三 湖

小 川 原 湖

十 和 田 湖

田 沢 湖

板 戸 沼

桧 原 湖

猪 苗 代 湖

沼 沢 沼

瀾 沼

霞 ケ 浦

北 浦

中 沼

都道府県名

北 海 道

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

青

秋

福

茨

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

森

田

島

城

湖 沼 名

湯

中

尾

菅

丸

大

榛

手

印

大

新

震

芦

加

河

柴

水

河

西

精

ノ 湖

禅 寺 湖

瀬 沼

沼

沼

沼(赤 城)

名

賀

旛

路

零

生

ノ

茂

北

山

月

方

口

進

湖

沼

沼

池

池

湖

湖

湖

潟

潟

湖

湖

湖

湖

湖

都道府県名

栃

群

千

東

〃

〃

〃

〃

〃

〃

木

馬

葉

京
〃

神 奈 川

〃

新

石

福

山

〃

〃

〃

〃

潟

川

井

梨

湖 沼 名

本

山

野

青

中

木

諏

浜

佐

余

琵

湖

東

中

宍

御

池

鰻

楢

中

尻

木

綱

崎

訪

名

鳴

呉

琶

山

郷

道

田

湖

湖

湖

湖

湖

湖

湖

湖

湖

湖

湖

池

池

海

湖

池

湖

池

大池(南大東島)

計

都道府県名

山

長

静

滋

鳥

島

宮

鹿

沖

61湖 沼

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

梨

野

岡

賀

取

根

崎

児 島

〃

縄
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1-5-2湖 沼等 の定義

(1)こ の調査で 「湖沼 の区域」 とは,最 高の水位の時の静水面 の広が っている区域をい う。(し た

が って流入,流 出す る河川の区域を含 まない。)

(2)「 水 際線」 とは,最 高の水位 における水面が陸地 と接す る部分をい う。

(3)「 湖 岸」 とは,水 際線 より陸側100mの 区 域をいう。

'囎 ・

一 朝 i一 島'一一

鴨 ← 鞠 区贈 輔→i甑 ← 吻 鷲殉

一

水

← 湖沼伽Z域 .

:騰 翻
糠 ㌶

水 水

線

v

㍉
、・零

HWL

1-5-5湖 沼概要調査

注1.「調査対象湖沼
一覧」 に示す調査対象湖沼 の概要を把握す るため

,各 種資料等 により,次 の事項

について調査 し,「 湖沼概要調査票」(表1-2)を 作成す る。

また,湖 沼全体 の状況が把握で きる写真を撮影す る。(写 真 は 「湖沼概要調査票」裏面 に貼付す

る。)

(1)関 係 市町村名

当該湖沼が所在す る市町村名を調べ る。

(2)保 全 地域 の指定

当該湖沼の区域,島 及び湖岸のそれぞれ において,自 然公 園,自 然環境保全地域等(以 下 「保

全地域」 とい う。)が 指定 されている場合 には,そ の地域地 区区分を次 のコー ド番号で示す。2

以上 の地域地区区分がある場合は,そ のすべてのコー ドを示す。

(3)鳥 獣保護区設定状況

当該湖沼の区域,島 及 び湖岸のそれぞれにおいて,鳥 獣保護区の設定状況を調べ,次 により区

分 し,コ ー ドで示す。

(4)位 置

当該湖沼の湖心 の緯度,経 度 を1/25万 地 形図よ り調べ る。緯:度,経 度は,四 捨五入 に よ り

注1.「 調査対象湖沼一覧」 は,第2回 自然環境保全基礎調査要綱(環 境庁 自然保護局,1979)の12
-63～76を 参 照
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表1-2湖 沼 概 要 調 査 票 .

湖 沼1概 要 調 査 票
レ55

鰐 湘(ツ リ沼が ナ祐 因 湖 沼 型

汽

調蚕年廣/9ク9

都道庸県

;

1

肇

i

○

Q

関 係 市 町1村 治

置1
"oブ εo♪

憬 全 域

湘 沼 島 瑚 岸
鳥 ・ 区

謂 …矧 島 遡 肩L

調 登 頂 自

水 面 旅 高

面 積

最 大 水 派
平 均 水 添

遡 岸娠 延表
水 位 愛 動

永浸
表面 液
昼

氷

漁 ・〉＼∋可 川 数

瀟 出河 川数
選立=希 垢面頂

PH

か 〃

COD

ア00

SS

α 一

1ケ1レダー2レノゾ

〃〃ゴ 〃

ハ!6し一〃

T-p

大腸菌

耳 .月

朗

皮

と2年8月.ノoロ

測淀値
m

.燃
'π

肺

六製

oC

oC

友

伽
ρ卿

〃 〃

伽

〃灰

伽
〃勿

蝦
伽
ノZ%

'

;卯

苗一ヌ

霧萎1
湖刹

躍 ・
の魂

フドる

熱
矯

夏

期

槌 水_物

淳業;檀物

沈水桓物
マ

のi 旗物}幻 ・ランクトン

生

物

相

の

栃

要

酬 力暗珪:フ㌻ンクトン

彦ま動吻

魚 類

水 鳥(久)

(滋)「 ラ'ニタの出i酌「」欄 の鶴rま.う 魏 斗リズトに示:・ナ繍 であゐ.
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「度」,「 分」 まで表示す る。

(5)成 因

当該湖沼の成因を次により区分 して示す。

断 層 湖…… 断層によってできた凹地に水をたたえたもの

カルデ ラ湖 ……土地が鍋状に陥没 して,そ の落ちこん だ凹地 に水をたたえたもの

火 山 湖 …… 火 口,火 口原に水をたたえたもの(カ ルデ ラ湖をのぞ く)

堰 止 湖…… 河谷,凹 地が種々の要因でせきとめられて生 じたもの(海 跡湖をのぞく)

海 跡 湖 …… か って海であったところが湖になったもの

そ の 他

不 明

(6)湖 沼 型

当該湖沼の湖沼型を次 により区分す る。 また,汽 水湖,

淡 水湖 の区別を行 う。

湖沼型で区分す る 「汽水湖」 とは,一 般 には,「 水 中

に塩分を500mg/4(塩 素 量(cl)で い うと約0.28%・)

以上含む湖」を いう。

(7)水 面 標 高

地形図等 の各種資料 により,最 近 の最 も信頼で きる数値を

富 栄 養 湖

中 栄 養 湖

貧 栄 養 湖

酸 栄 養 湖

鉄 栄 養 湖

腐 植 栄 養 湖

採択す るものと し,単 位はm(小 数 点以下第1位 を四捨五入する。以下同様)で 表わす。

関連資料 がない場合 は,1/2.5万 地 形図の陸岸付近 の標高 によ り推定す る。

また,採 択 したデータの出所を明らかにする。

(8)面 積

「湖沼の区域」の面積を原則 と して国土数値情報湖沼名一覧表 に示す数値(昭 和50年10月 現 在

の1/2.5万 地 形図上 で,国 土地理院が測定機により計測 した もの)で 示す。 ただし,埋 立 ・千拓

等のため,そ の数値 が適当でない場合には点格子板 により図上で計測する。 なお,こ の際,湖 沼

内に島がある場合は,島 の面積を除 いた ものを湖沼面積 と し,単 位はkm2で 小 数第2位 まで示す。

また,採 択 したデータの出所を明 らかにする。点格子板により計測 した場合は 「データの出所」

欄 に 「点格子板」 と略記する。

(9)最 大水深 ・平均水深 ・容積

地形図等 の各種資料 によ り,最 近の最 も信頼できる数値を採択す るものとし,単 位はmで 小数

第1位 まで示す。(容 積 については,単 位はk㎡ で小数点以下は適宜取扱 う。)最 近の資料がな

い場合 は ,特 に支障のない限 り 「MorpkometricFeatureandClassificatiollofallthe

:LakesinJapan(本 邦全湖沼の湖盆形態の特徴及 びそ の分類)」ShojiHorie(堀 江 正 治

(1962))に 記 載 されている数値 によるものとす る。また,採 択 したデータの出所を明らかにする。

⑩ 湖岸線延長

「湖沼の区域」 の外周線の延長(河 ロ部,海 への開口部 の延長 も含む)を 計測 し,単 位はkm
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で小数第1位 まで示す。 なお,湖 沼内に島がある場合 は,島 岸延長 も湖岸線延長に含 める。

また,こ の場合,「 データの出所」欄 に計測方法を例 えば 「キル ビ」 とい うよ うに略記す る。

ω 水位変動

人為 によって水位 の変動がある場合は,年 間 における水位変動幅を,単 位はmで 小数第1位 まで

示す とともに,水 位変動の主た る原因 とな っている行為について・次の例示 により具体 的に示す。長

年 のデー タの蓄積が ある場合は,過 去5年 間(S49～S53)の 年 平均値を示す。

水位変動につ いて,過 去5年 間 の年平均値を求める場合は,次 の例 のようにす る。

(例)

年

S49

S50

S51

・S52

S53

年間における水位変動幅
(1年 間における最高水位と最低水位の差)

2.4m

2.0

1.5

3.1

2.6

2.4十2。0十1.5十3.1→ 一2.6過 去5年 間の平均値
=

5

ま た,採 択 したデータの出所を明らか にする。

発 電 用 取 水

農 業 用 取 水

水 産 用 取 水

工 業 用 水 用 取 水

飲 料 用 水 用 取水

その他(具 体的に)

⑫ 水 温

各種資料 により,表 水面及び底層 におけるそれぞれの年間の最低水温,最 高水温及び測定水深

をたとえば「Om5.6～25.7℃ 」「17m4～8℃ 」 というよ うに単位は℃で小数第1位 まで示

す。長年のデータの蓄積がある場合は,最 も湖心 に近い測定点 における過去5年 間(S49～S53)

の平 均最低(及 び最高)水 温 牽示す。 関連資料がない場合は表示する必要はない。

また,採 択 したデータの出所を明 らかにす る。

⑬ 結 氷

結氷(湖 面の全面凍結)の 有無及び結氷期間を調べ,次 の例 にな らい示す。

(例)

① 例年結氷が見 られる場合

② 通常は結氷 しない場合

記 入 例

有(12月 ～2月)

無

ω 流 入河川数 ・流出河川数

1/2.5万 地形図上 に青色 の水線 が描かれている河川(水 流の幅1.5m以 上 の河川)を1本 と数
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えること。

㈲ 埋立,干 拓面積

1945年 以 後,埋 立または干拓 された区域 を 「湖沼調査図」(図1-1)に 図示 し,そ の面積を点

格子板 により測定 し,単 位はkm2で 小 数第2位 まで示す。(面 積 については,「 沖出 し幅 ×延長」

で算出 して もさしつかえない。)

⑯ 水 質

当該湖沼の水質 に関 し,既 存資料により次 の項目について調べる。多 くの測定結果がある場合

には,表 面水に関す るものであって,最 近の夏期におけるデータの うち,最 も湖心 に近 い測定点

での数値を採 用す るもの とす る。なお,同 一 日に同一測定点で2検 体以上測定 して いる場合 は,

平 均値をもって当該測定点 の測定値 とす る。

また,採 択 したデー タの出所及 び測定年月を明 らか にす る。

(禦 劉 こさかのぼつて水質に関する資料が得られな囎 ま'表示されなくてもさし)

ア.PH,イ.DO,ウ.COD,エ 、TOC,オlSS,カ.Cr,キ,ケ ルダールN,ク

NO2-N,ケNO3-N,ユT-P,サ 大 腸菌群数

湖沼概要調査 における水質及び透明度については,既 存資料により調べ るものであ り,今 回実

施する透明度調査の結果は採用 しないこと。

⑰ 透 明 度

各種資料により当該湖沼 に係 る透明度に関するデー タを調べ,単 位はmで 小数第1位 まで示す。

なお,多 く測定値がある場合には,同 一年においては最高の透明度を示す測定値を採択す る等,可

能な限り長期 にわたる経年変化 がわかるよう適宜取捨選択す る。関連資料 がない場合は,表 示す

る必要 はない。

また,採 択 したデー タの出所及 び測定年月 日(西 暦)を 明 らかにす る。

⑱ 湖沼の利用状況

当該湖沼 において どの ような利用状況が見 られ るか について,次 の例示により示す。一般的に

見 られる利用を調べ るもの とし,ま れに しか行 われない利用は記入 しないこと。2以 上記入 して

もさ しっか えない。

ア 水浴,イ.魚 釣,ウ.氷 上釣,屯 スケー ト,オ 手 こぎボー ト,カ.モ ーターボー ト,

キ 遊覧船,久 漁業,ケ 養殖

⑲ 水辺環境 における不快要因

「ゴ ミ等 の堆積」 「湖水の悪臭」 「アオコの発生」 「湖沼周辺 の乱開発」等,当 該湖沼及びそ

の周辺において水辺環境 と して非常に不快感を生 じさせて いる事例があれば,具 体的に示す。

不快 と感 じる者が誰で あるかが重要な点 なので,で きるだけ都道府県の自然保護課等 の職員が

調査に当たるこ と。調査時期 は夏 とす る。

⑳ 夏期 における生物相

各種資料 によ り,当 該湖沼の夏期における生物相の概要 を示すため,次 の生物群 ごとに優 占種

数種を リス トす る。(た だ し水鳥につ いては冬期の状況 を示す。)
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夏期以外の時期における資料による場合は,そ の種が優占す る時期 を明記す る。関連資料がな

い場合 は記入す る必要はない。

ア 挺水植物,イ.浮 葉植物,ウ.沈 水植物,屯 植物性 プ ランク トン,オ 動物性プ ランク

トン,ヵ 底生動物,キ 魚類,ク.水 鳥(ガ ン,カ モ,ハ クチ ョウ等 の水鳥 の渡来が多いか少

ないかをできるだけコメン トす る。)

※ なお,湖 沼調査報告書を作成するに際 し,面 積0.01km2以 上 の天然湖沼の リス トを作成する

ことになるので,そ の湖沼名,位 置,水 面標高,面 積 を調べてお くこと。

1-5-4透 明 度調査
注1.

「調 査対象湖沼一覧」に示す湖沼(た だ し・印の湖沼を除 く)に ついて次によ り現地調査を実施

し,透 明度,気 温,水 温,PH,DOを 測 定する。

また,そ の他水質に関す る測定が同時 に実施 され ることが望 ましい。 これ ら調査結果をとりまと

め,「透 明度調査票 」(表1-3)を 作 成す る。

(1)調 査 は,で きる限 り夏期 に,年1回 実施する。(1回 以上実施 して もさ しつか えない。)

(2)調 査 日は,降 雨のない平穏 日が数 日続 いた後の風 のない晴天 の日を選ぶ よう努 める。

(3)調 査地点は,流 入河川か らの影響の少ない,湖 岸か らできるだけ離れた湖心付近 の相互 に離れ

た2地 点を選定する。(2地 点以上選定 してもさしつかえない。)

調 査地点には湖沼 ごとにst1,st2の よ うに通 し番号(以 下 「調査地点番号」 という。)を 付

す。調査地点 の位置 は 「湖沼調査図」(図1-1)に 記 入す る。

(4)透 明度 の測定 につ いては次 のとお り実施する。

ア 調査 には,透 明度板(直 径25～30cmの 表面 を白色 ラッカーで塗 装 した もので,板 の中央 に

穴があいているものが よい)を 使 用す る。

イ 測定 は,太 陽や天空の反射の影響 を避けるため,船 影やのぞき眼鏡等を利用 して実施する も

の とし,透 明度板を水中に沈めて見 えなくなる深 さと,次 にこれをゆっ くり引き上げてい って

見えは じめた深さとを,反 復 して確 めて平均す る。

ウ 測定 した結果,湖 底まで見透せる場合は,そ の水深を記録 し,「 ○Om(全 透)」 と表示す

る。

工 測定値は ,単 位 はmで 小数第1位 まで求める。

(5)気 温 の測定は,調 査地点 において 日光 の直射お よび周囲の放射を避けて実施 する。(単 位は℃

で小数第1位 まで求 める。)

(6)水 温,PH,DOの 垂直分布の測定間隔は,湖 沼の深 さによって も異なるが,深 度5～10mを

一応 の目やす とし
,可 能 な限 り,表 層,底 層及び躍層付近 の状況が明 らか にな るよ うに測定を行

うこと。

(7)調 査地点 において,TOC,SS,Cr,ケ ル ダールN,NO2-N,NO3-N,T-P,COD,

ク ロ ロフ ィルa等 水質 に関す る測定が同時 に実施 され ることが望 ま しい。 なお,測 定が行 われた

注1.「 調査対象湖沼一覧」 は,第2回 自然環境保全基礎調査要綱(環 境庁自然保護局,1979)の12
-63～76を 参照
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表1-3透 明 度 調 査 票

遜 用 度 調 昼 票

濡 沼 名

謂養年涙 ノ979

D

都蜘 県

○

刈沼看舌

1
調～塾地 慈
巻 号

測起耳月日

府 刻

天 候

峡 曼

気 最

.遊 朗 度

調 蚕i必 颪
番、 号

測鱗 月日

時 刻

天 候

葭:量

気 温

遜帽展

δオ ノ

乞

永派
砿)

永 演P〃
(℃)

〃0
(〃勿

老の'他 の 測定 頂 自

π
1廠 †
一

∫宅2

O
G

iフ暢
水瓢
(。ご)

P〃.iOO

Gρρ卿)

T-1

口

±土±ゴ

鷹轡1
測 完年月日

詩 刻

天 横

厳 量

気1温

透 明笈

。乙

そのイ也の測)超 頃 日

解響 飾1
、

*派 レk副P〃ipo
(初){(o乙) `ρ〃耀)

その4也 の 馴 望 項 目

…調 養
掬禍 ・ 函 タ2

(汝)異 なゐ永派で測定養爪た場創 之 それ琳 の厭 別 に測廷詰果セ記〉＼すね・
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場合は,測 定 された水深,測 定値(ppm)を 「透明度調査票」(表1-3)に 記 入する。

水質 に関する測定 を行 う場合は,で きれば以下 に掲げる方法により行 うことが望 ま しい。

測 定 項 目

P耳

DO

COD

TOC

SS

C1一

ケ ル ダ ー ル ーH

NO2-N

NOg-N

T-P

ク ロ ロ フ ィ'ルa

そ の 他 の 項 目

測 定 方 法

環境基準に規定 された測定方法(JISK-0102の8に 掲げ る方法)

一 「ガ ラス電極法」

環境基準に規定 された測定方法(JISK-0102の24に 掲 げる方法)ま たは

DOメ ー タを使用す る方法

環境基準に規定 された測定方法(JISK-OlO2の13に 掲 げる方法)

一 「100℃ に おける過マ ンガン酸 カ リウムによる酸素消費量」

JISK-0102に 参 考 と して掲 げる方法等 に準ずる。(TOCが 測 定できない

場合 はCODで も さしつおえない)

環境基準に規定 された測定方法(JISK-0102の10,2,1に 掲 げ る方法)

一 「ろ紙 によるろ過法」

原則 と して上水試験方法35に よる。

原則 と して上水試験方法による。

原則 と して上水試験方法19に よる。

原則 と して上水試験方法18に よる。

海洋観測指針8.8に よ る方法

海洋観測指針9.6に よ る方法、

原則 と して上水試験方法 による。

(8)ま た,測 定項目ごとに測定方法を明らかにする。

1-5-5湖 沼改変状況調査
注1.「調査対象湖沼一覧」に示す調査対象湖沼にっいて

,現 地観察により湖沼の改変状況等による湖

岸線の区分,湖 岸の建築物等の状況,埋 立 ・干拓の状況について調査 し,「 湖沼調査図」(図1-1)

及び 「湖沼改変状況調査票」(表1-4)を 作成する。

(1)湖 岸線の区分

ア 「湖岸地先における挺水植物群落の有無」 「湖岸の改変状況」 「湖岸の土地利用状況」 「湖

岸の保全地域の指定状況」がそれぞれ変わるごとに湖沼調査図上に区分線を入れて湖岸線を区

分する。

上記のように細かく区分された湖岸線を以下 「計測区間」という。

(下図参照)

注1.「 調査対象湖沼一覧」 は,第2回 自然環境保全基礎調査要綱(環 境庁 自然保護局,1979)の

12-63～76を 参 照
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蒲 沼 調 畳 図

く瀾 沼調 査 図例)

図璽 蜀'潮
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沼 調 登 図
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表1-4湖 沼改変状況調査票

湘 沼 敦 変 状 泥 調 査 票、

乃

潤 沼:色

○ ○ 湖1

職 県
ノ9ケ9

○

O

測
区圃

、吻 、

0
z

3

4

タ

6

ク

9

ノ`ク

ノノ

ノZ

ノ∂

ノ4

④

螺
有 沖 助

記

D

a

a

0

O

O

O

D

0

D

/

0

0

D

レ 幅

(勿

入 倒)

0

0

0

0

0

ク

0

0

O

0

D

0

io

ク

O

0

湖 岸

嚢
況

!

.3

3

4

!

ノ

Z

Z

ノ

ノ

0

ノ

ノ

/

a

ノ

竜
奮

O

0

0

@

④
0

②
0

0
0

0

0

0

0
②
O

娠.全 ヒ旭 士或(液1岸)

・尿全旭域 る

○○目立公遇

旭 域 る

コ ー6ぐ

0

0

/

/

D

0

S

鑑
喩

/Z

ノ z

遊.

か1ラの

距

(勉) 鋼
楠 看

(注ノ)首 該計測区断が3戯 蘇41ζ め鞠 」易'合・ド岐 、:計測区齎 砺.の 辮 趣○で岡む.

(滋)「 踊 麟 落旦の了舳 レ層」欄 ドニ』転 湖岸地施 ド抵 叡檀 物醜 駅 あ惹場も ド、ぐ

のおよく沖嵐 し幅 窺 へつ る.
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計 測 区 間

r繋馨 慧.

匝
1

＼錦 '

＼犠

蟻

、

0

騰
1
(禰芹の塊 利甫)

(翻 の指是翔)

(翔岸の徽 糊 ～)

イ 湖岸線の区分は次の とおり表1-5～8に よって行 う。

表1-5挺 水 植物群落の有無

区 分

湖岸地先に挺水植物群落がある

湖岸地先に挺水植物群落がない

(注)挺 水植物群落のおよその沖出し幅の表示にあたっては,当 該計測区間にお

ける挺水植物群落の平均沖出し幅を示す こと。
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表1-6湖 岸の改変状況区分表

区 分

自然湖岸

水際線及び水際線に接する陸域が人

工によって改変されておらず,自 然

の状態を保持 している湖岸

水際線は人工構築物によって

1

1成されておらず,自 然状態でり,か つ水際線より幅20mの岸の区域に人工構築物が存在

ない。

水際線 は崖

になってい

ない。
一 ρ・'.'・

・ノ η

← 煮 ク ・・

水際線は崖

(高さ3m以

上の急斜面)

になってい

る
s,

覧沸

半自然湖岸

水際線は自然状態であるが,水 際線に

接する陸域が人工によって改変されてい

る湖岸

(欝羅灘

捜

、.∵;1'く"●

'例:
ar一'ノψ →1

ゴ・

._.ゴ`

く:.72i

← え」クr琴

人工湖岸

水際線がコンクリー ト護岸,矢 板等

の人工構築物でできている湖岸

..3'竃::ほ ツイ

≒「〃 一・

.・..・い'

A・

れ鉦

rψ 一♪

水 面

流入流出河川の河口部や,潟 湖の海へ

の開口部等湖岸の存在 しない部分
海

＼〆'….'

覇

…ゴギ1一

.千.

、
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表1-7湖 岸の土地利用状況区分表

湖 岸 の 土 地 利 用 状 況 区 分

自 然 地

(禦 澱 灘 縣 蹴 人工によって著しく改変されない)

樹 林 地

その他の自然地

農 業 地

(水 田,畑,放 牧地,樹 園地等の農業的な利用が行われている土地)

市街地,工 業地,そ の他

(難讐欝 篠 輔 離 禦 票業地響 篁灘 禦 が行われている土地)

水 面

(募入河川の河口部灘 河川の流出部醐 の場合の海への開口部等湖岸の存在しなし邨)

湖岸の土地利用を区分するにあたり,湖 岸内に自然地,農 業地,市 街地等が混在する場合は,

最も優占する土地利用形態をもって,湖岸の土地利用を区分すること。

表1一 ・8湖 岸の保全地域指定状況区分表

地 域 地 区 区 分

国 立 公 園

国 定 公 園

県 立 自 然 公園

特 別 保 護 地 区

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別 保 護 地 区

特 別 地 区

普 通 地 域

特 別 地 域

普 通 地 域

原生自然環境保全地域

自然環境保全地 域

県 自然環境保全地域

特 別 地 区

普 通 地 区

特 別 地 区

普 通 地 区

(注)区 分は,湖 沼(水 面)の 指定状況の如何 にかかわらず,「 湖岸」 の

指定状況のみにっ いて行 う。

ウ.湖 岸線を区分するにあたり,そ れぞれの区分 においてその長 さが100mに 満 たない場合は,

そ の部分を折半 し,そ の両側の区間に含める。

屯 区分 された計測区間の距離をキル ビメー ターにより計測す る。 その計測方法は,次 のとお り

とす る。

(ア)出 発点よ り区分 の方向に,キ ル ビメー ターを動か し,湖 岸線上を1周 す る。 その途中,そ

れぞれ の区分線のところで,出 発点か らの距離 としてキル ビメーターの値をkm単 位で,小
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数第1位 まで読みとる。

α)上 記(ア)を2回繰 り返 し,そ の2回 の平均値を各計測区間の出発点からの距離の欄に記入す

る。(平 均した場合,で てくる端数はそのまま記入する。)

㈲ 出発点からの距離より各計測区間の区間長を算出し,記 入する。

G殉

ノ:892、 ρ ●..

出溌点
222《 ρ

ダツ
・。湖/

㌻ 一
孟 ユ.1.∋1、

　

1、 ゐ2,iく2

〃レ.3

・乙畑 久6_キ 此 メ痢 助 翻 瓶

/、 恥 扇
(～騰 点からの距離)

、

'翻 凪 庸ハ!
o.

計 測 区間

Na

0

2

3

4

5

計 測 値(km)

1回 目

0.5

1.2

1.2

1.8

2.2

2回 目

0.6

1.2

1.3

2.0

2.4

出発点から

の距離G血)

0.55

1.2

1.25

1.9

2.3

区 間 長

(km)

0.55

0.65

0.05

0.65

0.4

(2)湖 岸 の建築物等の状況

湖岸における5階 建以上(ま たは13m以 上)の 建築物 または建築物 に準 じる工作物 は,そ の位

置を1つ1つ 地図上に赤丸 で記入す ること。 また,建 築物に準 じる工作物 とは,ガ スタンクのよ

うなボ リュームのあ る工作物 のことで,送 電鉄塔な どは含 まない ものとする。

(3)埋 立 ・干拓の状況

1945年 以 後,埋 立 ・干拓 され た区域を 「湖沼調査図」(図1-1)に 図 示す る。

(4)そ の他,湖 岸及び湖岸地先 に強い影響を及ぼす ようなもの等,特 記すべ き事項があれば,「 湖

酒改変状況調査票」(表1-4)の 「備考」欄に記入す る。

1-5-6魚 類 調 査(特 定湖沼のみ)

.表1-1.に 示す特定湖沼において,そ こに生息する魚類等 について次の事項を調査 し,「 魚類調査総

'括表」(表1一 →)を 作成す る
。調査 は主 として既存 資料,漁 獲統計,漁 協か らの聞き とり等 により

実施 し,特 に魚類相の調査 に関 しては,魚 類に詳 しい専門家 の協力をあお ぐものとす る。
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表1-9魚 類 調 査 総 括 表

翻 蘭)召 伯
β ○ ○ 蒲

魚 種 后

ス ナ ヤ ツX

ヒXマ ス

」マ マx

ニ ジ マ ス

ス チーノレ へ・ゾ1ぐ

4r・ ウ

ア メ マ ス、

▽ カ ザ ギ

エ ゾ ウ グ イ

桜 チ ツ グ!f

ギ ン フ"ナ

ゲ'ンゴ'ロシゲ ナ

コ4

ド ジ笥 ツ 演

ハ バラ トミ ヨ

カ ジ 刀 嶺1θソ

カ ジカ 嫉②

ジユ;でηクノ＼セご

ウ キ ゴ ソ

r計♪

アXリ カザジか二

に閑参∂

ノ9

○

0

0

0

0

0

0

0

0

○

G

○

⑲

.!9診

0

O

O

0

0

0

0

0

0

0

○

0

○

O

0

0

紐 の

魚測導

0

0

0

O

0

0

0

0

0

0

0

0

0

O

0

0

0

0

麟 量
㈱

!、6

o.o

o,o

0,3

タタ、6

o,a

0.9

久3

.!8鰻i

放 瓜.亘

(傷 ♪

0

a6ク 、クゆ

0 0

御 桐

ノ!0

ノ9

9

4フ

、一 、○ 。久o

天戴'

瓶

0

0

○ 幽

0
4

0

0

○

0

0

0

0

○

0

G

○

備 考

・鞠 ため鱒

・962年よソ論

〃〃ψ手よリ敏漁

廼滅 レたらレ1、

ぽと乙と蜘'人 工瓢

フク ド:ジョ1ウPウしい

Oi

Oi

鷹
餅 愛,○ ○夫徽 撒 研狐叛:壱ル戯 吻!.ラ 汲量網男'

文2r・1b殖 にお・けψ湖沼 の臨本尊 葡調査 報 告吾 」兆海鐘立椎 鳳慰訪

(葺シ)願 量、放;流蓮:蔵、ノ9ク4～ノタワ82手の5ケ均F周の辱コ辛均1直やあ惹.

(遡 働 威 龍 糞降 蓮 各よく・同実で竃蔵か っ廷ことを云す。
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(1)魚 類 相に関す る記録

当該湖沼の魚類相全般にっ いて学術調査等 による記録が あれば,そ の時記録 されている魚種名

を記入す る。

また,そ の記録にエビ類,員 類の生息 にっいて記載があればその種名 も記入す る。

魚類相に関す る記録 については,可 能な限り過去 にさか のぼって数多 くの記録を調べること。

また,魚 類相 に関 して行 われ た調査であれば対象がある程度限定 されているものであって も 「記

録」 と して採択する。

(2)現 在 の魚類相

既存資料及 び漁協か らの聞 きとりにより,現 在,当 該湖沼で生息 していると思 われる魚種名を

調べ る。

また,エ ビ類,貝 類の生息状況につ いて もわかれば記入する。

(3)漁 獲 量(年 平均漁獲量)

過 去5年 間 の漁獲量の年平均を,魚 種 ごとに単位はtで 小数第1位 まで調べる。

(4)放 流 量(年 平均放流量)

放 流 されて いる魚類があれば,過 去5年 間 の放流量の年平均を魚種 ごとに示す。卵放流の場合

は,単 位 は 「千粒」,稚 魚(な い し成魚)放 流の場合は,単 位は 「千尾」で示す。

(漁 獲量,放 流量は,過 去5年 間の合計値を5で 除 して求めること。)

(5)天 然繁殖 の有無

当該湖沼 に現在生息 していると思われ る魚種について,採 卵,人 工 艀化 によらず 自然 の状態で

繁殖 しているか どうかにっ いて調 べる。

1-6調 査 結 果 の と り ま と め

受託者は,調 査結果を下記 の図票等 にとりまとめる。

1-6-1湖 沼概要調査票

湖沼概要 につ いて調査 した結果は,「 湖沼概要調査票」(表1-2)に と りまとめる。

1-6-2透 明 度調査票

透明度等 につ いて調査 した結果は,「 透明度調査票」(表1-3)に と りまとめる。

1-6-5湖 沼 調査図

湖沼 の改変状況等にっいて調査 した結果は,「 湖沼調査図」(図1-1)に な らい国土地理院発行

の1/2.5万 地 形図(1/2,5地 形 図が未発行 の場合は,1/5万 地形図,以 下 同 じ)に とりまと

める。

1-6-4湖 沼 改変状 況調査票

湖沼の改変状況等について調査 した結果は,「 湖沼改変状況調査票」(表1-4)に と りまとめる。

1-6-5魚 類 調査総括表

魚類の生息状況等について調査 した結果は,「 魚類調査総括表」(表1-9)に と りま とめ る。
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鐸
の

1

皿 一1フ ォ ー マ ッ ト表

(分 布 ・基礎デ ータ)
量0 20 30 40 so so

湖 沼

80

レコー ド名膝

レコー ド経遺

1-1

桁数
ロジ 負廠・サ{ン

フィジカル

文 字 区 分

湖

沼

番
号

4

県

コ

i

ド

z

..

湖沼名(カ ナ)

18

因

1

湖沼

榮湖

難馳

ヨヒ.

2 4

り藁 ●

経

5

鳥獣保
護区設
定区分

湖島岸

3

水 面

標 高

(切

4

面 積

('1の

5

最 大 平 均

水 深'水 深

0.1{面0,1(切

4 4

容 穂

10-4(編3)

6

湖岸線

延 長
0.1(㎞)

4

水 位

変 動
0.1{

■9

3

結氷 無瞭'

有

無

期 間

1

始1終

1(月)1(孕)

5

流入

河川

(本)

3

流
出
河
川

1

皿e

9

z

皇0 20 30 40 so so 70 so

レコード名佑

レコー ド弩遅続番号

1-2

桁数
oジ加 ・咽 ン

7イ ジカル

文 字 区 分

● ● ●o

埋 立
干 拓
面 穂

(乙α)

5

..P
H.
　

;

年'月l

i(1)

6

DO

年 月

8

透

OO

3年 月
1

旨

0

2

年 月1
「

0

年 月

度

0

3年 月
1

「

0

旨

年 月1
1

⑥

年 月

42

水

変

1

】用状況区分

10

..

Filler

8

10 20 30 40 SO sa 70 80
レコー ド名称

レコー ド擁遅縫書{}

1-3

桁救
ロジ カ彫・サ イン

フィジカル

文 字 区 分

　 ロ ロ 　 　 　 　 ロ

不 快 要 因

io

調

査

年

月

4

透(
最
明大
値
度)

3

Oo●o● ● ● ● ● ● のo● ● ● ●o● ● ● ● ● ● ■ ● ● ● ● ● ● ●o● ・o● ● ● ● ● ● ・ ・ 魯o・ ・ ● ●9

Filler

■ ● ■ ●o● ● ・ ● ●9● ● ■ ● ・ ● ● ● ● ●o● ■ ■ ● ●o●o■o● ● ・ ●o.● ● ・ ● ● ● ● ● ● ● ・
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10 20 30 ao 50 sa 70 so

レコード名

レ.コー 陶 邊続8号

1-4

桁救
ロジカ彫・燈{ン

フィジカル

文 宇 区 分

棄10揚

分

蕩率

z

改変状況の10分

0

2

0

z

0

2

0

2

0

2

土 利用の10分

0

2

0

2

0

z

0

z

0

2

地

区

の

数

3

Fil且er

55

(保 全デ ータ)
10 zo 30 40 50 sa 70 eo

レ コ ー ド

レコード毎遵硫番号

2-1

口二ξ力彫●サイン

桁救7イ ジ筋

文 字 区 分

保 全

地域コード

4

地

区

区

分

2

保 全 地 域 名

区

名 称(カ ナ)

16

左 に 同 じ

zz

左 に 同 じ

22

・ ● ●oの ● ● ● ● ・9

● ● ・

Filler

■ ● ● ●

14

(分 布 ・基 礎 デー タ),(保 全 データ)と も1件1レ コー ド

、



皿一2コ ー ド表 く湖 沼〉

湖沼コー ド

コ ー ド

0010

0020

0030

0040

0050

0060

0070

00so

OO91

0092

0093

0ioo

O110

0120

0130

0141

0142

0143

0144

0150

0160

070

0180

0190

0200

0210

02ao

O230

0240

0250

0260

0a70

02so

O290

0300

0310

0320

0330

湖 沼 名

久種湖

メグマ湖

声問大沼

サル コツ沼

ポロ沼

キモマ沼

力ムイ ト沼

姫沼

モケウニ沼

モケウニ小沼

モケウニ上の沼

ボ ン湖

クッチャロ湖

ジ ュンサイ沼

オタ ドマ リ沼

長沼(1)

長 沼(2)

長 沼(3)

長 沼 ④

大西沼

ヤソシ沼

コムケ沼

シブノ ッナイ湖

ボン沼

サ ロマ湖

ポ ン ト沼

能取湖

リヤ ウシ湖

藻琴湖

網走湖

トウフツ湖

涛釣沼

ニクル沼

チ ミケ ップ湖

知床沼

羅 臼湖

チニシベ ツ湖

茨散沼

コ ー ド

0340

0350

0"360

0370

0380

0390

0400

0410

0420

0430

0440

0450

0460

0470

0480

0490

0500

0510

0520

0530

0540

0550

0560

0570

0580

0590

0600

0610

0620

0630

0640

0650

0670

0680

0690

0700

070

0720

湖 沼 名

トーサムポロ沼

兼金沼

ニシベツ小沼

ヒキウス沼

丹根沼

オ ンネ トウ

南部沼

風連湖

長節湖

温根沼

屈斜路湖

摩周湖

パ ンケ湖

ペ ンケ湖

阿寒湖

ジ ュンサイ沼

次郎湖

太郎湖

オンネ トー

ひ ょうたん沼

シュンクシタカラ湖

シラル トロ沼

塘路湖

大沼(キ リタッフ牙オヌマ)

長 沼

達古武沼

火散布沼

厚岸湖

藻散布沼

床潭湖

春採湖

馬主来沼

大沼(ヌ マノハ ラ)

熊 ケ池

大沼(ヌ マノハ ラ)

小 沼(ヌ マノハ ラ)

硫黄沼

ピサゴ沼

コ ー ド

0730

0740

0750

0760

0770

07so

O790

0soo

O810

0sZo

O830

0840

0850

0860

0s70

0sso

O890

0900

0910

0920

0930

0940

0950

0960

0970

0980

0990

1000

1010

1020

1030

1040

1050

1060

1070

1080

1090

1100

湖 沼 名

然別湖

東雲湖

駒止湖

長節沼

湧洞沼

キモントウ沼

キモントウ小沼

生花苗湖

ホロカヤント沼

兜沼

ペンケ沼(テ シオ)

パンケ沼(テ シオ)

長沼

雨竜沼地塘群

宮島沼

月ケ湖(オ オヌマ)

中の沼

幌向大沼

長沼

豊似湖

ペケレット湖

モエレ沼

越後沼

万計沼

真簾沼

空沼

オコタンペ湖

プレ沼

支笏湖

丹治沼(ハクチョウコ)

ウトナイ沼

口無沼

安藤沼

朝 日沼

弁天沼

長沼

大沼

マツカ沼
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コ ー ド

1110

1120

1130

1140

1150

1160

1170

1180

1190

1200

1210

1212

1220

1230

1240

1250

1260

1270

1280

1290

1300

1310

1320

1330

1340

1350

1360

1370

1380

1390

1400

1410

1420

1430

1440

1450

1460

1470

1480

1490

1500

1510

湖 沼 名

樽前大沼

洞爺湖

ポ トロ湖

橘湖

倶多楽湖

大湯沼

当丸沼

イワオヌプリ大沼

長沼(イ ワオヌプリ)

コックリ湖

半月湖

神仙沼

大沼

丸沼

ジュンサイ沼

小沼

野牛沼

小沼

妹沼

長沼

大沼

宇曽利山湖

左京沼

十三湖

巫子沼

尾駁沼

鷹架沼

市柳沼

田光沼

平滝沼

田面木沼

ベンセ沼

大滝池

内沼

雁沼

仏沼

冷水沼

捻沼

長沼

小川原湖

甲田沼

姉沼

コ ー ド

1520

1530

1540

1550

1560

1570

1580

1590

1600

1610

1620

1630

1640

1650

1660

1670

1680

1690

1700

1710

1720

1730

1740

1750

1760

1770

1780

1790

1800

1810

1820

1830

1840

1850

1860

1870

1880

1890

1900

1910

1920

1930

湖 沼 名

黒ん坊沼

横沼

蔦沼

赤沼

長沼

鶏頭場ノ池

中ノ池

落ロノ池

日暮ノ池

越ロノ池

王池

八太郎池

北沼

糸畑ノ池

金山ノ池

長池

濁池

八景 ノ池

面子坂ノ池

大池

十和田湖

ツバクラノ池

八幡沼

御在所沼

墓沼

大沼

夜沼

御釜湖

御苗代湖

平ケ倉沼

三角沼

八郎沼

鞍掛沼

潟沼

伊豆沼

内沼

長沼

無栗沼

魚取沼

相野沼

半森長沼

長面浦

一245一

コ ー ド

1940

1950

1970

1980

1990

2000

2010

2020

2040

2060

2070

2080

2090

2100

2110

2120

2130

2140

2150

2160

2170

2180

2220

2250

2260

2270

2280

2290

2300

2310

2320

2330

2340

2350

2360

2370

2380

2390

2400

2410

2420

2430

湖 沼 名

富士沼

白沼

船形長沼

桑沼

万石浦

大沼

お釜

鳥の海

浅内沼

作沢沼

八郎潟

長沼

大沼
一の目潟

二の目潟

三の目潟

垂天池

男潟

女潟

空素沼

田沢湖

乙越沼

蛭藻沼

大柳沼

貝沼

細沼

板戸沼

苔沼

田螺沼

桁倉沼

川原沼

沼沢沼

鳥の海

鶴間池

鍋越沼

若畑沼

沼山大沼

沼沢沼

大鳥池

浮島大沼

玉虫沼

荒沼



コ ー ド

24.40

2450

2460

2470

2480

2490

2500

2510

2520

2530

2540

2550

2560

2570

2580

2590

2600

2610

2620

2630

2640

2650

2660

2670

2680

2690

2700

2710

2720

2730

2740

2750

2760

2770

2780

2790

2810

2820

2830

2840

2850

2870

湖 沼 名

苔沼

曲沼

畑谷大沼

羽竜沼

三本木沼

皿沼

片貝沼

盃湖

白竜湖

玉木沼

半田沼

松川浦

五色沼

大平沼

鎌沼

女沼

無行沼

男沼

大沢沼

曽原湖

檜原湖

小野川湖

秋元湖

弁天沼

毘沙門沼

深泥沼

瑠璃沼

龍沼

柳沼

弥六沼

川上青沼

姫沼

雄国沼

猪苗代湖

沼沢沼

日沼

観音沼

鏡沼

澗沼

大沼

砂沼

霞ケ浦

コ ー ド

2880

2890

2900

2920

2930

2940

2950

2960

2970

2980

2990

3000

3010

3020

3030

3040

3050

3060

3070

3080

・3090

3100

3110

3120

3130

3140

3150

3160

3170

3180

3190

3200

3210

3220

3230

3240

3250

3260

3270

3280

3290

3300

湖 沼 名

北浦

菅生沼

牛久沼

外浪逆浦

中沼

刈込湖

切込湖

湯ノ湖

五色沼

光徳沼

西ノ湖

中禅寺湖

尾瀬沼

小沼

冶衛門池

菅沼

丸沼

大尻沼

大峰沼

湯釜

大沼

小沼

榛名湖

多々良沼

城沼

近藤沼

高須賀沼

柴山沼

伊佐沼

別所沼

五駄沼

与田浦

手賀沼

印旛沼

乾草沼

三宝寺池

井ノ頭池

洗足池

大路池

新鷹池

震生湖

芦ノ湖
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コ ー ド

3310

3320

3330

3340

3350

3360

3370

3380

3390

3400

3410

3420

3430

3440

3460

3470

3480

3490

3500

3510

3520

3530

3540

3550

3560

3570

3580

3590

3600

3610

3620

3630

3640

3650

3660

3670

3680

3690

3700

3710

3720

3730

湖 沼 名

山居池

御池

加茂湖

福島潟

鳥屋野潟

御手洗潟

佐潟

上堰潟

雨生池

大池

鏡ケ池

長峰ノ池

坂田池

朝 日池

鵜ノ池

天ケ池

小池

大池

坊ケ池

高浪池

白池

十二町潟

ミクリガ池

泥鱒池

多枝原池

刈込池

邑知潟

河北潟

木場潟

柴山潟

北潟湖

武周ケ池

夜叉ケ池

久々子湖

日向湖

菅湖

水月湖

三方湖

四尾連湖

河口湖

西湖

精進湖



コ ー ド

3740

3750

3760

3770

3780

3790

3800

3810

3820

3830

3840

3850

3860

3870

3880

3890

3900

3910

3920

3930

3940

3950

3960

3970

3980

3990

4000

4010

4020

4030

4040

4050

4060

4070

4080

4090

4100

4110

4120

4130

4140

湖 沼 名

本栖湖

山中湖

茶屋池

桂池

中古池

北竜湖

沼池

鎌池

野尻湖

大池(カ ゼフキ)

古池

大池(シpウ マ)

稚児池

蓮池

琵琶池

丸池

大池(イ イヅナ)

大沼池

木戸池

青木湖

中綱湖

湧池

柳久保池

木崎湖

大池(ウ バ ステカミ)

大池(ウ バステシモ)

聖湖

鷲羽池

宮川池(1)(ミョウジンイケ)

大正池

田代池

雄池

雌池

雨池

長湖

猪名湖

白駒池

諏訪湖

二の池

三の池

深見池

コ ー ド

4150

4160

4170

4180

4190

4200

4210

4220

4230

4240

4250

4260

4270

4290

4300

4310

4320

4330

4340

4350

'4360

4370

4380

4390

4400

4410

4420

4430

4440

4450

4460

4470

4480

4490

4500

4510

4520

4530

4540

4550

4560

湖 沼 名
一の池

二の池

三の池

亀ケ池

不消ケ池

鶴ケ池

権現池

.一碧湖

八丁池

緒鼻湖

浜名湖

佐鳴湖

油ケ渕

白石湖

余呉湖

琵琶湖

曽根沼

小松内湖

伊庭内湖

西之湖

離湖

久美浜湾

阿蘇海

蟻ケ池

美泥ケ池

轡池

奥池

多鱒ケ池

湖山池

東郷池

男池

女池

中海

宍道湖

神西湖

蛇池

浮布池

播竜湖

青海湖

海老ケ池

大池

一24?一

コ ー ド

4570

4580

4590

4600

4610

4620

4630

4640

4650

4660

4670

4680

4690

4700

4710

4720

4730

4し740

4750

4760

4770

4780

4790

4800

5010

5020

5030

5040

5050

5060

5070

5080

5090

5100

5110

5120

5130

5140

5160

湖 沼 名

上江津湖

下江津湖

志高湖

小田の池

立石池

不動池

六観音池

螺 池

大幡池

御池

小池

新燃池

大浪池

海鼠池

須口池

貝池

鍬崎池

藺牟田池

住吉池

岬 湖

,鰻池
鏡池

内海

大池

千歳沼

大沼

商人沼

田谷地沼

阿川沼

大沼

広浦

赤井江

御浜池

今神御池

長沼

男沼

赤浦潟

四ノ池

中原池



県 コ ー ド

県 コー ド表(P349)参 照

湖沼名(文 字型)

カナ18ケ タ

成因 コー ド 湖沼型 コー ド

コー ド

1

2

3

4

5

6

0

区 分

断層湖

カルデラ湖

火山湖

堰止湖

海跡湖

その他

不明

コー ド

1

2

3

淡 水 型 ・
汽水型区分

淡水型

汽水型

不明

コー ド

1

2

3

4

5

6

0

湖沼型区分

富栄養湖

中栄養湖

貧栄養湖

酸栄養湖

鉄栄養湖

腐植栄養湖

不明

北緯 ・東経(整 数型)

湖沼の中心の座標(60進 表記1分 まで〉

鳥獣保護区設定状況区分

湖沼島岸共通

コー ド

0

1

2

区 分

鳥獣保護区の設定がない

鳥獣保護区の設定がある

同 上

特別保護区設定ない

特別保護区設定あり

水面標高(整 数型)

(m)

面 積(整 数型)

(ha)

最大 水深(整 数型)

(O.lm)

容 積(整 数型)

(1041mia)

湖 岸 線延長(整 数型)

(0.1㎞)

水 位変動(整 数型 .)

(O.lm)

報告書

の実数

結氷 コー ド

コード 区分

1有

0無

期間は,前2ケ タが開始月,後2ケ タが終止月

流入河川(整 数)

報告書記載実本数

流出河川(整 数)

報告書記載実本数

埋立干拓面積(整 数型)

実数(単 位ha)
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PH(整 数 型)

報 告書記載の測定年月(西 暦年末尾2ケ タ+月)及 び測定値(10響1単 位)

DO(整 数型)

報 告書 記載 の測定年月(西 暦年末尾2ケ タ+月)及 び測定値(測 定値単位 はppm)

透 明度(整 数型)

も とのMTで は,測 定年月及 び測定値は,最 近6回 分 まで記録 され てい たが,代 表 値 と し

て,最 近1回 分 のみを選択 して収録 した。(0.1m単 位)

水 変(水 位変動原因)コ ー ド 利用状況区分 コー ド

コー ド

1

2

3

4

5

6

z

8

0

区 分

発電用取水による

農業用取水による

水産用取水による

工業用取水による

飲料用水取水による

自然現象(融 雪,降 雨)に よる

洪水調節による

変動な し

不 明(無 記入)

最高5項 目まで

コー ド

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

区 分

用 水 取 水

漁 業

養 殖

魚 釣 り(氷 上釣)

舟 遊 び

水 遊 び

ス ケ ー ト

キ ャ ン プ

狩 猟

園 地

そ の 他

不快要因 コー ド

最高5項 目まで

コー ド

11

12

13

14

15

21

22

23

24

区 分

汚

濁

悪

臭

生活排水による汚濁

生産処理施設からの排水汚濁

し尿処理場からの排水汚濁

温泉排水汚濁

土砂流入汚濁

し尿処理施設排水の悪臭

水壼処理施設排水の悪臭

硫化水素臭

農作物腐敗臭

31

32

33

34

35

36

37

38

41

51

52

53

外

観

騒

音

水
質
等

ゴミの堆積 ・打上げ

土取場 ・土捨場

整地工事

人工施設

浮草の繁茂 ・枯死 ・腐敗

アオコの発生

湿地の裸地化

減水による美観の悪化

観光客等による騒音

水質汚濁

富栄養化

赤 潮
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調査年月(整 数型)

年は西暦の下2ケ タ,月 は実数

透明度(最 大値)(整 数型)

0.1m単 位

挺水植物有の10分率(整 数型)

改変状況の10分率(整 数型)

① 自然湖岸(が け地ではない)

② 〃(が け地である)

③ 半 自然湖岸

④ 人工湖岸

⑤ 水 面

土地利用の10分率(整 数型)

① 自然地(樹 林他)

② 〃(そ の他)

③ 農業地

④ 市街地 ・工業地 ・その他

⑤ 水 面

地区の数(整 数型)

地区の総数

保全地域 コー ド

湖岸の指定のみ

の10分 率

の10分 率

公 園 コー ド(P350)お よび都道府県立 自然公園名 コー ド(P351)参 照
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地 区区分 コー ド

コー ド

11

12

13

21

22

23

32

33

41

52

53

62

63

地 域 地 区 区 分

国 立 公 園

国 定 公 園

県 立 自 然 公 園

特 別 保 護 地 区

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別 保 護 地 区

特 別 地 域

普 通 地 域

特 別 地 域

普 通 地 域

原 生 自 然 環 境 保 全 地 域

自然環境保全地域

県 自然環境保全

地 域

特 別 地 区

普 通 地 区

特 別 地 区

普 通 地 区

保全地域名 コー ド

コ ー ド

1

2

3

区 分

国 立 公 園

国 定 公 園

都道府県立自然公園

名称はカナ表示
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1調 査要綱及び実施状況

1-1調 査の 目的

海岸(汀 線)の 自然状態及び海岸陸域の自然状態を調査 し,わ が国における海岸の現況を把握する

ことである。

1-2調 査実 施 者

国が都道府県に委託 して実施する。

1-3調 査 対象 地 域

全国の海岸域全域(39都 道府県)に ついて調査する。

1-4調 査 実施 期 間

昭和53年度

1-5調 査 内 容

1-5-1調 査 項 目

全国の海岸域全域において,次 の事項にっいて調査する。

(1)海 岸(汀 線)の 自然状況

(2)海 岸(汀 線)に おける利用の状況

(3)海 岸陸域の土地利用状況

(4)海 岸域の汚染状況

1-6調 査 方 法

「全国海岸域現況調査」(昭 和50年3月 建設省河川局 ・建設省国土地理院)の 「海岸区分計測図」

を参考 としながら現地確認調査を実施 し,国 土地理院発行の1/25万 地 形図(1/25万 地形 図が発行

されていない場合は,1/5万 地 形図,以 下同 じ)上 に海岸(汀 線)の 自然状況等の区分を行 う。

1-6-1海 岸等の定義

(1)こ の 調査で 「海岸域」 とは,海 岸(汀 線)及 び海岸陸域 ②区域をい う。

(2)「 海 岸(汀 線)」 とは,低 潮海岸線 と通常大波の限界線 との間の区域を いう。

(3)「 海 岸陸域」 とは,通 常大波 の限界線 より陸側100mの 区 域を いう。

1-6-2調 査 対象海岸線

調査対象 とする海岸線 は,全 国のすべての海岸線 とする。 「全国海岸域現況調査」の 「海岸区分

計測図」 に表示 されて いる海岸線を参照すること。

1-6-3海 岸線の区分

(1)島(北 海道,本 州,四 国,九 州 もそれぞれ1つ の島とみなす),市 町村,自 然公園等の指定状
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(参 看)

・亀・い.㍉ 、、

孟駄 浪の1縣練
'ト"
:冷 蟷 岳憶

,..・ 蝋 綴 勲
噺 、 亀 亀 ● ●

h一 ノoo勉 → ρ一潮 闘帯一ゆi

」一溝岸 海 岸(ヌr線)一 濤 域

一 一一 海 岸 域㌧ 日

況,海 岸(汀 線)の 自然状態,海 岸陸域の土地利用が変わるごとに区分線を入れて海岸線を区分

する。

上記のように細かく区分された海岸線を,以 下 「計測区聞」という(下 図参照)。

'隆側

バ 岸線
壷

蒋 側

避 強
一 絶 ♪腕

//!'》 ノ

/匿 亟司/

㌔1
難藷

海岸線を区分す るにあた っては,保 全地域 の名称,地 種区分 が変 わる ごとに区分線を入れるこ

とになるので,誤 解 のない よう注意 されたい。
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国立公園

曲 み普通燭 。普麟
毒=糊 幽
し_ハ___}____ノ ー

融殖唖繊

/:
ク

訂測涯間

次の図のように,突 堤等で囲まれた入江にっいて海岸(汀 線)区 分を行う場合は,突 堤に関係

なく,海 岸(汀 線)に おける人工構築物の有無により判断すること。

塵塩

履 ・翠 で
・く:晦 岸

1

評

鍵

一フ漁 済
,:歪 そ拶

(2)「 海 岸(汀 線)の 自然状態」,「 海岸陸域 の土地利用 」の区分は,表1-1「 海 岸(汀 線)・ 海岸

陸域区分表」 によ って行 う。

(3)区 分 の最小単位 は100mと し,計 測区間が100m未 満 になるような場合はその区間を折半 し,

その両端 の区間にそれぞれ含める。

④ 「海岸区分 計測図」に表示 されている海岸線のみを調査対象 とする。ただ し,「 海岸区分計測

図」は,昭 和49年 度 における調査結果であ り,そ の後 の改変等 も考 えられるので必ず現況により

調査すること。

(5)「 海 岸区分計測図」には,一応 「海岸線 区分」が表示 されて いるが,必 ず,本 調査要綱に もとづ

き,現 地を確認 して調査 にあたられたい。

(6)海 岸(汀 線)区 分 において は,次 の点 に注意され たい。

ア 汀線 に直角 に設置 された人工構造物 が,海 岸線100m以 内 に2本 以上存在する場合には,当

該海岸線 は,半 自然海岸 に区分す る。

イ 常時海面下 にある人工構築物 にっいては,区 分において無視す ること。

ウ 人工干潟,人 工汀等は,人 工的にっ くられた海岸で あるが,潮 間帯 における人工構築物 の存

在の状況 により海岸(汀 線)区 分を行 い,必 ず しも人工海岸 に しな くて もよい。
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なお,人 工干潟,人 工汀の場合は,備 考欄 にその旨注記する。

表1-1海 岸(汀 線)・ 海岸陸域区分表

海

岸

　

汀

線
)

海

岸

陸

域

区 分

自然海岸

海岸(汀 線)が 人工によって改変されな

いで自然の状態を保持 している海岸(海

岸(汀 線)に 人工構築物のない海岸)

半自然海岸

道路,護 岸,テ トラポット等の人工構築
物で海岸(汀線)の 一部に人工が加え ら
れているが,潮間帯においては,自 然の状
態を保持 している海岸(海 岸(汀 線)に
人工構築物がない場合でも海域に護岸堤

等の構築物がある場合は,半自然海岸と
する)

人工海岸
港湾 ・埋立 ・俊喋 ・干拓等により人工的
にっくられた海岸等,潮 間帯に人工構築
物がある海岸

海岸(汀 線)に 浜が発達 し

ている

泥 浜 海 岸

砂質(砂 浜)海 岸

岩石(磯 浜)海 岸

海岸(汀 線)に 浜が発達 していない(海 食崖等)

海岸(汀 線)に 浜が発達 し

ている

泥 浜 海 岸

砂質(砂 浜)海 岸

岩石(磯 浜)海 岸

海岸(汀 線)に 浜が発達 していない

埋立によってできた海岸

干拓によってできた海岸

上記以外の人工海岸

河口蔀
河川法の規定(河 川法適用外の河川にも準用)に よる 「河川区域」の最下流端を陸海
の境とする。

自然地
(樹 林地,砂 浜,断 崖等の自然が人工によって著 しく改変されていないで自然の状態
を保持している土地)

農業地(水 田,畑,牧 野等の農業的な利用が行われている土地)

市街地 ・工業地 ・その他(た だ し河ロ部を除 く)

河口部

・海岸陸域 の区分にあた り,海 岸陸域の幅100m内 に,自 然地,農 業地,市 街地 等が混在する場合

は,最 も優 占す る土地利用形態を もって海岸陸域区分す ること。

4_.慾 海岸

(海側 ノ

こ

薩 狽・D

半倉然魅岸

そ ∵

1}1駄 .菅

.
.r

・;

..、.
θ ・ ・ ●一.9●

●● ●9.■ ■ ●

β〃〃篭 ご90飯

倉黙海岸 一 →

蘇.二 、 φ 諦

2〃 〃 ク7も
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<参 考>

1。 自然海岸(海 岸(汀 線)に 人工構築物がない)

① 海岸(汀 線)に 浜が発達 している。

Hセ》L

``
浜'●

← 一一;願蒔 一・

ト ー 一 油 齢 τ鯛 り 伽

L轡L,

② 海岸(汀 線)に 浜が発達 していない。

.一._.・_一.・ ・_・ ・ … 一 ・・ 重 駄 勅 鵬

H馳 》19

1・ 一 一 一一 一 ・一 一 。 一。 一 一L"L

l・・ゆ 」 レ9

≒鰐㈱漸
ヨ繭 尋

2.半 自然海岸

① 海岸(汀 線)に 浜が発達 している。

ア 海岸(汀 線)の 一部 に人工構築物があるが,潮 間帯 にはない。

!∂ 〃7冗

一海岸鍼 ← 一

7ぢ 『 饗 ・・

}一 潮噺 帯・→

海 逢(丈r8嚢)一 一

d 〃 〃 ム

'い ●嚇℃ ●"一'…'層'"層'…".● ●"璽'.曽.… 一 よw乙＼
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イ 海岸(汀 線)に は人工構築物はないが,海 域に離岸堤等人工構築物がある。

:〉 ↑＼

・・一 ・'〉
.離 岸 堤

噛◎

1≒1＼ 、.∴'● 一 噸… 醗

;㌔ ●＼
〃"カ{← ・綱 司 蔚 甥'

嫡 鞭域躯 『噛 岸(鞠 一ト 海域

② 海岸(汀 線)に 浜が発達 していない。海岸(汀 線)の 一部に人工構築物があるが潮間帯にはな眺

一 。 一 一一 一 一 。一・聯 欠i綻 ②聞 線

即 》L

一 一Lwし

1

様
←r瀦職 → 、

麹胸 亭

3.人 工海岸(潮 間帯に人工構築物がある)

誉r」._/煕 干塒HWL.ワ
LWL

矩≦縫 一 騨 嚥認壁二,

1

1

←却 鴫編

1

噸 〔灘)→
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1-6-4調 査 事項

海 岸(汀 線)の 自然状態等の区分 を地形図上に行 い改変図を作成するほか,計 測区間 ごとに次 の'、

事項 にっいて調査す る。

(1)立 入可能性

当該計測区間 に立入 りがで きるか どうか,立 入りできない場合はその理由について,次 の区分

に従 って調査 す る。

表1-2.立 入可能 性区分表

立 入 可 能 性 区 分

立入りできる

崖,河 口部な どの地形的条件で立入 りができない。

工場等が海岸域にあるため立入りができない。

その他の理由で立入 りがで きない。

ア 立入りできる

波打ち際まで何の障害もな く自由に行ける状態を示 し,波 打ち際が人工海岸であっても波打

ち際まで自由に到達できる場合は,「 立入 りできる」と判断する。

例)

勧 で騒 凶
Cam)

択 きろ

イ 工場等が海岸域にあるため立入りができない。

波打ち際まで行くのに,許 可を要するような場合は,立 入りができないと判断する。

ウ 海岸陸域が森林等で海岸への到達道路がな くて,波 打ち際へ行かれない場合は,「 その他の

理由で立入りができない」と判定する。

エ 浜が発達 している場合でも,無 人島などで通常の到達手段(定 期船)が ない場合は,「 その

他の理由で立入りができない」と判定する。

無人島などでも,海 岸が崖になっている場合は,「地形的条件で立入りができない」と判定す

る。

参考1.海 岸陸域,立 入可能性、汚染状況の区分を実施 しようとする時,当 該計測区間で最も

優占する区分をもって,当 該計測区間の区分とする。
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(例)
エ場

茎

夢、

か1,で ミろ

計渥,1鯛

似 磁 い、とすろ

(例)

ゴミない
ロロ 　

翻 醐]ミ 帆 と鋤 あ
ゴミな い

ゴミ少 レ

(例)

!〃077し

懇

脇

竃

戸
鱗

」裏業嵐 と判断する

参考2.1っ の計測区間が非常に長 く続 くため,計 測区間ごとの立入可能性,汚 染状況の区分

を区間内で優占する区分を もってした場合,著 しく実情に合わないと判断 される場合は,同

一の計測区間であっても,1～2Kmご とに適宜区分して海岸改変状況図,海岸調査票を作成す

る。

6例)清 勘 麦

きれ し、
少しよご凱ている OV象ソ♪看」肥てい:壱ト∠一

　 コロ

コ

埋立海岸(3り て"「布徽 乙(②)
コ ロ

ー 一一一 一呼一一一一一一一一ノー 一一ノ～一 一一一一〉一一 一 一ノー

1～2K臥 ごとに」鹸 二分 する
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(2)利 用 状 況

当該計測区間の海岸域及びその地先海域において,次 に掲げる利用状況が見 られるかどうかに

ついて調査する。

ア 散 策

イ 海 水 浴

ウ 潮 干 狩

工 魚 釣

オ 採 集(コ ンブ等海藻類,磯 物の採取等による海岸利用)

力 網 漁(地 引き網,網 干 し場等による海岸利用)

キ 養 殖 漁 業

(3)汚 染 状 況

当該計測区間の海岸域における汚染状況にっいて,次 の項目ごとにその概要を調査する。

ア 「清澄度」

海水のきれいさの程度(清 澄度)を 次により区分する。

表1-3清 澄 度 区 分 表

清 澄 度 区 分

き れ い

すこ し汚れている

かなり汚れている

海の底がよく見え,快 適な気分で泳げる程度

透視度30cm程 度以上

海水に浸かることが気にならない程度

透視度20～30cm程 度

海水に浸かる気が しない程度

透視度20cm程 度以下

イ 「油汚染」

廃油ボール等の付着状況を次により区分する。

表1-4油 汚染度区分表

油 汚 染 度 区 分

ほとんどみられない

すぐ見っかるが多くはない

多い。ベル ト状,班 点状 に見 られる

ウ 「ゴミ等」

ゴミ等の標着状捉を次により区分する。
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表1-5ゴ ミ等標着状況区分表

ゴミ等標着状況区分

ほとんど見られない

す ぐ見つかるが多くはない

ゴ ミが非常 に目立っ

(4)鳥 獣保護区設定状況

当該計測区間内の海岸域における鳥獣保護区の設定状況を次により区分する。

表1-6鳥 獣保護区設定状況区分表

鳥獣保護区設定状況区分

鳥獣保護区の設定がない

鳥獣保護区の設定がある

鳥獣保護区特別保護地区の指定がある

1-7.調 査 結 果 の と りま とめ

受託者 は調査結果 を下記の図票 にとりまとめる。

1-7-1海 岸 改変状況図

調査 した結果 は,図1-1「 海 岸改変状況図」(以 下 「改変 図」 という。)に な らい,国 土地理院発

行 の1/25万 地 形図に表示する。

1-7-2海 岸 調査票

調査事項 は,表1-7「 海 岸調査票」(以 下 「調査票」 とい う。)に とりまとめる。

1-8.実 施 状 況

基礎調査(昭 和53年度)で 各都道府県において作成された海岸改変状況図は総数1,528枚 で内訳は

次のとおりである。

都道府県名

1.北 海道

2.青 森

3.岩 手'

4.宮 城

5.秋 田

6.山 形

7福 島

図面枚数

254

63

27

27

23

10

14

都道府県名

8.茨 城

12.千 葉

13.東 京

14.神 奈 川

15.新 潟

16.富 山

17石 川

図面枚数

17

33

28

15

48

11

38

都道府県名

18.福 井

22.静 岡

23.愛 知

24.三 重

26.京 都

27.大 阪

28.兵 庫

図面枚数

19

36

25

36

16

9

31

都道府県名

30.和 歌 山

31.鳥 取

32.島 根

33.岡 山

34.広 島

35.山 口

36.徳 島

図面枚数

26

13

33

21

35

61

16
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海 岸 改 変 状 況 図
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図1-1海 岸改変状況図
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表1-7海 岸 調 査 票
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都道府県名

37香 川

38.愛 媛

39.高 知

図面枚数

29

58

36

都道府県名

40.福 岡

41.佐 賀

42.長 崎

図面枚数

31

16

97

都道府県名

43.熊 本

44.大 分

45.宮 崎

図面枚数

37

34

23

都道府県名

46.鹿 児 島

47沖 縄

合 計

図面枚数

119

63

1,528

な お,海 岸改変状況図の中で,1/25,000地 形 図が無いため1/50,000地 形 図を使用 しているもの

は,北 海道,東 京の9枚 で,ほ とん どは1/25,000地 形図で作成 されて いる。

。1/50,000地 形 図で作成 された図面

(北海道) 「湧洞沼 」(図 面Nα226)

「忠 類 」(図 面Nα268)

「大 樹 」(図 面Nα269)

「広 尾」(図 面Nα270)

「庶 野」(図 面Nα271)

「幌 泉 」(図 面Nα320)

「襟裳岬」(図 面Nα321)

(東 京) 「八丈所属諸 島」(図 面No48)

但 し,八 丈青ケ島を除 く

「火山列 島」(図 面Nα56)

但 し,硫 黄島を除 く

H情 報 処 理

皿 一1.入 力情 報 処理

皿一1-1情 報処理の内容

(1)情 報処理の対象項目

「第2回 自然環境保全基礎調査海岸調査要綱」にもとづき実施された海岸調査にっいて,海 岸

線延長の計測を行い関連情報の処理を行う。

ここで行われた計測および情報処理の内容は次のとおりである。

ア 海域区分の実施

全国の海岸改変状況図の上で区分 し,磁 気テープに収納 した。

イ

ウ

工

オ

カ

各計測区間の区間長ならびに出発点からの距離。

計測区間の区分点のXY座 標。

UTM座 標(緯 経度)で 測定 ・収納 した。

海岸調査票(昭 和53年度成果)の 内容を磁気テープに収納した。

地図Nα,計測区間Nα,コ ー ドNα……島,行 政,保 全地域区分,海 岸(汀 線)区 分,海 岸陸域

区分,立 入可能性,利 用状況,汚 染状況,鳥 獣保護区

磁気テープに収納された海岸関連情報を出力 した。

都道府県毎の海岸(汀 線)区 分別および海岸陸域区分別の海岸線延長を算出した。
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H-1-2情 報 処理の システムフロー

計測 と情報処理 のシステムフローは,図H-1の とおりである。

皿一1-3測 定 方法の概要

(1)オ ーバ ーレイ作成

海岸改変状況図にマイラーベースでオーバ ーレイ し,計 測区間(図 割),区 間番号 ならびに出

発点 ・終了点 を明示する。

海岸改変状況 図には,海 岸(汀 線)区 分 と海岸陸域区分 の表示 があるものの計測区間番号が明

示 されていない こと,ま た,例 えば区分線 と突堤 との誤認 など計測上 の支障事項 が多いこともあ

り,測 定を円滑にす るためにオーバ ーレイが効果的に使われた。

(2)検 査 ・校正

海岸改変状況図と海岸調査票(原 票)の 照 合 を行 い,記 入 事項 につ いての確認 と補正を行う

ものである。

昭和53年 度調査での不明事項等に関 しては,一 部,各 都道府県の担当部局 に照合 し補正を行 っ

た。

(3)測 定,X・Y入 力

海岸線測定 は,タ ブ レ閉 トデ ィジタイザーで測定 された座標値か ら計算 して求める方法を採 っ

た。

これは,曲 線 も直線 の連続線 におき換えたかたちで,各 直線 の始終点の座標値を求 め計算 によ

り求めるものである。

屈 曲度 の高い線分 ほど分割する直線分 の長さが短か くなる。

この測定の精度を圧右す るものは座標値(X,Y)の 測 定である。

膨大 な作業量 の処理 に対する作業時間の短縮をはか り,精 度 の均一化をはか るため,タ ブレッ

トデ ィジタイザ ーとコ ンピュータを組み合わせて使用 した。

タブレッ トデ ィジタイザ ーは,地 図,写 真,グ ラフ等の各種図面 か らデジタル値 と して座標値

を検出する装置 であ る。

ディジタイザーにセ ットされた海岸改変状況図の海岸線のい くつか の点の座標を検 出 し,そ の点

間の直線距離を コンピュータで計算する。この直線距離を連結し,和を求め各計測区間の区間長 とす る。

座標値はスタイラスペ ンで海岸線 の各点を押 さえ入力 される。

ディジタイザ ーに海岸改変状況図をセ ッ トし,区 間長を算出 ・出力 するまでのオペ レー ションの

流 れを図∬一2に 示す。

なお,出 発点,終 了点,始 点,終 点 について図示 すると次のとお りである。

・出発点 とは
,あ る地図上で連続 した海 岸線の左端点を指 し,線 長測定を開始 する点である。次

図アのPo,qoが これに相当す る。

・終 了点 とは
,あ る地図上で連続 した海岸線 の右端点 を指 し,線 長測定を終了す る点であ る。次

図アのPN,qMが これに相当する。

・始点 とは
,各 計測区間 の左端点を指 し,次 図アのPi-1は 計 測区間iの 始点であ り,qj-1は 計

測区間jの 始点である。
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海 岸 改 変 状 況 図

S)

a)オ ー バ ー レ イ 作 成

b)検 査 ・ 校 正

(昭 和53年 度 作成)

海 岸 調 査 表

(昭 和53年 度 作成)

ロ 　 　 コ ロ ロ 　 コ の 　 　

測C)定1図 面 の 。,ト;
X・Y入 力l

l

l計 測 区 間N
oの 入 力I

ll
`l
l海 域 区 分 記入 鄭項 の

エ ラー 処 理l

l
l

タブ レッ トデジタ イザーI

lよ りX,Yの 入 力コ ー ド 随 を カ ー ド

に パ ン チ す る

入 力操 作 の エ ラ ー処 理I

l5

1

入 力(カ ー ド リー ダ)1区 間 長 計 算l
l

ヤ ロ

か … ンチ・・ラー九 ・ク1庭 リア冨 リ務1

:
」一___一 一 一 一 一 一 一

測 定 竺 果 の 検 査

d) 区 間 長
の 再 測 定

プ ロ,ピ_デ ィ ス クf)

に 格 納

デ4ス ク に 転 送

e) 出発 点 か ら
の 距 離 計算

海 岸 調 査 表

コ ー ド1虹 を カ ー ドに
バ ン チ す る

入 力(カ ー ドリー ダ)

カードパンチエラーチ ェ7ク

図 皿一1

h)区 問 長,出 発 点 か ら
の距離,コ ー ド町の偏集

ラインプリンタ
出 力

最 終 結 果 の 検 査

i)番 号順 に編成 しな:竪す

磁気テープへ収納す る

ラインブリンタ
出 力(海 岸調査表)

STOP

計 測 と情 報 処 理 の シ ス テ ム フ ロ ー
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コ ン ソ ー ル よ り

地 図N巳 を 入 力

出発点入 力

コ ン ソ ー ル よ り

計 測 区 間 厘 を入 力

始点入 力

モ ニ タ ー 海岸線上の座標入力

キャシセル入 力

入 力は正 しいか
?

YES

線長計算

終点か
?

NO

YES

区間長計算

シ リアルブ リンタ

出 力

図 皿一2オ ペレーシ ョン流れ図

・終点 とは各計測区間 の右端慮 を指 し
,次 図アのPiは 計測区間iの 終点で あり,qjは 計測区間

jの 終点である。 またPi-1は 計 測区間(i-1)の 終点 で もある。

・区間長 とは
,始 点 か ら終点 までの長さをい う。
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地図

始

点

Po

終
点

P重P』

P3

出発 点

海岸線

Pト 重

P;

計測区間i

終点

始点

計測区間j

4s

gi

4.q

j一題

qM-1

pNl90

出

発

点

図 皿一3一 ア 作業 フローに関する用語 の説明図

qM

終
了
点

1.

Pト1

区間長 一

線長
玩 菟

P;

● … タプレッ トディジタイザ ー

より入力された座標

図 ∬一3一 イ ー部の拡大図

・線長 とは
,タ ブ レッ トデ ィジタイザーか ら入力 された2点 間の距離のことを指す。図イのrk-1

-r
kが これ に相当する。

(4)測 定 結果の検 査 ・区間長の再測定

出力 された区間長 について点検を し,エ ラーがあった場合 と,海 岸改変状況図の図葉毎の区間

長の合計値が 「全国海岸域現況調査」(昭 和50年3月 建設省)の 結果 と2%以 上異なる場合 は再

測することと した。

再測 してその値 が第1回 目の測定値 に近 ければ2回 の測定値 の平均を採用 した。

(5)出 発 点からの距離計算

デ ィジタイザー測定によ って得られた区間長を もとに出発点 か らの距離 をコンピュータで計算 し

た。

(6)海 岸 調査票の コー ドNαをカー ドパ ンチ

海岸調査票 に記載ずみ(検 査 ・校正ずみ)の 各 コー ドNαを カー ドにパ ンチ した。
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パ ンチを行 なったコー ドは次の とお りである。

0

0

0

0

0

0

0

a

O

O

O

O

O

第1次 メ ッシュコー ド(参 考 までに含める)

都 道府県 コー ド

地図番号

計測区間Nα

島 コー ド

行政 コー ド

保全地域名および地種区分 コー ド

海岸(汀 線)区 分

海岸陸域区分

立入可能性

利用状況(散 策,海 水浴,潮 干狩,魚 釣,採 集,網 魚,養 殖漁業)

汚 染状況(清 澄度,油 汚染,ゴ ミ等)

鳥 獣保護区

(7)海 域 区 分

全国の海岸改変状況図に,「 海域区分図(1/2,500,000)」 と海域区分 コー ドー覧 により海域

区分を実施 した。

海岸調査票,海 岸改変状況図の各計測区間 と海域区分を対応 させてそれをカー ドにパ ンチし芯

(8)区 間 長,出 発点か らの距離,コ ー ドNαの編集

区間長,出 発点 からの距離の計算結果 と新 たに入力 された海岸調査票の各 コー ドNαならびに海

域区分 コー ドNαとを図葉毎に編集 した。

(9)番 号 順の編成

調査票の最終結果を地図Nαの順,都 道府県の順 に編成 した。
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五 一2フ オ ー マ ッ ト表

(基 礎データ)

10 w 30 40 so so

海岸

レコー ド8豚

レコード 逗

1-1

桁救
0ジ カ轟・9イン

7イ ジカル

文 字 区 分

● ● ● ・

市町 村

コー ド

● ● ● ●

5

● ●

区

画

数
●o

3

●

島

コ

i

ド

3

● ●o

地

域名

コ
1

ド

● ●o

4

種
コ

i

ド

1

演 岸

(汀線

区 分

z

喬
岸陸

域区

分

1

立
入
可
能
性

1

利用

状

況

ア・イ・ウ・エ ・オ カ・キ

7

汚

染

状
況

3

鳥
獣

護
区

1

海
域

区
分

3

区

間

長

5

始 点.の 座 標'

経 度

度

3

分

z

秒

4

絢 度

度

3

分

z

秒

4

始 点 の 座 標

経 度

度

3

分

2

秒

4

緯 度

度

3

分

2

秒

4

1件1レ コ ー ド

(県 別集計デ ータ)

1

ミ
の

1

10 20 30 dO 50 60 70 ao

レコード 称

レコード弩迎縫番号

2-1

桁救
Oジ カ轟・噌トイン

7イ ジカル

文 字 区 分

o

県

コ

i

ド

z

● ・

地
図
の
総
数

3

県の総延長

io

Filler

・ ・ ● ●.● ● り ・ ● ● ● ● ● ■ ●o・o● ・ ●o●

65

10 20 30 40 50 60 70 ea

レコード

レコード樋運綾8母

2-2

桁救
0ジ カ貼 ・サ イン

フィジカル

文 字 区 分

汀 線ll延 長

コ

i

ド
〉〉

2

延 長

8

コ

1

ド
12

2

延 長

8

コ

1

ド
13

2

延 長

8

コ

i
ド

14

2

延 長

8

コ

i

ド

2]

2

延 長

8

コ

i

ド

22

z

延 長

8

コ

i

ド
23

2

延 長

8

コ

i

ド
罰

2

延 長

8

10 za 30 00 SU so 70

レコード

レコoド 弩逼続8号

2-3

ロ ジ加 ・サイン

桁救7イ ジカル

玄 宰 区 分

陸 域11延 長

コ

i
ド

3]

z

延 長

8

コ

i
ド

32

2

延 長

8

コ

i

ド

33

z

延 長

8

コ

i

ド
41

2

延 長

8

コ

1

ド
pl

2

延 長

8

コ

i

ド
p2

z

延 長

8

コ

1
ド

p3

z

延 長

8

コ

i

ド

pO

2

延 長

....

8



丑一5コ ー ド表 く海 岸〉

市町村 コー ド

自治省のコー ド

区画数(整 数)

1枚 の地形図内の区画数

島 コー ド

印刷の都合から省略 した。

第2回 自然環境保全基礎調査要綱1978の 別冊 「第2回 自然環境保全基礎調査コー ド番号「覧」

(環境庁自然保護局,1978)を 参照もしくは,環 境庁 自然保護局自然環境調査室または ,日 本野生

生物研究センターまで照会ください。

地 域名 コー ド 地種 コー ド

コ ー ド

0000

01xx

O2xx

O3xx

O4× ×～09× ×

10× ×～39× ×

40× ×～89× ×

区 分

地域指定な し

国 立 公 園

国 定 公 園

原生自然環境保全地域

自然環境保全地域

都道府県立自然公園

都道府県 自然環境保全地域

1

公園 コー ド

(p350)

参 照

一P参 照

一P参 照

コ ー ド

1

2

3

4

5

6

7

0

区 分

特別保護地区

特 別 地 域

普 通 地 域

海域のみ普通地域

原生自然環境保全地域

特 別 地 区

普 通 地 区

地域指定な し

海岸(汀 線)区 分 コー ド

コ ー ド

11

12

13

14

21

22

23

24

31

32

33

41

区 分

自然海岸

海岸(汀 線)が 人工によって改変されないで自

然の状態を保持 している海岸

半自然海岸

道路,護 岸,テ トラポット等の人工構築物で海

岸(汀 線)の 一部に人工が加えられているが

潮間帯においては,自 然の状態を保持している

海岸(海 岸(汀 線)に 人工構築物がない場合で

も海域に護岸提等の構築物がある場合は,半 自
然海岸 とする。)

人工海岸

海岸(汀 線)が,港 湾 ・埋立 ・凌煤 ・干拓等の

土木工事により著 しく人工的に改変された海岸

(人為によってっ くられた海岸)

海岸(汀 線)に 浜

が発達している

泥 浜 海 岸

砂質(砂 浜)海 岸

岩石(磯 浜)海 岸

海岸(濾)に 浜が鍵 してし蝋 鶴)

人工構築物の前面

に浜が発達 してい

る

泥 浜 海 岸

砂質(砂 浜)海 岸

岩石(磯 浜)海 岸

人工構築物の前面には浜が発達してい
ない

埋立によってできた海岸

干拓によってできた海岸

上記以外の土木工事によってできた海岸

河 口 部 河川法の規定(河 川法適用外の河川にも準用)に よる 「河川区域」の最下流

端を陸海の境とする。
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海岸陸域区分 コー ド

コ ー ド

1

2

3

0

区 分

(樹林地,砂 浜,断 崖等の自然が人工によって著 しく改変されていないで自自 然 地

然の状態を保持している土地)

農 業 地(水 田,畑,牧 野等の農業的な利用が行われている土地)

市街地 ・工業地

河 口 部

立入可能性 コー ド

コ ー ド

0

1

2

3

区 分

立入 りで きる。

崖,河 口部 などの地形的条件で立入 りがで きない。

工場等が海岸にあるため立入 りができない。

その他の理由で立入 りがで きない。

利 用 状 況 コ ド

当該計測区間の海岸域及びその地先海域において,次 に掲げる利用状況が見られるかどうかにつ

・いて調査する。

il李1ζ:糊 聯 魏
採 集オ

「採集」とは,コ ンブ等海藻類,磯 物の採取等の海岸利用のことである。

「網漁」 とは,地 引 き網,網 干 し場等の海岸利用の ことである。

ア～キは,フ ォーマ ッ ト表 のア～キのカ ラム位置 に対応 してい る。

汚染状況 コー ド

3カ ラムのうち始 あか ら清澄度,油 汚染 度,ゴ ミ等漂着状況 の順。

清 澄 度 区 分

コ ー ド

0

1

2

区 分

き れ い

すこし汚れている

かなり汚れている

備 考

海の底がよく見え,快 適な気分で泳げる程度 透視度30㎝ 程度以上

海水に浸かることが気にならない程度 透明度20侃 ～30㎝ 程度

海水に浸かる気がしない程度 透視度20㎝程度以下
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油 汚 染 度 区 分 ゴミ等漂着状況区分

コ ー ド

0

1

2

区 分

ほとんど見られない

す ぐ見っかるが多くはない

多い,ベ ル ト状,班 点状に見 られ る

コ ー ド

0

1

2

区 分

ほとんど見られない

す ぐ見つかるが 多くはない

ゴミが非常に目立っ

鳥獣保護区 コー ド

コ ー ド

0

1

2

区 分

鳥獣保護区の設定がない

鳥獣保護区の設定がある

鳥獣保護区特別保護区の指定がある

海域 区分 コー ド

海域区分 コー ド(P372)参 照

区間長(実 数型)

0.01㎞ まで表示

(1区 間は原則 としては100祝 以上)

始 点の座標 および終点の座標(整 数型および実数型)

調 査区間の始点および終 点の経度,緯 度を度 ,分,秒 に分けて表示,秒 にっいては,0.1秒 まで

表示

県 コー ド

県 コー ド(P349)参 照

地図の総数(整 数型)

県 ごとの地図の総枚数

県の総延長(実 数型)

汀線 別延長(文 字型および実数型)

海 岸(汀 線)区 分 コー ド(前 出)に 続いて,延 長距離を0.01㎞ まで表示

陸域別延長(文 字型 および実数型)

海 岸陸域区分 コー ド(前 出)に 続 いて 延長距離を0.01㎞ まで表示,た だし,海 岸陸域区分 コー ドが

頭にプ ランクを付け2バ イ トになっている。
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1調 査 要 綱

1-1調 査 の 目 的

干潟,藻 場,サ ンゴ礁 のわが国における分布状況を調査することである。

1-2調 査実 施 者

国が都道府県に委託 して実施する。

1-3調 査 対象 地 域

日本沿岸域全域 とする。

1-4調 査 実施 期 間

昭和53年度

1-5調 査 内 容

1-5-1調 査 事 項

(1)位 置 ・面積

(2)タ イプ

(3)環 境 の現況等

1-6.調 査 方 法

地形図,空 中写真 の読取 り,既 存資料,そ の他知見の収集等により行 う。

また,必 要に応 じて,現 地確認調査,聞 きとり調査等を実施する。

1-6-1調 査 対 象

調査対象で,「 面積が1ha以 上 であること」 とは,1/5万 地形図で,当 該分布域(消 滅域)が,

2mm×2mmま たは1mm×4mm以 上 の広が りとして 表示 されるものを いう。それ以下の幅で,細

長 く連続 する干潟,藻 場は,調 査対象 と しない。

(1)当 調 査で対象 とす る干潟は,現 存す るか,あ るいは1945年 以後 に人為的に消滅 した もので,次 の

要件 のすべてに該当す るもの とする。

ア 前浜干潟,河 ロ干潟(河 川区域を除 く),潟 湖干潟であること。

イ 面積が1ha以 上 であること。

ウ 干潟 の調査対象 には人工的に造成 され た干潟 も含める。 なお,人 工干潟の場合は,そ の旨備

考欄 に注記す る。

(2)藻 場

当調査で対象 とする藻場 は,現 存するか,あ るいは1973年 以 瑛に消滅 した もので,次 の要件のす

べてに該 当するものとする。
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ア 海域(潟 湖を含む)内 に存する,ア マモ場,ガ ラモ場 ,コ ンブ場等であって,水 深がおおむ

ね20m以 内の ものであること。

イ 面積が1ha以 上 であること。

(3)サ ンゴ礁

当調査で対象 とするサ ンゴ礁は,現 存 するか,あ るいは1973年 以 後 に消滅 した石サ ンゴ類の群

落 とす る。

ただ し,ト ラカ列島以南では,群 落面積が1ha以 上 の ものとする。

1-6-2調 査 区

(1)調 査 は調査区ごとに行 う。

(2)干 潟 の調査区は,次 のよ うに定 める。

ア 現存 する干潟 にっいて は,原 則 と して同タイプの干潟の1分 布域を1調 査区とする。

ただ し,分 布域が長大な場合は,河 口,濡(み お) ,岬 角 等の自然地形で適宜区分 して1調

査 とすることができる。

また,小 分布域が近接 して いる場合 は,ま とめて1調 査区 とす ることができる。

イ 消滅 した干潟にっいては,埋 立等 の工区ごとに区分 して ,1調 査区とする。

(3)藻 場 の調査区は,次 のように定める。

ア 現存す る藻場にっいては,原 則と して ,1分 布域を1調 査区とする。

ただ し,分 布域が長大 な場合 は,河 口,潔,岬 角等の自然地形で適宜区分 して1調 査区 とす

ることがで きる。

また,小 分布域が近接 している場合は,ま とめて1調 査区 とすることができる。

イ 消滅 した藻場にっ いて は,1消 滅域 を1調 査区 とする。

(4)サ ンゴ礁の調査区は,次 のように定める。

岬角,河 口等の自然地形 により分割 された比較的大規模 な地形的まとまりを1調 査区 とす る。

1-6-3調 査 事 項

本調査は,主 と して既存資料に もとついて行 うが,既 存資料その他知見がほとんどない場合は,

経 費 の許すか ぎり現地確認調査,聞 きとり調査等を実施す るよう努めること。

調査する事項 は次のとおりとするが,ア については,必 ず調査することとし,イ 以下 については,

既存 の資料,知 見を収集す る。

(1)干 潟

ア 位置,面 積,タ イプ

イ 底質 の状況

ウ 主 な生物の生息状況

エ レク リエーション的な干潟の利用状況

オ 干潟部分の海水 の清澄度,ゴ ミの漂着等の汚染状況

力 開発計画の有無

(2)藻 場

ア 位置,面 積,タ イプ
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(参 考1)調 査区の設定(干 潟)
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(参 考2)

調 ・査 区 の 設 定(藻 場)

煽
1:"
r'
.;

ノ1'

.長大な藻 場 甘、河ロ,

蘇 等 で{萱萱:区切 る

ことがGで きる.
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狛!櫛
布域 なまとめ

てノ詞 套区と

すること訳で舗
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→ 勘 分 有域 を形 域 していれば、

ノ調 査 区とすることカ《でぎる.

グ 鼓
消滅 域 ど現存する藻場 とは、別 の々調蛮区
とする.

埋購 により消滅 した藻:場部分き1

!調 査区どす看(淡 表色 に彩色)
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(参 考2-2)
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(参 考3)調 査区の設定(サ ンゴ礁)と 分布域の表示
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(参 考3-2)
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埋立、澱深による消滅域 は、

淡煮色に着色する
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(参 考3-3)

② 屋久島以北の場合
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淡赤色に着色する,
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イ 藻類優占種,最 も繁茂する時期の疎密度,繁 茂状況の経年変化

ウ 藻場の海水の清澄度

工 開発計画の有無

(3)サ ンゴ礁

ア .位 置,面 積

イ 優占するサンゴの形態

ウ オニヒトデ被害

エ サンゴ礁の海水の清澄度

オ 開発計画の有無

1-6-4調 査 方 法

干潟については,1/5万 地形図に表示されていないものもあると考えられるため,地 元に照会す

る等,も れのないよう努めること。

調査方法は,次 のとおりとする。

(1)干 潟

ア 分布域,消 滅域の決定

切 分布域については1/5万 地形図に表示されている干潟を基本とし,空 中写真の読みとり,

既存資料,そ の他の知見を参考として調査を行う。

ω 消滅域にっいては,消 滅前の1/5万 地形図,埋 立免許関係書類等の既存資料,そ の他の知

見を参考として調査を行 う。

イ 面積の測定

面積の測定方法は,日 林協式点格子板を使用することを原則とする。

ただし,こ の方法が不適当な場合は,「 沖出し幅×延長」等で算出してもさしつかえない。

数値は1ha単 位(1ha未 満4捨5入)と する。

ウ 消滅時期

消滅時期は,埋 立免許関係書類等の既存資料,そ の他の知見を参考として調査を行 う。

消滅 した時点は,工 事着手時 とする。

工 消滅理由

消滅 した干潟について,消 滅の理由を次の区分に従って調査する。

表1-1消 滅理由区分表

消滅理由区分

埋 立 て

干 拓

凌 喋

そ の 他

オ 消滅域現況
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消滅 した干潟が,現 在主にどのように利用されているか,次 の区分に従って調査する。

表i-2消 滅域現況区分表

現 況 区 分

緑 地 ・未 利 用 地

農 業 地

市 街 地

工 業 地

水 面

その他(飛 行場など)

カ タ イ プ

各調査区内の干潟の主たるタイプについて,次 の区分のいずれに該当するか調査する。

σり 前浜干潟

ω 河口干潟

◎ 潟湖干潟

キ 底 質

各調査区の底質の状況にっいて,次 の区分のいずれに該当するか,既 存の資料,知 見の得ら

れた調査区に限り判断する。

σり 岩 石

ω 礫

㈲ 砂

国 泥

ク 植 生

既存する干潟を対象とし,各 調査区内の主な植生について,次の区分に従 って,既存の資料,

知見の得られた調査区に限り判断する。

表1-3干 潟植生区分表

植 生 区 分

干潟内には植生はない

冠水草原(草 本 アシ,オ ギ等)

塩沼植生(草 本:ア ッケシソウ,シ チメンソウ等)

塩 沼植生(木 本 マ ングローブ)

その他の植生

ケ 鳥 類

㈲ 現存する干潟を対象 と し,当 該干潟 に渡来 するシギ,チ ドリ類 の状況 にっ いて,次 の区分
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に従 って,既 存 の資料,知 見 の得 られた調査区に限 り判断する。

表1-4シ ギgチ ドリ類渡来状況区分表

シギ,チ ドリ類の渡来状況

シギ,チ ドリ類の渡来 はほ とん どない。

シギ,チ ドリ類の渡来地ではあるが,大 型 シギ類は,ほ

とん ど見 られない。

大型 シギ類を含む渡来地である。

囲 大型 シギ類 とは,ダ イシャクシギ,ホ ウロクシギをいう。

ω 現存する干潟を対象とし,当 該干潟における鳥獣保護区の設定状況について,次 の区分に

従って調査する。

表1-5鳥 獣保護区設定状況区分表

鳥 獣 保護 区 設 定 状 況

鳥獣保護区の設定がない。

鳥獣保護区の設定がある。

鳥獣保護区特別保護地区の指定がある。

コ 利用状況

現存する干潟を対象とし,当 該干潟において,次 に掲げる利用状況が見られるかどうかにっ

いて,既 存の資料,知 見の得 られた調査区に限り判断する。

切 散 策

ω 海 水 浴

㈲ 潮 干 狩

ω 釣

㈲ 探 鳥

サ 清 澄 度

現存する干潟を対象 とし,当 該干潟の海岸汀線における海水の清澄度にっいて,次 の区分に

従って,既 存資料,知 見の得られた調査区に限り判断する。

表1-6清 澄 度 区 分 表

清 澄 度 区 分

き れ い

少 し汚 れて いる

海 の底が よく見え,快 適 な気分で泳げる程度。

透視度30cm程 度 以上。

海水 に浸 ることが気にな らない程度。
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清 澄 度 区 分

少 し汚 れている

かなり汚れている

透視度20～30cm程 度。

海水に浸 かる気が しない程度。

透視度20cm程 度 以下。

シ 汚染状況

σ)臭 気

現存する干潟を対象とし,当 該干潟の底質が,有 機物汚染の堆積等により臭気を発生させ

ているかどうかについて,次 の区分に従って,既 存の資料,知 見の得 られた調査区に限り判

断する。

表1-7臭 気の発生状況区分表

臭気の発生状況区分

臭 気は,ほ とん どない。

やや臭気がある。

強 い臭気がある。

ω ゴ ミ等の漂着

既存する干潟を対象 と し,当 該干潟 の干潮時における,ゴ ミ,廃 油,そ の他漂流物の状況

について,次 の区分に従 って,既 存の資料,知 見 の得 られ た調査区に限 り判断す る。

表1-8ゴ ミ等の漂着状況区分表

ゴミ等の漂着状況区分

ほとん ど見 られない。

す ぐ見 つか るが多 くはない。

ゴ ミが非常 に目立っ。

ス 形質変更

現存する干潟を対象とし,形 質の変更(宅 地造成等の人為による土砂流入,土 砂の採取,工

事用車輌の往来等)の 有無にっいて,既 存の資料,知 見の収集を行う。

(2)藻 場

藻場については,水 産庁の水産研究所等にも資料があるものと考えられるので,広 く各方面か

ら資料収集に努めること。

ア 分布域,消 滅域の決定

分布域,消 滅域とも,第1回 自然環境保全基礎調査の藻場分布図を参考とし,その後の資料,

その他の知見を収集 し調査を行 う。
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イ 面積の測定

干潟の場合と同様に行 う。

ウ 消滅理由

消滅 した藻場にっいて,干 潟の場合 と同様に調査する。

工 消滅域現況

消滅 した藻場の現況にっいて,干 潟の場合と同様に調査する。

オ タ イ プ

各調査区内の藻場の主たるタイプにっいて,次 の区分のいずれに該当するか調査する。

藻場のタイプ

ア マ モ 場

ガ ラ モ 場

コ ン ブ 場

そ の 他

主 要 構 成 種

アマモ,コ アマモ等被子植物 による藻場

ホ ンダワラ類

主 と して コンブ属督による藻場(海 中林を形成するよ うな もの)

ア ラ メ カ ジ メ ワ カ メ
,,, アオサ,テ ングサ等,上 記以外の種

囲 「主 と して コンブ属」 とは,コ ンプ科の うち,ア ラメ属,カ ジメ属,ワ カメ属,

ア イヌワカメ属以外 の属 をさす ものとする。

力 藻類優 占種

調査区内に優占する藻類 の種類 について,既 存の資料,知 見 の収集を行 う。

キ 経年変化

現存する藻場を対象 とし,当 該藻場の繁茂の状況(繁 茂の密度)が1973年 以 後どの ように変

化 したかについて,次 の区分に従 って,既 存 の資料,知 見の得 られた調査区 に限り判断す る。

表1-9経 年 変化 区分表

経 年 変 化

減少 したよ うに思 われる。

変化がほ とん どないように思われる。

増加 したよ うに思われる。

ク 疎 密 度

現存す る藻場を対象 とし,当 該藻場 の最 も繁茂す る時期 における疎密度 にっいて,次 の区分

に従 って,既 存 の資料,知 見 の得 られた調査区に限 り判断す る。

表1-10藻 場 疎密度区分表

疎 密 度 区 分

濃生……海底面がほとんど植生で覆われている。

密生……海底面よ りも植生 の方が多い。

疎生 ……植生よ りも海底面の方が多い。
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ケ 清 澄 度

藻場 の分布域にお ける海水の清澄度 にっいて,既 存 の資料,知 見の得 られた調査区に限 り,

干 潟の場合 と同様 に判断す る。

コ 形質変更

現存 する藻場を対象 と し,形 質の変更(人 為による土砂の流入,濡 の小規模な拡幅等)の 有

無について,既 存の資料,知 見 の収集 を行 う。

(3)サ ンゴ礁

サ ンゴ礁については,カ ラー空 中写真 の利用 が有効 であると思われるので,で きればそれを利

用 することが望ま しい。

ア 分布域,消 滅域の決定

の 分布域(生 存,死 滅 して いるものを問 わず,サ ンゴの形が残 って いる地域をいう。以下同

じ)に っいては,1/5万 地 形図に表示されているサ ンゴ礁 を基本 と し,空 中写真の読みとり,

海 図,既 存資料,そ の他 の知見を参考 として調査を行 う。

α)消 滅域(埋 立,凌 漢等により,サ ンゴが残 っていない地域 をい う。 以下 同 じ)に っいては,

消滅前の1/5万 地 形図,埋 立免許関係書類等の既存資料,そ の他 の知見 を参考と して調査を

行 う。

イ 面積の測定

干潟の場合と同様に行 う。

ウ 消滅時期

消滅時期は,埋 立 免許関係書 類等 の既存資料,そ の他の知見を参考 として調査を行 う。

消滅 した時点 は,工 事着手時 とする。

工 消滅理由

消滅 したサ ンゴ礁の消滅理由 にっいて,干 潟の場合 と同様 に調査す る。

オ 消滅域現況

消滅 したサ ンゴ礁 の現況 にっ いて,干 潟の場合 と同様 に調査す る。

カ サンゴの形態

調査区内で主に見 られ るサ ンゴの形態 について,次 の区分のいずれ に該当するか,既 存の資

料,知 見の収集を行 う。

函 テーブル状

ω 枝 状

㈲ 塊 状

(勾 そ の 他

キ オニ ヒ トデ

の 被害状況

1973年 以 後の当該調査区のオニヒ トデによる石サ ンゴ被害状況 にっいて,次 の区分 に従 っ

て,既 存の資料,知 見の得 られた調査区に限 り判断する。
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表1-11オ ニ ヒ トデ被害状況区分表

オ ニ ヒ トデ 被 害 状 況

ほとん どのサ ンゴが被害を受けて いる。

被害が進行中である。

被害を受けてはいない。

ω 時 期

既存の資料,知 見の収集によりオニヒトデ被害の最 も激 しかった時期(年)に っいて調べ

る。

ク 清 澄 度

サンゴ礁の分布域における海水の清澄度にっいて,既 存の資料,知 見の得られた調査区に限

り,干 潟の場合と同様に判断する。

ケ 形質変更

当該調査区内のサンゴ礁分布域における形質の変更(人 為による土砂の流入等)の 有無につ

いて,既 存の資料,知 見の収集を行 う。

1-7調 査 結 果 の と り ま とめ

受託者は,調 査結果を下記 の図票に とりまとめる。

1-7-1干 潟 分布図g藻 場分布 図gサ ンゴ礁分布図

干潟,藻 場,サ ンゴ礁 の分布域等を,図1-1「 干 潟分布図」,.図1-2「 藻 場分布図」,図1-3「 サ

ンゴ礁分布図」 にな らい,国 土地理院発行 の1/5万 地 形図 に表示する。

1-7-2干 潟 調査票,藻 場調査票gサ ンゴ礁調査票

調査 した事項は;表1-12「 干 潟調査票」,表1-13「 藻場調査票」,表1-14「 サ ンゴ礁調査票」に とりま

とめ る。

一294一



左

獄 ＼
i

ll

l/
図

唾[コ
0

`40
1

+/

干 漏 ・匁;竹 図

○ ○ ○

き

匿≒

i
N
CO

i

～
lo

O

/1
し

P

○ ○湾

(ψ ∂)/

升

.砲

φつ/"鉢

蓉ぐ4そ

○ ○ 湾(/〃2)

t

L

刀
v一

:oa

塾 芯

矯4》 ＼

、4/

/

β¢

》

]茎

丸

「
海域嚇 、 海 域 危 游・威 コ'一・ド 惑 爵 緬 灘 誓 壷 鍵i

6ilゾi{

ii

I

i'

I

i



1

8
ゆ

1

/

じ1＼ 。

G

刺

魯

呂

U

O

匠 涼'場.分 菊 図

QOO 匿 劃2ク「

○ ○癩

(/〃L3)

召 ノ

c3/

Il
戸

'

ρ'

,'

,'
ノ の 　コ ノ

蕊;'・.o/3∂

○ ○ 寿(〃2)

ク

累

ψ
＼口
＼

1

猶滅麻絶/こ 、∫ク〃〃〃纏
区粥(痴 絶)瞬

1_

陛
陛
U

{

i

i
ii

i

i
li

海域函鵬 海 域 乃.海 域 コートご

1



i
N
cD

i

左

と

じ

囲

ゐ

冒
癖

図

ヤ
ま

U

a

～
0

↓

0

唖 サ ン ゴ'礁 ・分、蒲:図

OOO

　 コ
調購 レ9弼 …り 　へ
緬 蘇i…

;

(トカラ 剤 島 以 南 の 場 合)

!一.、 、 、 ○ ○ 湾8ノ ヘ ノ

/冨4＼ ぐ/`ク/2/ゆ ノ
!で..ノ 多 、'
コ ぐ　 ノ ら タ ノ

《媛 霧19勝 ・謡 釧
＼、羨労/鏑
＼ も至/,/lil
'

＼!','6
..・・'5

ノ ゆrシ
'セ
'℃ 覧ンe
'♂.
の る

Gも`・

ぐ き

も ㍑.
π つL、 《・

・・}セ

/飛

ノ リ
つ'

!や く㌧
.う つ

(屋 久 島以、♪ヒの場 合)
z∠

/

ノコ メ
メ委 ・髭

● む

/9: .ラ

ニン

/'・ 、

μ::
ρ9'

汐/
,!

さ'＼_ノ

○ ○ 痔 く/02)

!ヲ ノ/・ ・蕩 ノ)、

口

灘 欝 融=騰'酬 創 ㈱ 一ド 醐 爾 海懲 誓

n

却
図

)



(調 査 票様、式) 衰1-12干 潟 調 査 票

1
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ゆ

1

響.ド

'調査K

魯 号

海 域 名 樋

地.図

替 号

.._L_

地 名

干 漏 調 畳 票

市 町 村
行 政

コ ード

面1徴(血)

轍

→
泊載域

消 滅}

時:期

消滅

埋宙

、'夕 月7。

現L況
珂測

沢 口 粗

底 賃

1厭砂 泥
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唐
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面
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醐 蘇 様式)
表1-13藻 場 調 査 票

1

諺
り

1

鞠'

三 一ド

鞭 区

番 号

塩 域'殆 液魯

地図

巻呂
地1佑
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(姻登 票様 式)
表1-14サ ン ゴ 礁 調 査 票

1

8
む

1

海 威
コード

調査区

番 号

春 域 治 枝春

地「図
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地 乃

サ ン ゴ 庶 調 査・票 調査五裟
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/9ク8
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行 政
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ll
i

ll
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枝

状 状
器
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澄
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レコード呂豚
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i
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(年)

理

由

現

タ

イ

底'質

岩

石

礫砂泥

植
鳥●類

渡

来

保

護

区

莉用城

散

箴
杢

潮

干

狩

釣

探

鳥

清

澄

度

汚染

臭 ゴ

気

形

質

変
化

発

計
画

撃

妻
数

●

分メ
ツ

布シ
ユ

域数

消メ
ツ

滅シ
ユ

域数

so

4 4

0

6 6 1 4 i 2 5 1 z 1 1 3 3 3

..

Filler

..

22

10 20 30 40 50 60 70 eo

レコー ド 称
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1-2

桁救
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フィジカル

文 字 区 分

●'.●'"努 希'

域3嵌 ∵ 。 ウ'.',.一.ド 　 '

..

0

8

OO

8

③

8

0

8
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8

0
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8
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8

⑩

8
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レコード
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1-3

桁救
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フィジカル

文 字 区 分

'.'.　 　 　 　 　 　 　 　 ●　 'ド
消職'域3嫉 ン ㌧ ジ 」'コ●一 ド
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8

0

8
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8

0

8

0

8

⑥

8

0

8

⑧

8

0

8

⑩
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皿一1-2コ ー ド表 く干 潟 〉

県 コー ド

県 コー ド(P349)参 照

海域 コー ド

海域区分 コー ド(P372)参 照

行政 コー ド

該当する市町村 コー ドか ら,県 を表わす2ケ タを除いたもの。市町村 コー ドは自治省の コー ド

分布域(整 数型)

図面計測値の実数(1る α単位)

消滅域(整 数型)

図面計測値の実数(1加 単位)

消滅(整 数型および文字型)

時 期は西暦年号

理 由 コー ド 現況 コー ド

コー ド 区 分 コー ド 区 分

1埋 立て1緑 地 ・未利用地

2干 拓2農 業地

3凌 深3市 街地

4そ の他4工 業地

5不 明5水 面

9現 存 している6そ の他(飛 行場な ど)

9現 存 して いる

タイプ コー ド 底質 コー ド

慧麟 勤轍 島
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植 生 コー ド

コ ー ド

0

1

2

3

4

9

区 分

干潟内には植生はない

冠水草原(草 本:ア シ,オ ギ等)

塩沼植生(草 本 ア ッケシソ ウ,シ チメンソウ等)

塩沼植生(木 本:マ ングローブ)

その他の植生

消滅している

鳥 類 コ ー ド

渡来(シ ギ,チ ドリ類の渡来状況)

保 護区 コー ド

コ ー ド

0

1

2

区 分

シギ,』チ ドリ類の渡来はほとんどない

シギ,チ ドリ類の渡来地では あるが,

大型 シギ類 は,ほ とんど見 られない

大型シギ類を含む渡来地である。

コ ー ド

0

1

2

9

区 分

鳥獣保護区の設定がない

鳥獣保護区の設定がある

鳥獣保護区特別保護区の指定がある

消滅 して いるとき

囲 大型シギ類 とは,ダ イ シャクシギ,ホ ウロ

クシギをい う。

利用状況コー ド

散 策

1判灘i
探 鳥

清 澄 度 コ ド

コ ー ド

0

1

a

9

き れ い

す こし汚れている

かなり汚れている

存 在 し な い

区 分

海の底がよく見え,快 適な気分で泳げる程度 透視度30㎝程度以上

海水に浸かることが気にならない程度 透視度20㎝ ～30㎝ 程 度

海水に浸かる気が しない程度 透視度20侃程度以下

汚染コー ド

臭気(奥 気の発生状況) ゴ ミ(ゴ ミ等漂着状況)

形 質変化 コー ド

コ ー ド

0

1

2

9

区 分

臭気は,ほ とんどない

やや臭気がある

強い臭気がある

存在 しない

コ ー ド

0

1

2

9

区 分

ほとんど見られない

すぐ見っかるが多くはない

ゴ ミが非常に目立っ

存在 しない

コ ー ド

1

0

9

区 分

有

無

存在しない
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開発計画 コー ド

コ ー ド

1

0

9

区 分

有

無

存在 しない

総 メ ッシュ数(整 数型)

当 該 レコー ド内の3次 メ ッシュデータの数

5次 メ ッシュコー ド

「メ ッシュコー ドの付け方」(P348)参 照
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レコード呂椿

レコード 逗

1-1

桁数
oジ カ島・燈 イン

フィジカル

文 宇 区 分

県

コ

i

ド

●

2

● ■
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コ

i

ド

● ●
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3

　 コ 　 ロ
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3

②

3

分

布
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消

滅

域(4α

20

4 4

10

消
滅

理
由

1

現

況

1

藻
場
タ
イ

1

30 40 sa
　 　 ロ ロ ロ コ サ 　 コ ロ 　 　 　 サ

優 占 種

0 0 O 0 0 ⑥ ⑦ ⑧ 0 ⑩
経

年

変
化

藻

密

度

清

澄

度

砂

質

変
化

発

計

総
メ

ジ
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so
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3 3 3
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3 3 3 1 】

dO

1 1 1 3

80'

分メ
ツ

布シ
ニ

域数

3

消メ
ツ

滅シ
ム

域数

3

Tiller

14

レコード 称

レコー ド弩遵続書母

1-2

桁救
ロジカ島・◎ イ7

フィジカル

文 字 区 分

SO 60 70 so
IIIII ● 努 希
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0

8

0

8

0

8
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0

8

0

8

⑥

8

sa

0

8

30 40

0

e

0

8

50

⑩

..

8

レコー ド

レ戸一 ド鯵連縦8母

1-3

桁救
ロジカ島・サ{ン

7イ ジカル

文 字 区 分

60 70 ao'庸 裁 底 歌 ●
メ 抽 ∵ 二'ド'

O

8

0

8

0

8

0

8

0

8

⑥

8

⑦

8

⑧

8

0

8

⑩
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皿一2-2コ ー ド表 く藻 場 〉

県 コー ド

県 コー ド(P349)参 照

海域 コー ド

海域区分 コー ド(P372)参 照

行政 コー ド

該当する市町村 コー ドか ら県 コー ドに相当する上2ケ タを除いた もの

欝 叢劉1騨 位

消滅理由 コー ド 現 況 コ ー ド

コー ド 区 分 コー ド 区 分

1埋 立 て1緑 地 ・未利用地

2干 拓2農 業 地

3凌 喋3市 街 地

4そ の 他4工 業 地

9消 滅 していない5水 面

6そ の他(飛 行場 など)

9消 滅 していない

藻 場 タ イ プ コ ー ド

コ ー ド

1

:2

3

4

5

6

7

8

タ イ プ 区 分

コ ン ブ 場

ア ラ メ 場

ガ ラ モ 場

ワ カ メ 場

小 型 多 年 藻 場

ア マ モ 場

小 型1年 藻 場

(ア オサ,ア オ ノ リ場)

そ の 他

区 分 種

○○○ コンブ,チ ガイソ,ア ナメ

カ ジ メ,ア ラ メ,ス ジ メ,ア ジ メ,ク ロ メ,ツ ル ア ラ メ

○○○モ ク,ア メダ ワラ,ウ ミ トラノオ,ホ ンダ ワラ

(類 科,属)

ワ カ メ,ヒ ロ メ,ア ン トク メ

テ ン グ サ,マ クサ,オ オ ブ サ,オ バ ク サ,ハ イ テ ン グ サ

ア マ モ コア マ モ ス ガモ エ ビア マモ スゲ ア マモ ウ ミヒル モ,,,,,

アオサ アナアオサ アオノ リ ナガアオサ
,,,,

ヒ ラア オ ノ リ

ヒ トエグサ
,

その他の藻場

優 占 種 コ ー ド

1～3ケ タ(例,ア オサは]〕2と なっている)

コ ー ド

1

2

3

4

種 名

ア ン ト ク メ

ア オ サ

ア ナ ア オ サ

ア マ モ

コ ー ド

5

6

7

8

種 名

ア

ア

ア

ア ミ

カ モ

ラ

ジ

ジ

ク

メ

メ

グ サ

コ ー ド

9

10

11

12

種 名

ア ヤ ニ シ キ

ア オ ノ リ

ア ナ メ

ア イ ヌ ワ カ メ
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コ ー ド

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

種 名
"

ア ツ バ コ ン フ

ァ カバ ギ ン ナ ン ソウ

ア サ ク サ ノ リ

イ ソ モ ク

イ ギ ス

イ バ ラ ノ リ

イ シ ゲ

イ ボ ツ ノ マ タ

イ ソ マ ツ

イ シ モ ヅ ク

イ ソ キ リ

イ タ ニ グ サ

イ ソ ハ ゲ

ウ ミ ト ラ ノ オ

ウ ミ ウ チ ワ

ウ ミ ヒ ル モ

ウ ミ ゾ ー メ ン

ウ ツ プ ル イ ノ リ

ウ ミ シ グ サ

ウ ミ シ ョ ウ ブ

エ ゾ イ シ ゲ

エ ゾ ツ ノ マ タ

エ ゾ ヤ ハ ズ

ェ ビ ア マ モ

エ チ ゴ カ ニ ノ テ

ェ ゴ ノ リ

オ オ プ サ

オ バ ク サ

オ オ バ モ ク

オ ゴ ノ リ

オ ニ ク サ

オ オ ハ ネ モ

オ ニ コ ン ブ

オ オ バ ツ ノ マ タ

カ ジ メ

カラフ トトロロコンブ

カ レ キ グ サ

カ ヤ ノ モ リ

カ ニ ノ テ

ガ ラ モ

ギ ン ナ ン ソ ウ

コ ー ド

54

55

56

57

58

59

60

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

77

78

79

80

81

82

83

84

85

86

87

88

89

90

91

92

93

94

種 名

キ シ ュ ウ モ ク

キ ン ト キ

キ ヌ イ ト グ サ

キ ジ ノ オ

ク ロ モ

ク ロ メ

ク ロ ガ シ ラ

ク ロバ ギ ンナ ン ソウ

ク ロ キ ヅ タ

ク シ ベ ニ ヒ バ

ケ ウ ル シ グ サ

コ ト ジ ツ ノ マ タ

コ ン ブ

コ ノ ハ ノ リ

コ ブ ク ロ モ ク

コ ア マ ・モ

サ ナ ダ グ サ

サ ン ゴ モ

ジ ョ ロ モ ク

シ マ オ オ ギ

シ ラ モ

シ ワ ヤ ハ ズ

ス ガ モ

ス ギ ノ リ

ス ジ メ

ス ゲ ア マ モ

ス ジ ア オ ノ リ

ス リ コ ギ ツ ダ

石 灰 藻

ソ ゾ

タ マ ハ キ モ ク

タ マ ナ シ モ ク

ダ ル ス

タ ン バ ノ リ

タ マ イ タ ダ キ

チ ヂ ミ コ ン ブ

チ ャ シ オ グ サ

チ ガ イ ソ

ツ カ サ ア ミ

ツ ノ マ タ

ツ ヤ ナ シ シオ グ サ

コ ー ド

95

96

97

98

99

100

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

114

115

116

117

118

119

120

121

122

123

124

125

126

127

128

129

130

131

132

133

134

135

種 名

ツ ル ア ラ メ

ツ ノ ム カ デ ノ リ

ツ ノ マ タ 類

テ ン グ サ

ト ロ ロ コ ン ブ

ト ゲ イ ギ ス

ト ゲ モ ク

ト サ カ ノ リ

ナ ミ ノ ハ ナ

ナ ガ コ ン ブ

ナ ラ サ モ

ナ ガ ア オ サ

ナ ガ ミ ル
う ゆ

不 コ ア シ コ ン フ
う ゆ

不 フ ト モ ク

ネ ジ モ ク

ネ ジ シ ミ ル

ノ コ ギ リ モ ク

ノ コ ギ リ ヒ バ

ノ リ

バ フ ラ ユ ン グ

ハ イ テ ン グ サ

ハ ハ キ モ ク

ハ ネ モ

ハ バ ノ リ

ハ リ ガ ネ

ヒ ラ イ ボ

ヒ ラ タ オ ヤ ギ

ヒ ト ツ マ ツ

ヒ ラ キ ン ト キ

ヒ ラ ア オ ノ リ

ヒ ロ メ

ヒ ジ キ

ヒ ラ ム カ デ

ビ リ ヒ バ

ヒ.ト エ グ サ

ヒ エ モ ク

フ タ エ オ オ ギ

フ シ キ ン ト キ

フ シ マ ツ モ

フ シ ツ ナ ギ
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コ ー ド

136

13?

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

種 名

フ

フ

フ

フ

フ

フ

フ

ヘ

ホ

ホ

ダ ラ

ク ロ フ

ノ

シ ス ジ

ク ロ

サ シ オ

タ エ

ラ ヤ

ン ダ

ン ダ ワ

ノ

モ

ノ

グ

モ

ノ、

ワ

ラ

ク

リ

リ

ク

リ

サ

ク

ズ

ラ

科

ホ リバ ノ トサカモ ドキ

マ

マ

マ ツ

マ メ

マ タ

ミ

ツ

ク

ノ

ダ ワ

ボ

モ

サ

リ

ラ

ウ

ノレ

コ ー ド

153

154

155

156

157

158

159

160

161

162

163

164

165

166

167

168

169

種 名

ミ

ミ

無

モ

モ

ヤ

ヤ

有

ユ

ユ

ユ

ヨ

リ

ワ

そ

不

ス

ツ イ シ コ

リ

節 石

ズ

ク

ハ ズ

ツ マ タ

節 石

ナ

カ

レ

シ リ コ

カ

の

モ

ギ モ

ン ブ

ン

灰 藻

ク

類

グ サ

モ ク

灰 藻

ナ

ガ

リ

ク

ン ブ

メ

他

明

ク

コ ー ド

170

171

172

173

174

175

176

17?

178

179

180

181

182

183

184

種 名

オ オ バ ノ コギ リモ ク

コ ナ ミ ウ チ ワ

ヒ ラ ク サ

ホ

ア

ベ

ツ

ア

ア

ベ

ム

ヘ

ジ

オ

イ

ソ メ コ ン フ

カ バ

ン ス ナ ゴ

ル モ

ォ ワ カ メ

ジ モ

ニ ヒ ノぐ

カ デ ノ リ

ラ リ ュ ウ モ ン

ガ ミ グ サ

オ オ ゴ ノ リ

ワ ヒ ゲ

経 年 変 化 コ ー ド 藻 密 度 コ ー ド

コ ー ド

0

1

2

9

区 分

減少 したように思われる

変化がほとんどないように思われる

増加 したように思われる

調査票に記載なし

コ ー ド

0

1

2

9

区 分

濃生……海底面がほとんど植生で覆わ

れている

密生……海底面よりも植生の方が多い

疎生……植生よりも海底面の方が多い

調査票に記載なし

清 澄 度 コ ド

コ ー ド

0

1

2

9

区 分

き れ い

少 し汚れて い る

かなり汚れている

海の底がよく見え,快 適な気分で泳げる程度 透視度30㎝程度以上

海水に浸ることが気にならない程度 透視 度20㎝ ～30㎝ 程度

海水に浸かる気がしない程度 透視度2(勲程度以下

調査票に記載なし

亀

砂 質 変 化 コ ー ド 開発計 画 コー ド

コ ー ド

0

1

9

区 分

人為による土砂の流入等の形質の変更が見られない

"〃 見られる

無 記 載

コ ー ド

0

1

9

区 分

無 し

有 り

無 記 名
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メ ッシ ュ数(整 数型)

当該調査区での分布域(も しくは消滅域)を 構成す るメ ッシュの数

5次 メ ッシ ュ コー ド(整 数型)

「メ ッシュコー ドの付け方」(P348)参 照
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留
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皿 一5-1フ ォ ーマ ッ ト表
サンゴ礁

10

レコー ド客豚

レコー ド毎運

1一1

桁救
ロジカ距 サイン

7イ ジカル

文 字 区 分

●

県

コ

i

ド

z

● ●

海

域
コ

i
ド

● ●

3

20
　 　 の 　

行 政 コー ト

0

3

0

3

■o・

分

布

域

..(脚

4

消

滅

域
(ha)

4

30 40 50

消 滅

時 期

(年)

理

由

現

況

時 期

(年)

理

由

現

況

6 6

10

ンゴの形.

テ

iブ

ル

状

枝

状

塊

状

そ

の

他

4

so

オ ニ ヒ トデ

状

況

時 期

(年)

5

清

澄

度

1

形
質変

化

1

開発

計画

1

総
る

と

数

3

分メ
ツ

布シ
ユ

域数

3

消メ
ツ

滅 シ
ユ

域数

3

0 80

Filler

レコー ド名称

レコー ド鰹連続番号

1-2

桁救
ロジカル・サ イン

7イ ジカル

文 宇 区 分

za 30 as 50 60 70 so
'益 希

域'3'次 ン ツ●ジ ヨ ●コ ごF"

0

8

0

8

0

8

0

8

0

8

⑥

8

0

8

⑧

8

0

8

10

⑩

..

8

20 30 40
レコード

レ.コード毎運続8号

1-3

桁救
ロジカ轟 ・燈イ ン

フィジカル

文 字 区 分

50 60 70 so
.. ●屑 巌

域'3恢yツ ㌧ ∵,ご ド
..

0

8

0

8

0

8

0

8

0

8

⑥

8

0

8

⑧

8

O

8

⑩

S



皿一5-2コ ー ド表 く サ ンゴ 礁 〉

県 コー ド

県 コー ド(P349)参 照

海域 コー ド

海域区分 コー ド(P372)参 照

行政 コー ド

該当する市町村 コー ドから県 コー ドに相当す る上2ケ タを除いたもの

綴:箋 鋤 面積 ・囎(芝 議 男鷺 携 騨 伽 のものは分布域も7肖滅域)
消滅(整 数型および文字型)

時期は西暦の年号

理由

分

現況

コ ー ド

1

2

3

4

5

9

区

埋 立 て

干 拓

俊 漢

そ の 他

不 明

サンゴ礁が現存する

コ ー ド

1

2

3

4

5

6

9

区 分

緑 地 ・ 未 利 用 地

農 業 地

市 街 地

工 業 地

水 面

その他(飛 行場など)

サ ンゴ礁が現存す る

サンゴの形態コー ド

蜜ll騰
オニヒ トデ(文 字型および整数)

被害状況

1

0

9 または ブ ランク

清 澄 度 コ

コ ー ド

0

1

2

9

ド

区 分

ほとんどのサンゴが被

害を受けている

被害が進行中である

被害を受けてはいない

記載なし

時期は西暦の年号

コ ー ド

0

1

2

9

区 分

き れ い

すこし汚

れている

かなり汚

れている

海の底がよく見え,快 適な気分で泳げる程度

透視度300π程度

海水に浸かることが気にならない程度

透視度20㎝～30侃程度

海水に浸かる気がしない程度

透視度20(肌程度以下

記 載 な し
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形質変化 コー ド 開発計画 コー ド

コ ー ド

0

1

9

区 分
な し

あ り

記 載 な し

コ ー ド

0

1

9

区 分

な し

あ り

記 載 な し

メ ッシ ュ数(整 数型)

当該 レコー ド内の3次 メ ッシュデ ータの数

5次 メ ッシュコー ド(整 数型)

「メ ッシュコー ドの付け方」(P348)参 照

「
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海 域 環 境 調 査

目 次

1.調 査 要 綱

1-1.

1-2.

13.

豆 一4,

1-4-1.

1-5.

1-5-1.

1-5-2.

1-53.

1-s.

1-6-i

I-6一 一2一

夏 一6-3.

1-6-4.

1-6-5.

1-6・ 一6.

IL情 報 処 理

皿 一1.

II-2.

調査の目的

調査実施者

調査実施期間

調査内容

調査事項

調査方法

収集資料の範囲

データの取扱い

データの整理

調査結果のとりまとめ

315

315

315

315

315

315

315

315

316

316

326

採集地点位置図,海 域特定生物分布図,大 腸菌測定点図,赤 潮発生海域図 ……326

プランク トンデータ表

底生生物データ表

付着生物データ表

大腸菌データ表

赤潮発生状況表

フ ォ ー マ ッ ト表

コ ー ド表

328

328

328

329

329

331

331





1調 査 票 綱

1-1調 査 の 目 的

生物の生息状況か らみた,わ が国の沿岸域の現状を把握す るため,プ ランク トン,底 生生物,付 着

生物等にっいて調査することで ある。 当調査は,純 然 たる資料調査であって既存 データを巾広 く収集

すれば よい。 現地確認調査は全 く必要 としない6

1-2調 査 実 施 者

国が都道府県に委託 して実施する。

1-3調 査 実 施期 間

昭和53年 度

1-4調.査 内 容

1-4-1調 査 事 項

(1)プ ラ ンク トン

(2)底 生 生 物

(3)付 着 生 物

(4)大 腸 菌

⑤ 赤 潮

1-5調 査 方 法

既存のデータを収集 し, 「海域 区分 コー ドー覧」 により区分された海域 ごとに整理す る。

1-5-1収 集資料の範囲

当調査において,収 集,整 理すべ き既存 の資料は,わ が国の海岸線か らおおむね5kmの 範囲の海

域 のものに限ることとする。 ただ し,内 海,内 湾に関す るものはそのすべてを収集 の対象とす る。

(1)プ ラ ンク トン

48年 度か ら52年 度までの5ケ 年間のデータを収集整理す る。

(2)底 生 生 物

砂泥底等 に生息する生物 に関す るものであ って,48年 度 か ら52年 度 まで の5ケ 年間に,採 泥器

または方形枠法により採集 され た もののデータを収集,整 理する。

(3)付 着 生 物

ブイ,護 岸等人工物に付着 してい る生物に関するもので,48年 度か ら52年 度 までの5ケ 年間 に

方形枠法,観 察等により記録 されたデータを収集,整 理す る。
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(4)大 腸 菌

「公共 用水域水質測定結果」,「主要水浴場水質調査結果」,そ の他資料 より,52年 度1年 間の

データを収柴整理す る。

(5)赤 潮

48年 度か ら52年 度 までの5ケ 年間 に発生 した赤潮 にっいて,そ のデータを収集,整 理する。赤

潮 に関 しての データ収集は,48-52年 の5ケ 年分について実施す るが,赤 潮発生海域図は52年 の

データのみを使 って作成す る。

1-5-2デ ー タの取扱い

(1)原 則 として,同 一 日の同一測定点(又 は採 集地点,以 下同 じ)に おける測定結果は,1デ ータと し

て取扱 う。

(2)同 一 日に同一 測定点で2検 体以上測定 している場 合は,そ れ らをまとめて1デ ータとして取扱

って さしっかえない。 この場合,平 均値 をもって当該測定点 の測定値とする。

(3)厳 密 に言えば,同 一測定点でない場合 で も,デ ータの性格 によって同一測定点 とみな し得る範

囲内の2以 上の測定点で,同 一 日に測定 している場合は,そ れ らをまとあて,1デ ー タとして取扱

って さしつかえない。

この場 合,平 均値を もって当該測定点 の測定値 とす る。

1-5-5デ ー タの整理

(1)プ ラ ンク トン

収集 され たデータは表1-1,「 ブ ラ シク トンデータ票」に次 の とおり整理す るとともに,採 集地

点 の位置 を図1-1「 採 集地点位置図」にな らい表示す る。

ア 採集地点の位置

各採集地点 ごとに採集地点の概鴫の位置が わか.るように,採 集地点名を付す。

(例 ○○湾,湾 口部,○ ○川河 ロ,OO海 岸)

イ 採集年月 日

当該デー タが得 られた年月 日

ウ 優 占 種

当該データに記載 されているプ ランク トンのうち動物,植 物それぞれ優占す るもの1～3種

の学名。

工 以下 に掲げる事項 にっいては,当 該データから判明す る場合にのみデー タ表に整理す るる

σr)沈 澱 量(ml/1)

(イ)個 体 数(/ml)

(ウ)採 集 方 法

当該データが,プ ランク トンネ ッ トによってい るものか,採 水によっているものかの別。

プ ランク トンネ ッ トによ ってい る場合はネ ッ トの型式。

(エ}ネ ットの網 目

プ ランク トンネ ッ トを使用 して いる場合は,ネ ッ トの網 目の大 きさ。網目の大きさは,表1

-2の 号数に区分する。
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耀
採.菓 地 颪 位 置 図

OO

ノ9ク診

左

と

じ

ノ`20dOの
t-3一一一F-f一 一f

0

0

0

0

湾2

乃3

汽'

A3

クノ6ノ

β己

乃4
B3

フ㎜'

.〆 乃z 「
ぴ!3!

＼
fPas82

ρ ○ 湾 く紐)

○ ○腱(40〃

凡側 ρ… 一プヲン外 ソ 頭 一…一甘差 生 吻

8一… 遂 生 生.物

脇

漁わ→3

遊域
朗《

図1-1採 集 地 点 位 置 図

け)当 該データの出典

当該データが公表 されて いる記録の場合は文献番号。 公表 されていない記録 の場合はデー

タ保有者名(又 は保有機関名)。

プ ランク トン,底 生生物,付 着生物 の各データ表作成の場合,記 載事項 の一 部が欠除 しているデー

タで あって も,て 採集地点 の位置,イ,採 集年月 日,ウ,優 占種 の記載があれば,エ,以 下 のデータが

欠除 していて も,必 ずデータ表を作成す ること。

(2)底 生 生 物

収集 されたデー タは,表1-3「 底 生生物データ表」に次 のとお り整理す るとともに,採 集地点

の位置を図1-1「 採 集地点位置図」 にな らい表示する。

また,シ ズクガイ,チ ヨノハナガイ,ヨ ッバ ネス ピオ,Capitellacapitata4種 の 分布域及

び 「無生物域」を 図1-2「 海 域特定生物分布図」にならい表示す る。

ア 採集地点 の位置

プ ランク トンの場合 に準 じる。
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表1-2プ ラン ク トンネッ トの網目

国 際 規 格(Standard)

号 数(Nα)

0000

000

00

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

1?

18

19

20

21

25

1イ ン チ

あたり網 目数

18

23

29

38

48

54

58

62

66

74

82

86

97

109

116

125

129

139

150

157

163

166

169

173

178

200

網 目の大きさ

(mm)

1.364

1.024

0.752

0.569

0.417

0.366

0.333

0.318

0.asa

0.239

0.224

0.203

0.iss

O.158

0.145

0.119

0.112

0.099

0.094

o.oss

o.osi

O.079

0.077

0.07s

0.069

0.064

日 本 規 格

号 数

GG16

GG18

GG20

GG22

GG24

GG26

GG28

GG30

GG32

GG34

GG36

GG38

GG40

GG42

GG44

GG46

GG48

GG50

GG52

GG54

GG56

GG58

GG60

GG62

GG64

GG66

GG68

GG70

GG72

XX

XX

XX

XX

XX

6

7

8

9

10

XXll

xx12

xx13

xx14

xx15

xx16

XX17

1イ ン チ

あた り網 目数

15.5

17.5

19

21

23

25

27

29

31

33

35

37

39

40.5

42.5

44.5

46.5

48.5

50.5

52.5

54.5

56.5

58

60

62

64

66

68

72

74

82

86

97

109

116

125

129

139

150

157

163

網目の大きさ

Cam)

1.345

1.170

1.040

0.930

o.sso

O.790

0.740

0.sso

O.624

0.575

0.532

0.494

0.473

0.443

0.418

0.392

0.379

0.357

0.347

0.328

0.311

0.294

0.279

0.270

0.25?

0.244

0.237

0.231

0.aao

0.230

0.195

0.i80

0.150

0.125

0.115

0.105

0.095

0.085i

O.075

o.070

0.067
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イ 採 集年月 日

プ ランク トンの場合 に準 じる。

ウ 優 占 種

プ ランク トンの場合 に準 じる。ただ し,和 名がある ものにっいては,学 名及 び和名。

工 以下 に掲 げる事項にっいては,当 該デー タか ら判明する場合にのみデー タ表に整理する。

(ア)採 集地点の水深又 は潮位

当該データが得 られた場所 の水深又は潮位。

α)底 質の概観

採取 された底質は,表1-4,に 従 って区分す る。

(ウ)採 集機器の種類

当該 データが採泥器によ ってい るものか,方 形枠によっているものかの別。 採泥器 によっ

ている場合には,エ クマ ンバー ジ型,ス ミスマツキ ンタイヤ型等,採 泥器の型式。
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に)採 集機器 の大きさ

採集機器(採 泥 器及び方形枠)の 大きさ(ヨ

コ×タテcm)

㈲ 当 該採集地点 におけ るシズクガイ,チ ヨノハ

ナガイ,ヨ ツバ ネス ピオ,Capitellacapitata

の生 息 の有 無。

(カ)動 物群別 湿重量,個 体数及 び検 体数

二枚貝類 ,腹 足類,甲 殻類,多 毛類等,動 物

表1-4底 質 の概観

礫

砂

砂

砂

泥

礫

泥

群 別の湿重量(g/in2),個 体数(/n2)及 びその比率。

当該データが2以 上のサ ンプルの平均値 である場合 には検体数。

オ 当該データの出典

プラ ンク トンの場合に準 じる。

(3)付 着 生 物

収集 されたデータは,表1-5「 付 着生物データ表」に次 のとお り整理す るとともに,採 集地点

の位置を図1-1「 採 集地点位置図」にならい表示す る。

また,ム ラサキイガイの分布にっいて,図1-2「 海 域特定生物 分布図 」 にな らい表示す る。
,

ア 採集地点 の位置

プラ ンク トンの場合に準 じる。

イ 採集年月 日

プ ランク トンの場合に準 じる。

ウ 優 占 種

プ ランク トンの場合に準 じる。 ただし,和 名があるものにっ いては学名及び和名。

工 以下に掲げる事項については,当 該データか ら判明す る場合 にのみデータ表に整理す る。

伊)付 着場所

生物が付着 している場所(例 ブイ,コ ンク リー ト護岸,テ トラポ ッ ト等)

α}採 集方法

当該データが方形枠によっているものか,付 着板によっているものか,そ の他 の観察 によ

っているものかの別。

(ウ)方 形枠 の大 きさ

方形枠,付 着板を使用 している場合は,そ の大き さ(ヨ コ×タテcm)

¢⇒ 当該採集地点 におけるム ラサキイガイの付着 の有無

け)生 物群別種類数,被 覆度,湿 重量,個 体数

フジツボ類,貝 類,カ ンザシゴカイ類,海 藻類等生物群別の種類数,被 覆度,湿 重量(g/ln2),

個 体数(/m2)

当 該 データが2以 上のサ ンプルの平均値 である場合 には検体数6

なお,被 覆度は表1-6.に よ り区分す る。
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表1-6被 覆度 区 分表

記 号

5…

4…

3

2

1・ ・

十 …

被 履 度 区 分

・・80～100%を お お う
。

・・60～80%を お お う。

40～60%を お お う。

・・20～40%を お お う
。

・・20%以 下 を お お う
。

・・ き わ め て わ ず か を お お う
。

個体数は任意

個体数は任意

個体数は任意

個体数は任意

個体数は任意

個体数はす くない。

オ 当該デー タの出典

プ ランク トンの場合 に準 じる。

(4)大 腸 菌

収集 され たデータは,表1-7「 大 腸菌データ表」に次の とお り整理す るとともに,測 定点 の位置

を図1-3「 大腸菌測定点図」にならい表示する。

匠 末 賜 菌 測.宍 煮 図

00

ノ9〃

0

0

0

0

03・

△6

△'ク0
4 .

oぷ

OO澹i(4勿

Gz

.9

'8

ノみ2腐2000幽

Oo誰(切

凡例o.o_勿 ∂:脇 磁

△ 卿0詞伽 汐ノ鵬物 厩

●ぷ2〃〃o〃筋o冠 ～

コ壕

嵐嬉
畷

図1-5大 腸 菌測定点 図
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ア 測定点 の位置

プ ランク トンの場合に準 じる。

イ 測 定年月 日

プ ランク トンの場合に準 じる。

ウ 大腸菌群数

当該測定点 における大腸菌群数(MPN/100m1)。

な お,当 該測定点 において同一 日に2検 体以上測定を している場合は ,平 均値,最 大値,最

小値,検 体数。

工 当'該デー タの出典

プ ランク トンの場合 に準 じる。

(5)赤 潮

収 集 され たデータは,表1-8「 赤 潮発生状況表」に次 のとお り整理す るとともに,赤 潮発生場所

を図1-4「 赤 潮発生海域図」にな らい表示す る。

ア 発 生 場 所

赤潮が発生 した場所の概略の位置がわかるように,発 生場所 に名称を付す。(例00湾 湾

奥部,00川 河 口等)

イ 発生年月 日

赤潮 の発生を確認 した年月 日及び赤潮が認め られな くなった年月 日。

ウ 継 続 日 数

赤潮が継続 していた 日数。

工 赤 潮の種類

赤潮をおこしたプランク トンの種類 。

赤 潮の種 類は表1-9に よ り区分する

一 表1-9赤 潮 の種類1
-6調 査 結 果 の と りま と め

受託者は,調 査結果を下記の図表にとりま とめる。

1-6-1採 集 地点位置 図,海 域特定生物分布図,大 腸 菌測定

点図,赤 潮発生海域 図(以 下 「調査図 」と総称す る。)

(1)採 集 地点 位置図

プ ランク トン,底 生生物,付 着生物 に関するデー タの得 ら

れた地点 位置を,図1-1「 採集地点位置図」 にならい国土地理

院発行の1/20万 地勢図に表示する。

(2)海 域 特定 生物分布図

シズクガイ,チ ヨノハナガイ,ヨ ツバ ネスピオ,Capitella

渦鞭毛藻類

その他の鞭毛藻類

珪 藻 類

原 虫 類

ラ ン藻 類

ノクチルカ

そ の 他

不 明

capitata,ム ラサキイガイの分布が確認 された地域及び底生生物 の全 く生存 しない時期が存す る

こ とが確認 された地域(以 下 「無生 物域」 という。)を 図1-2「 海 域特定生物分布図」にな らい

国土地理院発行の1/20万 地勢図 に表示する。
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(赤 潮楽 生海::域邸 列)

と

し"

薩{ 正
爪 潮:発 ・生 潅 域 図

00

麺 破!9囎

纏

0

0

0

0

ノ'2《フビ》000
一

ノ

3

z

○ ○ 曙(4《zz♪

○○薩(ω ク

脇

差廊
分 寂

凪 渕 ⊂こ⊃ 一一一一一赤1朔 賂生場 桁

図1-4赤 潮 発 生 海域 図

(3)大 腸菌測定点図

大腸菌群数 の測定点の位置及 び測定結果を図1-3「 大 腸菌測定点図」にな らい国土地理院発行

の1/20万 地 勢図に表示す る。

(4)赤 潮 発生海域図

赤 潮の発生 した海域 を,図1-4・ 「赤潮発生海域図」にな らい,国 土地理院発行の1/20万 地 勢

図に表示す る。

lI-6-2プ ランク トンデータ表

プ ランク トンに関す るデータを,表1-1「 プ ランク トンデータ表」に整理する。

1-6-5底 生 生物デー タ表

底 生生物 に関するデー タを,表1-3「 底 生生物データ表」に整理する。

1-6-4付 着 生物データ表

付着生物 に関するデー タを,表1-5,「 付着生物デ ータ表 」に整理する。,
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1-6-5大 腸 菌デ ータ表

大腸菌 に関す るデータを,表1-7「 大 腸菌データ表」に整理す る。

1-6-6赤 潮 発生状況表

赤潮の発 生状況 に関す るデータを,表1-8「 赤 潮発生状況表」 に整理する。
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器
O

i

皿 一1フ ォ ーマ ッ ト表 赤潮発生

レコード呂豚

レコード経迎続

1-1

桁数
ロ ジカ彫・9イン

7イ ジカル

文 字 区 分

●

県

コ

i

ド

2

10
● ■

海
域
コ

i
ド

3

　 ロ ロ 　

発 生

年 月 日

6

zo
●o●

消

年 月
'日

s

o●

継

続

日

数

3

種

類

2

● ●

総

も

ζ
数

分 メ
ツ

布 シ
ユ

域数

30

3

10

3

40
●

消 メ
ツ

滅 シ
ユ

域 数

3

so so 80
・ ・ ● ● ● ・.●o● ● ●.■ ● ● ● ● ●.■ ● ・ ● ●o・.・ ● ・Oo● ● ● ・o●

Filler

・ ● ・ ●.・o● ■o●o●.
● ・o・ ● ・ ● ● ・go・ ○ ・ ● ●o・..

49

レコード客称

レコード箪迎続8号

1-2

桁敦
ロ ジカ彫・燈イン

7イ ジカル

交 字 区 分

20 30 40 50 60 70 ao
● ● ・ ●.● ・ ・ …,・ ・ 。.・ 。 ●.・.。 ●

分 布 域3次 メ ッ シ ュ コ ー ド

0
、

8

0

8

0

8

0

8

10

0

8

⑥

8

0

8

za

⑧

e

0

8

⑩

8

レコード名称

レ.コー ド毎連続8号

1-3

桁救
oジ カ島・幣{ン

フィジカル

文 字 区 分

30 as 50 60 70 ao
.1....1...1....1...1

0

8

0

8

消 滅 域3次 メ ッ シ ュ コ ー ド

0

8

0

8

0

8

⑥

8

0

8

⑧

8

0

8

⑩

8



皿一2レ コー ド表 く 赤 潮 発 生 〉

県コー ド

県 コー ド(P349)参 照

海域 コー ド

海域区分 コー ド(P372)参 照

発生年月 日(整 数型)

西 暦の下2ケ タと月 日

月,日 と もに1ケ タの時は十位に0あ り

消滅年月 日(整 数型)

発 生年月日に準ずる

継続 日数(整 数型)

発 生か ら消滅の 日数

種類 コー ド

コ ー ド

of

02

03

04

05

os

07

00

区 分

珪 藻 類

ラ ン 藻 類

ノ ク チ ル カ

渦 鞭 毛 藻 類

その他の鞭毛藻類

原 虫 類

そ の 他

不 明

メ ッシュ数

当該 レコー ド内での赤 潮発生 の分布 域(も しくは消滅域)を 構成 するメ ッシュの数

3次 メ ッシュ コー ド

「メッシュコー ドの付け方」(P348)参 照
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1調 査 要 綱

1-1調 査の 目的

わが国の海岸域における生物の生息状況及び生息環境を把握するため,潮 上帯(飛 沫帯)及 び潮間

帯に生息する生物を調査することである。

1-2調 査実 施 者

国が都道府県に委託 して実施する。

1-5調 査 地 区

わが国の海岸域において,都 道府県ごζに調査地区を選定する。

1-4調 査 実 施 期間

昭和53年度

1-5調 査 内 容

1-5-1調 査対象生物

調査対象 とする生物は,潮 上帯及び潮間帯における肉眼で見える大きさの動植物 とする。

1-5-2調 査 事 項

(1)調 査地区周辺の概要

(2)植 物の被覆度及び湿重量

(3)動 物の個体数及び湿重量

1-6調 査 方 法

各都道府県 において選定 された調査地 区において,春(主 として4月),夏(主 として9月)の 年2

回 現地調査を実施す る。

1-6-1

調 査地区は,各 都道府県 ごとに次の諸点を考慮 して2ケ 所選定する。

北 海道 については,10ケ 所 選定 する。

(1)今 後 引き続 き調査ができるよ うな場所であること。

今 後引き続き調査ができ る場所 とは,調 査に便利な場所,埋 立,干 拓等が予想 されない場所等 の

こ とである。

(2)2つ の調査地 区は地理的 に離れていること。

(3)2つ の調査地区は海岸域の形態や生物相の違 い等を勘案 して,タ イプの異な るものであること。

(磯 浜 と砂浜 等の組み合わせ とす ることを意味す る。)
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1-6-2調 査時期 及び調査回数

調 査は,各 調査地区において春(主 と して4月),夏(主 と して9月)の 年2回 実施す る。

また,調 査は,大 潮 の干潮時 に行 うもの とす る。

1-6-3調 査 方 法

調査は調 査地区ごとに次の手順により行 う。

(1)岩 盤 の様子,砂 の粒子 の大き さ等調 査地区全般の地形的特徴等 を観察 し,記 録す る。

(2)海 岸 を歩 き,で きるか ぎり広い範囲を観察 し,眼 にふれた生物 を記録する。

記 録 は次 の例1の ように潮位帯別に主たる生息場所 ごとに整理 して記載す る。 また生息す る生

物は優占す る順に記録する。

(例1)

潮 位 帯

潮 上 帯

高 潮 帯

中 潮 帯

低 潮 帯

生 息 場 所

岩 表 面

岩 表 面

小 転 石 区

大 転 石 区

岩 表 面

潮 だ ま り

溝 の 砂

岩 表 面

生 息 生 物

ア ラ レ タマ キ ビ,カ モ ガ イ

イ ワフジツボ

タ マ キ ビ,ク ロ タ マ キ ビ

タマ キ ビ,ク ロ タ マ キ ビ,イ シ ダ タ ミ,コ ウ ダ カ ア オ ガ イ ,

ホ ソ ウ ミニ ナ,ヘ ツ ア キ ク ボ ガ イ,ヒ ラ イ ソ ガ ニ

イ ワ フ ジ ツ ボ コ ガ モ ガ イ,

ム ラサ キ イ ンコ,イ ボ ニ シ

レ イ シ,ベ ッ コ ウ ガ サ
,

キ タ ム ラサ キ ウ ニ パ フ ン ウ ニ ミ ドリイ ソ ギ ン チ ャ ク,,,

ヨ ロイ イ ソギ ンチ ャ ク,コ モ チ イ ソ ギ ンチ ャク

ア サ リ,ヌ ノ メ ア サ リ,イ ワ ム シ

クロフジツボ オオア カフジツボ

(3)潮 上 帯最上部に調査基点を設け,そ の点か ら海側 に向 って汀線 に直角に横断線を設定す るとと

もに,横 断面略図 を作成 する。

この際,後 で潮汐表 によ りその地方での基準面(standardsealevel)か らの高 さを求 め る

必要があるため,そ の日の低潮位 を調査基点 からの落差 として必ず測定 し記録す る。

(4)横 断線 の周辺において,潮 上帯,高 潮帯,中 潮帯,低 潮帯 の潮位帯別 に,で きる限 り同一条件,

の典型 的な場所を選 び,下 図のようにそれぞれの潮位帯 に3つ の方形枠を置 く。(計12ケ6方 形枠)

潮 位差が小さい等の理由で,1調 査地区あた り12ケ の方形 枠が とれない場合は,事前に次の事項を

記載 して文書で環 境庁 自然保護局企画調整課あて通知 されたい。

ただ し,夏 の調査において,春 の調査時の方形枠の位置 が海面下にな った場合等の理 由で12ケ

の方形 枠が とれな い場 合は,こ の通知 は要 しない。 このよ うな場合でも,採 泥器等で水面下の生

.物 を採集 して もさ しつかえないことに変 わりはない。

〈通知 に記載するべき事項>

1.調 査 地区の海岸 の通称
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2,方 形枠の数 春 ○ ケ

夏 ○ ケ

3.方 形枠 を規定数置 けない理 由

日本海沿岸 のよ うに潮位差 の小 さい ところでは,潮 間帯 の巾が小 さく,1調 査地区あた り12ケ

の方形枠が とりに くいので,採 泥器等で水面下 の生物を採集 してもよい。

方形枠 の設置 にあた っては,春 と夏 とで,ほ ぼ同 じ場所に置 くように努めること。

なお,夏 の調査 において,方 形枠の位置が海面下にな った場 合には,採 泥器等で,水 面下 の生

物 を採集 して もよい。

髄 菱点
メ 冒一

メ

一
朗 上蒋

ソ

x

メ

一
嵩鞠 箒

メ

.凹.メ

メ

ー

沖鋼 ・篤

メ

x

.コ《,

一
低艶 鞘一

潮 問 箒

(x… 一,・.方形絆 φ肛 置)

嶺断線

(5)そ れぞれの方形枠の位置を,調 査基点か らの落差 と して記録 す る。(後 で潮汐表 により,基 準

面 か らの高さに換算 する。)

(6)各 方形枠において,生 物の観察,採 集を行 うが,そ の仕方 は海岸域 の形態(磯 浜,転 石浜,砂

泥 浜など)に より若干異な るので,以 下 によって行 う。

ア 磯浜 ・転 石浜 の場合

げ)方 形枠の大 きさは,原 則として50cm×50cmと す る。

α》 方形枠内の肉眼で見えるすべての生物の種名を植物 と動物 にわけて記録す る。 種 の同定が

困 難 な も の が あ る(特 に動物)と 思われ るが,そ の場合は,属 あるいは生物群の判定 どま

りでやむをえない。 ただ し,優 占す るものにっいては,必 ず種名を調べ るこ ととする。

(ウ)記 録 されたすべての植物 について,表1-1「 被覆度区分表」の区分により被履度を記録 した

後,肉 眼で見 える生物 を全部採集す る。

表1-1被 履 度 区分 表

被 覆 度 区 分

5

4

3

2

1

十

80～100%を お お う。 個体数は任意

60～80%を お お う。 個体数は任意

40～60%を お お う。 個体数は任意

20～40%を お お う。 個体数は任意

20以 下 をおおう。 個体数は任意

きわめてわずかをおお う。 個体数 はす くない。

一337一



国 植物については,相 観的に優占するもの上位5種 以上について ドそれぞれの湿重量を測定

する。

また,植 物群別(緑 藻類,褐 藻類,紅 藻類,そ の他)に 湿重量を測定する。湿重量の測定
　 　

にあたっては,死 貝 の殻は測定 しないこと。

け)動 物 について は,相 観的 に優占す るもの上位5種 以上 について,そ れぞれの個体数及び湿重

量を測定 する。 カイメ ン等1個 体の識別が困難な種 の場合は,表1-1の 区分 により被覆度及び

湿重量 を記録した。

ま た,動 物群別(軟 体類,甲 殻類,多 毛類,棘 皮動物,そ の他)に 湿重量を測定す る。

湿重 量を測定す る場合,生 きてい る貝類の殻 も含 めて測定す る。

イ.砂 泥浜 の場 合

ぐア)方 形枠の大きさは,30cm×30cmと す る。

α)方 形枠 内の肉眼で見 えるすべ ての植物 について種名及び被覆度 を記録する。被環度は表1-1

「被 覆度区分表」 の区会 による。

け)ス コ ップにより方形枠 の砂泥 を深 さ15cmを 目やす と して堀 りとり,1㎜ 目のふるいにか

け,肉 眼で見える生物を全部採集す る。 スコップにより方形枠内の砂泥 を堀 りとる場合は,

深 さ15cmま で堀 ることを標準 とす るが,主 要な生物 の生息場所が15cm以 深 である場合等

は,そ の場所の状況に応 じて堀 りとる深さを変えて もさしつかえない。

そ の場合,海 域生物調査票の 「方形枠の大きさ」欄 に 「深 さ○Ocm」 と注記する。

(エ)植 物 にっいて は,相 観的 に優占す るもの上位5種 以上につ いてそれぞれの湿重量 を測定す

る。

また,植 物群別(緑 藻類,褐 藻類,紅 藻類,そ の他)に 湿重 量を測定 す る。

㈹ 動 物 については,肉 眼で見え るすべての種 名を記録 し,相 観的に優占す るもの上位5種 以

上 にっいてそれぞれの個体数及び湿重量を測定する。 カイメ ン等1個 体の識別が困難 な種 の

場合は,表1-1「 被 覆度 区分表」の 区分 により被覆度及 び湿重量を記録する。

ま た,動 物群別(軟 体類,甲 殻類,多 毛類,棘 皮動物,そ の他)に 湿重量 を測定す る。

湿重量を測定す る場 合,生 きている貝類の殻 も含めて測定す る。

1-7調 査 結 果 の と り ま とめ

受 託者は,調 査結果を下記の図票 にとりまとめる。

1-7-7調 査地区位置図

調 査地区の位置を明 らかにす るため,図1-1「 調 査地区位置 図」に ならい調査地 区位置 図を作成す

る。

1-7-2環 境 調査票

調 査地区周辺 の概況 を,表1-2「 環 境調査票」に とりまとめ る。

1-7-5海 域生物調査票

生 物につ いて調査 した事項 は,表1-3「 海 域生物調査票」にとりまとめる。
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表1-2環 境調査票
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護
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査
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の
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要
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表1-5海 域生物調査票

(傭 翅囲麟 苑 説 蜘_働 の場含)
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表1-5海 域生物調査票

(海 域 生物 調麟'と 記〉翻}2一 …勅:物の易含)
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フ ァイル仕様一覧表
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フ ァ イ ル 仕 様 一 覧 表

フ
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イ
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第2回 植生調査

第2回 特定植物
群 落 調 査

第2回
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第2回 鳥類調査

第2回 両生 ・
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第2回
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第2回 河川調査

第2回 海岸調査
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備
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分 布データ

基礎データ

掲フ

鰯

↓裏

33

70

102

124

分 布デ ータ142

基 礎 データ ,

分布データ159
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デ ー タ
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基礎デ ータ

県 別

集計データ
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305
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330
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メ ッ シ ュ コ ー ドの 付 け 方
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隔 氏約80㎞)
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第一次地域区画のコード番号の付け方

i30ｰ1ｰ

7

6

5

4

3

z

l

a

01245・3一 声 〃5

i

1

～

匂0'

'

9

8

7

6

5

4

3

2

1

0

z

Oi2345ti789

第2次 地域 区 画

第二 次地域 区 画 は,第 一 次 地域 区画 を8分 割 した

もの で・ 国土 地 理院1!吃5万 地形 図 の1枚 に 当る。
ノクノ ノ

大 き さは5x730で 約10x10㎞ で あ る。

コー ド番号 は,例 えばBは

5438-23　 　
1し 第二次地域区画のコー幡 号
　

」第一 次 地域 区 画の コー ド番 号

第三次地域区函

(基 準 メ ッシ ュ,1㎞ メ ッ シ ュ)

,第 二 次 地 域 区 画 を10分 割 し た も の で、 大 き さは

30"x45"で,約lxl㎞ で あ る 。

コー ド番 号 は,例 え ばCは

5438一?3-14
∩聰ρ陶●隔■画●9一 鞠9}」 陶口り

30"一 次 二次 三 次
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県 コ ー ド

コ ー ド

of

oa

O3

04

05

06

07

0s

O9

10

11

12

13

14

15

16

県 名

北 海 道

青 森

岩 手

宮 城

秋 田

山 形

福 島

茨 城

栃 木

群'馬

埼 玉

千 葉

東 京

神 奈 川

新 潟

富 山

コ ー ド

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

県 名

石 川

福 井

山 梨

長 野

岐 阜

静 岡

愛 知

三 重

滋 賀

京 都

大 阪

兵 庫

奈 良

和 歌 山

鳥 取

島 根

コ ー ド

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

44

45

46

47

・ 県 名

岡 山

広 島

山 口

徳 島

香 川

愛 媛

高 知

福 岡

佐 賀

長 崎

熊 本

大 分

宮 崎

鹿 児 島

沖 縄.

レ

一349一



公 園 コ ー ド

国 立 公 国

コ ー ド

oioi

O102

0103

0104

0105

0106

0io7

0108

0109

01io

O111

0ii2

0113

0114

0115

0116

0117

0118

0119

0i20

0121

0122

0123

0124

0125

0126

0127

公 園 名

利 尻 礼 文
サ ロ ベ ツ

知 床

阿 寒

大 雪 山

支 笏 洞 爺

十和田八幡平

陸 中 海 岸

磐 梯 朝 日

日 光

上 信 越 高原

秩 父 多 摩

小 笠 原

富士箱根伊豆

中 部 山 岳

南 アル プ ス

白 山

伊 勢 志 摩

吉 野 熊 野

山 陰 海 岸

大 山 隠 岐

瀬 戸 内 海

足摺 宇 和海

阿 蘇

雲 仙 天 草

西 海

霧 島 屋 久

西 表

国 定 公 園

コ ー ド

ozoi

O202

0203

0204

0205

0206

0207

0208

0209

0210

0211

02iz

O213

0214

0215

0216

021?

0218

0219

0220

0221

0a22

0223

0224

0225

0226

公 園 名

網 走

ニ セ コ積 丹

小 樽 海 岸

大 沼

下 北 半 島

津 軽

男 鹿

栗 駒

鳥 海

蔵 王

佐 渡 弥 彦

越後三山只見

水 郷 筑 波

南 房 総

明治の森高尾

丹 沢 大 山

能 登 半 島

越前加賀海岸

妙 義 荒 船
佐 久 高 原
八 ケ 岳
中 信 高 原

天 竜奥 三 河

揖 斐 関 ケ 原
養 老

飛 騨 木 曽 川

三 河 湾

愛 知 高 原

若 狭 湾

鈴 鹿

コ ー ド

oa27

0228

0229

0230

0231

0232

0233

0234

0235

0236

0237

0238

0239

0240

0241

0242

0243

0244

0245

0246

024?

0248

0249

0250

0251

公 園 名

室生赤目青山

琵 琶 湖

明治の森箕面

大 和 青 垣

金 剛 生 駒

高 野 竜 神

氷 ノ 山 後
山 那 岐 山

比婆道後帝釈

西 中 国 山地

北 長 門 海岸

秋 吉 台

剣 山

室戸阿南海岸

石 鎚

北 九 州

玄 海

壱 岐 対 馬

耶 馬 日田英
彦 山

日 豊 海 岸

祖 母 傾

日 南 海 岸

奄 美 群 島

沖 縄 海 岸

沖 縄 戦 跡

南三隆金華山

原 生 自然 環 境
保 全 地 域

コ ー ド

0301

0302

0303

0304

0305

地 域 名

南 硫 黄 島

屋 久 島

大井川源流部

十勝川源流部

遠 音 別 岳

自 然 環 境
保 全 地 域

コ ー ド

0401

0402

0403

0404

0406

地 域 名

早 池 峰

稲 尾 岳

大 平 山

利根川源流部

白 髪

一350一



膨

都道府県立 自然公園 コー ド

コ ー ド

1001

1002

1003

1004

1005

1006

1007

1008

1009

1010

1011

1012

1013

1014

1051

1052

1053

1054

1055

1056

1057

1ioi

1102

1ios

1104

1105

1106

1107

1108

1151

1152

1153

1155

1156

115?

1159

都道府県立自然公園名

襟 裳

富 良 野 芦 別

厚 岸

桧 山

恵 山

暑 寒 別

野 付 風 蓮

天 売 焼 .・一尻

北 オ ホ ー ツ ク

松 前 矢 越

野 幌 森 林 公 園

狩 場 茂 津 多

朱 鞠 内

天 塩 岳

種 差 海 岸 階 上 岳

浅 虫 夏 泊

大 鰐 碇 ケ関 温泉 郷

名 久 井 岳

芦 野 池 沼 群

黒 石 温 泉 郷

岩 木 高 原

折 爪 馬 仙 峡

久 慈 平 庭

外 山 早 坂 高 原

早 池 峰

花 巻 温 泉 郷

湯 田 温 泉 郷

五 葉 山

室 根 高 原

松 島

旭 山

蔵 王 連 峰

二 口 峡 谷

気 仙 沼 湾

船 形 連 峰

硯 上 山 ・万 石 浦

都道府県立自然公園名(カ タカナ)

エ リモ

フ ラノアシベツ

ア ッケシ

ヒヤマ

エサ'ン

ショカンベツ

ノツケフウレン

テ ウリヤキシ リ

キタオ ホーツク

マツマエヤゴシ

ノ ッポ ロシンリンコウエ ン

カ リバ モツタ

シ ュマ リナイ

テシオタケ

タネサ シカイガンハ シガ ミダケ

アサ ムシナツ ドマ リ

オオワニイカ リガセキオンセンキ ョウ

ナクイダケ

アシノチ ショウグン

クロイ シオ ンセ ンキ ョウ

イワキ コウゲ ン

オ リツメバセ ンキ ョウ

クジ ヒラニワ

ソ トヤマハ ヤサカコ ウゲ ン

ハ ヤチネ

ハ ナマキオ ンセ ンキ ョウ

ユタオ ンセ ンキ ョウ

ゴ ヨウザ ン

ム ロネ コウゲ ン

マツシマ

アサ ヒヤマ

ザ オウ レンポ ウ

フ タクチキョウコク

ケセンヌマワ ン

フナガタレンポ ウ

ケン ジョウザ ン ・マンゴクウラ
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都道府県名

北 海 道

青 森 県

岩 手 県

宮 城 県



コ ー ド

1201

1202

1203

1204

1205

1206

120?

1251

1252

1253

1254

1255

1256

1301

1302

1303

1304

1305

1306

1307

1308

1309

1310

1311

1351

1352

1353

1354

1355

1356

135?

1358

1401

1402

1403

1404

都道府県立自然公園名

八 森 岩 館

き み ま ち坂 藤 里 峡

田 代 岳

森 吉 山

太 平 山

田 沢 湖 抱 返 り

真 木 真 昼

庄 内 海 浜

御 所 山

県 ・ 南

加 無 山

天 童 高 原

最 上 川

霊 山

霞 ケ 城

南 湖

奥 久 悪

磐 城 海 岸

松 川 浦

勿 来

只 見 柳 津

大 川 羽 鳥

阿 武 隈 高 原 中 部

夏 井 川 漢 谷

奥 久 慈

花 園 花 貫

太 田

御 前 山

大 洗

笠 間

水 戸

吾 国 愛 宕

益 子

太 平 山

唐 沢 山

前 日 光

都道府県立自然公園名(カ タカナ)

ハチモ リイワダテ

キ ミマチザ カフジサ トキ ョウ

タシロダケ

モ リヨシヤマ

タイヘイザ ン

タザワコダキ カエ リ

マギ マヒル

シ ョウナイカイ ヒン

ゴシ ョザ ン

ケンナン

カブサ ン

テン ドウコウエン

モガ ミガワ

リョウゼ ン

カス ミガジョウ

ナ ン コ

オ ククジ

イワキカイガン

マツカワウラ

ナ コ ソ

タダミヤナイズ

オオカワハ トリ

アブクマコウゲンチ ュウブ

ナツイガワケイコク

オ クク ジ

ハナゾノハナヌキ

オ オ タ

ゴゼ ンヤマ

オオアライ

カ サ マ

ミ ト

ワガクニアタゴ

マシコ

オオ ヒラサ ン

カラサ ワサ ン

マエニ ツコウ
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都道府県名 『

秋 田 県

山 形 県

福 島 県

茨 城 県

栃 木 県



コ ー ド

1405

1406

1407

1408

1501

1502

1503

1504

1505

1506

1507

1508

1509

1551

1552

1553

1554

1555

1556

155?

1558

1601

1602

1603

1604

1605

1606

1.60?

1651

1652

1653

1701

1702

都道府県立自然公園名

足 利

宇 都 宮

那 珂 川

八 溝

な し

狭 山

奥 武 蔵

黒 山

長 瀞 玉 淀

比 企 丘 陵

上 武

武 甲

安 行 武 南

両 神

養 老 漢 谷 奥 清 澄

九 十 九 里

印 旛 手 賀

高

嶺

富

大

笠

宕

岡 山

利

森 鶴

山

系

山

根

舞

高 尾 陣 馬

多 摩 丘 陵

羽 村 草 花 丘 陵

秋 川

滝 山

狭 山

武 蔵 野

真 鶴 半 島

丹 沢 大 山

奥 湯 河 原

瀬 波 笹 川 流 れ 粟 島

米 山 福 浦 八 景

都道府県立 自然公国名(カ タカナ)

ア シカガ

ウツノ ミヤ

ナカガワ

ヤ ミゾ

サ ヤ マ

オ ク ム サ シ

ク ロ ヤ マ

ナ ガ トロ タ マ ヨ ド

ヒキ キ ュ ウ リ ョ ウ

ジ ョ ウ ブ

ブ コ ウ

ア ン ギ ョ ウ ブ ナ ン

リ ョ ウガ ミ

ヨ ウ ロ ウ ケ イ コ ク オ ク キ ヨ ス ミ

ク ジ ュ ウ ク リ

イ ンバ テ ガ

タ カ ゴ ヤ マ.

ミ ネ オ カ サ ン ケ イ

ト ミサ ン

オ オ トネ

・カ サ モ リ ツ ル マ イ

タカオジンバ

タマキュウリョウ

ハムラクサバ ナキ ュウリ ョウ

アキ カワ

タキヤマ

サヤマ

ムサ シノ

マナヅルハ ン トウ

タンザワオオヤマ

オクユガワラ

セナ ミササガ ワナガ レアワシマ

ヨネヤマフ クウラバ ッケイ
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都道府県名

栃 木 県

群 馬 県

埼 玉 県

千 葉 県

東 京 都

神 奈 川 県

新 潟 県



コ ー ド

1703

1704

1705

1706

1707

1708

1709

1710

1711

1712

1713

1751

1752

1753

1754

1755

1801

1so2

1803

1804

1851

1901

1902

1951

1952

1953

1954

1955

1956

2001

2002

2003

2004

2005

都道府県立自然公園名

久 比 岐

親 不 知 子 不 知

小 佐 渡

胎 内 二 王 子

五 頭 連 峰

阿 賀 野 川 ラ イ ン

奥 早 出 粟 守 門

長 岡 東 山 山 本 山

魚 沼 連 峰

直 峰 松 之 山 大 池

白 馬 山 麓

朝 日

有 峰

五 箇 山

白 木 水 無

医 王 山

山 中 大 日 中

獅 子 吼 ・ 手 取

碁 石 ケ 峰

白 山 一 里 野

奥 越 高 原

四 尾 連 湖

南 ア ル プ ス 巨 摩

中 央 ア ル プ ス

御 岳

三 峰 川 水 系

塩 嶺 王 城

聖 山 高 原

天 竜 小 渋 水 系

千 本 松 原

揖 斐

奥 飛 騨 数 河 流 葉

宇 津 江 四 十 八 滝

恵 那 峡

都道府県立自然公園名(カ タカナ)

ク ヒ キ

オヤシラズコシラズ

コ サ ド

タイナイニノオジ

コズレンポウ

アガノガワライン

オクハヤデアワスモン

ナガオカヒガシヤマヤマモ トヤ マ

ウオヌマレンポウ

ノオ ミネマツノヤマオオイケ

バ クバサ ンロク

ア サ ヒ

ア リミネ

ゴカヤマ

シラキ ミズナシ

イオ ウザ ン

ヤマナカダイニチザ ン

シシク ・テ ドリ

ゴイシガ ミネ

バ クサ ンイチ リノ

オ クエ ツコウゲン

シビレコ

ミナ ミアルプスコマ

　

チ ュ ウオ ウア ル フ ス

オ ン タケ

ミ ブ ガ ワ ス イ ケ イ

エ ン レ イ オ ウ ジ ョ ウ

ピ ジ リヤ マ コ ウ ゲ ン

テ ン リ ュ ウ コ シ ブ ス イ ケ イ

セ ン ボ ン マ ツ バ ラ

イ ビ

オ ク ヒ'ダ ス ゴ ウ ナ ガ レハ

ウ ツエ シ ジ ュ ウハ ッ タ キ

エ ナ キ ョ ウ

一354一

都道府県名

新 潟 県

富 山 県

石 川 県

福 井 県

山 梨 県

長 野 県

岐 阜 県



膨

コ ー ド

2006

2007

2008

2009

2010

3011

2012

2051

2052

2053

2054

2101

2102

2103

2104

2105

2106

210?

2151

2152

2153

2154

2155

2201

2202

2251

2252

2253

2351

2352

2353

2354

都道府県立 自然公園名

胞 山

裏 木 層

伊 吹

土 岐 三 国 山

位 山 舟 山

奥 長 良 川

野 麦

浜 名 湖

日 本 平

奥 ・ 大 井

御 前 崎 遠 州 灘

南 知 多

渥 美 半 島

段 戸 高 原

振 草 漢 谷

本 宮 山

桜 剖

石 巻 山 多 米

水 郷

伊 勢 の 海

赤 目 一 志 峡

香 肌 峡

奥 伊 勢 宮 川 峡

三 上 田 上 信 楽

朽 木 葛 川

る り 漢

保 津 峡

笠 置 山

な し

多 紀 連 山

猪 名 川 漢 谷

清 水 東 条 湖

朝 来 群 山

都道府県立自然公園名(カ タカナ)

エナサン

ウラキソ

イ ブ キ

トキ ミクニヤマ

クライヤマフナヤマ

オクナガラガワ

ノ ム ギ

ハ マナコ

ニホンダイ ラ

オ クオオイ

オマエザキエンシュウナダ

ミナ ミチ タ

ア ツミハ ン トウ

ダン トコウゲ ン

プ リクサ ケイ コク

ホ ングウサン

サ クラブチ

イ シマキヤマ タメ

ス イ ゴ ウ

イ セ ノ ウ ミ・

ア カ メ イ チ シ キ ョ ウ

カ ハ ダ キ ョ ウ

オ ク イ セ ミヤ ガ ワ キ ョウ

ミカ ミタガ ミシガラキ

クツキカツラカワ

ル リケイ

ホヅキ ョウ

カサギヤマ

タキ レンザ ン

イナガワケイコク

シ ミズ トウジョゥコ

アサ コグンザ ン

都道府県名

岐 阜 県

静 岡 県

愛 知 県

三 重 県

滋 賀 県

京 都 府

大 阪 府

兵 庫 県

一355一



コ ー ド

2355

2356

2357

2358

2359

2360

2361

2401

2402

2403

2451

2452

2453

2454

2455

2456

2457

2458

2459

2460

2501

2502

2551

2552

2553

2554

2555

2556

2557

2558

2559

2601

2602

2603

2604

都道府県立自然公園名

音 水 深 林

但 馬 山 岳

西 播 丘 陵

出 石 糸 井

播 磨 中 部 丘 陵

雪 彦 峰 山

笠 形 山 千 ケ 峰

矢 田

吉 野 川 津 風 呂

月 ケ 瀬 神 的 山

か っ ら ぎ高野 山 系

紀 仙 峡

大 池 貴 志 川

生 石 高 原

西 有 田

白 崎 海 岸

煙 樹 海 岸

田 辺 南 部 海 岸

熊 野 枯 木 灘 海 岸

大 塔 日 置 川

三 朝 東 郷 湖

奥 日 野

清 水 月 山

宍 道 湖 北 山

鬼 の 舌 震

立 久 恵 峡

竜 頭 八 重 滝

江 川 水 系

浜 田 海 岸

幡 竜 湖

青 野 山

高 梁 川 上 流

吉 備 史 跡

湯 原 奥 津

吉 備 路 風 土 記 の 丘

都道府県立自然公園名(カ タカナ)

オ ンスイシンリン

タジマサ ンガク

セイバ ンキュウ リョウ

イズ シイ トイ

ハ リマチ ュウブキ ュウリョウ

セ ッピコミネヤ マ

カサガ タヤマセンガ ミネ

ヤ タ

ヨシノガワツブロ

ツキガセ コウノサン,

カ ツラギコウヤサ ンケイ

キセンキ ョウ

オオイケキシガワ

オイ シコ ウゲン

ニシア リタ

シラサキ カイガ ン

ェ ンジュカイガン

タナベ ミナベ カイガン

クマノカレキナダカイガン

オオ トウヒキガワ

ミササ トウゴウコ

オ クヒノ

キ ョ ミズガ ッサ ン

シンジコキタヤマ

オニノシタフルイ

タチクエキ ョウ

リュウズヤエ ダキ

ェガワスイケイ

ハ マダカイガ ン

バ ンリュ ウコ

アオノヤマ

タカハシガワジ ョウリュウ

キ ビシセキ

ユバ ラオクツ

キ ビジフ ドキノオ カ

一356一

都道府県名

兵 庫 県

奈 良 県

和 歌山 県

鳥 取 県

島 根 県

岡 山 県

1



コ ー ド

2651

2652

2653

2654

2655

2701

2702

2703

2704

2705

2751

2752

2753

2754

2755

2756

2851

2852

2853

2854

2855

2856

285?

2901

2902

2903

2904

2905

2906

2907

2908

2909

2910

2911

都道府県立自然公園名

南 原 峡

山 野 峡

三 倉 岳

竹 林 寺 用 倉 山

仏 通 寺 御 調 八幡 宮

羅 漢 山

石 城 山

長 門 峡

豊 田

西 長 門 海 岸

箸 蔵

土 柱 高 越

奥 宮 川 内 谷

大 麻 山

東 山 峡

中 部 山 峡

な し

肱 川

金 砂 湖

奥 道 後 玉 川

四 国 カ ル ス ト

篠 山

佐 田 岬 半 島宇 和 海

皿 ケ 峰 連 峰

手

奥

白

横

横

入

宿

竜

中

須

興

結 住

物

髪

倉

河

津 漢

崎

吉

部

山

山

浪

野

毛

洞

谷

湾

津

都道府県立自然公園名(カ タカナ)

ナバ ラキ ョウ:

ヤ マノキ ョウ

ミク ラダケ

チ クリンジヨウクラヤマ

ブ ッツ ウジミツギハチマングウ

ラ カ ンザ ン

イ ワ キ サ ン

チ ョウ モ ンキ ョ ウ

ト ヨ タ

ニ シ ナ ガ トカ イ ガ ン

ハ シクラ

ドチュウコウエ ツ

オク ミヤゴ ウチダニ

オオアサヤマ

ヒガ シサンケ イ

チュウブサンケ イ

ヒジカワ

キンシャコ

オ ク ドウゴタマガワ

シ コクカルス ト

ササ ヤマ

サダ ミサ キハ ン トウウワカイ

サ ラガ ミネレンポ ウ

テ イ ス ミ ヨ シ

オ ク モ ノ ベ

シ ラ ガ ヤ マ

ヨ コ ク ラ ヤ マ

ヨ コ ナ ミ

イ リ ノ

ス ク モ

リ ュ ウ ガ ドウ

ナ カ ツ ケ イ コ ク

ス サ キ ワ ン

オ キ ツ

一357一

都道府県名

広 島 県

山 口 県

徳 島 県

香 川 県

愛 媛 県

高 知 県



コ ー ド

2912

2913

2914

2915

2916

2917

2918

2951

2952

2953

2954

2955

cool

3002

3003

3004

3005

3006

3051

3052

3053

3054

3055

3056

3101

3102

3103

3104

3105

3106

3107

3151

3152

3153

3154

都道府県立自然公園名

安 居 漢 谷

四 国 カ ル ス ト

北 山

魚 梁 瀬

梶 ケ 森

鷲 尾 山

工 石 山 陣 ケ 森

筑 豊

筑 後 川

矢 ・ 部 川

背 振 雷 山

太 宰 府

黒 髪 山

多 良 岳

天 山

八 幡 岳

背 振 北 中

川 上 金 立

北 松

西 彼 杵 半 島

野 母 半 島

大 村 湾

多 良 岳

島 原 半 島

金 峰 山

三 角 大 矢 野 海 辺

芦 北 海 岸

小 岱 山

矢 部 周 辺

市 房 山

五 木 五 家 荘

国 東 半 島

豊 後 水 道

津 江 山 系

神 角 寺 芹 川

都道府県立自然公園名(カ タカナ)

ヤ スイケイコク

シコクカルス ト

キ タヤマ

ヤ ナ セ

カジガモ リ

ワシオヤマ

クイシヤマジンガモ リ

チクホ ウ

チクゴガ ワ

ヤベガ ワ

セ ブ リライザ ン

ダザイフ

クロカ ミヤマ

タラダケ

テンザ ン

ハチマンダケ

セブ リホクサ ン

カワカミキ ンリュウ

ホクシ ョウ

ニシソノキハン トウ

ノモハ ン トウ

オオムラワン

タラダケ

シマバラハ ン トウ

キ ンポウザン

ミス ミオオヤノカイヘ ン

ア シキ タカィ ガン

シ ョウダイザ ン

ヤベシュウヘン

イチフサヤマ

イツキゴ カノシ ョウ

クニサキハ ン トウ

フンコスイ ドウ

ッエサ ンケイ

ジンカクジセ リカワ

一358一

都道府県名

高 知 県

福 岡 県

佐 賀 県

長 崎 県

熊 本 県

大 分 県



コ ー ド

3155

3201

3202

3203

3204

3205

3206

3207

3251

3252

3253

3254

3255

3256

3257

都道府県立自然公園名

祖 母 傾

祖 母'傾

市 房

尾 鈴

西 都 原 ・杉 安 峡

矢 岳 高 原

わ に っ か

母 智 丘 ・ 関 之 尾

阿 久 根

川 内 川 流 域

吹 上 浜

坊 野 間

大 隅 南 部

藺 牟 田 池

高 隅 山

な し

都道府県立自然公園名(カ タカナ)

ソボカ タムキ

ソボカタムキ

イチフサ

オ ス ズ

サ イ トバ ラ ・スギヤスキ ョウ

ヤタケコ ウゲ ン

ワニツカ

モチオ ・セキノオ

ア ク ネ

センダイガ ワリュウイキ

フキアゲハマ

ボウノマ

オオス ミナ ンブ

イ ムタイケ

タカクマヤマ

都道府県名

大 分 県

宮 崎 県

鹿児 島 県

沖 縄 県

一359一



都 道府 県立 自然環境保全地域名 コー ド

コ ー ド

4001

4002

4003

4004

4005

4006

4007

4101

4102

4103

4104

4105

4106

4201

4202

4203

4204

4205

4206

4207

4208

4209

4301

4302

4303

4304

4305

4306

4307

4308

4309

4310

4311

4312

4313

都道府県自然環境保全地域名

大 千 軒 岳

静 狩 礼 文 華

松 山 ピ ア シ リ

以 久 科 海 岸

尾 幌

落 石 岬

エ ル リ 島

然 ケ 岳

丸 ・屋 形 岳

屏 風 岩

座 頭 石

戸 来 岳

猿 ケ 森

沼 袋 ・ 田 野 畑

宇 霊 羅 山

松 森 山

区 界 高 原

荒 川'高 原

琴 畑 湿 原

大 洞 カ ル ス ト

滝 観 洞

蓬 来 山

伊 豆 沼 ・ 内 沼

加 護 坊 ・箆 岳 山

仙 台 湾 海 浜

太 白 山

高 館 ・ 千 貫 山

釜 房 湖

谷 山

御 嶽 山
一 桧 山 田 代

鱒 渕 観 音 堂

魚 取 沼

翁 倉 山

斗 蔵 山

都道府県自然環境保全地域名(カ タカナ)

ダイセ ンゲ ンダケ

シズカ リレブ ンゲ

マツヤ マピアシ リ

イ クシナ カイガン

オ ボ ロ

オチイシ ミサ キ

エル リ トウ

シカ リガタケ

マルヤガタダケ

ビョウブイワ

ザ トウイ シ

ヘライ ダケ

サル ガモ リ

ヌ マ フ ク ロ ・タ ノ ハ タ

ウ レ ラサ ン

マ ツ モ リ ヤ マ

ク ザ カ イ コ ウ ゲ ン

ア ラ カ ワ コ ウ ゲ ン

コ トハ タ シ ツ ゲ ン

オ オ ホ ラ カ ル ス ト

ロ ウ カ ン ドウ

ホ ウ ラ イ サ ン

イ ズ ヌ マ ・ウ チ ヌ マ

カ ゴ ボ ウ ・ノ ノ タケ サ ン

セ ン タ イ ワ ン カ イ ヒ ン

タ イ ハ ク サ ン

タカ タ テ ・セ ンガ ンヤ マ

カ マ フ サ コ

タ ニ ヤ マ

ミ タ ケ サ ン

イ ッ ピ ツ ヤ マ タ シ ロ

マ ス ブ チ カ ン ノ ン ドウ

ユ ト リヌ マ

オ キ ナ ク ラ ヤ マ

トク ラサ ン

都道府県名

北 海 道

青 森 県

岩 手 県

宮 城 県

一360一



コ ー ド

4401

4402

4403

4404

4405

4406

440?

4408

4409

4410

4501

4502

4503

4601

4602

4603

4604

4605

4606

4607

4608

4609

4610

4611

4612

4613

4614

4615

4616

4617

4618

4619

4620

4621

4622

4623

4624

4625

都道府県自然環境保全地域名

羽 ,黒 山
露 熊 山 峡

番 鳥 森

湯 の台 ・小方 角沢

保 呂 羽 山

外 山

南 由 利 原

刈 女 木

冬 師

丁 岳

今 神 山

気 比 神 社 社 叢

ヌ ル マ タ沢 ・野 川

信 夫 文 知 摺

黒 岩 虚 空 蔵

高 松 山

岩 角 山

石 田 ブ ヨ メ キ

石 錘

五 本 松

恩 賜 林

茶 臼 山

熊 川 海 岸

法 正 尻 湿 原

大 悲 山

小 高 薬 師 堂

浄 土 松

奥 州 街 道 松 並 木

宇 津 峯 山

強 滝

江 竜 田

西 郷 瀞

宮 床 湿 原

牛 越 館 山

高 倉 山

茂 庭

黒 岩 山

新 田 川 漢 谷

都道府県自然環境保全地域名(カ タカナ)

バグロサ ン

ツユクマサ ンキ ョウ

バン ドリモ リ

ユ ノタイ ・コホ ウガ クザ ワ

ホロワサ ン

ソデヤマ

ミナ ミユ リハ ラ

カ リメギ

ト ウ シ

ヒノ トダケ

ィマカ ミヤマ

キ ビジンジャシャソウ

ヌル マタザ ワ ・ノガワ

シノブモジズ リ

クロイワコクウゾウ

タカマツヤマ

イ ワツノヤマ

イシタフ ヨメキ

イ シムシロ

ゴホ ンマツ

オン シ リン

チャ ウスヤマ

クマカワカイガン

ホ ウショウシ リシツゲ ン

ダイ ピサン

ォダカヤ クシ ドウ

ジヨウ ドマツ

オ ウシュウカイ ドウマツナ ミキ

ウヅ ミネヤマ

コワタキ

エ リュウダ

ニ シゴウ トロ

ミヤ トコシツゲ ン

ウシゴエタテヤマ

タカクラヤマ

モ ニ ワ

クロイ ワヤマ

ニ ッタガワケイコク

都道府県名

秋 田 県

山 形 県

福 島 県

一361一



コ ー ド

4626

4627

4628

4629

4630

4631

4632

4633

4634

4635

4636

463?

4638

4639

4640

4641

4642

4643

4644

4645

4701

4703

4704

4705

4706

4707

4708

4709

4710

4?11

4712

4713

4714

4715

4716

4717

4718

4719

4720

都道府県自然環境保全地域名

棺

平

関

安

新

黒

矢

伏

道

岩 湿

ノ 原 湿

原

沼

山

座

条

沢

原

原

本 名 御 神 楽 岳

大

七

木

鹿

明

つ

御

木

金

好

栂

中

花

鍋

西

鷲

菅

西

清

小

豊

村

上

自

大

竜

石

宍

菖

高

戸

ケ

地 夜 鷹

狼

神 ケ

む じ

斉 所

戸

間 川 漢

瓶

足

金

子

生

明

音

松

野

性

神

蒲

田 権

岳

岳

山

山

岳

倉

山

川

山

谷

峰

沼

山

山

砂

山

沼

寺

寺

寺

岡

松

沼

寺

生

山

川

倉

沢

現

都道府県 自然環境保全地域名(カ タカナ)

ジサバ ラ

ヘブセヌマ

セキヤマ

ア ザ

サ ンジョウ

シン ミチザ ワ

クロイワシツゲ ン

ヤノハ ラシツゲ ン

ホンナ ミカグ ラダケ

オオ トダケ

ナナツガタケ

キ ジヨタカヤマ

カロウサ ン

ミョウジンガタケ

ツム ジクラ

ゴサイショヤマ

キ ドガワ

カナヤマ

ヨシマガ ワケイ コク

ツガ ミネ

ナカヌマ

ハナカメサ ン

ナベアシサ ン

ニ シカナサ

トリノ コサン

スゴウヌマ

サイ ミョウジ

セイオ ンジ

コマ ツジ

トヨオカ

ムラマツ

ウエノヌマ

ジショウジ

オ オ ウ

リュウジンサ ン

イシカワ

シシクラ

シ ョウブザワ

タカダゴ ンゲ ン

一362一

都道府県名

福 島 県

茨 城 県

r



コ ー ド

4721

4722

4723

4801

4802

4803

4804

4805

4806

4807

4808

4809

4810

4811

4812

4813

4814

4815

4816

4817

4818

4819

4820

4821

4901

4902

4903

4904

4905

4906

4907

4908

4909

4910

4911

4912

4913

4914

都道府県自然環境保全地域名

八

横

蓬

鷲

氷

箒

親

多 田

佐 貫

七

作

栃

長

出

鮎

東

松

焼

小

石

与

岩

尾

南

鈴

荒

鍋

北

相

黒

鍋

荒

あ

袈

小

鳴

木

須

子

千

久

谷

流

高

倉

森

尊

舟

出

高

ケ

割

馬

蒔

賀

田

山

室

根

園

羅 沼

観 音

山

原

保

場

山

田

原

山

山

塙

山

洲

山

山

原

割 山 南

山 高

ず さ

裟 丸

中 大

神

岳

山

山

沢

山

岩

面

原

沢

山

滝

已

朝日岳 ・白毛門山東面

至仏山 ・笠 ケ岳西 面

都道府県 自然環境保全地域名(カ タカナ)

ヤギマキ

ョコスカ

ヨモギ ダ

トリノコサ ン

ヒ ム ロ

ホ ウキネ

チ カソノ

タタラヌマ

サ ヌキ カンノン

ナナセンヤマ

サ クハ ラ

トチ クボ

ハ セ バ

ィズルサ ン

ア ユ タ

ヒガシタカハ ラ

マツクラヤマ

ヤキモ リヤマ

コ バ ナ

セキソンサン

ヨシュ ウ

イワフ ネヤマ

オデヤマ

ミナ ミタカハ ラ

スズガダケ

ア ラヤマ

ナベ ワ リサ ン

キ タサ ワ

ソウマサン

クロイワ

ナベワ リサンナ ンメ ン

アラヤマコウゲ ン

ア ズサザ ワ

ケサマルヤマ

コナカオオ タキ

ナル カミヤマ

アサ ヒダケ ・シラガモ ンサン トウメ ン

シプツサ ン ・カサガタケセイメ ン

一363一

都道府県名

茨 城 県

栃 木 県

群 馬 県



コ ー ド

4915

4916

4917

4918

4919

4920

4921

4922

4923

4924

5001

5002

5003

5004

5005

5006

500?

5008

5009

5010

5011

5012

5013

5014

5015

5016

5101

5102

5103

5104

5105

5106

5301

5302

5303

5304

5305

都道府県自然環境保全地域名

皇 海 王

天 丸 山

大 峰 沼

角 落 山

王 領 地 の 森

赤 城 神 社 と松並 木

平ケ岳 ・白沢山西面

行 人 沼

根 本 沢

巻 機 山 東 面

両 神 村 滝 前

三 芳 ・町 多 福 寺

加 須 市 志 多 見 東

加 須 市 志 多見 中央

加 須 市 志 多 見 西

小 鹿 野 町 般 若

小 鹿 野 町 よ うば け

吉 田 町 白 砂

小 鹿 野 町 尾 の 内

玉 川 村 道 元 平

江 南 村 大 沼

嵐 山 町 杉 山

蓮 田 市 上 沼

蓮 田 市 下 沼

吉 田 町 田 中 山

吉 田 町 女 形

白 浜

梅 ケ 瀬 漢 谷

高 塚 山

地 蔵 堂 ・薮 化石 帯

兀 清

崖 地

な

披 露 山

長

油

田 浦

澄 山

植 生

し

・ 大 崎

浜

戸

壷

大 作

都道府県自然環境保全地域名(カ タカナ)

スカイサ ン

テンマルヤマ

オオ ミネヌマ

ツノオチヤマ

オオ リョウジのモ リ

アカギ ジンジャ トマツナ ミキ

ヒラガタケ ・シラサ ワヤマセイメ ン

ギ ョウニ ンヌマ

ネモ トザ ワ

マキハタヤマ トウメ ン

ギ ョウガ ミムラタキ マエ

ミヨシマチタフクジ

カゾシシダミヒガシ

カゾシシダミチュ ウオ ウ

カゾシシダ ミニシ

オガノマチハ ンニャ

オガ ノマチ ヨウバ ケ

ヨシダマチシラスナ

オ ガノマチオノウチ

タマガ ワムラ ドウゲ ンビラ

コウナ ンムラオオ ヌマ

ラ ンザ ンマチスギヤマ

ハ スダ シウワヌマ

ハ スダシシタヌマ

ヨシダマチタナカヤマ

ヨシダマチオナガタ

シフハ マ

ウメガセケイコク

タカツカヤマ

ジゾウ ドウ ・ヤブ カセキ タイ

モ トキヨス ミヤマ

ガケチ ショクセイ

ヒロウヤマ ・オオサキ

ナ ハ マ

ミ ト

アブラツボ

タウラオオサ ク

一364一

都道府県名

群 馬 県

埼 玉 県

千 葉 県

東 京 都

神奈 川県



コ ー ド

5306

530?

5308

5309

5310

5311

5312

5313

5314

5315

5316

531?

5318

5319

5320

5321

5322

5323

5324

5325

5326

5327

5328

5329

5330

5331

5332

5333

5334

5335

5336

533?

5338

5339

5340

5341

5342

5343

5344

5345

者随府県自然環境保全地域名

今 泉 北

栗 原 第 二 水 源

皇 子 太 神

寒 川 社

宇 都 母 知 神 社

越 山

寒 川 神 社

上 赤 羽 根

甘 沼

中 赤 羽 根

城 ・ 山 湖

城 山'

小 倉 山

志 田 山

三 増 峠

向 山

仏 果 山

八 菅 山

経 ケ 岳

西 山

飯 山

大 山 日 向

鷹 取 山

平 塚 高 麗 山

大 磯 高 麗 山

神 揃 山

山 王 山

沢 井

吉 野

佐 野 川

小 渕

藤 野 上

日 連

谷 山

名 倉

仙 洞 寺 山

茨 菰 山

牧 馬

奥 牧 野

田 原 蓑 毛

都道府県自然環境保全地域名(カ タカナ)

イマイズ ミキタ

ク リハ ラダイニスイゲ ン

オオジタイジン

サムカワシャ

ウツモチジンジャ

コシノヤマ

サムカワジンジャ

カ ミアカバネ

ァ マヌマ

ナカアカバネ

シロヤマ コ

シロヤマ

オグラヤマ

シダサ ン

ミマセ トウゲ

ムコウヤ マ

ブッカサ ン

ハスゲサン

キ ョウガタケ

ニシヤマ

イイヤマ

オオヤマ ヒナタ

タカ トリヤマ

ヒラツカコマヤマ

オオイソコマヤマ

カ ミソロヤマ

サ ンノウヤマ

サ ワ イ

ヨ シ ノ

サ ノガワ

オ ブ チ

フジノガ ミ

ヒ ズ レ

タニヤマ

ナ ク ラ

セ ン ドウジサン

ホ ウズキ ヤマ

マ キ メ

オ クマギノ

タバ ラミノゲ

都道府県名

神 奈 川 県

一365一



コ ー ド

5346

534?

5348

5349

5350

5351

5352

5353

5354

5355

5356

5357

5358

5359

5360

5361

5362

5363

5364

5365

5366

5367

5368

5401

5402

5403

5404

5405

5406

540?

5408

5409

5410

5411

5412

5413

5414

5415

都道府県自然環境保全地域名

菩 提 向 山

三 廻 部 浅 間 山

松 本 上

篠 窪

厳 島 神 社

松 本 下

三 島 神 社

比 奈 窪

五 所 ノ宮 八 幡 神 社

久 所 木 舟

川 ・匂 神 社

鴨 沢

了 義 寺

綱 子

寄

山 北 共 和

塩 沢

谷 ケ 平 山

矢 倉 岳 ・明 神 ケ岳

久 野

片 浦 ・ 早 川

真 鶴

吉 浜

鳴 海 山

鈴 ケ 滝

宮 久

狙 倉 山

宝 珠 山

月 山

御 神 楽 山

権 現堂 山 ・唐 松 山

と ど の 森

郡 殿 の 池

男 池

裏 巻 機 漢 谷

竜 ケ 窪

小 松 原

鉾 ケ 岳 ・ 権 現 岳

都道府県自然環境保全地域名(カ タカナ)

ボ ダイムコウヤマ

ミクルベセンゲ ンヤマ

マツモ トカ ミ

シノクボ

イツクシマジンジャ

マツモ トシモ

ミシマ ジンジャ

ヒナクポ

ゴシ ョノミヤヤワタジンジャ

クゾキブネ

カワワジンジャ

カモサワ

リョウギジ

ツ ナ ゴ

ヤ ドロギ

ヤマキ タキ ョウワ

シホザ ワ

ヤガ ヒラヤマ

ヤグラダケ ・ミョウジンガダケ

ク ノ

カタウラ ・ハヤ カワ

マナヅル

ヨシハ マ

ナル ミサ ン

スズガタキ

ミヤ ピサ

マナイタグラヤマ

ホ ゥジュサ ン

ガ ッサ ン

ミカグラダケ

ゴ ンゲ ン ドウサ ン・カラマツヤマ

トドノモ リ

コオ リ ドンノイケ

オ イ ケ

ウラマキハタケイコク

リュウガクボ

コマツバ ラ

ホコガタケ ・ゴンゲ ンダケ

一366一

都道府県名

神 奈 川県

新 潟 県



レ

}

コ ー ド

5501

5502

5503

5504

5505

5506

5507

5601

5602

5603

5604

5605

5606

5701

5702

5801

5802

5803

5804

5805

5806

5807

5808

5809

5810

5811

5812

5813

6001

6002

6003

6004

6005

6006

都道府県自然環境保全地域名

沢 杉

縄 ケ 池 ・ 若 杉

愛 本

東 福 寺

神 通 峡

深 谷

山 の 神

唐 島

杉 ノ 水

打 ・ 呂

菊 水

犀 川 原 流

観 音 下

池 河 内

楢 俣

小 金 沢 山

三 ツ 峠 山

御 正 体 山

七 里 ケ 岩

旅 ケ 岳

大 岩 山

小 金 沢 土 室

七 面 山

篠 井 山

大 平

黒 岳

清 水 谷

滝 子 山

な し

能 郷 白 山

山 中 山

秋 神

萩 『 町

北 の 俣 ・水 の 平
`
朝 日 添 川

都道府県自然環境保全地域名(カ タカナ)

サ ワスギ

ナワガイケ ・ワカスギ

アイモ ト

トウフクジ

ジンツウキ ョウ

フカダニ

ヤマノ カ ミ

カラシマ

スギノ ミズ

ウ ツ ロ

キクスイ

サイカワゲ ンリュウ

カナガソ

イ ケノコウチ

ナラマタ

コガネザ ワヤマ

ミツ トウゲ ヤマ

ミシ ョウタイヤマ

シチ リガイワ

ザルガタケ

オオイ ワヤマ

コガネザ ワツチムロ

シチメ ンサン

シノイヤマ

オオ ヒラ

クロダケ

シミズダニ

タキコヤマ

ノ ウゴウハクサ ン

ヤマナ カヤマ

アキガ ミ

オギマチ

キタノマタ ・ミズノタイ ラ

アサ ヒソエカワ

都道府県名

富 山 県

石 川 県

福 井 県

山 梨 県

長 野 県

岐 阜 県

一367一



コ ー ド

600?

6008

6009

6010

6011

6012

6013

6014

6015

6101

6102

6103

6104

6105

6201

6202

6203

6204

6205

6206

620?

6208

6209

6301

6302

6303

6304

6601

6701

6702

6703

都道府県自然環境保全地域名

時 山

関 ホ タ ル の 川

椛 の 湖 畔

岩 の 子

御 前 岳

内 嘲 洞

祖 師 野

万 波

鳥 帽 子 岳

明 ・ 神 峠

愛 鷹 山

京 丸 ・ 岩 岳 山

気 田 川

渋 川

蓮 華 寺 寺 叢

田 之 士 里 湿 原

小 牧 大 山

青 取 山

吉.祥 山

伊 熊 神 社 社 叢

小 堤 西 池

大 沼

白 鳥 山

錦

島 勝 浦

藤 原 河 内 谷

員 弁 大 池

な し

な し

本 山 寺

林 田 川

米 地 川

普 光 寺

都道府県自然環境保全地域名(カ タカナ)

トキヤマ

セキホタル ノカワ

ハ ナノコハン

イワノ コ

ゴゼ ンダケ

ゥチバ ミボラ

ソ シ ノ

マンナ ミ

ェポシダケ

ミョウジン トウゲ

アシタカヤマ

キ ョウマル ・イワタケサン

ケタガワ

シブカワ

レンゲ ジジソウ

タノシ:リシツゲ ン

コマキオオヤマ

アオ トリヤマ

キ ッショウザ ン

イクマジ ンジャシャソウ

コヅ ツ ミニシイケ

オオヌマ

シ ラ トリヤマ

ニ シ キ

シマ カツウラ

フジワラコウチダニ

イナベオオ イケ

ホ ンザ ンジ

ハヤシダガ ワ

メジガワ

フ コウジ

都道府県名

岐 阜 県

静 岡 県

愛 知 県

三 重 県

滋 賀 県

京 都 府

大 阪 府

兵 庫 県

一368一



コ ー ド

6704

6605

6706

6707

6708

6709

6710

6711

6712

6713

6714

6715

6716

6801

6901

6902

6903

6904

6905

7001

7002

7003

7004

7005

100s

7101

7io2

7201

7202

7301

7302

7303

7304

7305

都道府県自然環境保全地域名

荘

与

八

置

沼

白

伊

成

林

徳

塩 城

島 神

山 神

弊 諾 神

相

寺

戸

山

跡

社

社

宮

寺

駒 宇 佐 八 幡 神 社

水 生 山 補 陀 落 寺

験.行 寺

高 嶺 山

長 谷

玉 置 山

箕六弁財天 社社寺林

立 神 社 社 寺 林

川 又 観 音 社 寺 林

西 ノ 河 原 生 林

亀 谷 原 生 林

唐

菅

香

松

笏

馬

川

野

取

上

賀

場

赤名湿地性植物群落

六日市コウヤマキ自生林

塩 滝

大 平 山 ・権 現 山

龍 頭 峡

万 古 漢

当 木 島 ・ 釜 戸 岬

魚 切 漢 谷

石 ケ 谷 峡

都道府県自然環境保全地域名(カ タカナ)

ソウ リンザ ン

ヨ ト

ハ ッ トクサ ン

オキジオ ジョウシ

ヌマシマジンジャ

バクサ ンジンジャ

イザ ナギ ジングウ

ナ リアイ ジ

コマウサハチ マンジンジャ

ミズオ ウサンフダラクジ

ケンギ ョウジ

タカ ミネサ ン

バ セ

タマオキヤマ

ミ ロ ク ベ ンザ イ テ ン シ ャ シ ャ ジ リ ン

タ テ ジ ン ジ ャ シ ャ ジ リ ン

カ ワ マ タ カ ン ノ ン シ ャ ジ リ ン

ニ シ ノ コ ウゲ ン セ イ リン

カ メ タ ニ ゲ ンセ イ リン

カ ラ カ ワ

ス ガ ノ

カ ト リ

マ ツ ガ ミ

ツ ガ

ノぐ ノマ

アカナシッチセイショクブツグンラク

ムイカイチコウヤマキ ジセイ リン

シオ タキ

オオ ヒラヤマ ・ゴ ンゲ ンヤマ

リ ュ ウヅ キ ョ ウ

バ ン コ ケ イ

ア テ キ シ マ ・カ マ ト ミサ キ

ウ オ キ リケ イ コ ク

イ シ ガ タ ニ キ ョ ゥ
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都道府県名

兵 庫 県

奈 良 県

和 歌 山 県

鳥 取 県

島 根 県

岡 山 県

広 島 県



コ ー ド

7306

?307

7308

7309

7310

7311

7312

7313

7314

7315

7316

7317

7318

7501

7601

7602

7603

7604

7701

?702

7901

7902

7903

8001

8101

8102

8103

8104

8105

8106

都道府県自然環境保全地域名

津 田 の 明 神 山

常

八

柏

小

指

大

福

男

湯

滝

大

清

国 見

掛

谷

峯

王 寺

鹿

の

山

沢 湿

黒 川 の 明 神 山

な し

滝

山

島

峡

山

山

山

山

山

峡

原

高 丸 山

弥

藤

水

女

谷

尾

体

山

山

主

山

赤 石 山 系

小 屋 山

大,

猪

鳥

樫

な し

島

野

屋 山

原

虚:空 .蔵 山

鐙 瀬 海 岸

田 の 浦 海 岸

末 津 島 ・ 前 島

舅 ケ島 ・奈木崎海岸

矢 堅 崎 西 海 岸

都道府県 自然環境保全地域名(カ タカナ)

ツダノ ミョウジンヤマ

ジョウセイダキ

ヤクニ ミヤマ

カシワジマ

コガケキ ョウ

ユ ビタニヤマ

オオ ミネサ ン

フクオ ウジヤマ

オジカヤマ

ユノヤマ

タキヤマキ ョウ

オオサ ワシツゲ ン

クロカワノ ミョウジンヤマ

タ カ マ ル ヤ マ

イヤ ダニヤマ

フジオサ ン

ミ ズ シ

ニョタイザ ン

アカイシサ ンケイ

コヤヤマ

オオ シマ

イ ノ

トヤサ ン

カシハル

コクゾウサ ン

アフンゼ カイガ ン

タノ ウラカイガ ン

スエスシマ ・マエシマ

シュウ トガシマ ・ナ キザキカイガ ン

ヤガタメザキニシカイガ ン

都道府県名

広 島 県

山 口 県

循 島 県

香 川 県

愛 媛 県

高 知 県

福 岡 県

佐 賀 県

長 崎 県
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コ ー ド

8107

8108

8109

8110

8111

8112

8113

8114

8201

8202

8203

8204

8301

8302

8303

8304

8401

8402

8501

8502

者随府県自然環境保全地域名

大 瀬 良 東 海 岸

高 峰 西 海 岸

津 和 崎

子 ソ 崎

妙 見

青 海

合 歓 ノ 木

茂 木 海 岸

波野村スズラン群生地

大 野 漢 谷 周 辺

大

染

小

武

霊

湯

樫

城

多

川

岳

山

都

山

山

葉

掃 部 岳 北 側

木 場 岳

万 九 郎

な し

都道府県自然環境保全地域名(カ タカナ)

オオセ ラヒガシカイガン

タカボ ウニシカイガン

ツワザキ

ソネザ キ

ミョウケン

オ オ ミ

ネムノキ

モギカイ ガン

ナ ミノム ラスズラングンセイチ

オオノケイコクシュウヘ ン

オオ カワ

ソメダケ

オギヤマ

タケ タヅ

リョウゼ ン

ユ ヤ マ

カ シ バ

カモ ンダケホクブ

コバダケ

マンクロウ

都道府県名

長 崎 県

熊 本 県

大 分 県

宮 崎 県

鹿児 島県

沖 縄 県
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海域 区分 コ ー ド

コ ー ド

101

102

103

104

105

106

107

108

109

110

111

112

113

201

202

203

204

205

206

20?

301

302

303

304

305

306

30?

308

401

402

403

404

405

406

407

501

502

503

504

505

506

507

508

509

510

北 海 道 区

日本海北区

太平洋北区

日本西西区

太平洋中区

海 域 名

宗

網

根

釧

十

日

胆

渡

檜

後

石

留

谷
走

室
路

勝

高
振

島
山
志

狩
萌

国 後 ・捉 捉 ・

歯 舞 ・色 丹

青

秋

山

新

佐

富 山

能 登 半 島

陸 奥 湾

津 軽 海 峡

下 北 半 島 東

三 陸 海 岸

宮 城三陸 海 岸

仙 台 湾

福 島

鹿 島 灘

若 狭 湾

兵 庫

鳥 取

島 根

北 長 門

隠 岐

竹 島

房 総

東 京 湾

相 模 湾

伊 豆

駿 河 湾

遠 州 灘

伊 勢 湾

三 河 湾

熊 野 灘

伊 豆七 島 北

森

田

形

潟

渡

湾

コ ー ド

511

530

550

601

602

603

604

701

702

703

704

705

706

?0?

708

709

710

711

712

713

714

715

716

71?

718

801

802

803

804

805

806

807

808

809

810

811

812

813

814

820

830

850

870

880

890

895

太平洋南区

瀬戸内海区

東シナ海区

海 域 名

伊 豆 七 島 南

小 笠 原 群 島

火 山 列 島

和 歌 山

徳 島

土 佐 湾

日 向 灘

周 防 灘 西

周 防 灘 東

伊 予 灘 西

別 府 湾

豊 後 水 道

伊 予 灘 東

広 島 湾

安 芸 湾

備 後 灘

燧 灘

備 讃 瀬戸 西

備 讃 瀬 戸 東

播 磨 灘 北

播 磨 灘 南

大 阪 湾 北

大 阪 湾 南

紀 伊 水 道 西

紀 伊 水 道 東

響 灘

博 多 湾

唐 津 伊 万 里

大 村 湾

長 崎

天 草 灘

有 明 海

八 代 海

薩 摩

鹿 児 島 湾

大 隈

対 馬

五 島

大 隈 諸 島
ト カ ラ 列 島

奄 美 諸 島

沖 縄 島

宮 古 列 島

八 重 山 列 島

尖 閣 諸 島

大 東 諸 島
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もとのMTデ ータか ら今 回の整備作業 によって削除 された項 目の リス ト

項目名は,そ れぞれの調査報告書にある名称である。県 コー ドは市町村 コー ド(6桁)を 入れた

めに省いた。その他の項 目についても,複 数ファイルの統合によって重複する項 目,調 査原票およ

び分布図(す でにたどることが不可能に近い)に 関する情報,お よび項目はあるが,実 際にはほとん

ど情報がなく,あ まり利用価値の高 くないと思われるものなどを省いた。

〈植生調査〉

。県 コー ド

〈特定植物群落〉

。県 コー ド

。対象番号

。地図番号

く哺 乳 類〉

。種コー ド

。頭 数

・年 代

。本調査 ・追加調査 の別フラ ッグ

〈鳥 類〉

。都市 コー ド(も ともとブランク)

〈 両生 ・は虫類〉

。県 コー ド

・地図番号

。通 し番号

。経度 ・緯度

く淡 水 魚〉

・県 コー ド

。地図番号

◎通 し番号

。経度 ・緯度

〈昆 虫〉

。地図番号

。指 標 ・特定

。メ ッシュ数

・統一種番号

。種名(カ タカナ)

〈湖 沼〉

。区 分

。保全地域地区区分(湖 沼 ,島,湖 岸 に分けては

記載 しない。)

。水 温

。その他記録 の有無

。対象魚類 コー ド

。生物相 ・記録の有無

・区間番号

。挺水植物 の沖出幅

。出発点か らの距離

。区 間 長

。通 し番号

。天 気

。雲 量

。気 温

。全 透

・その他 の項 目

。水 深

KPH

ADO

。魚種 コー ド

・記 録

。天然繁殖

。備 考

。合算 区分

◎漁 獲 量

。卵放流量

。稚 ・成魚放流量

く河 川〉

。区 分

◎水系 コー ド

。河川コー ド
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。調査年月

。天

。気

。水

。底

。塩

。比

。水

。流

。概

気

温

温

質

分

重

温

量

要

・魚 種 数

。調査区間番号

'
。保全地域

。鳥獣保護

。水 際 線

。河原 の土地利用

。河畔 の利用

。河 川工作物

。取水施設

・河川の利用

。不快要因

。河 辺 林

。流入河川

。地点 別魚類相

。記 録

・魚 獲 量

。卵 放 流

}放 流の有無にまとめた
。稚 ・成魚放流

。合 算

。合算魚種 コー ド

<海 岸調査>

Oレ コー ドタイプ

。地図番号

。順序番号

。計測区画ナンバー

。県集計 レコー ドナ ンバ ー

〈干潟および藻場およびサ ンゴ礁〉

。調査区番号

。地図番号

。2次 メッシュコー ド

。継続番号

。分布域 ・消滅域区分(カ ラムの位置でわか る仕

掛けになったので不必要)

〈赤 潮〉

。整理番号

。地図番号

。2次 メッシュコー ド

。調査地区番号

。継続番号

1
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第2回 自然環境保全基礎調査
情報公開について

1。 第2回 自然環境保全基礎調査に関す る報告書及び地 図類で,刊 行物 として市販 されているものは次

のとおリ。

(1)全 国 版

・日本 の重要な植物群落の分布 環境庁編(定 価3,800円)

・日本産鳥類の繁殖分布 〃(定 価4,500円)

・日本の重要な昆虫類の分布 〃(定 価2,000円)

・日本の 重要な両生類 ・は虫類 の分布 〃(定 価2 ,900円)

(2)地 方 版

・日本の重要な植物群落

一 特定植物群落調査報告書一

北 海 道 版

北 関 東 版

甲 信 越 版

東 海 版

中 国 版

北 九 州 版

12分 冊

(定 価2,700円)

(定 価2,900円)

(定 価3,400円)

(定 価5,000円)

(定 価5,000円)

(定 価4,500円)

・日本の 重要な両生類 ・は虫類

環境庁編

東 北 版

南 関 東 版

北 陸 版

近 畿 版

四 国 版

南九州 ・沖縄版

一 動物分布調査(両 生類 ・は虫類)報 告書一

北 海 道 版

北 関 東 版

甲 信 越 版

東 海 版

中 国 版

北 九 州 版

・日本の重要な淡水魚類

(定 価1,000円)

(定 価1,200円)

(定 価1,600円)

(定 価1,900円)

(定 価2,200円)

(定 価1,200円)

12分冊

東 北 版

南 関 東 版

北 陸 版

近 畿 版

四.国 版

南九州 ・沖縄版

一 動物分布調査(淡 水魚類)報 告書 一12分 冊

北 海 道 版

北 関 東 版

甲 信 越 版

東 海 版

中 国 版

北 九 州 版

・日本の重要な昆虫類

(定 価1,500円)

(定 価1,100円)

(定 価1,100円)

(定 価1,300円)

(定 価1,600円)

(定 価1,700円)

(定 価7,500円)

(定 価5,000円)

(定 価4,200円)

(定 価5,400円)

(定 価3,400円)

(定 価5,800円)

環境庁編

環境庁編

東 北 版

南 関 東 版

北 陸 版

近 畿 版

四 国 版

南九州 ・沖縄版

(定 価2,200円)

(定 価1,800円)

(定 価1,500円)

(定 価2,400円)

(定 価1,200円)

(定 価1,800円)

(定 価2,000円)

(定 価1,200円)

(定 価1,200円)

(定 価2,200円)

(定 価1,400円)

(定 価1,700円)

一 動物分布調査(昆 虫類)報 告書一12分 冊 環境庁編
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北 海 道 版

北 関 東 版

甲 信 越 版

東 海 版

中 国 版

北 九 州 版

(定 価700円)

(定 価2,100円)

(定 価1,800円)

(定 価2,400円)

(定 価2,400円)

(定 価1,500円)

東 北 版

南 関 東 版

北 陸 版

近 畿 版

四 国 版

南九州 ・沖縄版

・なお,そ の他 の調査 報告書の刊行にっいて も予定 されている
。

(3)地 図 類

・5万 分の1現 存植生 図(608図 面)

・植生調査報告書(都 道府県別)

・20万分 の1動 植物分布図(都 道府県別)

・日本 の自然環境(ア トラス)

(定 価3,000円)

(定 価2,300円)

(定 価1,700円)

(定 価3,700円)

(定 価1,700円)

(定 価3,100円)

(単 価750円)

(定 価1,500～4,750円)

(定 価800～1,000円)

(定 価15,000円)

2.第2回 自然環境保全基礎調査に関する報告書で,閲 覧及びコピーサーピスを実施しているものは次

のとおリ。

植 生

特定植物群落

動物分布(哺 乳類)

(鳥 類)

(両 生類・は虫類)

(淡水魚類)

(昆 虫類)

表土改変状況

湖 沼

河 川

海 岸

干潟,藻 場,サ ンゴ礁分布

海域環境

海域生物

植 生

特定植物群落

動物分布(哺 乳類)

(両生類 ・は虫類)

(淡水魚類)

(昆 虫類)

湖 沼

河 川

海 域

調査報告書(都 道府県別45冊)
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47冊)(全 国版(そ の1)1冊)

な し)(〃1冊)

47冊)(〃(そ の1)1冊)

47冊)

47冊)

な し)(関 東版1冊)

37冊)

47冊)

な し)(全 国版1冊)
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(全 国版1冊)
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1冊)

(そ の2)1冊)

(そ の2)1冊)

1冊)
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1冊)

1冊)
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海域生物 調 査報告書(全 国版1冊)

第2回 自然環境保全基礎調査報告書(緑 の国勢調査)(総 括 版1冊)

第2回 自然環境保全基礎調査報告書資科編(緑 の国勢調査)(総 括版1冊)

5第2回 自然環境保全基礎調査に関す る報告書及び地 図類は,次 の団体等で入手できる。

(11(助 日本野生生物研究センター

(東 京都 文京区本郷3-39-12TEL・03-813-8806)

・刊 行物市販 及び閲覧並 びにコピーサ ービス

・5万 分の1現 存植生図

・植生調 査報告書(都 道府 県別)

・20万 分 の1動 植物分布図

② 政府刊行物サ ービスセンター

・刊行物市販及び閲覧並びに コピーサ ービス

{3)助 日本 自然保護協会

(東 京都港区虎 ノ門2-8-1虎 ノ門電 気ビル4FTEL・03-503-4896)

・閲 覧及びコピーサービス
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第2回 自然環境保全基礎調査

自然環境保全情報利用の手引
(磁 気テ ープ編)

昭和58年3月19日

作 成 環境庁 自然保 護局

東京都千代田区霞ケ関3-1-1

TELO3-581-3351ex2482

事 業実施 財団法人 日本野生生物研究 センター

東京都文京区本郷3-39-12

TEL813-8806

内容についてのお問い合せは環境庁自然保護局企

画調整課自然環境調査室あるいは㈲日本野生生物

研究センターへご連絡下さい。




